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第一章★★★ダレイムの実り







１




　ヴァルカスとともに厨くりやを預かった、城下町の食事会の翌日――藍あいの月の十一日である。

　その日、俺おれたちは荷車を南に走らせていた。

　普ふ段だんの俺たちは、街かい道どう沿いに建物がひしめき合うジェノスの宿場町で、屋台の商売をしている。本日はその街道を南に下って、広大なる畑を有するダレイム伯はく爵しやく領りようを目指しているのだった。

「そろそろ着くかなあ？　リミ、楽しみだなー！」

　同じ荷車に乗っているリミ＝ルウが、はしゃいだ声をあげている。その無む邪じや気きな様子に心を和なごまされながら、俺は「そうだね」と笑え顔がおを返してみせた。

　本日は、普段からお世話になっているドーラの親おや父じさんの家と畑にお邪じや魔まをする予定であるのだ。ドーラ家の末すえ娘むすめであるターラとすっかり仲良しのリミ＝ルウにしてみれば、二重の喜びであるのだろう。

　もちろんリミ＝ルウ以外のメンバーも、全員が期待に顔を輝かがやかせている。俺たちが普段使っている野菜が、どのような場所で、どのように作られているのか。それを見学するのが本日の主しゆ旨しであるのだが、勉強熱心な彼かの女じよたちにしてみれば、やはり心の躍おどるイベントであるのだろう。俺自身、本日の社会科見学は心から楽しみにしていたのだった。

　ちなみにそのメンバーは、レイナ＝ルウとシーラ＝ルウ、トゥール＝ディンとユン＝スドラ、それに俺とリミ＝ルウを加えて、合計六名であった。その六名を乗せたギルルの荷車に、一頭のトトスが並走している。それにまたがっているのは、昨日も護衛役を果たしてくれた、ダン＝ルティムとディム＝ルティムだ。彼かれらはそれぞれ負傷の身で、ギバ狩がりの仕事を休養中であったため、本日も護衛役に名乗りをあげてくれたのだった。

「あ、そこの道を右手に入ってください」

　と、レイナ＝ルウの声が飛んできたので、俺は「了りよう解かい」と手た綱づなを操あやつってみせた。レイナ＝ルウは、かつて俺がリフレイアにさらわれた際、それを捜そう索さくするという名目で、ひとたびだけダレイム領にまで足を踏ふみ入いれたことがあったのだ。

　ダレイム領もまた、ジェノスの領土に含ふくまれる区域である。ジェノス侯こう爵しやく家けの治める城下町に、サトゥラス伯はく爵しやく家けの治める宿場町、トゥラン伯爵家の治める北方の領地、ダレイム伯爵家の治める南方の領地――そして、モルガの山の山さん麓ろくに広がる森辺の集落をひっくるめて、総そう称しようが「ジェノス」であるのだ。その中で、普段は宿場町にしか用事のない俺たちにとっては、ダレイムに出向くだけでも、十分に遠足気分を満まん喫きつできるのだった。

　ただし俺たちは、十日後にもっと本格的な遠えん征せいを控ひかえている。広大なるカロンの牧場を擁ようするという隣となり町まちのダバッグまで、片道で半日かかる一泊ぱく旅行が、ついに実現されるのだ。言ってみれば、本日のダレイム見学はその予行演習のようなものだった。

「うわあ、広いね！　ほんとに森辺や宿場町とは全然違ちがうんだあ」

　と、リミ＝ルウがまた弾はずんだ声をあげる。進路を西に取ってからしばらく進み、宿場町の南なん端たん部ぶを突とつ破ぱすると、左右の光景がふいに開けたのである。

　リミ＝ルウの言う通り、とても広い。余計な木々は伐ばつ採さいされているために、驚おどろくほどに見晴らしがよかった。何キロ先かもわからない地の果てに背の低い雑木林の影かげが見え、その手前の空間にはひたすら広大な畑が広がっている。踏み固かためられた畦あぜ道みちはぐねぐねと曲がりながら奥おくのほうまで続いており、木造の家が畑の間にちらほらと点在している。それは、溜ため息いきが出るほど牧歌的でのどかな光景であった。

「ふむ！　ここまで広々とした土地を見るのは、初めてのことだな！　確かにこれは、森辺とも宿場町とも城下町とも趣おもむきの異なる地であるようだ」

　ルティム家のトトスたるミム・チャーにまたがったダン＝ルティムも、ご満まん悦えつの様子である。

「では、さっそく踏み入らせていただこう！　とりあえずはこの道を進めばよいのだな、アスタよ？」

「はい、そのはずです」

　畑のど真ん中に築かれた畦道を、常歩でゆるゆると進んでいく。この付近では仕事に従事している人間の姿もなかったので、森辺の狩かり人うどたるダン＝ルティムらが堂々とその姿をさらしていても見とがめられることはなかった。

（本当にのどかなところだな……やっぱり平和ってのはいいもんだ）

　ジェノスは敵対国マヒュドラからも遠く離はなれているため、戦火に巻き込まれる危険がない。そして日中も夜間も警護の衛兵が巡じゆん回かいし、野盗などの襲しゆう撃げきから町を守っている。ダレイムの人々にとって警けい戒かいすべきは、ときおり森から出しゆつ没ぼつするギバの存在ぐらいであるのだ。

「あ、アスタおにいちゃん、こっちだよー！」

　と、畦道をしばらく進んでいくと、元気いっぱいの声が左手の方角から飛んできた。このダレイムの地に住まう、ターラである。オレンジ色のワンピースみたいな装束を着たターラは、あちこちに分ぶん岐きした畦道の向こうからちょこちょこと駆かけ寄よってきた。

「わーい、ターラだ。ひさしぶりー！」

「リミ＝ルウ、ひさしぶり！　ほんとにダレイムに来てくれたんだね！」

　荷台から身を乗り出したリミ＝ルウとターラが、上と下とでにっこり笑い合う。三日に一回はリミ＝ルウも宿場町に下りてきているのに、彼女たちの挨あい拶さつはたいてい「ひさしぶり」だ。中二日でも長く感じられてしまうぐらい、おたがいがおたがいを求め合っているということなのだろう。その微笑ほほえましい姿をしばし堪たん能のうしてから、俺はターラのほうに手を差しのべてみせた。

「出で迎むかえありがとう。それじゃあ、ターラの家まで案内してくれるかな？」

「うん！」

　荷台に這はいあがったターラの案内で、俺は南側の細めの畦道へと進路を変えた。

　どこまで行っても周囲は畑であり、何の変化も訪おとずれない。しかし、このあたりではちらほらと野菜の収しゆう穫かくに励はげんでいる人々の姿があり、その中には俺たちの姿を見てぎょっと立ちすくむ者も少なくはなかった。宿場町の他ほかには姿を現さない森辺の民たみが、トトスと荷車に乗ってダレイムの領地を闊かつ歩ぽしているのである。こんなのは、そうそうありえない椿ちん事じであるはずだった。

　もちろん本日の来訪については、事前にダレイム伯爵家から了りよう承しようを取りつけている。実はポルアースも同行したがっていたぐらいであったのだが、バナームの使節団を接待するために忙いそがしいのだ、と彼はたいそう残念がっていた。

「あ、見えてきた！　あれがターラの家だよ！」

　リミ＝ルウと一いつ緒しよに御ぎよ者しや台だいの横から顔を出していたターラが、声をあげる。俺たちの行く手には、想像よりもはるかに大きな家屋が待ちかまえていた。

　いや、きっと野菜を収納する倉庫も併へい設せつされているのだろう。一家庭の家屋の規模ではないし、それに、二階建てと平屋の建物がぴったり寄り添そうような格好で建っている。大きいのは、丸太で組まれた平屋の建物のほうだった。

「やあ、アスタ！　それに森辺のみなさんがたも、いらっしゃい！」

　と、その建物に到とう着ちやくする前に、また横合いから声をかけられる。見ると、大きな籠かごを背負ったドーラの親父さんが、畑のほうから歩いてくるところであった。

「ずいぶん早かったね。お茶の準備をしそこねちまったよ」

「いえ、お忙しいところをすみません。俺たちにはかまわず仕事を続けてください」

「なに、ちょいと早いが昼休みだ。大事なお客さんを放ってはおけないよ」

　ドーラの親父さんはわざわざ俺たちの来訪にあわせて、宿場町での仕事を息むす子こさんと交代してくれたのである。額の汗あせを土まみれの手でぬぐいながら、親父さんはにこにこと笑ってくれていた。

「とりあえず、荷車を家の前に置いてくるといい。それから俺たちの自じ慢まんの畑をお見せするよ」

「はい、ありがとうございます」

　俺たちは親父さんをその場に残し、荷車を家の前まで移動させた。

　家のほうは、無人のようである。きっとみんな、それぞれの仕事に励んでいるのだろう。野菜を育てて、収穫し、それを売りさばく。ダレイムの人々も、森辺の民に劣おとらず多た忙ぼうな毎日を送っているのである。

　荷車は邪魔にならないよう家屋の壁かべ沿いに駐とめて、ギルルとミム・チャーは手近な木の枝に繋つながせていただく。それから徒歩で道を戻もどっていくと、親父さんは籠を足もとに下ろして俺たちを待ち受けていた。

「ここはタラパの畑なんだよ。よく育ってるだろう？」

　籠の中には、確かによく育ったタラパがぎっしりと詰つめ込まれていた。色合いや味はトマトにそっくりなタラパだが、サイズはカボチャなみである。少し土で汚よごれてはいるが、実に美味うまそうだった。

「ええと、たしか城下町に卸おろす分は、もっと小さなタラパなのですよね？」

「ああ、うちでも少しだけ扱あつかってるよ。自分の目で確かめてみるといい」

　タラパを詰め込んだ籠を道みち端ばたに放置したまま、親父さんの案内で畑に降りた。

　畑は道よりも四、五十センチほど低い位置にあり、土質はやわらかそうな茶色であった。ぎりぎり人間が通れるぐらいの隙すき間まを残して、巨きよ大だいな緑色の葉が茂しげっている。高さは俺の膝ひざぐらいだ。

　親父さんがその葉の一枚をひっくり返すと、その下にタラパの実が生なっていた。一本の茎くきに、実は一つ。果実の重さにあらがうように、太い茎が大きくしなっている。

「ここらは宿場町に卸す分だね。城下町のは、この奥だ」

　大事なタラパを踏み潰つぶさないように気をつけながら、ぞろぞろと先に進んでいく。大きな畑の四分の一ぐらいを踏とう破はしたあたりで親父さんは足を止め、また手近な葉をつまみあげた。

　その下から現れたのは、俺も城下町の食料庫で見たことのある、人間の拳こぶしぐらいの大きさをしたタラパだ。サイズ的にはこちらのほうが俺の知るトマトに近いが、しかし形状は干ほし柿がきのようにしなびてしまっている。

「見た目は悪いが、こうやってしぼんじまったほうが、うんと甘あまみが増すんだよ。だけど、ここまでしぼむのを待ってたら収穫するのに倍以上も時間がかかっちまうから、こんなに小さいのに値段も倍以上になっちまうわけさ。こんなのは、城下町でないとまず買い手はつかないね」

「そうみたいですね。確かに城下町で準備されていたタラパは、そのまま食べても十分に美お味いしかったです。中の身も、大きなタラパに負けない瑞みず々みずしさでしたし」

　それは昨日、歓かん迎げい会かいの料理として俺も使わせていただいている。

「だけど、アリアと一緒に煮に込んでしまえば大おお粒つぶのタラパでも十分に美味しいですし、値段のことを考えれば、俺はこれからもあちらのタラパを買わせていただきたいですね」

「ああ、うちでもタラパは、細かく刻んで焼いたアリアと一緒に煮込むのが、すっかり当たり前になっちまったよ」

　笑いながら言い、親父さんはもと来た道を引き返す。

「それじゃあ今度は、どの野菜を見てもらおうかね。やっぱり、アリアやポイタンかな？」

「そうですね。どの野菜も興味深いですけど、やっぱりその二つが特に気になります」

「アリアは家の裏にあるんだ。さっきのタラパを運びがてら、そっちを見てもらおう」

　歩きながら、俺はみんなの様子をうかがってみた。とりあえず、退たい屈くつそうにしている者はいない。リミ＝ルウやダン＝ルティムなどはたいそうご機き嫌げんな面おも持もちであるし、トゥール＝ディンやシーラ＝ルウも好こう奇き心しんに目を輝かせている。

　ただ唯ゆい一いつ、レイナ＝ルウの表情だけが物思わしげであるように感じられた。彼女は昨晩ヴァルカスの料理を口にしてから、ずっとこのような表情でいるのだ。

「さ、こっちだよ」

　ドーラの親父さんを先頭に家の前まで歩を進め、建物を迂う回かいして裏手に回る。

　案に相そう違いして、そこにはずらりと樹木が立ち並んでいた。畑はこの林の向こうなのかな、などと考えていると、親父さんはその木の一本を手の平でぱしんと叩たたいた。

「こいつが、アリアの木だ。よく実ってるだろう？」

「え？　アリアは木に生るのですか？」

　俺が驚いて視線を巡めぐらせると、それらの木の枝には確かに見覚えのあるアリアがあちこちにぶら下がっていた。タマネギとそっくりのアリアが、まるでリンゴか何かのように高い木の枝に生っているのである。これはちょっと、想像していなかった光景であった。

「へえ……てっきりアリアは、土の中で育つものと思っていました」

　アリアは表皮も茶色ではなく緑がかっているので、遠目に見ると果物のように見えてしまう。というか、俺の世界では「木に生るものは果物である」という分類法も存在したのだが、この地ではいったいどのように野菜と果物を分類しているのだろう。

「なかなか見事なもんだろう？　高い枝に生っているやつは、梯はし子ごを使って収穫するんだ。このあたりのはまだ若いので、収穫するのは半月後ぐらいかな。これぐらい小さくても食えないことはないが、あんまり早く収穫すると、品切れを起こすことになっちまうからね」

「そういえば、俺がこの地にやってきてもう半年ぐらいが経たちますけど、野菜が品切れになったことは一度もありませんね」

　そう考えると、アリアに限らず他の野菜たちも、そのほとんどが多年生なのだなと思えてくる。やはり、俺の常識を持ち込んでもあまり意味はないのかもしれない。しかしまあ、一年を通して同じ野菜を美味しくいただけるなら、俺の側に不満など持ちようもなかった。

「俺の故郷では季節によって、取とり扱える野菜の種類が異なっていたんですよ。でも、このジェノスは気候が一定なので、そういう不自由さもないわけですね」

「そうだね。まあ、タラパやプラなんかは、そういうわけにもいかないけどさ」

「え？　そうなんですか？」

「ああ。雨季が来て地面がぐずぐずになっちまったら、タラパやプラなんかは作れなくなっちまうんだよ。その間は、雨に強い別の野菜を育ててしのぐわけさ」

「このジェノスには、雨季が存在するのですか」

　俺が驚いて聞き返すと、親父さんは俺以上に驚いた顔をした。

「そりゃそうさ。一年の内の二ヶか月げつは、毎日が雨づくしだよ。太陽が出る日なんて数えるぐらいしかない。だから、アリアやポイタンもずいぶん小こ粒つぶになっちまうんだよね」

「それは初耳でした。ちなみに、次の雨季はいつ頃ごろに訪れるのでしょう？」

「雨季は茶の月からだから、まだまだ先だよ。ざっと四ヶ月後ぐらいかな」

　それならば、俺は前回の雨季が明けてから早々にこの地へ遣つかわされた、ということになるわけだ。まったく、意想外な話が聞けるものである。

「だけどまあ、雨季の野菜も捨てたもんじゃない。そいつを使ってアスタがどんな料理を作ってくれるのか、今から楽しみなところだね」

　そう言って、親父さんは楽しそうに笑った。

「それじゃあ、お次はポイタンかな。ポイタンは、このアリアの畑の向こう側にあるんだ」

　アリアの畑というか林は、タラパのそれよりもさらに広大であった。しかしそれも、俺たちが商売に使う分だけで一日に百個以上も購こう入にゆうしていることを思えば、当然のことなのだろう。安価ゆえに城下町ではあまり使われないという噂うわさのアリアであるが、宿場町や森辺の集落で消費される分まで考えたら、さらにおびただしい量のアリアが栽さい培ばいされているはずなのである。もしかしたら、俺が最初に遠景で確かく認にんした雑木林も、他の家が管理するアリアの畑であったのかもしれなかった。

「こいつが、ポイタンの畑だよ」

　その広大なるアリアの林の向こう側に、また広大なるポイタンの畑が広がっていた。なおかつそこでは、大勢の人々が収穫に励んでいる。畑が大きすぎて人ひと影かげはまばらに見えてしまうが、数十人単位で働いているのは確実であるようだった。

「へえ、ここはまた、段だん違ちがいに大きな畑ですねえ」

　しかもそこは平地でなく、やたらと起き伏ふくにとんでいるように見えた。うねうねと波打った大地から、しなびた薄うす緑みどり色の葉がびっしりと生えている。その葉の様子を確認しながら、人々は土中のポイタンを次々と引ひっこ抜ぬいているようだった。

「あっちの奥のほうなんかは、ここ数ヶ月で切り開いた畑なんだよ。ほら、貴族様のお達しで、ポイタンの畑を広げることになったって言っただろう？　そのときに広げた畑からも、ようやく収穫できるようになってきたんだ」

　これまで宿場町で主食とされてきたフワノに取って代わり、現在ではポイタンを扱う家や店が増えてきているのだ。そのおかげで、ドーラの親父さんもだいぶん稼かせぎが上がってきたらしい。

「ただし、町で売るポイタンは、一回煮に詰つめて粉にしてから売りさばくように取り決められちまったからね。煮詰める場所や道具なんかは貴族様が準備してくれたが、その仕事を任せる人間への日当は俺たちが負担することになっちまったから、それを考えると、とんとんさ。稼ぎを上げるためには、もっともっと畑を広げなきゃならないんだ」

「なるほど。ポイタンは、今まで以上に薄はく利り多た売ばいの商品になってしまったわけですか」

「そういうこったね。でも、作ったそばから売れていっちまうから、決して損な商売ではないよ。いまだにどの家でも、先を争ってポイタンの畑を広げている真っ最中なんだ」

　そして、ポイタンが普ふ及きゆうすればするほど、フワノを売っているトゥランの財政は厳しくなっていくわけである。トゥランを取り仕切っているトルストのくたびれた顔を思い出すと、あまり手放しで喜んでばかりもいられなかった。

（でも、パスタやうどんを作るには、フワノも必要だからな。あれが町でも人気の商品になれば、少しはバランスも取れるだろう）

　何にせよ、まだ縁えんの薄うすいトルストよりは、ドーラの親父さんの笑顔のほうが嬉うれしく思えてしまう俺なのである。今のところは、トゥランに偏かたよっていた富がダレイムの人々に流れ込んできたことを、素す直なおに寿ことほぎたかった。

「ルウ家のお嬢じようちゃん、たしか、リミ＝ルウだったっけ？　よかったら、ポイタンを引っこ抜いてみるかい？」

　ドーラの親父さんがそんな風に呼びかけると、リミ＝ルウは「いいの？」と瞳ひとみを輝かせた。

「地面の上から眺ながめてるだけじゃあ、見物に来た甲か斐いもないだろうからね。そうだなあ……よし、こいつをお願いしようかな」

「うん、わかったー！」

　ドーラの親父さんが指し示した薄緑色の茎と葉を、リミ＝ルウがわしづかみにする。が、ずいぶん深く根を張っているようで、ポイタンはなかなか持ち上がってこない。

「ターラも手伝うね！」と、横からターラが手をのばした。そうして二人が「せーの！」と掛かけ声ごえをあげて引っ張ると、おびただしい量のポイタンが地中から引きずり出されてきた。外見はジャガイモにそっくりのポイタンが、十個ばかりも数じゆ珠ずつなぎになっている。それらがすべて引きずり出されたところで、二人の幼い少女たちは勢いあまって地面にひっくり返ってしまった。

「おお、見事なポイタンだ。ちゃんと根っこの先っぽまで引っ張り出せたみたいだね」

　ドーラの親父さんは笑いながら、リミ＝ルウとターラを抱かかえ起こす。

「これでポイタンの実を収穫したら、残った根っこはまた同じように埋うめておくんだ。そうすれば、また何なんヶか月げつ後かに新しいポイタンができあがってるからね」

「面おも白しろーい！　ポイタンって、こうやって作られてるんだね！」

　ポイタンについた土を払はらいながら、リミ＝ルウは笑顔でそう言った。その手もとを、ダン＝ルティムが「ふうむ」と覗のぞき込む。

「確かに、面白いな。……ところで、ギバもこのポイタンを喰くらうのだったかな？」

「ああ、ギバはアリアやポイタンが好物みたいだね。アリアなんかは木に突とつ進しんして、枝に生っているやつを落としちまうんだからタチが悪いよ。……ま、ティノやタラパの畑だって、おんなじように荒あらされちまうんだけどさ」

　親父さんがダン＝ルティムと口をきくのはこれが初めてのことであったが、べつだん物もの怖おじしている様子はない。いつも通りの、屈くつ託たくのない笑顔である。ダン＝ルティムも顎あご鬚ひげをしごきながら、「なるほどな」と笑っていた。

「ジェノスの恵めぐみを守るのは俺たちの仕事だが、そもそも俺たちだってここの畑で作られている野菜を喰らっているのだ。それを思えば、いっそうギバなどに分け前を奪うばわれてなるものかという気持ちになれるな」

「ああ、あんたたちがギバ狩りの仕事を果たしてくれているからこそ、俺たちは安心して仕事ができるんだ。……そういえば、ここ数ヶ月は少しずつギバの被ひ害がいも減ってきているみたいだよ」

「うむ！　スン家の連中も真ま面じ目めにギバを狩かるようになったし、俺たちもこれまで以上に力をつけてギバを狩れるようになったからな！　……もっとも、ここひと月ばかりは俺も仕事を果たせてはおらんが」

　と、ダン＝ルティムは杖つえの柄えで禿とく頭とうをかいた。その巨きよ体たいを見上げつつ、親父さんは目を細めて微笑む。

「それだって、狩人の仕事で痛めたものなんだろう？　あんたたちには、本当に感謝しているよ」

「なに、ギバを狩るのは俺たちの仕事で、野菜を作るのはお前さんたちの仕事だ。おたがいに仕事をまっとうすれば、美う味まい食事にありつける！　まったくよくできているものではないか」

　親父さんは笑顔でうなずいてから、俺のほうを振ふり返かえった。

「それじゃあ次の畑だね。うかうかしてると中天になっちまうから、その前に残らず見物してもらおう」




　その後はティノやプラやネェノンの畑を巡り、ドーラの親父さんの管理する畑はひと通り見物し終えることができた。

　しかし、本日の見学ツアーには、まだメインイベントが残されている。即すなわち、キミュス小屋の見物である。

「うちはあくまで野菜売りだからね。キミュスなんてのは、自分たちで食べる卵のために育てているだけなんだ」

　そのように説明しながら、親父さんは家の裏手に俺たちを案内してくれた。二階建ての家屋と平屋の倉庫にはさまれる格好で、小さな木の小屋が建てられている。大きさは、せいぜい五メートル四方である。
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　親父さんが戸板を開けると、中はずいぶんと薄うす暗ぐらかった。その薄暗い中で、何か白くて小さなものが跳はねている。

「そら、あれがキミュスだよ」

　入ってすぐのところに、腰こしの高さまで塀へいが巡らされている。その向こう側には干し藁わらのようなものが敷しきつめられており、そして――そこに、キミュスがいた。

「……あれがキミュスですか」と、俺は言わずもがなの言葉を返してしまう。それはなかなかに、想像を絶する形状をしていたのだ。

　噂で聞いていた通り、空を飛ぶことはできないのだろう。さして広くもない小屋の中を、数すう羽わのキミュスがぴょんぴょんと跳ねている。しかし、それを鳥類と認にん識しきするには、かなりの時間を要してしまった。

　これも噂で聞いていた通り、翼つばさは首の付け根に生えている。胴どう体たいや足の形状は、ニワトリに近い。全身を覆おおっているのはアヒルのようにぺったりとした質感の短い羽う毛もうで、首もとの大きな翼と尻尾しつぽにのみ、ゆたかな羽毛が生えている。

　そして、首は短くてずんぐりとしており、頭部もそれなりの大きさである。で、その丸っこい頭には、平たくつぶれた黄色いくちばしが生えている。それはまるで、ニワトリとウサギとカモノハシを掛け合あわせたような、実に珍ちん妙みようなる生き物であったのだった。

「どうしたね？　ずいぶんびっくりしているようだけど」

「いえ……そういえば、俺はトトス以外の鳥を見るのは初めてだったんです。何ていうか、ずいぶん奇き妙みような格好をしているんですね、キミュスというやつは」

「奇妙かい。まあ確かに、鳥とも獣けものともつかない姿ではあるかな」

　親父さんは、足もとに転がっていた壺つぼからクリーム色をした粒りゆう状じようの飼料をつかみとり、それを塀の内側に放ほうり込んだ。あちらこちらで跳ねていたキミュスが、ぴょんぴょんとユーモラスな動作で集まってくる。

「こいつは出で来き損そこないのポイタンとアリアに、干したマルを砕くだいて混ぜ合わせた餌えさだよ。ポイタンを多めに食べさせると、大きな卵を産んでくれるんだ」

　言いながら、親父さんは腕うでをのばしてキミュスの一羽わをひっとらえた。羽のすぐ下の首根っこをつかまれて、キミュスはキイキイと鳴き声をあげる。

「うわあ、なんだかちょっと可愛かわいいですね！」

　と、はしゃいだ声をあげたのはユン＝スドラであった。

「可愛いかね？」と親父さんは目を丸くしつつ、そちらにキミュスを差し出してみせる。ユン＝スドラは、笑顔でそれを受け取った。

　可愛い――といえば可愛いのだろう。ウサギを思い起こさせるのは二枚の羽が長い耳を連想させるためであり、面相はやっぱりカモノハシに近い。が、意外につぶらな瞳をしているし、つぶれたくちばしは微笑みをたたえているように見えなくもない。

「こんなに可愛いと、情が移ってしまいそうです。町の人間は、このキミュスの肉を食べているのですよね？」

「そうだね。でも、ここにいるのは卵のためのキミュスだから、老いて卵を産めなくなるまでは肉にされることもないよ」

「そうですか。わたしはとうてい、この子たちの肉を食べる気にはなれません」

　そのように言いながら、ユン＝スドラは愛いとおしそうにキミュスの身体からだを抱だきかかえていた。本当に、今にも頬ほおずりでもしてしまいそうな様子である。

「ふうむ。しかし、小さな獣が可愛らしいのは当たり前のことだ。ギーズだって、土まみれでなければ案外に可愛らしい顔つきをしているものだしな。……それに、お前さんはギバの子供を見たことはないのかな、スドラの女衆よ？」

　ダン＝ルティムがそのように問いかけると、ユン＝スドラは不思議そうにそちらを振り返った。

「ありませんが、それがどうかしましたか、ダン＝ルティム？」

「いや、俺は何度か狩りの最中に見かけたことがあるのだが、あやつらは子供だと小さくてころころとしており、実に可愛らしい姿をしているのだ。嘘うそだと思うなら、いずれ捕つかまえてきてやろうか」

「ええ！　それはどうぞご容よう赦しやください！　ギバに情が移ってしまったら、わたしは森辺の民として生きていくことができなくなってしまいます！」

　悲ひ愴そうな表情でユン＝スドラが応じると、ダン＝ルティムを筆頭とする何名かが愉ゆ快かいそうに笑い声をあげた。

　その笑い声の向こうから、小さく「ちっ」と何かを弾はじくような音色が聞こえたような気がして、俺は後方を振り返る。そこに見えたのは、人の輪から外れてぽつんとたたずむ、苦りきった面持ちのレイナ＝ルウであった。

　俺の視線に気づいたレイナ＝ルウは、音をたてそうな勢いで顔を真っ青にすると、俺の腕に取りすがってくる。

「い、今のが聞こえてしまいましたか？」

「今のって？　何か物音がしたような気がしたんだけど」

　俺の言葉に、レイナ＝ルウはいっそう顔を青くしてしまう。

「ち、違うんです。今のは勝手に身体が反応してしまっただけで――決して自分の意思ではなかったのです」

　ぼそぼそと早口で囁ささやきかけてくる。その慌あわてふためいた表情で、俺は真相を推測することができた。

「え……それじゃあ今のって、まさか、舌打ち……？」

　俺のＴシャツの袖そで口ぐちをつかんだまま、レイナ＝ルウは身も世もなくうつむいてしまう。やがてその顔は、青から赤へと変じてしまうことになった。

「そ、それはちょっと、びっくりしてしまうね。レイナ＝ルウは、そこまでユン＝スドラの言動が癪しやくにさわってしまったのかな？」

「そういうわけではないのですが……ただ、どうしてあの娘むすめはこの場にいるのだろう、と最初から気にかかっていたものですから……」

「どうしてって、それはかまど番として熱心だからなのじゃないかな？」

「あの娘は、本当にそこまで熱心なのでしょうか？」

　まだその顔を火ほ照てらせたまま、レイナ＝ルウは小声で言い捨てた。

　それはまあ確かに、レイナ＝ルウとシーラ＝ルウとトゥール＝ディン、この三名ほどの情熱をユン＝スドラが備え持っているとは思えない。だからきっと、半分がたはリミ＝ルウと一緒で物見遊ゆ山さんの気分なのだろうな、とは思っていた。

「わたしは少しでもかまど番としての力を得るために、アスタに同行を願ったのです。だけどあの娘からは、それほどの真しん摯しさを感じ取ることはできません」

「うん、だけどまあ、ダレイムの人たちとの絆きずなを深めるっていうのも目的の一つだからさ。そこまで堅かた苦くるしく考える必要はないと思うよ？」

「ですが……」

「ああ、先日の忠告については忘れたりしていないよ。だから今日も、なるべく彼女とは口をきかないように気をつけているだろう？」

　ユン＝スドラは、俺に対して恋れん愛あい感情を持っているように感じられる。もしも俺が、誰だれとも婚こん儀ぎをあげるつもりがないのなら、ユン＝スドラとは適切な距きよ離りを取るべきなのではないのか――数日前に、レイナ＝ルウはそのように述べたてていたのだった。

「でもさ、それとは別の話で、レイナ＝ルウは昨晩からずっと打うち沈しずんだ顔をしていたね。もしかしたら、まだヴァルカスの料理から受けた衝しよう撃げきが冷めていないんじゃないのかな？」

　レイナ＝ルウは、唇くちびるを噛かんで黙だまりこくってしまった。

　俺は非礼にならぬよう、ショールの上からその肩かたを叩いてみせる。

「前にも言ったけど、あまり思いつめないほうがいい。俺だってヴァルカスの料理には驚かされたし、かまど番として奮起させられたけど、一いつ朝ちよう一いつ夕せきでどうにかなる話でもないからね。自分にできることを一つずつ積み上げていくしか、道はないんじゃないのかな」

「ええ……はい、それはわたしもわかっています」

　そのように答えながらも、レイナ＝ルウの表情は変わらない。

　そこで、頭上から声をかけられた。

「何をぼそぼそと喋しやべっておるのだ？　いいかげんに俺は腹が空すいてきてしまったぞ、アスタよ！」

「ああ、そうですね。それじゃあ、そろそろ軽食をとりましょうか」

　本日はこのまま、ドーラの親父さんの家で軽食をこしらえる約束になっているのである。

　美味しいものを食べれば、レイナ＝ルウの気持ちも少しは晴れるだろう。俺はもう一度レイナ＝ルウの肩を叩いてから、みんなと一緒にキミュス小屋を後にすることにした。
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　ドーラの親父さんの家は、宿場町で見る家屋とは少し様式が異なっているような感じがした。基き礎そにだけ石を使った木造家屋という点は同一であるのだが、何とはなしに丸太と板の組み合わせ方だとか、藁をふいた屋根の感じだとか、柱の位置や形状などが異なっているように感じられるのだ。宿場町の家屋の多くはジャガルの様式を取り入れたものである、と聞いたことがあるので、もしかしたらこちらのほうが西の王国のスタンダードであるのかもしれない。

　ともあれ、石を組んだかまどには大きな違いもなかった。俺は四名の女衆とともに、下ごしらえを済ませておいた鍋なべを火にかけ、その間に大量の野菜を切り刻んだ。

　メニューは、『タウ油仕立てのギバ・スープ』である。短時間で大量に作るには汁しる物もの料理のほうが簡単であるし、それに、ギバの汁物料理は宿屋まで出向かないと口にすることができない。屋台の常連客ではあっても宿屋に出向く機会は少ない親父さんやターラにも、この森辺の定番料理を味わってほしいと、俺はそのように考えたのだった。

　ただし、宿屋に卸しているスープとは若じやつ干かんの相そう違い点てんもある。まず、肉はスペアリブを使用していた。朝方に一時間ばかりもかけてじっくり煮込んでおいた、ギバのあばら肉である。

　肉は骨つきのほうがより濃のう厚こうな出だ汁しをとることができる。本格的なギバ骨スープを作るにはまだまだ研究が必要であるが、こうして骨つきのあばら肉を使うだけでもその違いは顕けん著ちよであった。なおかつ、あばら肉を愛してやまない御ご仁じんがこちら側の参加者にも存在していたので、より相応ふさわしいかなと判断した次し第だいである。

　そして野菜は、アリア、チャッチ、ネェノン、というシンプルな三種であるが、多少の炭水化物も必要であろうと思い、フワノとポイタンをブレンドさせた練り物も仕込んでいる。イメージとしては、すいとんだ。パスタよりもフワノを多めに使っており、仕上がりはもちもちである。

　鍋そのものの味付けは塩とピコの葉とタウ油のみで、城下町から仕入れた食材は一いつ切さい使用していない。ダレイムの人々は宿場町の住人よりもつつましい生活に身を置いているという話であったので、なるべく平素と変わりのない食材で軽食をこしらえてみようと思い至ったのだ。

「ああ、いい匂においだね。うちもアスタのすすめでタウ油を使うようになったんだけど、こいつを入れるだけでもずいぶん立派な食事に化けるよな」

「そうですね。タウ油が気軽に入手できるようになったのは、本当に素す晴ばらしいことだと思います」

　思えば、このタウ油ですら、以前まではジャガルの行商人とのツテがなければ入手できないぐらい希少なものであったのだ。それが今では、銅貨さえ出せば各国のさまざまな食材が手に入るようになった。おかげで現在の宿場町はいささかならず混こん沌とんとした様相を呈ていし始めてしまっているが、その波はいずれこののどかなダレイムにまで押おし寄せてくるのだろうか。

「さあ、そろそろ完成ですね。ご家族や働き手のみなさんは、もうこちらに戻ってきているのですか？」

「ああ。表で腹を空かせて待っているよ。もっとも、どんなものを食わされるんだろうと不安に思っている連中が大半だろうがね」

　そのように言って、ドーラの親父さんは悪戯いたずら小こ僧ぞうのように笑った。親父さんのように宿場町まで行商におもむいている者を除いて、ダレイムの人々はギバの料理を口にしたことがない。それらの人々にもギバの美味しさを教えてやろうと、親父さんの側から提案してくれたのである。

「まあ、こっちも無む理り強じいはできないからね。興味のあるやつだけ集まってくれと伝えて回ったんだが、八割がたは集まってくれたみたいだ」

　そのように述べる親父さんを先頭に、俺たちは鉄てつ鍋なべを抱えて家の外に移動した。

　そこには、少なく見積もっても四十名近い人々が集まってくれていた。親父さん自身のご家族と、共同で畑を管理している家の人々、そしてそれに雇やとわれている労働者たちである。ドーラの親父さんは、これらの人々を取り仕切る家の主人であるのだ。

「さあ、待たせたね。森辺からの客人たちが、俺たちのために食事をこしらえてくれた。宿場町で評判のギバの肉だ。こいつがどれほど美味いものか、自分たちの舌で確かめてくれ」

　人々は、持参した木皿を手に鍋の前に並び始める。みんなうろんげな面持ちであるが、これが数ヶ月前なら、そもそもギバの肉を食べようという気持ちにすらなれなかったことだろう。もともとジェノスでは災さい厄やくの象しよう徴ちようとされていたギバであるが、それをもっとも心から恐おそれていたのは、他ならぬこのダレイムの人々であったのである。

　見回してみると、やはり極きよく端たんに年老いている人間はいない。年をとった人間ほど、ギバや森辺の民に対する恐れの気持ちは強いのだ。かつて宿場町で出会ったミシル婆ばあさんなども、当初は敵意を剥むき出だしにしていたものであった。

「どうも、おひさしぶりです、アスタ」

　と、列に並んでいたうちの一人、まだ若くて純じゆん朴ぼくそうな面おも立だちをした青年が笑いかけてくる。宿場町で何度か顔をあわせたことのある、親父さんの上の息子さんである。

「あ、おひさしぶりです。今日はてっきり、宿場町のほうに行かれているのかと思いました」

「今日は弟を向かわせました。兄貴の特権というやつですね」

　俺にとって、顔を見知っているのはこの青年ぐらいのものであった。親父さんの奥おく方がたもこの人々の中にまぎれているはずであるが、俺には見分けをつけることができない。

「わあ、美味しい！　ギバって、汁物でも美味しいんだね！」

　リミ＝ルウやトゥール＝ディンと並んで壁かべ際ぎわに座すわっていたターラが、喜びの声をあげてくれている。それで勇気を得た人々も、次々とギバのスープを口に運んでくれた。

「うん、こいつは確かに絶品だ。こんな表で汁物をすするってのも、なかなか小こ粋いきなもんだね」

　親父さんも、至し極ごく満足げな面持ちである。そして周囲の人々も、みんな驚きと喜びの表情を浮うかべてくれていた。

「うむ、こいつは美味いぞ！　あばら肉は汁物にも合うのか！　さっそくルティムの女衆にも伝えねばならんな！」

　もちろんダン＝ルティムも、恵え比び寿す様のような笑え顔がおである。森辺の狩人に対していくぶん腰が引け気味であったダレイムの人々も、この笑顔でずいぶん気持ちが緩かん和わするのではないだろうか。

（こんな言い方はアレだけど、ダン＝ルティムは絶ぜつ妙みような時期に怪け我がをしてくれたのかもしれないな）

　本来であれば、休息の期間でもない限り、なかなかダン＝ルティムが護衛役を受け持つことにもならなかっただろう。それが、昨日は城下町で、今日はダレイムで、そして十日後にはダバッグで護衛役を引き受けてくれることになっているのだ。

　百八十センチをこえる大男で、一見は恐ろしげな風ふう貌ぼうであり、それでいて内面は無む邪じや気きで義に厚いダン＝ルティムは、きわめて個性的な人ひと柄がらでありながら、森辺の狩人としての特性もきっちり備え持っている。森辺の狩人がどういう存在であるのか、それを正しく伝えるのに、ダン＝ルティムは意外に適任なのではないかと俺おれは思うようになっていた。

「本当にこの料理は美味ですね。どうして同じ材料を使っているのに、アスタの料理はこのように美味なのでしょう」

　と、ユン＝スドラがうっとりと目を細めながらそのように語りかけてきた。ちょっとよそゆきの顔をこしらえながら、俺はそちらに向きなおる。

「そうは言っても、これはみんなで一緒に作った料理だろう？　べつだん俺の手て柄がらではないと思うけどね」

「いいえ。それでも味が、まったく異なるように感じられるのです。わたし一人では、とうていここまでの料理を作ることはかないません」

「そうかなあ。まあ、レイナ＝ルウたちもスープ作りの腕は大したものだからね。ユン＝スドラもこのまま修練を積んでいけば、きっと納なつ得とくのいく料理を作れるようになるよ」

「そうでしょうか？　でも、わたしは――」

　ユン＝スドラがそのように言いかけたとき、別の人影がふわりと近づいてきた。レイナ＝ルウと互ご角かくの腕を持つかまど番、ルウの分家の長ちよう姉しシーラ＝ルウである。

「ユン＝スドラは、まだ少し野菜を切るときの手つきがぎこちないようですね。肉も野菜も、刀の入れ方で味が変わってくるはずなのですよ」

「そうなのですか？　確かにシーラ＝ルウは、とても手早く綺き麗れいに野菜を切ることができますよね。とても羨うらやましいです」

　ユン＝スドラは、笑顔でそちらに向きなおる。

　はて、シーラ＝ルウが自分からユン＝スドラに話しかけるのは珍めずらしいな――などと思っていると、シーラ＝ルウがちらりと俺のほうを見てから、あらぬ方向へと視線を飛ばした。その視線を追ってみると、またもやレイナ＝ルウが輪を外れて、ぽつねんとたたずんでいる。

「……このようなことはすでにアスタからも手ほどきされているとは思いますが、肉にも野菜にも筋というものが存在するのです。その筋に従って切るか、逆らって切るか、それだけでも食べ心地ごこちはずいぶん変わってくるのですよ」

　シーラ＝ルウはまたユン＝スドラに向きなおり、料理談議を続けようとしている。それを横目に、俺はその場を離り脱だつさせていただいた。

「どうしたんだい？　また考え事かな、レイナ＝ルウ？」

「ああ、アスタ……はい、少し自分の考えに没ぼつ頭とうしてしまいました」

　レイナ＝ルウは、とりたてて打ち沈んだ顔をしているわけではなかった。いや、むしろ、澄すみわたった表情であると言ってもいいぐらいであったかもしれない。その青い瞳は、笑顔でギバのスープをすすっている人々のほうに向けられていた。

「アスタは以前、家族にふるまうような気持ちで町の人間に食事をふるまうことができれば、今よりも満ち足りた気持ちになり、そしてそれがかまど番としての上達の早道にもなる、と仰おつしやってくれましたね」

「うん、そうだね。たとえ商売でも、そういう気持ちは大切だと思うよ」

「……その意味が、少し理解できたように思います」

　確かにダレイムの人々の笑顔は、俺の心にも喜びの気持ちを与あたえてくれていた。

　この場には、何百何千と存在するであろうダレイムの住人の、ほんの四十名ばかりが集まっているに過ぎない。しかし、少し前まではギバと森辺の民を忌き避ひしていた人々が、森辺の民のこしらえたギバの料理を口にして、実に満足そうな顔をしてくれているのである。その意味の重さは、余よ所そ者ものであった俺などよりもレイナ＝ルウたちにこそ、はっきり感じ取れるものであるのだろう。

「森辺の民と町の住人は、まだとうてい心を通い合わせているとは言えないような関係です。あのドーラという男衆のように心を開いてくれる人間のほうが、珍しいぐらいなのでしょう」

「うん、そうなんだろうね」

「だけど、同じものを食して、同じように美味だと感じている。今のこの気持ちだけは、きっと同一のものなのでしょうね」

　そう言って、レイナ＝ルウは俺を振り返った。その面には、かなりひさびさに見る、彼かの女じよらしい無邪気な笑えみが浮かべられていた。

「そしてアスタは、ルウ家はルウ家なりの料理を売るべきかもしれないと仰っていました。わたしたちがどのような料理を売るべきか、それがぼんやり見えてきたような気もします」

「へえ？　いったいどんな料理を思いついたのかな？」

「それは、まだ秘密です。シーラ＝ルウにも相談しなければなりませんので」

　と、レイナ＝ルウはいっそう朗ほがらかに口もとをほころばせる。このレイナ＝ルウは、もともとこれぐらい魅み力りよく的てきな笑顔を持つ少女であったのである。

　俺はとても満足な気持ちを胸に、「そうか」とうなずき返すことができた。




　それからほどなくして、俺たちはダレイムを退去することになった。

　軽食をとった後は、親おや父じさんたちにもみっちり仕事が待ち受けていたのである。親父さんやターラの笑顔に見送られて、俺たちは森辺の集落への帰路を辿たどった。

「何だか不思議な体験でしたね。ほんの数刻しか過ぎていないとは思えないほどです」

　と、普ふ段だんは遠えん慮りよがちなトゥール＝ディンが、御ぎよ者しや台だいのすぐ後ろにまで来て声をかけてくる。

「昨日は城下町で、今日はダレイムだったもんね。さすがにちょっと疲つかれちゃったかな？」

「いえ。昨日も今日も、とても実りの多い一日だったと思います。……わたしのような者がそんなことを言うのは、おこがましいことなのでしょうが……」

「そんなことはないよ。トゥール＝ディンは、森辺でも指折りのかまど番なんだから」

　なれない道なので後ろを振り返ることはできなかったが、トゥール＝ディンが赤面している気配がひしひしと伝わってきた。

「トゥール＝ディンは、ここ最近でどういう心境になったのかな？　ヴァルカスの料理には、そうとう驚おどろかされただろう？」

「はい。……ですがわたしは、あのヴァルカスという料理人のような料理を作りたいわけではないのだな、ということが昨日ではっきりわかったような気もします」

「あ、そうなんだ？」

「はい。確かにあのお人はとても不思議な料理を作りますし、わたしはそれを口にするだけで胸が騒さわいでしまいましたが……少なくとも、森辺の家族たちは、あのような料理を喜びはしないように思うのです」

　それは確かに、その通りなのだろう。あの主菜の魚料理だけは問答無用の美味しさであったが、アイ＝ファやダン＝ルティムが言っていた通り、森辺の民たみが固こ執しつするような存在ではなかったのだ。

　しかし、ヴァルカスがギバの肉を食材として扱ったら、果たしてどのような結果になるのか。それは、想像するだけで胸が騒ぎそうなところであった。

「だから、わたしは……あの娘むすめのほうが、よほど気にかかってしまうのです」

「あの娘？」

「トゥランのマイムという娘です」

「ああ……なるほどね」

　確かにマイムもまた、俺たちにとっては見過ごせない存在だ。そしてトゥール＝ディンにとっては、理解し難がたいヴァルカスの存在よりも、同い年でなおかつギバの肉を実際に扱っているマイムのほうが、よほど見過ごせない存在である、ということなのだろう。

　人それぞれ、受け取り方は千せん差さ万ばん別べつである。レイナ＝ルウはずいぶんくっきりとヴァルカスの存在を胸に刻まれてしまったようであるが、トゥール＝ディンにとってはマイムの存在がそれに当たるらしい。そしてこの俺自身は、ヴァルカスもマイムも同じぐらい強く意識させられてしまっている。

「十日後には、あの娘とともにダバッグという町までおもむくことができるのですよね。……本当に、わたしのような者にこのような機会を与えてくれて、アスタにはどれほど感謝すればいいのかもわかりません」

「いいんだよ。俺にそうしてあげたいと思わせたのは、トゥール＝ディンの力なんだから」

　そういえば、現在この荷車に顔をそろえている中で、ダバッグに向かわないのはユン＝スドラただ一人であるのだ。俺も最初からユン＝スドラを頭数には入れていなかったし、のちのち彼女が猛もう烈れつに同行を願った際も、スドラの家長ライエルファム＝スドラにあっさりと「否いな」の返事をいただくことになったのである。

「差さし迫せまった理由もないのに、二日も家の仕事を休ませるわけにはいかん。ルウやディンの女衆が同行するならば、お前の力など必要ないだろう」

　家長には、そのように言われたらしい。俺としても、その言に異存はなかった。

（レイナ＝ルウが不ふ審しんがるのも、当然といえば当然だよな。ユン＝スドラは、いったいどういう気持ちでそんなに熱心になっているんだろう。俺だって、かまど番としての腕の善よし悪あしで態度を変えたりしてるわけじゃないしなあ）

　そんなことを考えている間に、荷車はルウの集落に到とう着ちやくした。営業日よりは、二時間ばかりも早い到着だ。今日はこれから通常通り、明日のための下ごしらえと勉強会に励はげむ所存である。

「あれ、ずいぶん早かったね、みんな」

　本家の裏手に荷車を回すと、二名の少女たちが俺たちを待ち受けていた。ララ＝ルウとモルン＝ルティムである。

「うん、あまり長居しても、ダレイムのみなさんに申し訳ないからさ。……モルン＝ルティムは、下ごしらえの手伝いに来たのかな？」

「いえ、ダン父さんを待っていました。……ダン父さん、みんなが集落を出たすぐ後に、北の集落から連れん絡らくが来たんだよ」

「なに？　ようやくお前さんたちを出で迎むかえる準備が整ったのか？」

　答えは、イエスであった。

　北の集落は、かまど番としての手ほどきを受けるために、ルウやルティムから女衆を迎むかえる予定でいた。その下準備として、集落からギバを遠ざける作業に取り組んでいたのである。休息の期間はもう五日ほど前に終わっていたが、いくぶん時間が足りなかったらしく、残りの作業は女衆だけで取り組んでいたらしい。その作業も、昨日でようやく終しゆう了りようしたのだという話であった。

「だから、ルウ家の荷車で、わたしたちを北の集落まで送ってくれる？　それで帰りは、北の集落の女衆たちをここまで連れ帰ってあげてほしいの」

「おお、かまわんぞ！　トトスはまたがって走らせるほうが好きだが、荷車を引かせるのも嫌きらいなわけではないからな！」

　ルウ家とルティム家から二名ずつを貸し出す代わりに、向こうからはザザ家とジーン家の女衆らが二名ずつやってくることになる。それで、北の集落の女衆らもいよいよ美味なる食事の作り方を学ぶことになるのだ。

「あれ？　ララ＝ルウは一いつ緒しよに行くわけじゃないよね？」

　俺の言葉に、ララ＝ルウは「当たり前じゃん」と肩をすくめる。

「ルウから貸し出すのは、分家の女衆だよ。あたしだって屋台の商売を手伝ってるのに、いなくなってもかまわないっての？」

「いや、そういうつもりで言ったんじゃないんだけど……もしかしたら、今日はご機き嫌げんななめなのかな？」

「べっつにー！」と、ララ＝ルウはおもいきりそっぽを向いてしまう。

「ただ、昨日の城下町も今日のダレイムも十日後のダバッグとかも、あたしやヴィナ姉はぜーんぶ置いてけぼりじゃん？　なんか、不公平だよなーと思ってさ」

「ああ、それはまあ、ルウの本家からあまり大勢の家人を借りるのは気が引けてしまったからであって……」

「ルドも、すっごくふてくされてたよー？　あとひと月もすれば休息の期間なのに、どうして面白いことを取っておいてくれないんだってさ！」

　そう、ルウ家にも再び休息の期間が間近に迫ってきていたのである。

　休息の期間は年に三回、ギバの活動具合によって日取りは不定期になりがちであるが、およそ四ヶ月に一度の割合で訪おとずれる。前回の休息の期間が明けてから、すでに三ヶ月近い時が過ぎているのだ。

「そっか。ミケルたちと日程を合わせるために、なるべく早い日取りにしちゃったんだよね。……ララ＝ルウも、ダバッグに興味があったのかな？」

「興味っていうか何ていうか、そんな機会でもないと、ジェノスの外に出ることもないじゃん。ま、どうせかまど番としては、あたしよりリミのほうが上等なんだもんねー？」

「ララ、そんなにすねないでよー」

　と、荷車から飛び降りたリミ＝ルウが、笑顔で姉の胸むなもとに取りすがる。ララ＝ルウは、「ふん！」と逆側にそっぽを向いた。

　しかしまあ、俺が言葉を重ねるより、愛くるしい妹の笑顔のほうが、ララ＝ルウの気持ちを安らがせることはできるだろう。そんなわけで、俺はその間にモルン＝ルティムへの別れの挨あい拶さつを済ませておくことにした。

「それじゃあ気をつけてね、モルン＝ルティム。北の集落のみんなに、美お味いしい食事を食べさせてあげておくれよ」

「はい。宿場町での仕事を放り出すことになってしまい、本当に申し訳ありません」

「こっちはアマ・ミン＝ルティムがいるから大だい丈じよう夫ぶだよ。……ディック＝ドムにも、よろしくね」

「え？」とモルン＝ルティムは目を丸くした。

　それから、ふくよかな丸顔を真っ赤にしてしまう。

「ディ、ディック＝ドムがどうかしましたか？　どうしてアスタが、そのようなことを……？」

「え？　いや、レム＝ドムの一件があったからさ。なるべく穏おん便びんに話が片付くように願っているだけなんだけど」

「あ、ああ、そういう意味ですか！　すみません！　早とちりをしてしまいました！」

　いったい何を早とちりしたら、モルン＝ルティムが頬を染めることになってしまうのだろう。

　そんなことを考えていると、ダン＝ルティムが「ふむ」と首を傾かしげた。

「あのドム家の女衆は、いまだ家に戻もどっていなかったのか。どれほど身体を鍛きたえたところで、狩人としての魂たましいが育はぐくまれるわけでもないのにな」

「女衆が狩人なんて、馬ば鹿かげたことです」

　と、実にひさびさにディム＝ルティムが発言する。もともと寡か黙もくな気き性しようなのだろうが、護衛の仕事中は特に張はり詰つめた感じでなかなか口を開こうとしない少年なのである。ダン＝ルティムは、太い首だけをねじ曲げてディム＝ルティムを振り返った。

「確かに馬鹿げた話だがな、時にはアイ＝ファのような女衆も存在するのだから、なかなか侮あなどれるものではない。あのアイ＝ファなぞは、俺と互角かそれ以上の力を持つ狩人なのだぞ？」

「そのような話は、なかなか信じられるものではありません。現にダン＝ルティムは、狩人の力比べでそのアイ＝ファという女狩人を下しているのでしょう？」

「あのときは、アイ＝ファが大きな怪我から治ったばかりであったのだ。ひと月後の収しゆう穫かく祭さいでは逆の立場になるのだから、俺のほうが土をつけられてしまうかもしれんな」

「……そんなことが、ありうるわけはありません」

　ディム＝ルティムはぶすっとした顔になり、口をつぐんでしまう。さすがルティムの家人だけあって、先代家長のダン＝ルティムに心しん酔すいしている様子である。

「では、そろそろ出発するか！　他ほかの女衆らは、どこにいるのだ？」

「家の中で、ミーア・レイ＝ルウと話してるよ。すぐにでも出発できるはずだから」

「ならば、出発だ！　お前さんはどうするのだ、ディム＝ルティムよ？」

「もちろん、ともに参ります。北の集落とて、少し前までは敵地のようなものであったのですからね」

　不ふ機き嫌げんそうな表情のまま、ディム＝ルティムはそのように答えた。

「それではな、アスタ！　十日後を楽しみにしているぞ！」

「はい、ダン＝ルティムもお気をつけて」

　そうしてルティムの人々らは去り、俺たちはようやく仕事に取りかかることになった。

　あれほど頑かたくなにファの家の行状を認めていなかった北の集落の民たちが、いよいよ美味なる食事を生活の中に取り入れるのだ。宿場町における仕事に関してはいまだ否定的な立場であるとはいえ、色々なことがゆっくりと着実に推おし進すすめられているということを、俺は体感することができていた。
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　ヤミル＝レイたちが不在であった分、普段より人手は不足していたが、時間だけはたっぷり確保できていたので、その日も十分なゆとりをもって下ごしらえと勉強会を終えることができた。

　下りの四の刻の半、ルウ家の人々に別れを告げて、森辺の道を北に急ぐ。あとはトゥール＝ディンとユン＝スドラを自宅に送って、本日の仕事は終了だ。

「今日は本当に素晴らしい一日でした。同行を許してくださってありがとうございます、アスタ」

　と、弾はずんだ声でユン＝スドラが喋りかけてくる。

　荷台のほうに目をやると、トゥール＝ディンは敷しき物ものの上で丸くなってしまっていた。きっとここ数日の疲れが出たのだろう。どれほど優ゆう秀しゆうなかまど番であっても、彼女はまだ十歳さいの幼子であるのだ。

　ユン＝スドラはこちらにまで近づいてきて、御者台の横から身を乗り出してきた。サイドテールにした灰はい褐かつ色しよくの髪かみが揺ゆれており、青い瞳ひとみは熱っぽく潤うるんでいる。

「いや、お礼には及およばないよ。同行を許したのは俺じゃなく、ライエルファム＝スドラなんだからね」

「いえ、それでもわたしのような未熟者の同行を許してくださったのですから、アスタにも感謝の気持ちを捧ささげずにはいられません。……ただ、ダバッグへの同行が許されなかったことだけは、いまだに口くち惜おしい限りですけれど……」

「うん、まあ、今日みたいに半日ていどならともかく、まるまる二日では難しいんだろうねえ。代価が発生するわけでもないんだし、スドラの家長としては当然の判断なのじゃないかな」

「ですが、家人の数にそれほどの差はないはずのディン家では、トゥール＝ディンの同行が許されました。家長ライエルファムは、ディンの家長ほど聡そう明めいではないということなのでしょう」

「そんなことはないよ。ライエルファム＝スドラの聡明さと果断さには、ファの家は何度も助けられているんだから」

「……それでは、家長に許しをもらえなかったわたしの側に問題がある、ということなのでしょうね」

　と、今度はたちまちしょぼんとした顔になってしまう。素す直なおなのはこの少女の美点なのであろうが、こういう場合はどうにも取とり扱あつかいに困ってしまう俺である。

　なおかつレイナ＝ルウには、あまり甘あまい顔かおを見せないほうがいいとも忠告されている。そうなると、ますます俺は自じ縄じよう自じ縛ばくの状態に陥おちいってしまうのだった。

「えーっとね……誰に問題があるという話じゃなくってさ。人にはそれぞれの仕事があるんだから、それを果たすのに力を尽つくすべきだと思うよ？」

「……わたしは、アスタを困らせてしまいましたか？」

「いや、別にそういうわけではないのだけれど」

「申し訳ありません。自分の感情にとらわれるあまり、浅ましい姿をお見せしてしまいました」

　そう言って、ユン＝スドラはくすんと小さくはなをすすった。

「わたしはただ、アスタに同行できればどんなに幸福だっただろうと思ってしまっただけなのです。……そんな自分の気持ちばかりを重んじて家長を非難するなんて、確かに許される話ではありませんね。わたしは自分の浅ましさを、とても恥はずかしく思います」

「ああ、いや、えーっと……」

「こんな浅ましい女衆に、アスタの仕事を手伝う資格はないのでしょうか？」

　瞳に涙なみだをためながら、ユン＝スドラがさらに身を乗り出してくる。

　ギルルの手た綱づなをあやつりながら、俺は小さく溜ため息いきをつくことになった。

「俺の仕事を手伝うのに、そんなたいそうな資格なんて必要ないよ。ただ、自分の行いを反省したなら、同じ失敗を繰くり返かえさないように心がけるべきだろうね」

「はい。そのお言葉を忘れぬよう、しっかり胸に刻みつけておきたいと思います」

　実に生き真ま面じ目めな面おも持もちで、自分に言いきかせるようにユン＝スドラはそう宣言した。いくぶん森辺の女衆らしからぬ部分もあるが、根っこは善良で屈くつ託たくのないユン＝スドラなのである。それがわかっているからこそ、俺も扱いに困ってしまうのだった。

「ああ、スドラの家が見えてきたね。……あ、あれはスドラの男衆かな？」

「そのようですね。今日も全員、無事なようです。……母なる森よ、その大いなる慈じ愛あいに感謝を捧げます」

　ユン＝スドラが祈いのりを捧げている間に、スドラの家へと到着した。グリギの棒に四し肢しをくくられたギバが二頭、四名の男衆らによって運ばれている。その中から、もっとも小こ柄がらな男衆が荷車のほうに近づいてきた。

「帰ったか、ユン。アスタも息災なようで何よりだ」

「おひさしぶりです、ライエルファム＝スドラ。そちらもお早いお帰りでしたね」

「うむ。二頭とも血ち抜ぬきに成功できたはずなので、この上ない収しゆう穫かくと言えるだろう。今日の晩ばん餐さんは、また臓物と頭の鍋だな」
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　十名ていどの家人しかいないスドラ家ならば、二頭分の臓物と脳と目玉だけで十分な量の晩餐を作ることができるだろう。ファの家でも大量の臓物を持て余すことはしょっちゅうなので、最近は腸ちよう詰づめ肉の具材に転用はできぬかと思案している最中であった。

「それでは、わたしは失礼いたします。明日からの仕事もどうぞよろしくお願いいたします、アスタ」

　と、ユン＝スドラは丁てい寧ねいにおじぎをしてから、びゅーっと立ち去ってしまう。さきほど家長は聡明でないなどと発言したものだから、ばつが悪くなってしまったのだろうか。

「そういえば、リィ＝スドラのお加減はいかがですか？　……あ、ユン＝スドラから問題はないとは聞いているのですけれども」

　ライエルファム＝スドラの伴はん侶りよであるリィ＝スドラは、お子を身ごもったために、屋台の手伝いをユン＝スドラに引ひき継つがせたのだ。ユン＝スドラもつい先日に独り立ちを果たしたので、リィ＝スドラとはそれ以降、顔をあわせていなかったのだった。

「そうだな。いくぶん食事の味が変わってきてしまったと嘆なげいてはいたが、それ以外に大きな問題はないようだ」

「ああ、人によっては匂いだけでも吐はき気けをもよおしたりしてしまうらしいですね。普段以上に体力をつけないといけないのに食事が食べにくくなってしまうなんて、本当に大変なんだろうなと思います」

「うむ。しかしリィの場合は、肉を焼く匂いや甘い砂糖の味が苦痛になるだけのようだ。砂糖を入れないギバの鍋なら苦痛もなく食べられるようなので、まだしも楽なほうなのだろう」

　そのように言ってから、ライエルファム＝スドラは子こ猿ざるのような顔に気難しげな皺しわを刻んだ。

「アスタよ、お前はそうして毎日のようにリィを気づかってくれているそうだな。血の縁えんも持たないスドラの家にそこまで気をかけてくれていることを、俺は非常に感謝している」

「いえ、スドラの家にはさんざんお世話になっているのですから、当然のことです」

「お前は正しく、そして性しよう根ねの優やさしい人間だ、アスタ。お前のような人間を友と呼べることを、俺は誇ほこりに思っている」

　と、ますます気難しげな面持ちになるライエルファム＝スドラである。実直で、森辺の民にしては雄ゆう弁べんなほうでもあるが、こういう際には感情を見せまいとする奥おくゆかしい御仁であるのだ。

「それではな。明日からも、ユンを頼たのむ」

　そう言って、ライエルファム＝スドラも俺に背を向けようとした。

　俺は「お待ちください」と声をあげ、御者台から地面に降り立つ。

　他に人の影かげはなく、荷台ではトゥール＝ディンがすやすやと眠ねむっている。これはスドラの家長と腹を割って話す絶好の機会なのではないかと、俺は思い至ったのだった。

「実は、ユン＝スドラのことでちょっとご相談があったのです。宿場町の仕事に関して、彼女は実によくやってくれているのですが……彼女はどうして、あそこまでかまど番の仕事に熱意を燃やしているのでしょうね？」

「どうしてとは？　美味なる食事は森辺の民にさらなる力を与えるであろうと説いたのはお前ではないか、アスタよ？」

「ええ、それはその通りなのですが、家や宿場町で美味なる食事を作るかまど番としては、すでにユン＝スドラも十分な腕うで前まえを持っていますよね？　それなのに、彼女はまだまだ満ち足りていない様子なのです」

　もちろんレイナ＝ルウやシーラ＝ルウやトゥール＝ディンなども、卓たく越えつした腕前を有しながら、さらなる上達を目指して仕事への意欲を燃やしている。が、それは決して森辺の女衆としてはスタンダードな有り様ではないはずだ。そうだからこそ、彼女たちだけがマイムやヴァルカスの料理に心を揺らされたのだろうと思う。

　ならばやっぱり、ユン＝スドラは俺に対して特別な感情を持ってしまっているために、それを仕事への熱情に転化しているのか、とも思えるのだが――俺としても、いまひとつ真意が汲くみ取れないのである。

　彼女の料理に対する熱情に雑念が混ざっていないのならば、俺だってわけへだてなく力になりたいと思っている。だから俺は、彼女をよく知るライエルファム＝スドラに意見を聞こうと思いたったのだが。ライエルファム＝スドラは、ますますいぶかしそうな顔になりながら「ふむ」と声をあげた。

「どうしてそのように熱意を燃やしているかといえば、それはやはり、アスタに認められたいからなのではないだろうかな」

「どうして俺などに？　俺に認められたって、何の得にもなりはしないではないですか？」

「損得の話ではなかろう。男衆に心をひかれるというのは、そういうものだ」

「……はい？」

「あいつは、アスタの嫁よめとして相応しい力を得たいと考えているのだろう。そう思えば、あのように熱心なのもうなずける話ではないか」

　俺は、数秒ほど絶句することになった。

「……ユン＝スドラが俺の嫁になりたがっているだなんて、そんなことがありうるのでしょうか？」

「ありうるというか、それ以外にどう見えると言うのだ？」

　と、ライエルファム＝スドラは眉まゆをひそめる。

「まさか、お前はそれに気づいていなかったというのか、アスタよ？　それはずいぶん……頼たよりない話だな」

「ラ、ライエルファム＝スドラは、ユン＝スドラの気持ちに気づいていたのですか？」

「気づいていた。というか、そうであるからこそ、宿場町の仕事を手伝いたいなどと言い出したのだろうなと思っていた」

　半分呆あきれ気ぎ味みの仏ぶつ頂ちよう面づらで、ライエルファム＝スドラはそう言った。

「まあ、男女の縁も森の導きだ。数少ない未み婚こんの女衆を嫁に出してはスドラも滅ほろびに近づいてしまうが、それで大恩あるファの家が滅びをまぬがれるなら、何の不満も持ちようはない。また、ファの家と血の縁を結べるものなら、それはスドラにとってまたとない誇りにもなりうるだろう」

「ちょ、ちょっとお待ちください！　俺はユン＝スドラを嫁として迎えるつもりは――」

「むろん、最後に選ぶのはアスタだ。たとえ嫁入りを断られたとしてもファとスドラの友ゆう誼ぎには何の変わりもないと、今の内に宣言させてもらおう」

　しかつめらしく、ライエルファム＝スドラはうなずく。

　しかし、俺はまだ平静な気持ちを取り戻せずにいた。

「そ、それでしたら、やはりこれ以上ユン＝スドラに仕事を手伝ってもらうわけにもいかなくなってしまいますね？　俺には、彼女を娶めとる気持ちがないのですから――」

「まだ俺は、ユンから何も願われていない。あいつが嫁入りを願ったときは俺から正式に話を通させてもらうから、それまでは何を気にする必要もなかろう」

「いえ、ですが――」

「ユンも、まだ十五になったばかりであるからな。ユンに嫁としての資格があるか否いなか、アスタもゆっくり見定めてくれ」

　いかにも実直な森辺の民らしい言い分である。これはいよいよ、俺のほうこそが筋を通さねばならない場面であるようだった。

「ライエルファム＝スドラ、俺の気持ちはすでに定まっています。非常に申し訳ないのですが、俺が彼女を嫁に娶ることはありえません。ですから、彼女がそういう気持ちであるならば、今の内に距きよ離りを取るべきではないでしょうか？」

　ライエルファム＝スドラは「そうか」と表情を改める。

「アスタには、すでに見み初そめた女衆が存在するのだな？　それならば、ユンにはその旨むねを伝えておこう」

「い、いえ、そういうわけではなく！　俺は、どの女衆も嫁に迎える気持ちがないのです」

「……それは、どういう意味であろうか？　嫁を迎えなくては、アスタの血を残すこともかなわなくなってしまうではないか？」

　ライエルファム＝スドラの小さな目に浮かぶのは、純然たる疑念と当とう惑わくの光であった。その真まっ直すぐな視線を受け止めて、俺はしっかりと覚かく悟ごを固める。

「それこそが、俺の決心の理由です。俺はこの地で嫁を娶ったり子供を残したりする資格があるのか、それを疑問に思ってしまっているのです」

「……ますますわからんな。アスタはこの森辺に骨をうずめる覚悟ではなかったのか？　そうでなければ、ファの家の家人になることも許されなかったと思うのだが」

「俺自身は、森辺に骨をうずめる気持ちでいます。ですが、俺自身にもどうにもならない部分が残されてしまっているのですよ」

　そうして俺は、ライエルファム＝スドラに語って聞かせることになった。とうてい正気の沙さ汰たとも思えない、俺の真なる素す性じようをだ。

　俺はかつて、四大王国の存在しない世界に生きていた。

　そこで、生命いのちを落とすことになってしまった。

　そうして気づくと、このモルガの森辺でひとり行ゆき倒だおれており、アイ＝ファに助けられることになった。

　どうしてこんな不可解な運命が自分の身に訪れたのか、俺自身にも理解できていない。だからまた、何の前まえ触ぶれもなく俺はこの世界からも消きえ失うせてしまうかもしれない。そんな俺が伴侶や子供を得てしまうというのは、あまりに無責任な話なのではないか――

　ライエルファム＝スドラは一言も口をはさまずに、この突とつ拍ぴよう子しもない打ち明け話を最後まで聞いてくれた。

「こんな話は、なかなか信じられるものではないでしょう。だからこれまでは、アイ＝ファ以外の人間には話してこなかったのです」

「ふむ……」と、ライエルファム＝スドラはうなり声をあげた。

「何とも驚くべき話を聞かされるものだ……俺の頭では、とうてい理解しきれんな」

「ええ、俺自身にも理解しきれていないのですから、それが当然です」

「……しかし、お前は森辺の民として生きていくと決めたのだろう、アスタよ？　一度死した身であるならば、少なくとも元の故郷に帰ることはできまい」

「はい。そう思って、森辺の民として生きていく決意を固めました」

「だったらやはり、お前は森辺の民なのだ。それ以外のことは、どうでもいい」

　強い口調で言い、ライエルファム＝スドラは一歩だけ俺のほうに近づいてくる。

「たとえアスタがシムの民であろうとジャガルの民であろうと、なんならマヒュドラの民であろうと渡と来らいの民であろうと、そんなことはどうでもいいのだ。お前は森辺の民として生きていくと決め、ファの家の家長や森辺の族長たちもそれを認めた。それならば、俺たちには何の不都合も不満もない」

「……俺の話を、信じていただけるのですか？」

「少なくとも、アスタは俺に嘘うそをつくような人間ではない。もしかしたら、どこかで頭でも打って、夢か幻まぼろしを現実と思い込んでしまっているだけなのかもしれんが、そんなことはどうでもいいのだ」

　ライエルファム＝スドラは、まるで怒おこっているかのような顔になっていた。しかし、決して怒っているわけではない。真しん剣けんに、真正面から俺という人間と向き合おうとしてくれているのだろう。

「たとえアスタがどのような素性の人間でも、今は森辺の同どう胞ほうだ。アスタがそう思い、俺たちもそう思っているのだから、それで何も問題はなかろう」

「……ありがとうございます、ライエルファム＝スドラ」

　俺は思わず、涙ぐみそうになってしまった。

　ライエルファム＝スドラはそんな俺を見つめ返しながら、さらに言う。

「ただし、一つだけ納得のいかない部分がある」

「え？」

「お前はこの地に子を残すべきだ、アスタ。森辺の民として生きていくならば、それは誰だれにも等しく与えられる責任と喜びであるのだ」

　ライエルファム＝スドラは、きっぱりとそう言った。

「いつか消えてしまうかもしれないから、などというのは何の理由にもなりはしない。アスタが消えれば大勢の人間が嘆き悲かなしむことになってしまうが、残された嫁や子供が粗そ末まつに扱われることはありえない。森辺にこれほどの力と喜びを与えてくれたアスタの血族を、俺たちは誰よりも大切に扱うだろう。アスタがそのようなことを心配しているわけではない、と俺は信じたいところだが」

「も、もちろんです。でも、残される嫁や子供の気持ちを考えると――」

「失う苦しみを味わいたくないならば、何も得ずに一生を終えるしかない。俺たちとて、明日には森に朽くちるかもしれぬ身だ。……しかし、そうであるからこそ、なおさら人間は伴侶を娶り、子供を残すべきなのではないか？」

　俺よりも一回りは小さなライエルファム＝スドラの身体からだに、森辺の狩人としての気き迫はくがみなぎっている。それはまるで、運命そのものにあらがおうとしているかのような気迫であった。

「もしもアスタがそのようなことを気に病やんでしまうのなら、誰とも縁を結ぶべきではなかったのだ。アスタが消えて悲しむのは血族ばかりではない。俺たちスドラや、ルウや、フォウや、多くの人間が嘆き悲しむことになるだろう。それならば、俺たちなどと縁を結ぶべきではなかった、と考えてしまうのか、アスタは？」

「いえ、そんなことは決してありません」

「そうだろう。俺たちだって、そんな苦しみを恐おそれてアスタとの出会いを悔くいるような真ま似ねはしない。この世にある限り、人間は与えられた生をぞんぶんに生きるべきなのだ」

　そう言って、ライエルファム＝スドラはどんと俺の胸を突ついてきた。

　その拳こぶしには怒いかりではなく、それでいて俺を叱しつ咤たするような強い感情が込められているような気がした。

「だからアスタは何も心配せず、この森辺で嫁を娶って、子供を生なすがいい。それがユンであろうとなかろうと、俺たちスドラは最大限の祝福を与えるだろう」

「ありがとうございます。ライエルファム＝スドラにそこまで言っていただけて、俺は言葉にならないほど嬉うれしく感じています」

　それは、心の底からの真情であった。

　しかしこうなると、俺はもう一つの打ち明け話をも語る必要が出てきてしまった。俺が嫁を娶ることのできない、もう半分の理由である。

「なんだ。まだ何か、打ち明け話が残っているのか？」

「ええ、はい、これもちょっとややこしい話なのですが……いつ消えてしまうかもわからない、という話を抜ぬきにしても、俺おれは今、どんな女衆にも恋こい心ごころを抱いだけない身なのです」

　言いながら、俺は頬ほおに熱がのぼっていくのを感じた。まさかこの件に関して、余人に打ち明ける日がやってこようなどとは夢にも思っていなかったのだ。

　しかし、話すしかないだろう。かつてのヴィナ＝ルウやレイナ＝ルウとはわけが違ちがう。このままでいくと、俺はスドラの家から正式に嫁入りの話を申し込まれてしまいかねないのである。自分の真情を打ち明けぬまま、ただその日を漫まん然ぜんと待ちかまえるわけにはいかなかった。

「では、やはり想おもい人でも存在していたのか？　アスタは誰を嫁に娶る気持ちも持っていなかったというのに、それは難なん儀ぎな話だな」

「いやあ、実のところ、それが難儀でないように、たまたま折り合いがついていたというか何というか……」

「さっぱり意味がわからんな。想い人がいるならば、嫁取りの話を願い出るがいい。それを断る女衆など、今の森辺にはそうそうあるまい」

「いえ、その相手も伴侶を娶る気持ちは一いつ切さい持っていないのですよ」

　難しい顔をしていたライエルファム＝スドラの目が、きょとんと丸くなる。俺はもう、ごまかしようがないぐらい赤面してしまっていた。穴があったら入りたいとはこのことだ。

「伴侶を娶る気持ちを持たない女衆など、この森辺には一人しか存在しない。……いや、今ではもう一人、そのような考えを抱く女衆も現れてしまったようだが、まさか数日前に出会った娘むすめにそのような想いを抱いてしまったわけではあるまいな？」

「ああ、はい、たぶんその人ではないと思います」

「それはまた……この森辺でもっとも難儀な相手ではないか」

　ただでさえ皺深いライエルファム＝スドラの顔が、いっそうくしゃくしゃになってしまう。が、やはり彼かれは、俺などよりもよっぽど果断な気性をしていた。

「しかしそれならば、選ぶ道は二つしかあるまい。相手の気持ちを動かすか、あるいは自分があきらめるかだ」

「……はい、そうなのでしょうね。でも俺は、相手の気持ちを一番に尊重したいと思っています」

「ならば、アスタがあきらめる他ないな」

　まさしく一刀両断であった。

「何にせよ、ファの家には家長とアスタしか存在しないのだ。家長が狩人として生きていくと決めたならば、アスタがファの家人として誰か嫁を娶るしかない。そうすれば、ファの家も滅びずに血を残していくことができるだろう」

「あ、いえ、ですが――」

「ファの家の家長は、女衆であるにも拘かかわらず、誰よりすぐれた狩人だ。あれほどの力を持つ狩人であるならば、女衆としての生を捨てても許されるだろう。しかし、アスタはかまど番だ。自分の仕事を果たしつつ、嫁を娶り子供を生すことは容易たやすい。お前は森辺にその血を残すべきなのだ、アスタよ」

　そう言って、ライエルファム＝スドラはふいに一歩ひいた。

「何も急ぐ必要はない。ただ、自分にとって正しき道はどこにあるのか、それをもうひとたび考えぬいて、決断するがいい。それまでは、これまで通りにユンを使ってくれるように願う」

　俺には「否」と答えることができなかった。たぶん、森辺の民として正しいのは、ライエルファム＝スドラのほうなのだ。

　ライエルファム＝スドラは、そんな俺の表情をしばらく検分してから背を向けた。

「それではな。アスタの心に一日も早く安息の時が訪れるように願っておく」

「……はい、ありがとうございます」

　ライエルファム＝スドラは、ざくざくと音をたてながら家のほうに歩いていく。その小さな姿が、何歩も行かぬうちにぴたりと止まった。

「そういえば、さきほどの奇き妙みような話は、ファの家長と俺以外の人間には聞かせていないという話だったな？」

「はい？　ええ、その通りです。ここまでしっかりと詳しよう細さいを語ったのは、アイ＝ファとライエルファム＝スドラだけですね」

「ドンダ＝ルウやガズラン＝ルティムにも、語ってはいないのか？」

「はい。……やはり、みんなにも打ち明けるべきでしょうか？」

「そうは思わんな。聞かされたところで、誰も心は動かさないだろう。重要なのは過去ではなく、今日や明日からのことなのだ。問われぬことに答える必要などどこにもない」

　そのように言いながら、ライエルファム＝スドラはちらりと俺を振ふり返った。

「……とはいえ、縁の深いルウやルティムに先んじてアスタの話を聞けたのは、この上なく栄えい誉よなことと思えてしまう。俺などに心情を打ち明けてくれたことを嬉しく思っているぞ、アスタよ」

「そうですか」としか、俺には答えようもなかった。俺は俺で、ライエルファム＝スドラの誠実さには誠実さで報むくいるしかない、と思ったまでである。

「それにな、どのような女衆が嫁になろうとも、俺は心から祝福する。その言葉には、一いつ片ぺんの偽いつわりもない。ユンでなくとも、ルウの女衆でも、ルティムの女衆でも、フォウの女衆でも……あるいは、頑なに婿むこ取とりを拒こばむ女狩人でも、だ」

「え？」

「アスタにとって最良の相手が伴侶となることを、俺は心から願っている。そのことだけは、どうか忘れずにいてくれ。……まあその調子では、ずいぶん遅おそい嫁取りになってしまいそうだがな」

　そう言って、ぶっきらぼうなスドラの家長は最後にはにかむような笑え顔がおを見せてくれたのだった。
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「……大丈夫ですか、アスタ？　ずいぶん暗いお顔をしているようですけれど」

　別わかれ際ぎわ、トゥール＝ディンはたいそう心配そうにそう言ってくれた。

「大丈夫だよ。少し疲つかれただけだから。……トゥール＝ディンこそ、ずいぶん疲れていたんだろう？　できるだけゆっくり身体を休めてね」

「はい。すっかり寝ね入いってしまって、お恥ずかしい限りです」

　感じやすい頬を赤らめつつ、トゥール＝ディンはぴょこんと頭を下げる。

「それでは、明日からもまたよろしくお願いいたします」

「うん、こちらこそ。また明日ね」

　ギルルに革かわ鞭むちを入れ、俺はディンの家から森辺の道へと引き返した。その間も、頭の中にはライエルファム＝スドラから受け取った言葉がぐるぐると渦うずを巻いている。

　自分の素性にこだわる必要などない、というのはライエルファム＝スドラの言う通りなのだろう。いつ消えるかわからない、なんて、いつ死ぬかわからない、というのと同義であるのだから、俺にだけ与あたえられている特別な宿命というわけでもない。そんなことは、これまでにもう何度となく考えさせられている。

　そして、自分のような異分子が子供を残すことなど許されるのか、という点についても――俺はここまで森辺やジェノスの内情をひっかき回してしまったのだから、今さら心配したって始まらないだろう。仮に俺が子供を残したとしても、俺ほど人ひと騒さわがせな人間に育つことはそうそうないだろうなと思えてしまう。

（だけど、俺が子供を残すなんて、そんなの実感が持てないよなあ……）

　元の故郷では、まだそのようなことに思おもい悩なやむ年ねん齢れいに達していない俺なのである。

　だけどここは、森辺の集落だ。伴侶を娶ることは十五歳から許されている。だから俺は、森辺の習わしに則のつとって、大いに思い悩む他ないのだろう。

　しかし――そうなると、俺の煩はん悶もんはたった一つの点に集約されてしまうのだった。

（余よ所その家から嫁を迎えるなんて、そんな真似ができるはずはないんだ。自分の行く末について心配するのをやめたとしても、それだけは無理だ）

　ギルルに革鞭を入れながら、俺は深々と溜息をつく。そうして思い悩んでいる内に、もうファの家が見えてきてしまった。ディンの家とファの家は、トトスなら数分の距離であるのだ。

　もうアイ＝ファは帰っているだろうかと、俺は御ぎよ者しや台だいを降りて家の戸板に手をかける。そうしておそるおそる指先に力を入れようとすると――突とつ然ぜん頭上で、ガサリという不ふ穏おんな音が鳴った。

「あら、アスタ。今日は帰りが早かったのね」

　どきどきと高鳴る心臓に手を当てながら、俺はそちらを振り返った。家のすぐ脇わきに立っている木の上から、見覚えのある女衆の顔がひょっこり覗のぞいている。

「レ、レム＝ドムか。びっくりしたなあ。そんなところで、何をやってるんだい？」

「何って、木から木へと渡わたっていく修練よ。ギバを追うときや探すときに必要な力なのよ、これは」

　そんな風に言いながら、レム＝ドムは自分の身長よりも高い位置から地面に降り立った。野生の豹ひようのようにしなやかな身のこなしである。

「どうしたの？　なんだか浮うかない顔をしているようだけれど、ダレイムで何かあったのかしら？」

「いや、そういうわけじゃないんだけどね。色々と考えなきゃいけないことができちゃって」

「ふうん？」と、レム＝ドムはいぶかしげに首を傾げる。

　もともとワイルドな風ふう貌ぼうをしているレム＝ドムであるが、この数日で彼かの女じよはいっそう精せい悍かんになっていた。百八十センチ近い長身には力がみなぎっているし、目つきの鋭するどさにも磨みがきがかかっている。

「わたしもちょっとアスタに相談があったのだけれど、その様子なら日を改めたほうがよさそうね」

「俺に相談？　朝方の仕事についてかな？」

「ううん。もうちょっと入り組んだ話なの」

「いいよ。俺も少し別のことを考えて頭を冷やしたいから、何でも話してくれ」

「そう？」と、レム＝ドムは力強い足取りで俺に近づいてきた。人の耳をはばかるような相談事なのだろうか。その肉感的な唇くちびるが、俺の耳もとに寄せられてくる。

「それじゃあお言葉に甘えて、相談させてもらうけれど……ちょっと突拍子もない話だから、驚おどろかないでね？」

「うん」

「わたしをあなたの嫁にしてもらうことって、果たして可能だったりするのかしら？」

　俺は驚きのあまりおもいきりのけぞって、その拍ひよう子しに後頭部を戸板に叩たたきつけることになってしまった。

　無言で頭を抱かかえ込む俺に、レム＝ドムはまた顔を寄せてくる。

「馬鹿ねえ。だから驚かないでって言ったのに。大だい丈じよう夫ぶ？　怪け我がをしていない？」

「い、い、いきなり何を言い出すんだよ！　俺をからかってるのか!?」

「恩義のあるあなたをからかうわけないじゃない。わたしがそれほど不誠実な人間に見えるというの？」

　心外そうに言い、逞たくましい腕うでを胸の前で組む。

「わたしは本気よ。もちろんそんな未来が訪れないことを願ってはいるけれど、最悪の事態を想定しておかないわけにもいかないでしょう？」

「いったいどんな事態を想定したら、レム＝ドムが俺に嫁入りを願うことになってしまうんだい？」

「それはもちろん、このさき永久にディックとわかりあえなかったときよ」

　腕を組んだまま、レム＝ドムは筋肉の張った肩かたをすくめる。

「わたしだって、ドムの家を捨てる気持ちにはなれない。でも、狩人になりたいという願いを捨てる気持ちにもなれないの。どうにかしてディックとわかりあえるように、できる限りの努力をするつもりではいるけれど、それでもディックがわたしの願いを聞き入れてくれるかはわからないでしょう？」

「うん、そこまでの筋立てに異論はないよ」

「じゃあ、このまま何年もドムの家に帰ることができなかったら、わたしはどうなるの？　ひたすら修練を積みながら、それでも森に入ることも許されず、無意味に朽ちていくだけじゃない。だったら、どこかの家の家人にしてもらう他ないのよ」

「そこまでも理解できる。でも、嫁入りの話は理解できない」

「ドムの家は、族長筋たるザザの家ともっとも近しい氏族の一つだわ。そのドムの家長の怒りを買ったわたしの存在を受け入れてくれる家なんて、この森辺にはファの家ぐらいしかないと思うのよ」

　あくまでも平然と、レム＝ドムはそう言った。

「で、ただ家人になるだけじゃあ、やっぱりファの家もディックの怒りを買ってしまうかもしれないでしょう？　でも、嫁に入りたいという話だったら、森辺の民たみとして認めざるを得ないじゃない？　伴侶を娶って子供を生すというのは、森辺の女衆にとってもっとも大事な仕事とされているのだからね」

「でも、レム＝ドムは狩人になりたいんだろう？　だったら、子供を作ることもできないじゃないか」

「だからこそ、伴侶とするならあなたしかありえないのよ、アスタ。だってあなたは、誰を嫁に迎むかえるつもりもないんでしょう？」

「そ、そんな話を誰に聞いたのかな？」

「誰って、ルウの集落で世話になっていたとき、噂うわさで聞いたのよ。あなたはそれで、ルウの女衆の嫁入りを断ったのじゃないの？」

　そんなことが噂になっているのかと、俺は息を呑のむことになった。

　しかし俺は正式に嫁入りを願われたわけではないし、ヴィナ＝ルウやレイナ＝ルウがそのようなことを公言するとも思えない。いったいそれは、どこから発信された噂うわさ話ばなしであるのだろう。

「ああ、別にそんな話が、おおっぴらに出回っているわけではないのよ？　正確に言うなら、内ない緒しよ話ばなしを立ち聞きしてしまっただけなの」

「参考までに、それは誰と誰の内緒話だったのかな？」

「名前まではわからないわ。赤い髪をした本家の娘と、まだ若い分家の男衆ね」

　ならばそれは、ララ＝ルウとシン＝ルウなのかもしれない。ララ＝ルウはその卓越した洞どう察さつ力りよくで俺たちのややこしい関係性を把は握あくしていた様子であるし、シン＝ルウが相手であれば、家族の恥はじを広める結果にもならないと考えるだろう。

「で、あの内緒話は、真実であったのかしら？　アスタが誰を娶る気持ちもないというのは、本当なの？」

「うん、まあ……一口で説明するのは難しいけど、そう思ってもらって差さし支つかえはないと思うよ。だから、レム＝ドムを娶るわけにもいかないんだけど……」

「大丈夫よ。わたしの場合は、形だけの婚こん儀ぎなのだから。そうすれば、おたがいにもう伴侶を娶れと周囲からせっつかれることもなくなるじゃない？」

　レム＝ドムは、俺に偽ぎ装そう結けつ婚こんを申し入れようという算段であったのか。これはもう、森辺の民としては言語道断の非常識な考えであるといえるだろう。

「君はとんでもないことを考えるんだねえ、レム＝ドム……」

「そうかしら？　誰も傷つかない妙みよう案あんであると思うのだけれど」

　言いながら、レム＝ドムは組んでいた腕をほどいて、また俺のほうに身を寄せてきた。そのやや吊つりあがり気味の大きな目が、何やらあやしげな光をたたえている。

「それにね、これもあまり大きな声で言える話ではないけれど……子供を孕はらまないように気をつけながら快楽をむさぼる手段なんて、いくらでもあるのよ？　宿場町なんかでは、それを商あきないにしている人間がいるぐらいなのだから……」

「そ、それはなかなか驚くべき話だね」

「そうかしら？　まあ、婚儀もあげていない人間がそうやって快楽をむさぼるのは、この森辺では強い禁きん忌きとされているけれど……アスタが望むなら、その方法を教えてあげてもいいわよ？」

「望まないよ！　禁忌は犯おかすべきじゃない！」

　俺よりも長身で、俺よりも逞しいレム＝ドムである。彼女がよからぬ思いを行動に移そうと考えたら、それを腕わん力りよくで制止させることはまず不可能だろう。俺は戸板にぴったりと背をつけて、降参の意思表示をしてみせた。

　レム＝ドムは肉にく食しよく獣じゆうのように舌なめずりをしてから、「そう？」と咽の喉どにからんだ声で言う。

「残念ね。アスタには世話になっているから、その恩返しをしたいという気持ちもあったのだけれど……」

「だったら、頼むから俺の気持ちを尊重してくれ！　レム＝ドムを嫁に娶ることはできないんだ！」

「……声が大きいわよ、アスタ」

　そう言って、レム＝ドムは残念そうに身を引いた。

　それと同時に、じゃりっと砂を踏ふむ音色が響ひびく。

　俺は大いに錯さく乱らんしつつ、その音色のあがった方向に視線を巡めぐらせた。家の裏手から、予想通りの人物が姿を現したところであった。

「さっきから、お前たちは何をしているのだ？　仕事が済んだのならば、ギルルを荷車から解放してやるべきであろうが？」

「ア……アイ＝ファ、帰っていたのか？」

「私は、家の裏でギバの皮を剥はいでいた。そのようなことにも気づいていなかったのか？」

　まぶたを半分下げた不ふ機き嫌げんそうな面持ちで、アイ＝ファがずかずかと接近してくる。きっとレム＝ドムは、最初からアイ＝ファの存在にも気づいていたのだろう。悪びれた様子もなく、そちらに微笑ほほえみかける。

「アスタを叱しからないであげて、アイ＝ファ。わたしが声をかけてしまったばかりに、アスタも仕事を失念してしまったのよ」

「ならばそれは、アスタの責任だ。話をしながらでも仕事を果たすことはできよう」

　言いながら、アイ＝ファは荷車の留め具を外して、ギルルを解放した。

　で――ギルルの手綱を木の枝に結びつつ、横目で俺をねめつけてくる。

「それで、何の話をしていたのだ？　嫁入りがどうのと聞こえたようだが」

「わたしがアスタに尋たずねたのよ。万が一のときは、わたしを嫁に迎えてはくれないかってね」

「レ、レム＝ドム、おい、ちょっと！」

「何よ？　嫁入りには家長の承しよう諾だくが必要なのだから、アイ＝ファぬきで話を進めることはできないのよ？」

　そしてレム＝ドムは、俺に語ったのと同じ内容をアイ＝ファに伝え始めた。アイ＝ファは同じ表情のまま、無言である。

「……で、けっきょくアスタにはその話も断られてしまったわけね。わたしとしては、なかなかの妙案だと思ったのだけれど」

「妙案かどうかは知らぬが、アスタにはアスタの考えや気持ちがある。それにお前は、万が一の事態に備えるよりも、まずは家長と心を通じ合わせることを一番に考えるべきなのではないか、レム＝ドムよ」

「もちろん毎日、頭が割れるぐらい考えぬいているわ。でも、どうやったらディックにわたしの行動を許してもらえるか、その筋道が見えてこないのよ」

　レム＝ドムは、溜息まじりにそう言った。

「わたしが正しさを示すには、アイ＝ファのように狩人としての力を示すしかない。でも、家長の許しを得ないと狩人としての仕事を果たすことはできない。そして、森に入ってギバと相対しない限り、狩人としての魂たましいを育てることはできない。……これじゃあまるで、モルガの三すくみだわ」

「確かに森に入らねば、狩人としての魂を育はぐくむことはできない。しかし、ギバを追わずとも狩人の心得を学ぶことぐらいはできよう」

「どうやって？　女衆が森に入るのを許されているのは、ギバの眠っている朝方から中天までなのよ？　ギバのいない森で、何を学ぶことができると言うのよ？」

「その答えは、すでに伝えてあるはずだ。もっとも、あの頃ころはそこまで見み越こしてお前に言葉を与えたわけではないがな」

　レム＝ドムはいぶかしそうに眉をひそめてから、「バルシャね」と低くつぶやいた。

「バルシャたちは朝方にも森に入って、野の鳥を狩かっている。……そう、そういうことだったのね、アイ＝ファ」

「獲え物ものがギバであれ鳥であれ、森と一体になれぬ狩人には何も為なすことはできん」

　レム＝ドムは大きくうなずき、アイ＝ファに近づこうとした。が、鋭い眼光で威い嚇かくされ、自分自身の身体を抱きすくめる。

「わかったわ、アイ＝ファ……それですべてが満たされるわけではないけれど、まずわたしは狩人としての心得を身につけてみせる。ディックと言葉を交かわすのは、その後ね」

　答えぬアイ＝ファに、レム＝ドムは色っぽく笑いかけた。

「ありがとう、アイ＝ファ。あなたが男衆であったら、わたしは狩人になりたいという願いも忘れて、あなたを愛してしまったかもしれないわ」

「戯ざれ言ごとを言うな、うつけ者め」

「わたしはちょっと、ルウの集落まで走ってくるわ。今なら日が落ちる前に帰ってこられるだろうから……アイ＝ファ、アスタ、話を聞いてくれて感謝しているわ」

　そのように言い放つなり、レム＝ドムは弾だん丸がんのような勢いで走り去ってしまった。

　すっかり毒気を抜かれてしまった俺は、気持ちの整理もつかぬままアイ＝ファを振り返かえる。

「あの、アイ＝ファ……」

「用事が済んだのなら、仕事に取りかかれ。晩餐の支し度たくはこれからなのだろうが？」

　ぷいっとそっぽを向いて、アイ＝ファは家の裏に引き返そうとする。その背に、「待ってくれ」と俺は声をかけた。

「実は、アイ＝ファに話があるんだ。……いや、ちょっと込み入った話なんで、晩餐の後にゆっくり話したいんだけど……」

「ならば、そのときに声をかけろ。意味もなく呼び止めるな」

「うん、ごめん。でも、あらかじめ言っておきたかったんだ」

　アイ＝ファはうろんげに振り返り、強い目つきで俺をにらみつけてきた。

「本当に込み入った話のようだな。余所の女衆からも嫁入りを願われたのか？」

「よ、よくわかったな？　いや、正式に願われたわけでもないんだけど……」

「……お前が自分で決めかねているというのなら、家長として私が判断を下してやろう」

　冷たい声で言い放ち、アイ＝ファも姿を消してしまう。

　長い一夜になりそうだ、と、俺はあらためて溜ため息いきをつくことになった。




　　　　　◇




「……だからまあ、ユン＝スドラ本人に気持ちを確かめたわけではないし、正式に嫁入りを願われたわけでもないんだよ」

　晩ばん餐さんの片付けを済ませてから、俺は燭しよく台だいの光の下で、そのように打ち明けることになった。

　金きん褐かつ色しよくの髪かみをほどきながら、アイ＝ファは「ふん」と鼻を鳴らす。

「あの娘がお前にどのような気持ちを抱いているか、そんなものはレム＝ドムとともに姿を現した最初の日からわかりきっていたことではないか」

「そ、そうなのか？　さすがにそんな早い段階から察することはできなかったんだけど……」

「お前の目は節穴だからな」

　容よう赦しやもへったくれもないお言葉である。

　しかしアイ＝ファはそのように言いながら、いくぶん鋭さをゆるめた目で俺を見てきた。

「それで？　お前の考えはわきまえていたので、私もあえて口をはさもうとは思わなかったのだが。お前がそのように思い悩んでいるということは……考えを変えて、ユン＝スドラを嫁に娶りたいということなのか？」

「いや、そうじゃないよ。彼女には悪いけど、やっぱり俺は誰を嫁に娶るつもりにもなれない」

「そうか」と言って、アイ＝ファはまぶたを閉ざした。

　普ふ段だんであれば、ここで会話は終しゆう了りようだ。

　だけど本日は、もう少しだけ踏み込んだ話をしなくてはならない。俺はくじけそうになる気持ちをしっかり固めなおしつつ、「だけどな」と言いい継ついだ。

「ライエルファム＝スドラの言い分は、森辺の民としてもっともだと思うんだ。いつか消えてしまうかもしれない、なんていう不確定な理由で森辺の民としての責務を果たさないなんて、きっと許されない話なんだろうな、と思う」

「……子を残し、それを育むのが森辺の民としてのつとめである、という話か」

　まぶたを閉ざしたまま、アイ＝ファは感情のない声で言う。

「もっともな話だが、その仕事を打ち捨てた私には、何も言う権利はあるまい」

「アイ＝ファはいいんだ。アイ＝ファは狩人として十分な仕事を果たしているんだから許されるはずだと、ライエルファム＝スドラも言っていた。それに、ディック＝ドムも言っていただろう？　アイ＝ファは特別な存在だってさ」

「しかしお前は、狩人でなくかまど番だ。……なるほどな。だからアスタは子供を生なし、それを育むべきだということか」

　アイ＝ファはゆっくりと、長い髪をかきあげる。そのまぶたは、やはり閉ざされたままだ。

「そうだな……私はかつて、これ以上の家人が増えるのは煩はん雑ざつに感じられるかもしれない、などと言ってしまった。それを苦にして、お前が嫁取りをためらっているならば――」

「そうじゃない。俺だって、お前が余所の家から婿むこを取るなんて言い出したら目の前が真っ暗になるかもしれないって言っただろう？　その気持ちは……今でもまったく変わっていないんだよ」

　アイ＝ファの静かな面おもてを見つめながら、俺は心臓が早はや鐘がねのように打ち始めるのを感じていた。

　言葉を間ま違ちがえてはいけない。

　かといって、言葉を濁にごすわけにもいかない。

　これはきっと、俺たちにとって一番繊せん細さいで扱あつかいの難しい話であるはずなのだ。

「これまでは、それで何の不都合もなかったけど、スドラや他ほかの家と関かかわることによって、これはファの家の中だけで済む話じゃなくなってきた……ということだと思うんだ」

「…………」

「お前はファの家の家長だろ。それだったら、何も言う権利はないどころか、家人の行動について責任を取らなきゃならない立場であるはずだ。俺が余所の家からの嫁入りを拒むなら、お前もその理由を正しく知っておく必要があるはずだろう？　だから俺は……森辺の民の一員として、ファの家の家人として、自分の気持ちや考えをしっかりアイ＝ファに打ち明けておかなきゃならないと思うんだ」

「……ずいぶん大おお仰ぎような言い様だな。今さら私に、何を打ち明けようというつもりなのだ？」

「俺が嫁よめを娶らない、その理由をだよ」

　心臓が口から飛び出してしまいそうであった。

　だけど俺は、言わなくてはならないのだ。

　ライエルファム＝スドラや、ヴィナ＝ルウや、たぶんレイナ＝ルウやララ＝ルウあたりも察してしまっている、この胸中の真実を。

「俺はな、アイ＝ファ、誰を嫁に娶る気持ちにもなれないんだよ」

「……何度同じことを口にするつもりなのだ、お前は？」

「俺の素性は関係ない。俺が余所の世界から移り住んできた得体の知れない人間だっていうことを差し引いても、俺は、誰を嫁に娶るつもりにもなれないんだ」

「…………」

「俺はな、アイ＝ファ……こんなことを言われても、お前は怒るだけかもしれないけれど……」

　俺は大きく息をつき、飛び出しそうになる心臓を呑みくだしてから、言った。

「俺は、お前より魅み力りよく的てきな女衆は他に存在しないと思っているんだ」

　アイ＝ファの表情は動かなかった。

　燭台の火によってオレンジ色に照らされたその面に向かって、俺は言葉を重ねてみせる。

「アイ＝ファ以外の人間を伴はん侶りよにするなんて、俺にはとても考えられない。だから、他の女衆を嫁に迎える気持ちにはなれないし、お前が別の男衆を婿に取るなんて想像したくもない。それが俺の……正直な気持ちなんだ」

「それは……私を伴侶としたい、という意味なのか？」

「いや、違う。……いや、違うわけでもなくて……そりゃあアイ＝ファを伴侶にすることができたら、どれほど幸せかと思うけどさ」

　なんだかもう血流の勢いが凄すさまじくて、こめかみのあたりが破は裂れつしてしまいそうであった。アイ＝ファがまぶたを閉ざしてくれているのは、僥ぎよう倖こうであったかもしれない。

「だけど俺は、アイ＝ファの気持ちを一番に尊重したいと思ってる。それは以前に話した通りで、何も変わっていない」

「…………」

「俺は半人前だけど、料理人だ。自分は死ぬまで料理を作り続けると決めている。この一点だけは、どこの誰にも譲ゆずれるものじゃない。それで……お前もそれと同じぐらい強い気持ちで狩人の仕事に励はげんでいると思っているんだよ、俺は」

「…………」

「伴侶を得るために料理人として生きる道を捨てろ、と言われても、俺には従うことができない。だから、俺の伴侶になるために狩人として生きる道を捨てろ、とアイ＝ファに願うことはできない。……それが俺の、正直な気持ちだ」

　そうして俺が口をつぐむと、室内には沈ちん黙もくが落ちた。

　ジジジ……と獣じゆう脂し蝋ろう燭そくの燃える音色だけが耳につく。一秒がその百倍にも値あたいする重さでもって、俺の頭にのしかかっていた。

　心臓に叩かれすぎて、胸きよう郭かくが痛い。握にぎりしめた拳は汗あせばんでしまっている。わけのわからぬ奇き声せいでも張り上げて、この静せい寂じやくを粉々にしてしまいたいぐらいであった。

　それからどれほどの時間が経過したのか――

　アイ＝ファの桜色をした唇が、ゆっくりと動き始めた。

「私は――」

「うん」

「私は、自分が男衆でお前が女衆ならばどれほど幸福であっただろうと、ずっと考えていた」

「……うん」

「そうすれば、私は愛すべき伴侶を得て、ファの血を森辺に残すこともできた。それはきっと……目がくらむほど幸福な未来なのであろうと、私はずっとそのように考えていたのだ」

　そのように言いながら、アイ＝ファはようやくそのまぶたを開き始めた。

　何とも判別のし難がたい激情のくるめいた青い瞳ひとみが、真正面から俺を見る。

「これほどまでに余人を大事だと感じたことはない。私にとって、お前はかけがえのない存在だ。お前を失ってしまったら、私は二度と心から笑うこともできなくなってしまうだろう」

「……俺もそう思っているよ、アイ＝ファ」

　思わず声がかすれてしまった。

　アイ＝ファはぎゅっとまぶたを閉ざしてから、また俺を見る。

「だけど私は女衆で、お前は男衆だ。お前の伴侶となってしまったら、私は狩人として生きていくことができなくなってしまう。だから……」

「わかってるよ、アイ＝ファ。俺は今の、そのままのアイ＝ファが何よりも大切なんだ」

　そして、アイ＝ファもまた――狩人であるアイ＝ファをそのまま受け入れている俺だからこそ、そんなにも大事に思ってくれているのだろう。これほど大事に思いながら、それでも嫁取りを願わない俺だから、アイ＝ファは俺のことをかけがえのない相手だと思ってくれているのだ、きっと。

　胸の詰つまるような幸福感と、そしてほろ苦い悲ひ哀あいを同時に味わわされながら、俺は一心にアイ＝ファの面を見つめ返した。

　いつのまにか、アイ＝ファの面には微び笑しようが浮かんでいた。

　それはやっぱり、これ以上ないぐらいの幸福感と悲哀を漂ただよわせた微笑みであるように、俺には感じられてしまった。

「……世の中はままならぬものだな、アスタよ」

「そうだな。本当にそう思うよ」

「だけど私は、お前に出会えて幸福だと思っている」

「俺だって、それはおんなじ気持ちだよ」

　気づくと俺は、アイ＝ファの前に膝ひざを進めてしまっていた。

　壁かべにもたれていたはずのアイ＝ファも、いつしか俺のほうに身を乗り出している。

　だけど俺たちは、決して相手の身体に手を触ふれようとはしなかった。

　今そんなことをしてしまったら、何かが決けつ壊かいしてしまうかもしれない――アイ＝ファの真情はわからなかったが、少なくとも、俺はそのように考えてしまっていた。

「しかし、お前は酔すい狂きような男だな、アスタよ。私のせいで誰を嫁に迎える気持ちにもなれないなどとは……まったく笑わらい種ぐさだ」

　ほんの数十センチを隔へだてた距きよ離りで、アイ＝ファがつぶやく。

　その透すき通とおった笑顔を見つめながら、俺は「そうかな」と答えてみせた。

「何も不思議な話じゃないだろう。お前はダルム＝ルウやディガ＝スンや、それにガズやラッツの男衆にも嫁取りを願われていたじゃないか？」

「それを言ったら、お前などはルウ家の姉妹やレム＝ドムやユン＝スドラに願われていたではないか」

「レム＝ドムなんて論外だろう。それにヴィナ＝ルウも、本当の意味では恋れん愛あい感情じゃなかったんだろうと思うよ」

「ふん。それに町でも、お前を慕したう女衆には事欠かなかったな」

　囁ささやくような声で言いながら、それでもアイ＝ファの目は笑っている。

　もしかしたら、俺も笑っていたかもしれない。

「言いがかりだな。町のみんなは、俺の料理を喜んでくれているだけさ」

「どうであろうかな。まあ確かに、お前ほどの腕うで前まえであれば、誰だれしもが心を動かすことになるのであろうが」
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「俺にとっては、それが一番のほめ言葉だよ。まあ……一番嬉しいのは、アイ＝ファに喜んでもらえたときだけどな」

　アイ＝ファは少しだけ押おし黙だまった。

　その面から微笑が消え、とても静かだが張はり詰めた表情がたちのぼってくる。

「お前ほどすぐれたかまど番は、他に存在しないだろう。お前はその力で多くの人間の心を動かしてきた。そんなお前がファの家人であることを、私はとても誇ほこらしく思っている」

「うん、ありがとう」

「しかし……それだけが、お前を大切と思う理由のすべてではない。たとえお前が、あのミケルのように料理を作る力を失ってしまったとしても……私にとって、お前は何よりも大切な存在であるのだ、アスタよ」

　頭の奥おくが痺しびれるような幸福感を味わわされながら、俺はもう一度「ありがとう」と答えてみせた。

「でも、ずいぶん不ふ吉きつなことを言うんだな。俺はファの家のかまど番として、生命いのちつきるまで美お味いしい料理を作り続けていくつもりだよ、アイ＝ファ」

「…………」

「どうしたんだ？　言いたいことは、何でも遠えん慮りよなく言ってくれ」

　アイ＝ファの瞳が、少し涙なみだで潤うるんでいるように感じられた。

　いや、燭台の火の加減であろうか。ただ、さまざまな感情を揺ゆらしているということは、絶対に間違っていないと思う。

「アスタ、お前は……」

「うん、何だい？」

「……お前は、私がいずれ狩人としての力を失ってしまったとしても……これまでと同じように、私が一番大切な存在であると思ってくれるのだろうか……？」

　万ばん感かんの思いを込めて、俺は「もちろん」と答えてみせた。

　アイ＝ファは目を細めながら、これまでで一番幸福そうに笑ってくれた。







幕間★★★千客万来







　永遠に明けることはないのではないかと思えたその一夜も、時間が過ぎればきちんと明けて、俺おれたちはまた新しい一日を迎えることになった。

　眠ねむる前も眠った後も、頭の中にはずっとアイ＝ファの存在が居い座すわっていて、まったく心身を休められた気がしない。それでいて、気持ちはやたらと昂こう揚ようしているような――いや、行き場のない熱情がぐるぐると体内を駆かけ巡っているような、そんなおかしな感覚であった。

　解決なんて、何もしちゃいない。

　客観的には、何ひとつ事態は進展していないように見えてしまうだろう。

　だけど俺たちは、たがいの気持ちを知ってしまったのだ。

　相手の存在を伴侶にしたい、と。

　状じよう況きようさえ許せば、そうしたくてたまらないのだ、ということを。

（まあ、アイ＝ファのほうは、やっぱり男目線だったけどな）

　俺が女衆であれば嫁にしたい、だなんて、本当にアイ＝ファらしい言い草だと思う。そして、そんなアイ＝ファを限りなく愛いとおしいと思う。

　そんなわけで、翌朝はまともにアイ＝ファの顔を見返せないような心境であった。

　こちらがそんな状態であったので、アイ＝ファがどんな様子であったのかもわからない。俺たちは黙もく々もくと、普段と変わりなく朝の仕事を進めて、日常の中に埋まい没ぼつしようとした。

　俺たちがどんな思いにとらわれたって、世界は規則的に動いている。俺たちは日常を生きながら、自分たちの気持ちと向き合っていかなくてはならないのだ。

　それでも俺は、アイ＝ファと行動を別にする前に、問うておかなくてはならないことがあった。

「そういえばさ、このままユン＝スドラには仕事を頼たのみ続けていいものなんだろうか？」

　森の端はしでピコの葉を摘つみながら、俺はそのように問うてみた。

　アイ＝ファは俺に背中を向けたまま、静かに言う。

「スドラの家長がそれを望んでいるのならば、是ぜ非ひもあるまい。正式に嫁よめ入いりを願われたわけでもないのに、ユン＝スドラを追おい払はらう理由はないということだ」

「そうか。それが森辺の習わしだっていうんなら、俺も従うしかないけど……でも、本当にいいのかな？」

「いいも悪いもない。スドラの家長から嫁入りの話を願われたら、私がファの家の家長として答えを返す。それ以外に道はなかろう」

　お前はどんな風に答えを返すつもりなんだ？　と聞いてみたかった。

　だけど俺は、実際に聞いたりはしなかった。

　俺の気持ちはアイ＝ファに伝えたし、アイ＝ファの気持ちもすでに聞いている。その上でアイ＝ファがどのような答えを返そうとも、俺は俺の気持ちに準ずるしかなかった。

　そうして俺たちは、さまざまな感情を抱え込みながら、また新たな日々を過ごしていくことになったのだった。




　で、宿場町における商売である。

　俺たちは、ついに第十三期目の営業日を迎えることになった。日付としては、藍あいの月の十二日から二十一日まで。この十日間を乗のり越こえたのちには、いよいよダバッグへと旅立つことになるのだ。

　その十日間は、とりわけ慌あわただしく過ぎ去っていった。商売繁はん盛じようなのは嬉うれしい話であるのだが、なんというか、普段と比べても妙みように珍ちん客きやくの多い日々であるように感じられた。

　その珍客の第一号が現れたのは、営業初日の中天前であった。

「よお、元気そうにやっているな、アスタ」

　旅用の長いマントに、革かわの鎧よろいと布の服。厳いかつい髭ひげ面づらに大おお柄がらな体たい躯くをあわせもつその御ご仁じんは、かつて俺たちも大変お世話になった《守護人》のザッシュマであった。

「ああ、ザッシュマ。ずいぶんおひさしぶりですね。いつジェノスに戻もどられたのですか？」

「二日前だよ。実は、バナームの使節団の守護をおおせつかっていたのさ」

　彼かれは二ヶか月げつほど前、サイクレウスにまつわる騒そう動どうが終局を迎えたのち、あのカミュア＝ヨシュとともにウェルハイドの護衛としてバナームに発たっていたのである。

「その後はバナームを拠きよ点てんにして、ちまちまと銅貨を稼かせいでいたんだがな。バナーム侯こう爵しやく家が使節団の護衛役を募ぼ集しゆうしていたもんだから、ひさびさにジェノスの様子を見てみようと思って志願したんだよ」

「そうだったんですね。そちらもお元気そうで何よりです」

「ああ。少なくとも、お前さんたちほど慌ただしい日々ではなかっただろうな」

　屋台に詰めかけたお客さんがたの姿を見み渡わたしながら、ザッシュマはにやりと笑う。

「見たところ、以前よりもずいぶん西の民の客も増えたようじゃないか。生命を張って貴族にたてついた甲か斐いもあったな」

「はい。これをきっかけに、ジェノスの人たちともっといい関係性を築ければなと思っています。……そういえば、カミュアはどうしているんでしょう？　何か連れん絡らくなどはありましたか？」

「いや？　ひさびさにアブーフにでも出向いてくるかとバナームを出てったきりで、音おと沙さ汰たはないな。まあ、生きていればそのうちジェノスにも顔を出すだろうさ」

　そのように言ってから、ザッシュマはちょいちょいと俺を指先で招くような仕草をした。

「ところでポルアース殿どのに聞いたんだが、お前さんたちはダバッグに旅立つ予定があるんだって？」

「ああ、はい。俺たちは生きたカロンというものを見たことがなかったので、ちょっと見識を広げに行こうかと」

「そいつは、見上げた心意気だ。西でカロンを食うなら、ダバッグが一番だからな」

　何やら楽しそうに言い、さらに顔を寄せてくる。

「そこで物は相談なんだが、俺を案内役として雇やとう気はないか？」

「案内役？　でも、ザッシュマは荒あら事ごとの専門家なのでしょう？」

「荒事は、森辺の狩かり人うどたちにまかせるよ。ま、ジェノスからダバッグなんてたった半日の道みち程のりだし、近所を根城にしてる野盗の集団もない。何にしたって、刀を抜ぬくような事態にはならないだろうさ」

「それなら、なおさらザッシュマを雇う甲斐もないように思えるのですが」

「だから、護衛役ではなく案内役を買って出ようとしてるんだよ。護衛役だと《守護人》として相応の代価をいただかなきゃならなくなるが、案内役ならそれほどお前さんたちの懐ふところを痛めることにもならないだろうからな」

　このザッシュマはカミュア＝ヨシュと同様、西の王国に認められた正規の《守護人》なのである。もぐりの《守護人》とは異なり依い頼らい人にんを裏切ることはないし、腕も立つ。こういう正規の《守護人》を雇えるのは、よほど豊かな商人か貴族のみである、という評判であったのだった。

「確かに不慣れな土地に出向くには案内人というものが必要になる、と聞いていますけれど……でも、どうしてわざわざザッシュマのほうから、そのような話を願い出てくれるのですか？」

「それはな、俺がダバッグの生まれだからだよ。仕事にでもかこつけないと、なかなか故郷に出向くこともできない身の上でね」

「ああ、ザッシュマはダバッグの生まれだったのですか。……そういえば、かつてメルフリードは『ダバッグのハーン』などと名乗っていましたね？」

「お、なかなか物覚えがいいじゃないか。そうだよ、あれは俺の出自を騙かたっていただいていたのさ」

　メルフリードは偽ぎ名めいで《守護人》を装い、このザッシュマは商団の長おさを装っていた。今となっては、ずいぶん懐なつかしく感じられるエピソードである。

「俺の家も、カロンの牧場をやってるんだけどな。そいつを放ほうり捨てて身を立てちまったもんだから、親おや父じなんかはいまだに口をきこうともしない。母親なんかは、ま、それなりに歓かん迎げいもしてくれるんだがね」

「……それは何だか、微笑ましいお話ですね」

　俺が言うと、ザッシュマは「うるせえよ」と照れくさそうに言い捨てた。

「そういうことなら、了りよう承しよういたしました。案内役についてはトゥランのミケルという方に一任していたので、その方と相談してみます」

「ああ、よろしく頼むよ。代価は相場でかまわないからよ」

　そう言って、ザッシュマは城下町でなく南の通りへと歩み去っていった。




　　　　　◇




　その次の珍客が訪おとずれたのは数日後、やはり中天の少し前のことであった。

　城下町の方角から立派な箱型のトトス車が近づいてきて、町の入口で停車する。ひさびさにポルアースのご来訪かなと思ったが、それはダレイム伯はく爵しやく家けではなくジェノス侯爵家の家か紋もんを掲かかげており、そこから現れたのはバナームの貴族ウェルハイドであった。

「アスタ殿、先日は素す晴ばらしい食事をありがとうございました。おかげで頑がん迷めいなる同どう胞ほうたちの目を覚ますことがかないました」

　黒い髪に象ぞう牙げ色いろの肌はだ、俺より少し年長なぐらいの、気品あふれる貴族の若様である。

　宴うたげのときよりは質素であるが、それでも真しん紅くの絹の服などを纏まとっているし、おまけに物々しい近この衛え兵へいなどを引き連れているものだから、ポルアースよりもいっそう人目を引いてしまう。いまだ貴族を見慣れぬ宿場町の人々は、目引き袖そで引きでこの若き貴族を迎えることになった。

「商売の最中に、お騒さわがせしてしまって申し訳ない。実は折りいって相談があるのですが、聞き入れていただくことはかないますでしょうか？」

「はあ。自分の力の及およぶことでしたら……」

「それはありがたい。では、あちらの荷車のほうにご足労をお願いします」

　俺はちょっと考えた末、ヴィナ＝ルウに同行をお願いすることにした。貴族からの頼まれごとであれば、族長筋たるルウ家の人間にも話を聞いてもらったほうがよかろうと判断したのだ。

「相談というのは、これのことです」

　車の中には、二名の従者が控ひかえていた。その者たちが恭うやうやしく捧ささげてきたのは、巨きよ大だいな布ぬの袋ぶくろと木箱である。布袋には見覚えのない暗灰色の粉末が、木箱には三本ずつ二種類の白い土ど瓶びんが詰め込まれていた。

「こちらはバナームのフワノで、こちらは同じくママリアの酒と酢すです。これらの有効な使い道を、アスタ殿に考えていただきたいのです」

「フワノと果実酒と酢ですか。それなら、城下町の料理人のほうが有効に使えるのではないでしょうか？」

「酢に関しては、そうかもしれません。しかし現在、ジェノスではフワノよりもポイタンのほうが主流になってきているのでしょう？　城下町においては、その限りでないという話でありましたが」

「ええ、城下町の人々は安価な食材を好まないので、ポイタンを食することはないかもしれませんね」

「しかしアスタ殿は、そのポイタンとフワノを混ぜることによって、あれほど美味なる料理を作ることができた。それならば、このバナームのフワノの新しい使い道を見み出いだすこともできるのではないでしょうか？」

　今ひとつ真意がつかめなかったので詳くわしく聞いてみたところ、このフワノに関しては、もともと宿場町でも売りに出す算段であったのだという話であった。

　しかし周知の通り、宿場町ではポイタンのほうが主流になりつつある。バナームから買ったフワノにはそれなりの利ざやをつけなければ足が出てしまうので、通常のフワノよりも少しだけ割高にして売り込むつもりであったのだが、これでは売れる目め処どが立たない。

「それならば、売る相手は城下町の民たみに絞しぼる他ありませんが、ジェノスのフワノもバナームのフワノも、そこまで味が異なるわけではないですからね。物もの珍めずらしさだけに頼たよっていては、とうてい当初の目もく論ろ見み以上に売りさばくことはできないでしょう」

「なるほど……でも、それはあなたが思おもい悩なやむようなお話なのですか？　売り上げが見込めないと、買い取りの量が減らされてしまうというお話なのでしょうか？」

「いえ、ジェノス侯こうは約定通りの量で通商を願いたいと言ってくれました。あちらには十年前に僕ぼくの父を死に追いやったという負い目があるので、不利な条件でもそのように申し出るしかなかったのでしょう」

　しかしそれだと、今度はウェルハイド側の気持ちが収まらないということであった。生き真ま面じ目めで、なおかつ熱情的な貴族の若君なのである。

「そうですか。では、こちらの果実酒と酢についてはどうなのでしょう？　こちらは最初から、城下町のみで売りさばく算段であったのですよね？」

「ええ、こちらはあくまで、フワノのついでです。果実酒を料理に使うアスタ殿ならば、これもまた新しい使い道を見出せるのではないかと思いまして」

　そういえば、ジェノスにおいては酒を食材と見なす風習がないのだとミケルは語っていた。あのヴァルカスも、肉をやわらかくするためにぐらいしか果実酒を使っていなかった気がする。唯ゆい一いつの例外は、ティマロが菓か子しで酒類を風味づけに使用していたことぐらいであろうか。

「ちょっと味見をさせていただきますね」

　俺は木箱の土瓶を拝借して、その中身を確かく認にんさせていただいた。

　そして、少なからぬ驚おどろきを覚える。ジェノスで手に入る果実酒と酢はそれぞれ赤ワインとバルサミコ酢に近い味わいであったのだが、こちらは白ワインとワインビネガーに近い味わいであったのだ。

「ああ、こちらはすぐにでも料理に使えそうですね」

　赤ワインと白ワインなら、それはもう別種の食材と言えるぐらいだろう。また、マヨネーズなどの原料としては、こちらの酢のほうがまだ理想に近いかもしれなかった。

「それでは森辺に持ち帰って、色々と研究してみます。……ただ、自分たちは数日後にジェノスを離はなれる予定ですので、それまではちょっと手をつけられないかもしれませんが……」

「それでかまいません。無理を言っているのは、こちらのほうなのですから」

　あくまでも生真面目に、ウェルハイドは首しゆ肯こうする。

「それともう一つ、これはまったくの別件なのですが」

「はい、何でしょう？」

「リーハイム殿は、その後アスタ殿らを困らせたりはしていませんか？」

　ウェルハイドの瞳に、いっそう真しん剣けんな光が浮うかぶ。

「彼は森辺の女衆に冷たくあしらわれて以来、あのように態度を豹ひよう変へんさせてしまったそうではないですか。民を統すべる貴族としては、許し難い話です」

「ああ、その件ですか。はい、こちらは問題ありません。森辺の民と面めん倒どうを起こさぬよう、ジェノス侯爵が歯止めをきかせてくれているはずですし」

「ジェノスの統治に関して口は出せませんが、これがバナームの出来事であったのならば、僕も黙ってはいられなかったでしょう。……貴族と生まれついたからには、己おのれを律する気持ちが何よりも大事になるのです。身分違ちがいの相手に懸け想そうすることなど、決して許されません」

　そう言って、ウェルハイドはちょっと切なげに息をついた。

「それでは、これにて失礼いたします。アスタ殿には、それ相応の褒ほう賞しようをお支し払はらいできるように準備しておきますので」

「はい、ご期待にそえるよう頑がん張ばります」

　そうしてウェルハイドがトトス車に乗って北の方角に戻っていくと、木箱を抱かかえたヴィナ＝ルウが「ねぇ……」と呼びかけてきた。

「もしかしたら、あれもレイナに懸想していた貴族の一人なのかしらぁ……？」

「え？　どうしてヴィナ＝ルウがそんなことを知っているんですか？」

「ルドやラウ＝レイが、楽しそうに話してたのよぉ……もちろんレイナは、迷めい惑わくそうな顔をしていたけどねぇ……」

　レイナ＝ルウには気の毒な話だが、まあ周知の事実にしておくべき事こと柄がらなのだろう。ヴィナ＝ルウはともかく、ドンダ＝ルウの耳には入れておかないと、のちのち面倒なことにもなりかねないのだ。

「それに貴族ばかりじゃなく、ときたま顔を見せていたあの若い料理人も……」

　と、そこでヴィナ＝ルウはぴたりと口を閉ざした。

　その視線の先を追ってみると、旅用のフードつきマントで人相を隠かくした人物が、車の去っていった方角から近づいてきたところであった。

「あ、もしかしてロイですか？」

「よお、ひさしぶりだな」

　噂うわさをすれば何とやら、それは城下町の若き料理人ロイであった。彼はひと月ほど前にマイムの料理を口にして以来、いっさい姿を見せないようになっていたのである。

　ひさかたぶりに再会したロイは、いくぶんやつれて、以前よりもいっそう目つきが険しくなっているような気がした。

「まったく音沙汰がなかったので、ちょっと心配していたんですよ。身体からだの調子でも崩くずしていたんですか？」

「身体のほうは何ともねえよ。ここんとこは、ずっと家の厨くりやにこもってたんだ」

　そのように言い捨てて、荷物を抱えた俺とヴィナ＝ルウの姿を見比べる。

「さっきのは、ジェノス侯爵家の車だよな。また何か、新しい手て柄がらでも立てたのか？」

「いえ、これはバナームのフワノと果実酒と酢です。食材としての新しい使い道を考案してほしいと願われました」

「ふん、そいつは景気のいい話だな」

　フードの陰かげに表情を隠し、ロイは屋台のほうに歩を進めていく。荷物を片付けてから俺たちも舞まい戻ってみると、ロイは『ギバ・バーガー』の屋台でレイナ＝ルウから商品を受け取っていた。

　次なる客に場所をゆずりつつ、『ギバ・バーガー』に歯を立てると、ロイは深々と嘆たん息そくをこぼした。

「おい、この料理はアスタじゃなく、森辺の女衆がこしらえたものなんだよな？」

　新たな『ギバ・バーガー』をこさえていたレイナ＝ルウが、いぶかしげに振ふり返る。

「はい。元はアスタの料理ですが、今ではわたしたちだけで作っています」

「お前たちはちょっと前まで、肉の血ち抜ぬきすら知らなかったってんだろ？　それでどうして、こんなに上等な料理を作れるようになったんだ？」

　以前はレイナ＝ルウに対して平素に振る舞うことすら難しかったロイが、今日は普ふ通つうに口をきいている。いや、もしかしたらロイは、相手がレイナ＝ルウであるということさえ認にん識しきしていないのかもしれなかった。

「どうしてと問われても、答えようはありませんが……わたしたちはアスタの料理に感かん銘めいを受け、自分たちでも美味なる料理を作りたいと強く願ったまでです」

「強く願えばかなうってもんでもないだろうがよ？」

「ええ。ですが、願ってそれを行動に移さなければ、いっそう成じよう就じゆされる見込みはなくなると思います」

　ジャガルの民のお客さんに商品を手て渡わたしながら、レイナ＝ルウは静かにそう答えた。

「……あなたはたしか、城下町の料理人でありましたね？」

「ああ。それが何だってんだ？」

「それならば、あなたもあのヴァルカスという料理人のような料理を作りたいと願っているのでしょうか？」

　ロイは愕がく然ぜんとしたように、レイナ＝ルウを見る。

「ちょっと待て。何でお前が、ヴァルカスなんかの名前を知ってるんだ？」

「わたしたちは、この間――」

　レイナ＝ルウが答えかけたとき、シムの民のお客さんが銅貨を差し出してきた。ツヴァイとともに『ミャームー焼き』の屋台を受け持っていたヴィナ＝ルウが、見かねたように近づいてくる。

「レイナ……おしゃべりがしたいなら、代わってあげようかぁ……？　そろそろアマ・ミン＝ルティムも来てくれる頃ころだろうしねぇ……」

　レイナ＝ルウは「うん」とうなずき、目の前の仕事だけはきっちりこなしてから、ロイをともなって屋台を離れた。

　ヴィナ＝ルウの視線を受けて、俺も再び屋台を離れる。

「わたしたちは藍の月の十日に、城下町でヴァルカスとともにかまどを預かったのです。あなたは何も聞かされていなかったのですね」

　屋台から離れた雑木林で、レイナ＝ルウがそのように説明していた。そこに俺も加わって、バナームの使節団についての詳しよう細さいを述べてみせる。

「なるほどな。家の外じゃあ、そんな愉ゆ快かいなことが巻き起こってたのか。ま、ティマロと違ってあのヴァルカスが、俺なんざに声をかけるはずもねえしな」

　自じ嘲ちようするように、ロイは言い捨てる。その、いくぶん頬ほおのこけてしまった横顔を、レイナ＝ルウはじっと見つめていた。

「では、もう一度お聞かせください。あなたはヴァルカスのような料理を作りたいと願っているのですか？」

「ヴァルカスの料理か。そうだな。城下町で料理人なんざを気取っていたら、あいつを目標にするしかないだろうよ。あいつぐらいさまざまな食材を自由自在に使いこなせる料理人は、他に存在しねえんだ」

　ロイはフードをはねのけて、手入れのされていない褐かつ色しよくの髪をかきむしった。

「だけど……俺にとって一番美う味まいと思えたのは、《白き衣ころもの乙おと女め亭てい》で食べた、ミケルの料理だ」

「ああ、あなたはミケルと同じ店で働いていたという話でしたね」

「そうだよ。あの人は、ヴァルカスほどたくさんの食材は扱えない。《白き衣の乙女亭》なんて、ヴァルカスたちを雇っていた料理屋やトゥラン伯はく爵しやく邸ていに比べれば、ちっぽけな店だったからな。……だけど俺には、あの人の料理こそが一番だと思えちまったんだ」

「だからあなたは、あのマイムという娘むすめの料理を口にして以来、姿を見せなくなってしまったのですか。二度と食べられないと思っていたミケルの料理の味を思い出して、衝しよう撃げきを受けてしまったのですね」

　ロイは、火のような目つきでレイナ＝ルウをにらみつけた。

　レイナ＝ルウは、静かにそれを見つめ返す。

「それならば、ミケルに教えを乞こえばよいのではないのですか？　ミケルは片かた腕うでが不自由になってしまったそうですが、ああして自分の娘に料理の手ほどきをしています」

「そんなことをして、何になるっていうんだよ？　ミケルの技わざは、あの小さな娘に引ひき継がせることができたんだ。俺なんざが弟で子し入りしたところで……俺は、ミケルにはなれねえ」

「あなたがミケルになる必要はありません。わたしがアスタになれないのと、それは同様です。……しかし、ミケルの技を知らずして、あなたはミケルを越えることができるのですか？」

　ロイは、打ちのめされた様子で立ちつくす。

　それと相対するレイナ＝ルウの表情は、あくまでも静かであった。

「まもなくあのマイムという娘は、屋台で料理を売りに出すかもしれません。そうすれば、あなたも再びミケルの味を口にすることができるでしょう。……それであなたが何を得られるかは、あなたの心ひとつだと思います」

　ロイは答えず、しばらく黙りこくっている。

　その末に、何も言わないまま、きびすを返してしまった。

　その遠ざかっていく背中を見送りながら、レイナ＝ルウはふっと息をつく。

「縁えんもゆかりもない相手に、差し出口をきいてしまいました。わたしはいったい何をしているのでしょうね」

「いやあ、俺のほうこそ驚いてしまったよ。どうしてロイに、ああいう言葉をかける気になったのかな？」

「あの料理人は、ロイという名前でしたか。名前を失念するていどの間あいだ柄がらでしかなかったのですよね、わたしたちは」

　レイナ＝ルウは、思わしげな面おも持もちで額に手をそえた。

「何でしょうね。わたしもこのひと月ほどはあれこれ思い悩んでいたので、何だか居たたまれなくなってしまったのです。……あのロイという者が苦く悩のうする姿に、自分を重ねてしまったのでしょうか」

「どうだろうね。思い悩んでいるのは、俺も一いつ緒しよだけど」

「アスタとわたしたちでは、立っている場所が違いすぎます。アスタは、あのマイムやヴァルカスたちと同じ場所に立っているのでしょうからね」

　そのように言ってから、レイナ＝ルウはふいににこりと微笑ほほえんだ。

「でも、わたしもダレイムを訪れてからは、少し胸が晴れました。それはきっと、今の自分にできる仕事を見つけたからなのでしょう。今、シーラ＝ルウとともに新しい料理を作りあげている最中なので、完成したらアスタに味見をお願いしたく思います」

「喜んで。完成の日を楽しみにしているよ」




　　　　　◇




　その翌日には、ひさびさにヤンもやってきてくれた。

「ポルアース殿から、歓迎の宴について聞きき及びました。アスタ殿は、あのヴァルカス殿と互ご角かくの腕前とまで評されたそうですね」

「いやあ、それは過大評価です。俺自身は自分の未熟さとヴァルカスのものすごさを思い知らされたばかりですよ」

「それでも列席した方々の半数ほどは、アスタ殿こそが至上の料理人とお認めになられたようです。わたしなどでは、とうていそのようなお言葉をいただくこともかなわなかったでしょう」

　そう言って、ヤンは厳しく口もとを引き締しめた。

「わたしは何だか、見習いの料理人にでも戻ってしまったかのような心境です。この気持ちを糧かてに、いっそう励んでいきたいと思います」




　ヤンが辞した後は、ディアルがひょっこり姿を現した。

「いやー、あの後はすごかったんだよ？　どっちの料理が美味しかったかって、延々と語り合う羽目になっちゃってさ！　貴族より先に退出することもできなかったから、最後には居い眠ねむりしそうになっちゃったよ」

「そっか。それは大変だったねえ。……それで、ディアルの感想はどうだったのかな？」

「うーん、僕はねえ、どっちが優すぐれているかとかはよくわかんなかったなあ……香こう草そうがそんなに好きじゃないぶん、どっちが好みかっていったら、圧あつ倒とう的てきにアスタのほうなんだけどね！」

「それは嬉しいよ。どうもありがとう」

「うん！　……でもね、どっちも西の料理だなあとは思ったよ。ジャガルではあんまりカロンの乳とか乾かん酪らくとかも使わないからさ。もっとタウ油や砂糖なんかを使ってくれたら嬉しかったかも」

　そのように言ってから、ディアルはうっとりと目を閉ざした。

「僕がこれまでで一番美味しいと思ったのは、やっぱりあの宿場町の宿屋で食べた『ギバの角かく煮に』とかいう料理だね。できることなら、毎日だってあの料理を食べに行きたいよ」

「なるほど。でも、夜間に城下町を出るのは禁じられているんだよね？」

　お供のラービスの耳をはばかって小声で聞いてみると、ディアルは「そうなの」と不満げな顔をした。

「だから、もうジェノスに何なんヶか月げつも滞たい在ざいしてるのに、たったの二回ぽっちしか口にしてないんだよね。それも日が落ちる前には戻らなくちゃならないから、ゆっくり味わうこともできなかったし！」

「そうか。でも、時間を見つけてはこうして屋台に来てくれるから、俺はとても嬉しく思っているよ？」

　ディアルはあっさりと機き嫌げんを取とり戻し、「えへへ」と笑った。

「だけどやっぱり、僕は晩ばん餐さんでもアスタの料理を食べたいからさ。アスタが城下町に招かれるときは、必ず声をかけてよね？」

「いやあ、今後はそうそう城下町に招かれることもないと思うけど」

「なに言ってんのさ！　少なくとも、あの宴にいた貴族の何人かは、アスタを自分の家に招きたいって考えてるはずだよ？　むやみにアスタの生活をかき乱すべきではないって、ジェノス侯爵が忠告しなくちゃならないぐらいだったんだからね」

　それは何とも、光栄なる話であった。それと同時に、マルスタインの気回しをありがたいとも思ってしまう。

「それでも、いずれはお呼びがかかるはずだからさ。特にあの、何て言ったっけ？　ジェノス侯爵家のお姫ひめ様さま――ほら、第一子息の伴はん侶りよとかいう、あの貴婦人」

「ああ、エウリフィアだっけ？」

「そう！　そのエウリフィア！　あの貴婦人なんかは、まず間ま違ちがいなくアスタを呼びつけようとするはずだよ。侯爵も第一子息も完全には手た綱づなを握れていないみたいだったしね」

　メルフリードの奥おく方がたは、そこまで俺の料理を気に入ってくれたのか。まあ、悪い縁にならないことを祈いのるばかりである。

「だから、そのときは絶対に、僕にも話を通してよ？　その晩餐会にもぐりこめるよう、あれこれ手立てを考えてみせるから！」

　そう言って、ディアルは天使のように微笑んだのだった。




　　　　　◇




　そうして、さらに翌日。

　珍客の締めくくりとして登場したのは、なんとシムの占星師アリシュナであった。

「あ、あれ？　ようこそいらっしゃいませです」

　俺が動どう揺ようしてしまったのは、それがアリシュナであると気づくことがなかなかできなかったからだ。彼かの女じよはポルアースや護衛の武官も引き連れず、なおかつ旅用の古びた革マントを纏って、俺の前に姿を現したのである。

「……私、来訪、迷惑でしたか？」

「い、いえ、まさかあなただとは思わなかったもので……その格好は、どうしたんです？」

「普ふ段だんの格好、目を引くと思い、昔の装束、持ち出してみたのです」

　そういえば、彼女はこのジェノスに安住するまでは、家族とともに放ほう浪ろうの生を送っていたはずなのである。そうして旅装束に身を包んでしまうと、彼女はどこにでもいるシムの旅人にしか見えなかった。ただ、少しばかり小こ柄がらであるだけだ。

「ポルアース、多た忙ぼうです。ゆえに、私、一人で来ました」

　俺の疑問を先回りして、アリシュナはそのように説明してくれた。

「それはどうも、ご足労さまです。……えーと、屋台の料理をお求めなのでしょうか？」

「はい。アスタの料理、欲ほつする気持ち、おさえることができませんでした」

　完全無欠の無表情で、アリシュナは小さくうなずく。それからもぞもぞとマントの内側で手を動かすと、アリシュナは静かに俺を見た。

「……事態、危急です」

「はい？　何でしょうか？」

「銅貨、忘れてしまいました」

　俺は一いつ瞬しゆん、返答に詰つまってしまった。

　無表情のまま、アリシュナは一礼する。

「帰ります。いずれまた、来訪、お許しください」

「ちょ、ちょっとお待ちを！　城下町に、銅貨を取りに戻るのですか？」

「いえ。私、歩く力、弱いです。今日、再び訪れる、難しいです。無念ですが、次の機会、待ちます」

「それなら、今日は俺が立たて替かえておきますよ。次にご来店の際、まとめてお支払いをお願いいたします」

　夜の湖みたいに静まりかえったアリシュナの黒い瞳ひとみが、じっと俺を見つめ返してくる。

「私、信用、いただけるのですか？　私たち、まだ、縁、薄うすいです」

「はあ。ですが、城下町にお住まいの方が、一枚や二枚の赤銅貨を踏ふみ倒たおすことはないかなと思いますので」

　そのように答えつつ、俺は思わず口もとをほころばせてしまった。

「もしもひと月以内にあなたが現れなかったときは、ジェノス侯爵にでも請せい求きゆうさせていただきましょう。あなたは侯爵のお客人というお話でありましたので」

「……信しん頼らい、応こたえたい、強く思います」

　アリシュナは複雑なかたちに指先を組み合わせて、深々とおじぎをした。いくつもの指輪で彩いろどられた、びっくりするぐらい華きや奢しやな指先だ。

「では、どの料理にいたしますか？　俺の店では二種類、ルウ家の店でも二種類、それに特別料理も取りそろえておりますが」

「特別料理」

「はい。くじ引きで当たりを引いたお客様にだけお出しする、特別な献こん立だてです。『ギバ・カツサンド』といって、とても好評でありますよ？」

　アリシュナは、ゆるゆると首を横に振った。

「私、占星師です。自らの運命、試ためすこと、許されません」

「そうですか」と、俺はまた笑ってしまう。この娘さんは並のシム人よりいっそう感情が読みにくく、それゆえか堅かた苦くるしく、格式張って見えてしまうのだ。それがこの際には、微笑ましさを生み出す要因になってしまっていた。

「では、どちらの料理にしましょうかね。この『ギバまん』以外は味見もできますので、木皿をお出ししましょうか？」

「いえ。余計な手間、申し訳ないです。そちらの料理、お願いいたします」

「『ギバまん』ですね。承うけたまわりました」

　俺は木製の蒸むし籠かごを開けて、ほかほかの『ギバまん』を取り出してみせた。

「お熱いので、火傷やけどをしないように気をつけてください。こちらの料理は、赤銅貨二枚になりますね」

「後日、必ず、お支払いします」

　アリシュナはまた一つうなずき、手を差し出してくる。その黒くてほっそりとした指先に、俺は『ギバまん』を手渡した。

　アリシュナは無表情のまま、そいつをぱくりと頬ほお張ばった。その目が、ちらりと俺を見る。

「いかがでしょう？　香草を使っていない料理ですので、物足りなくはありませんか？」

「いえ、美味です。……とても美味です」

「そうですか。ありがとうございます」

　しかし、やっぱり表情は動かない。アリシュナは両手で白い『ギバまん』を支えながら、ぱくぱくとそれをたいらげていった。

「宿屋のほうでは、以前にお話しした香草を使った料理が売りに出されています。ポルアースがご多忙でなくなったら、是非そちらもお召めし上あがりになってみてください」

「はい。とても楽しみ、しています」

『ギバまん』を食べ終えたアリシュナは、また指先を組んで一礼する。

「アスタ、ダバッグに発つ、聞きました。出発、まもなくですか？」

「あ、はい。よくご存じで。出発は、藍の月の二十二日を予定しています」

「そうですか。……星読み、不要ですね？」

「そうですね。俺たちは、あんまり占うらないというものを重んじていないので……占星師のかたにこのようなことを言うのは失礼なのかもしれませんが」

「いえ。星読み、希望と絶望、等しく与あたえます。むやみに頼らない、正しいと思います」

　そのように言いながら、アリシュナはまたもぞもぞとマントの中で身体を動かした。そこからのびた左ひだり腕うでが、俺のほうに差し出されてくる。

「アスタ、これを」

「はい？　何でしょう？」

　その華奢だが指の長い手の上には、小さな紫むらさき色いろの石が載のせられていた。人間の親指ぐらいの大きさをした綺き麗れいな石で、ちょっと勾まが玉たまみたいな形状をしている。

「旅の安全、つかさどる、ラピスタの石です」

「ああ、いえ、このような贈おくり物ものを受け取るわけには――」

「贈り物、違います。旅、終わるまで、預けるだけです」

　低くて透すき通とおった声で、アリシュナはそのように述べる。

「ラピスタの石、必ず持ち主のもと、帰る、言われています。これを持ち、旅に出れば、アスタ、必ず帰ります」

「はあ……カエルのお守りみたいなものなのかな」

　口の中でつぶやきつつ、しばし逡しゆん巡じゆんしてから、俺おれはその石を受け取った。

「わかりました。旅から戻ったら、これをアリシュナにお返しすればいいのですね？　それなら、赤銅貨二枚の代価と引き換かえに、ということにしましょうか」

「はい。かまいません」

　アリシュナは、フードの陰でまぶしそうに目を細める。

「アスタ、帰り、待っています。あなたの旅、必ず成功するでしょう」

「ありがとうございます。そちらもお元気で」

「はい」

　そうして、アリシュナもまた立ち去っていった。

　もしかしたら、彼女はこれを渡わたすためにこそ、わざわざ俺の屋台を訪れてくれたのだろうか。そこはかとなく満ち足りた気持ちを覚えながら、俺はラピスタの石を腰こしの布袋にそっとしまい込むことになった。

　とても慌ただしくはあるが、そうして十日間の営業日は平和に過ぎ去っていったのだった。
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　藍あいの月の二十二日。俺たちは予定通り、ダバッグに向かって出立することになった。

　夜が明けると同時に、洗い物などの最低限の仕事だけを済ませて、荷車の準備をする。普段より数時間ばかりも早い出発に、ギルルはきょとんと首を傾かしげていた。

「それじゃあね。アイ＝ファがついていれば何の心配もないだろうけど、いちおう気をつけて」

　そんな風に俺たちを見送ってくれたのは、レム＝ドムである。日に一度はピコの葉にうずめた肉を攪かく拌はんしなければいけないので、ファの家の留守は彼女に託たくすことになったのだ。会うたびに野性味を増していくように感じられるレム＝ドムに挨あい拶さつを返し、俺たちは家を出た。

　まずはディン家でトゥール＝ディンを拾い、ルウ家の集落を経由して町に下り、ミケルたちと合流する。日時計だけが頼りのスケジュールであったが、遅ち刻こくしたりする人間は一人としていなかった。

　ダバッグに向かうメンバーは、十三名。二台の荷車が満員になるほどの大所帯である。

　ファの家の荷車は、手綱をあやつるのがアイ＝ファ、乗員は俺、ジーダ、ミケル、マイム、ザッシュマ、の合計六名。ルウの家の荷車は、手綱をあやつるのがダン＝ルティム、乗員はディム＝ルティム、レイナ＝ルウ、シーラ＝ルウ、リミ＝ルウ、トゥール＝ディン、バルシャ、の合計七名。一頭引きの荷車は定員六、七名と聞いていたので、身体の小さなリミ＝ルウとトゥール＝ディンに同乗してもらったのが、トトスに対するせめてもの気づかいであった。
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　宿場町のある南北の主しゆ街かい道どうから、城下町の城門に面する西の街道に出て、あとはひたすら直進だ。このような早朝だと、街道には他ほかの旅人の姿も少ない。そうして荷車を走らせてジェノスの城じよう壁へきの前を通りすぎると、その後はしばらく鬱うつ蒼そうとした雑木林にはさまれた道が続いた。

「このジェノスというのは、二百年ていどの昔に開かい拓たくされたばかりの辺境都市だからな。街道だけは立派なものができあがったが、一歩外に出ればこのありさまってわけだ」

　荷車に揺ゆられながら、案内役たるザッシュマがそのように解説してくれた。誰だれも相づちを打とうとしないので、向かいの席に座すわった俺が「そうなんですか」と声をあげることにする。

「ジェノスには、二百年ていどの歴史しかないのですね。八十年前に移り住んできた森辺の民が異い端たん者しや扱あつかいされていたので、もっと古くからこの地にある町なのかと思っていましたよ」

「ああ。もともとははぐれものの西の民がちっぽけな集落を築いていただけの自由国境地帯で、そこに大きなタントの川が発見されたものだから、王都から派は遣けんされたジェノス伯爵家の一派があっという間に占せん領りようして、あのご立派なジェノス城を築きあげたんだそうだ」

「それじゃあ、もともとそこに住まっていた人々はどうなったんですか？」

「うん？　そりゃあもちろん、役に立ちそうな人間はジェノスの一員として迎むかえられ、そうでない人間は追放されたんだろう。そら、お前さんが懇こん意いにしている宿屋の主人なんかは、その先住民の血筋であるはずだぞ？」

「え？　それは、ミラノ＝マスのことですか？」

「ああ、そうさ。西の民の大半は、氏うじなんて持っていないからな。シムの文化がまざったのか何なのか、詳しい事情は俺にもわからんが。とにかく、ジェノスで暮らしている氏つきの人間は、みんな自由開かい拓たく民みんの血筋であるはずだ」

　なるほどなあと、俺は感心することになった。今のところ、氏つきの西の民というのは、ミラノ＝マスの一家とシリィ＝ロウぐらいしか覚えがない。

「その後は続々と近きん隣りんの区域から移住者が集められて、現在のジェノスの土台が築かれた。それでシムやジャガルの連中と通商を結び、どんどん町を発展させていって、百年がかりで辺境一の大都市にまで成り上がったわけさ」

　そうしてジェノス家は侯こう爵しやくの爵しや位くいを、ダレイム、トゥラン、サトゥラスの三家は伯はく爵しやくの爵位を授さずかることになった。それから間もなくギバの被ひ害がいに苦しむことになり、森辺の民を領民として迎え入いれることになったわけだ。

「そう考えたら、ずいぶん変転を繰くり返かえしてきた町なんですね、ジェノスっていうのは」

「そうだな。そして、今も変転の真っ最中というわけだ」

　愉快そうに言ってから、ザッシュマがふと顔を寄せてきた。

「それにしても、さっきから喋しやべっているのは俺たちばかりだな。ずいぶん辛しん気き臭くさい旅じゃないか？」

　それには、三つの理由があった。

　まず一つは、アイ＝ファがいつも以上に真剣な様子で荷車の運転に専念していること。もう一つは、もともとジーダが寡か黙もくな気き性しようであるということ。そして、最後の一つは――ミケルとマイムが親子喧げん嘩かの渦か中ちゆうにあるためである。

「父さんが、宿場町で屋台を出すことを許してくれないんです！」

　数日前に宿場町で顔をあわせたとき、マイムはそのように述べていた。

「宿場町には無法者が多いから、わたしのような子供が店を出すのは危険だと言い張って……ようやくみなさんにお披ひ露ろ目めできるような料理が完成しそうなのに、ひどいです」

「ああ、だけど、確かに宿場町は色々と物ぶつ騒そうな事件も多いみたいだからねえ。俺たちなんかは、むしろ恐おそれられる側だから危険な目にあわずに済んでいるらしいんだよ」

「それはわかります。でも、それなら護衛役を雇やとえばいいではないですか？　だけど父さんは、安い銅貨で雇える人間なんて信用ならないって言うんです」

　それならザッシュマに相談してみれば、誰か信用の置ける人間を紹しよう介かいしてもらえるのではないだろうか。そうも思うが、ミケルを抜ぬきにして話を進めたら、よけい話がこじれてしまうかもしれない。だから俺は、いつでも不ふ機き嫌げんそうに見えるミケルにいつその提案をしようかと、朝から機会をうかがっているさなかであったのだった。

　そんなわけで、ミケルとマイムはまったく口をきこうともしないまま、対角線上の位置でそれぞれそっぽを向いてしまっている。俺はザッシュマに一言告げてから、御ぎよ者しや台だいのほうに足を向けることにした。

「アイ＝ファ、そちらはどんな具合だ？」

「どうもこうもない。ゆけどもゆけども、周りは林だな」

　しっかりと整備された石の道は、ゆるやかな曲線を描えがきつつ、ひたすら西へとのびている。ジェノスからダバッグへの道みち程のりは、およそ半日、明け方に出発すれば中天には到とう着ちやくできるであろう、という話であった。なおかつ道は一本径みちであり、迷う恐れもない。

「なあ、余よ裕ゆうがあったら、アイ＝ファも会話に参加してくれないか？　俺自身は困っていないんだけど、ダバッグに到着する前にこの空気を払ふつ拭しよくしておきたいんだ」

「余裕は、ない。私が気を抜けば、どのような危険を招いてしまうかもわからないからな」

　アイ＝ファがここまで張はり詰めてしまっているのは、バナームの使節団が毒虫に襲おそわれてトトスを何頭か失ってしまった、という話を聞いたためであった。大事なギルルにそんな悲運をもたらしてなるものかと、アイ＝ファは狩かり人うどの気き迫はくで手綱を握にぎっているのである。

「いや、だけど、毒虫っていうのは地面を這はいずって接近してくるらしいじゃないか？　用心すべきは、走行中じゃなく休きゆう憩けい中だって話だっただろう？」

「常に用心するに越こしたことはなかろう。お前は気にせず休んでいろ」

　俺のほうを見ようともしない。その横顔は、真剣そのものだった。金きん褐かつ色しよくの前まえ髪がみが風になぶられて、秀ひいでた額がさらけ出されている。鼻が高くて、顎あごの細い、とても端たん正せいな横顔だ。なめらかな頬にはしみひとつなく、鋭するどい光をたたえた瞳は金色の長い睫毛まつげに彩いろどられている。

　綺麗な顔だな、と俺はあらためて思ってしまった。それに、綺麗なだけではない、狩人としての鋭さと女性らしいやわらかさを混在させた、アイ＝ファならではの優美さであるのだ。

「……まだ何か、私に用事があるのか？」

「あ、いや、そういうわけじゃないんだけど」

「ならば、荷台でおとなしくしていろ。……そのように見つめられていると、気が散ってしかたがない」

　俺は赤面してしまう前に、家長の言に従うことにした。

　十日前のあの夜以来、アイ＝ファに大きな変化はない。しかし、小さな変化はあるのかもしれない。どうも今までとは異なるタイミングで優やさしくされたり冷たくされたり、何やら調子を外される場面が増えてきてしまったのである。

　だけどそれは、俺のほうも同様なのかもしれなかった。とりあえず、会話の途と中ちゆうでアイ＝ファの姿に見とれてしまうなんて、ここ数ヶか月げつではなかったことであろうと思う。

「なるほど。お前さんも、森辺でうまくやっているのだな。そいつは何よりだ」

　席に戻もどると、ザッシュマはその社交性を発揮して、ジーダに語りかけていた。赤い蓬ほう髪はつに黄色い瞳、いまだ十四歳さいで体格も小柄ながら、森辺の民に負けない力と迫はく力りよくを有する狩人の少年は、普段通りの仏ぶつ頂ちよう面づらでぽつぽつと言葉を返している。

「マサラってのは近場に大きな町もないから、これまでは近づいたこともないんだが。マサラに巣食うガージェの豹ひようってのは、ギバに劣おとらず凶きよう悪あくな獣けものなんだろう？」
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「ああ。とても危険だ」

「でも、マサラでとれるバロバロの鳥ってのは、絶品らしいな。そうとう値の張る肉らしいが、たしか仕事仲間がそんなようなことを言っていた覚えがある」

「ああ。とても美味い」

「そうか。俺もいつかは口にしてみたいものだ。……で、お前さんたちは、まだ当分森辺に留とどまるつもりなのか？」

「ああ。その予定だ」

「なるほど。まあ、住む場所が変わっても故郷は故郷だ。不自由がないなら、急いで戻る必要もあるまいよ」

　そのように会話を締めくくり、ザッシュマがまた俺のほうに顔を寄せてくる。

「このマサラの狩人も、森辺の狩人に劣らず愛あい想そがないようだ。あちらの荷車を走らせている大きな狩人などは、なかなか愉快そうな人間に見えたのだがな」

「あれはダン＝ルティムといって、ザッシュマもご存じのガズラン＝ルティムのお父上でありますよ」

「ガズラン＝ルティム？　……ああ、あの真ま面じ目めくさった森辺の狩人か。これはまた、ずいぶん似ていない親子もいたものだ」

　そのように言ってから、ザッシュマは髭ひげ面づらに朗ほがらかな笑えみを浮うかべた。

「あのガズラン＝ルティムとは一度酒でも酌くみ交かわしてみたいと思っていたが、まさかその父親とその機会が得られるとは思わなかった。こいつは夜が楽しみだ」

「ええ、きっとザッシュマとダン＝ルティムなら、話も弾はずむと思います」

「ふむ。それならいっそ、あちらの荷車に乗り込むべきだったかな。美しい女衆も二名ほど顔をそろえていたようだしな」

　俺が驚おどろいて見返すと、ザッシュマはいっそう楽しそうに笑った。

「森辺の民たみと悶もん着ちやくを起こすつもりはないから、そんな心配そうな顔をする必要はない。しかし、どうせなら仏頂面の狩人や老人より、若くて美しい女衆と同席したほうが気持ちも安らぐというものじゃないか？」

　そういえば、ザッシュマは初対面のヴィナ＝ルウを銅貨で買おうとするそぶりを見せたことがあるのである。あれは豪ごう放ほうな商団の長を演じていただけなのかと思っていたが、案外ザッシュマの地であったのかもしれなかった。

「なんだかザッシュマは、ご機嫌なようですね。やはりひさびさの帰郷が嬉うれしいのでしょうか？」

「そうだな。美味いカロンの肉が食えるのは嬉しいよ」

「ダバッグがどんな町なのか、俺も楽しみにしています」

　気づくと、やっぱりザッシュマとばかり話が弾んでしまう。しかし、それもしかたがないことだろう。せっかくの小旅行だというのに、この荷車で昂こう揚ようしているのは俺たち二人だけであったのだ。

　そんなことを考えていると、後ろの隅すみっこで膝ひざを抱かかえていたマイムが「うわあ」と感かん嘆たんの声をあげた。

　俺はザッシュマをうながして、二人でそちらのほうに向かう。荷車の後部側は幌ほろを上げていたため、そこからは周囲の風景を目にすることができた。

　雑木林の一帯を抜けて、あたりには荒こう涼りようとした大地が広がり始めていた。水気のない砂の大地に、あちこちからごつごつとした岩がん塊かいが顔をのぞかせている。実に殺さつ伐ばつとした風景であるが、地平線が見えそうなぐらい広々とした空間は、やはり何かしら人間の心を震ふるわせるものだった。

「すごいですね！　ダレイムの畑以外にこんな開けた土地を見るのは、初めてのことです！」

　マイムが笑え顔がおで、俺を振り返ってくる。俺はマイムが笑ってくれているだけで嬉しかったのだが、ザッシュマは「ふむ」とうろんげに下した顎あごをさすっていた。

「しかしこいつは、不毛の荒こう野やだ。水場はないし作物もとれないから、こうして打ち捨てられているのだろう。こんなところで暮らしているのは、毒虫や砂すな蜥蜴とかげぐらいのものだぞ？」

「それでも何だか、胸を打たれてしまいます！　わたしはジェノスを離はなれるのも初めてのことですので」

「まあ、大半の人間は生まれた場所から一歩も動かず、骨をうずめるものなのだからな。物もの珍めずらしく思うのも当然か」

　笑いながら、ザッシュマは身を乗り出して北の方角を透かし見た。

「西の領土は広大だが、人間の暮らせる場所はごく限られている。マヒュドラとの国境では、今も領土の奪うばい合あいで多くの血が流されているんだ。お前さんたちは、平和なジェノスに生まれついたことを感謝するといいぞ」

「はい。すべては西方神の思おぼし召しですね」

　その後は二時間置きに休憩を取り、ひたすら西へと駆かけ続けた。

　途中ですれ違ちがった大きな隊商は、きっとジェノスにカロンの肉を売りに行く一団なのだろう。日が高くなるにつれ、単たん騎きでトトスを駆るシムの旅人や、正体不明の荷車ともすれ違う。そのたびにアイ＝ファは緊きん張ちようの色を見せたが、幸い旅人を装った野盗などに刀を向けられることはなかった。

　休憩中は毒虫除よけの葉を焚たいて、疲つかれた身体を休ませる。多少なりともサスペンションがきいているとはいえ、やはり荷車に揺られているだけでも体力は消しよう耗もうさせられるのだ。とりわけ御ぎよ者しや役のアイ＝ファとダン＝ルティムにはかなりの負担がかかっているはずであったが、そこは強きよう靭じんなる森辺の狩人である。どちらもトトスの手綱を余人に譲ゆずろうとはしなかった。

　そうして二回の休憩をはさみつつ、六時間ばかりも荷車を走らせると――ついに、ダバッグが見えてきた。

「そら、あれが町との境目だ」

　ザッシュマが言うのは、南北にのびる木の柵さくの影かげであった。まるで世界を両断するかのように、丸太で作られた木の柵が北から南へとのびているのだ。

　だが、あくまで柵は柵である。この距きよ離りからでも頑がん丈じようそうな造りをしていることは見て取れるが、高さのほうは人間の身長よりも低そうであった。

「そりゃあ、あれはカロンを逃にがさないための柵だからな。ダバッグ中の牧場を囲い込めるほどの石いし塀べいなんて、築けるはずがないだろう？　ジェノスの宿場町やダレイムなんかと一緒で、町を守っているのは石塀じゃなく人間さ」

　故郷が近づくにつれ、ザッシュマの表情はいよいよ明るくなってきているようである。

　そうして半刻ほども荷車を走らせると、ついにダバッグに到着した。町の入口で石の街道はぷつりと途と切ぎれて、十メートル四方ぐらいの広場がもうけられている。そのまま真まっ直すぐ進むと木の柵に行き当たり、そしてそこには槍やりを掲かかげた二名の兵士たちが立ちはだかっていた。

　よく見ると、そこだけ柵には開閉できるような仕組みがほどこされており、向こう側には木造の建物と木に繋つながれたトトスたちの影が見える。そこは町の裏口であり、彼かれらはその門衛であるという話であった。背後の建物は、彼らの詰める兵舎であるそうだ。

　アイ＝ファとダン＝ルティムが柵の手前で荷車を止めると、若いほうの兵士が気負う風でもなく声を張り上げてくる。

「見慣れぬ風ふう体ていをした連中だな。ダバッグに何用か？」

　ジェノスの宿場町の衛兵らとそんなに変わるところのない、革かわの鎧よろいを着た兵士たちである。それほど格式張った感じではなく、俺たちを見る目つきも割合に穏おだやかであった。

「俺たちは、ジェノスの人間だ。商売のために、ダバッグへとやってきた」

　まずは案内役たるザッシュマが荷車から降りて、笑顔で兵士たちに近づいていく。

「ちなみに、俺だけはダバッグの生まれでね。北地区のマロッタの牧場で生を受けたが、今は《守護人》を生業なりわいにしている。そら、これが《守護人》の証あかしたる首くび飾かざりだ」

「へえ、マロッタの親おや父じさんに、こんな立派な息むす子こがいたのかね。しかも石持ちの《守護人》とは恐れ入った」

　兵士のほうもいっそう打ち解けた表情になりつつ、荷車のほうに視線を飛ばしてくる。

「しかし、正規の《守護人》を雇えるなんて、たいそうな商団だな。そのわりには、ずいぶん小さな荷車だが」

「なに、なりは小さくても立派な人たちさ。ジェノスの宿場町では知らない人間もいないぐらいだよ」

「そうか。それじゃあ、とりあえず面通しをさせてもらおうか」

　俺たちは、全員荷車から降りることになった。ダバッグに踏み入るには、ジェノスにはない一つの審しん査さを受けなくてはならないのである。

「では、右の肩かたを見せてもらおう」

　狩人たちは毛皮のマントをはねのけて、俺はＴシャツの袖そでをまくる。女衆らは半はん透とう明めいのヴェールをかぶっているだけで肩は剥むき出だしなので、何もはだける必要はない。本日は革の鎧を纏まとっているバルシャも、俺と同様に袖をまくるだけで事は済んだ。

　西の王国では、罪人に刺青いれずみをほどこす習わしが存在するのである。過去に大罪を犯おかしたことはないか、あるいは現在も手配中の大罪人などがまぎれこんだりはしていないか、それを確かく認にんするための審査であった。

　通りいっぺんの検問に過ぎないが、これでも町の治安を守る一助にはなるのだろう。こういった検問が存在しないゆえに、ジェノスの宿場町には荒あらくれ者ものが集まってしまうのだ、という話であった。

「まあ、ジェノスはそういった手間をはぶく代わりに、あれだけ大勢の衛兵に町を守らせているんだろう。すべては領主の匙さじ加か減げんさ」

　ザッシュマなどは、そのように語っていた。

　ともあれ、検問である。槍を掲げた兵士たちが、右と左から一人ずつ検分していく。

　そのうちの片方が、やがてジーダの前でぴたりと足を止めた。ザッシュマとは口をきいていなかった、初老の兵士である。その兵士は、ジーダの顔を覗のぞき込みながら、「うん？」と首を傾げ始めた。

「どうしたね。罪人なんざは交じっていないはずだよ？」

　ザッシュマが不ふ審しんげに呼びかけると、兵士は「ああ」と不ふ明めい瞭りような声をあげた。

「別に罪人と疑っているわけじゃない。ただ……十年も前に手配を解かれた大罪人とそっくりな姿をしているので、ちょっとばっかり驚いただけさ」

　ジーダは無言で、その兵士の顔を見返している。すると、少し離れた場所に立っていたバルシャが笑いをふくんだ声をあげた。

「ああ、赤い髪かみに黄色い目をした西の民なんて、そうそういないからねえ。でも、そいつは別人だよ。手配されていた大罪人と比べれば、背せ丈たけだってちっとばっかり足りないだろう？」

「わかってるよ。あの大罪人は、十年も前にジェノスで処しよ刑けいされたはずだからな。……それも半分は、身に覚えのない罪だったらしいけどな」

　それはきっと、サイクレウスらの陰いん謀ぼうで処刑されることになった、赤あか髭ひげゴラムのことであるに違いない。彼の率いていた不殺の盗とう賊ぞく団だん《赤あか髭ひげ党とう》の名は、この近隣に響ひびきわたっていたという話であったのだ。

　しかし、まさかこのバルシャとジーダが、赤髭ゴラムの伴侶と息子であるなどとは、きっと夢にも思わないだろう。初老の兵士はちょっと昔を懐なつかしむような目つきになりながら、残りのメンバーの検分に取りかかった。

「よし、問題はないようだな。……あらためて、ダバッグにようこそ。いい商売をしていってくれ」

「ああ。明日の昼には、また通らせていただくよ」

　ザッシュマの合図で、俺たちは再び荷車に乗り込んだ。小さな兵舎のわきをすりぬけて、石敷じきでなくなった土の道を進み始める。

「さあ、いよいよここからがダバッグだ。まずは道なりに進んでくれ」

　道の左右には木造りの小屋がずらりと並んでおり、それらが牧場の様子を隠かくしてしまっていた。さきほどの遠景ではカロンの姿を確認することができなかったので、俺としては胸が高鳴るばかりである。

「ふん。数年ぶりだってのに、やっぱりここは何にも変わっちゃいないな。……アスタ、まずは宿屋じゃなく、俺の家に向かっていいんだよな？」

「はい。時間が惜おしいので、最初にカロンの牧場を見学させていただきたいです」

「よし。それじゃあ、あの先にある右手の道に入ってくれ」

「了りよう解かいした」と、御者台のアイ＝ファがうなずく。

　そうしてアイ＝ファが言われた通りにギルルの首を巡めぐらせると、突とつ如じよとして視界が開けた。木の柵にはさまれた、小さな道である。その柵の向こうに広がるのは、どちらも青々と草の茂しげった牧場だ。

　後続の荷車からは、「わあ」とか「きゃあ」とかいう驚きの声があがっていた。きっと、俺と同じものを目にしたのだろう。その牧場の中をのそのそと徘はい徊かいする、巨きよ大だいな獣の姿を、である。

「あれがカロンか……」

　俺は、御者台の脇わきから身を乗り出すことになった。

　本当に大きな図ずう体たいをしている。俺が知るホルスタインと同等かそれ以上の大きさである。ただしその姿は、牛の類たぐいには似ていない。これはいったい、なんと形容したらいいのだろうか。

　とにかく肉厚の体たい躯くをしており、首も四し肢しも、ひとしく図太い。その図太い首の先についているのは、鼻はな面づらのせり出た大きな頭部だ。角やら牙きばやらは見当たらず、楕だ円えん形けいをした小さな耳が、頭のてっぺんからちょこんと生えている。全身を覆おおう毛皮は茶色と白色のまだらであり、短毛であるためずんぐりとした身体からだの形状がすっかりあらわになってしまっている。

　あえて言うならば――それは、バクに似ているかもしれなかった。長くのびた鼻面や、いかにも鈍どん重じゆうそうな体型が、あののんびりとしていてつかみどころのない動物を思い出させるのだ。

　ただし、俺の知るバクよりも、よほど巨きよ体たいである。一番大きなやつなどは、体長二メートルほどもありそうだ。しかし動きは緩かん慢まんであり、みんな足もとの草をもそもそと食はんでいる。

　これが、食材としてはそこそこ扱あつかう機会を得ながら、キミュスと同様にまったくその姿を見ることもできなかった、カロンであるようだった。

「……これはまた、ずいぶんと呑のん気きな獣であるようだな」

　と、ふいに御者台からアイ＝ファが声をあげる。

「しかし、巨大だ。あれが我らに襲いかかってくるようであれば、ギバにも劣らぬ脅きよう威いとなろう」

「そうだなあ。踏み潰つぶされないように気をつけることにしよう」

「冗じよう談だんではないぞ？　手て馴なれた人間たちの言葉をよく聞き、決して危険のないように振ふる舞まうべきであろう」

「わかってるってば。心配はご無用だ」

　笑顔で俺が応じると、アイ＝ファに横目でにらまれてしまった。

　とにかく俺たちの社会科見学は、そうしてきわめてのんびりと開始されることになったのだった。




２




「よお、元気そうだな、お袋ふくろよ」

　ザッシュマがそのように呼びかけると、カロンの乳を搾しぼっていた初老の女性はきょとんと目を丸くしてから「あれ！」と大きな声をあげた。

「おやおやまあまあ、あんたひょっとしたら、ザッシュマかね？　はあ、ずいぶん見み違ちがえたねえ！」

「何を言ってんだ。前に顔をあわせてから、せいぜい二年ていどしか経たってないだろうがよ」

「そんなこと言ったって、あんた、そんな汚きたならしい髭なんて生やしちまって……」

「だからそれも、二年前に聞いた台詞せりふだってんだよ」

　ザッシュマが苦く笑しようすると、その女性もにっこり微笑ほほえんだ。

「よく帰ってきたね！　あんたも元気そうじゃないか！」

　そんなに背は高くないがよく肥えた、力の強そうなおかみさんであった。髪や瞳は褐かつ色しよくで、肌はだは黄おう褐かつ色しよくである。バナームのように北方寄りの区域では象ぞう牙げ色いろの肌をした人間が多いらしいが、ひたすら西に進んだだけのこのダバッグでは、やはり日に焼けた黄褐色の肌が主流のようであった。

「で、今回はずいぶん大人数じゃないか？　若い娘むすめさんもまじってるみたいだけど、まさか、嫁よめでも連れてきたのかね？」

「この人らは、俺の雇い主ぬしさ。ジェノスから商売のために訪おとずれたんだが、その前にカロンの牧場を見学したいって仰おつしやるから、ここまで案内してきたんだよ」

「ふうん？　そいつは奇き特とくなこったね。カロンの肉をご所しよ望もうだったら、いくらでも準備いたしますよ」

　そう言って、おかみさんは俺たちのほうにも朗らかな笑顔を向けてくれた。

　ここは、カロンの厩きゆう舎しやである。家の敷しき地ち内ないにトトスと荷車を預けさせていただき、ここまでザッシュマに案内されてきたのだ。

　天てん井じようの高い大きな建物で、入口は大きく開け放たれているが、あたりにはちょっと饐すえたような臭においが漂ただよっている。木の柵で区切られた厩舎はがらんとしており、他にカロンの姿は見当たらなかった。

「はじめまして。自分がいちおうこの一団の責任者である、ファの家のアスタです。ジェノスの宿場町で、料理の屋台を開かせていただいています」

「ご丁てい寧ねいにどうも。あたしはこのザッシュマの母親で、ミザってもんです。主人のマロッタは、表でカロンの面めん倒どうを見ておりますですよ」

　言いながら、ザッシュマの母ミザは好こう奇き心しんに満ちた眼まな差ざしで俺たちの姿を見回し始めた。

「それにしても、あんまり商人には見えないような風体をした方々だね。毛皮の外がい套とうを纏ってるってことは、どこぞの狩人なのかね？」

「ああ、こっちの皆みなさんはギバの狩人で、そっちのお二人はガージェの狩人だよ」

「ギバとガージェかい！　そいつは煮にても焼いても食えなそうだね！」

　そのように言ってから、ミザは「はて？」と肉づきのいい首を傾げた。

「しかし、ギバの狩人なんてのは、ジェノスに住みついた森辺の民ぐらいしか存在しないって聞いてるんだけど、あんたたちはひょっとして――」

「森辺の民だよ。珍めずらしい客人だろ？」

　ザッシュマの言葉に、ミザはまた「あれ！」と大声をあげる。

「それはそれは……へえ、森辺の民……言われてみれば、シム人みたいに黒い肌をしているねえ……」

「シム人なんて、森辺の民と同じぐらい馴な染じみがないんじゃないのか？　あいつらは、もっと真っ黒な肌をしているぜ？」

「ふうん……こいつはたまげたもんだ……それじゃあ、あんたたちも森辺の民なのかい？」

「はい、わたしはルウ家のレイナ＝ルウと申します。こちらは末妹のリミ＝ルウで、こちらは分家のシーラ＝ルウ、そしてディン家のトゥール＝ディンです」

　レイナ＝ルウは、普ふ段だん通りの穏やかな表情で丁寧におじぎをする。その姿に、またミザは破顔した。

「森辺の女衆ってのは、器量よしがそろってるんだね！　こんな別べつ嬪ぴんさんがザッシュマなんかの嫁に来てくれるはずもないか。さっきは失礼なことを言っちまってすまなかったよ」

「いちいち俺を落とさないと気が済まないのかよ。ったく……」

　ぼやきながら、ザッシュマの目も笑っている。事前に聞いていた通り、母親とは実に良好な関係を結んでいる様子である。

　そしてまた、ジェノスでは考えられないほどの歓かん待たいであった。やはりジェノスを出てしまえば、森辺の民を恐れる理由もなくなるらしい。四大神への信しん仰こう心しんが欠落しているという一点を除けば、ギバの狩人もガージェの狩人も変わらない存在であるはずなのだから、まあそれも当然の話であるのだろう。

　ただし、狩人には狩人の迫力というものが備わっている。女衆のレイナ＝ルウたちには完全に無む警けい戒かいなミザも、アイ＝ファやダン＝ルティムやジーダに対しては、いくぶんおっかなびっくりの様子を見せていた。

「あの、こちらは手て土産みやげです。牧場を見学させていただくお礼として受け取ってやってください」

　そう言って、俺は持参した大きな包みを差し出してみせた。中身はギバの燻くん製せい肉と腸ちよう詰づめ肉である。ミザは「おやまあ」と目を細めて微笑んだ。

「お気き遣づかいありがとうね。それじゃあそのお返しに、昼の食事でもご馳ち走そうしようか。もう中天は過ぎた頃ころ合あいだろう？」

「ああ、牧場を見回るのは腹ごしらえを済ませてからにするか。ジェノスでも評判の料理人を満足させられるかどうかは知れたもんじゃないけどな」

　そうして俺たちは、さきほど通りすぎた家のほうに引き返すことになった。しかし大きな本ほん邸ていではなく、その横に建てられた丸太小屋のほうへと導かれる。

「んん？　何だよ、その連中は？」

　その中に足を踏ふみ入れるなり、驚きよう愕がくの視線と声を四方からあびせられることになった。そこには十五名ばかりの老ろう若にやく男なん女によがひしめき合っていたのである。それらの人々を、ミザは笑顔で見回していった。

「こちらは牧場のお客人さ。わざわざジェノスから、うちの牧場を見学に来なすったそうだよ」

「へえ、ジェノスからねえ。……あれ？　お前さんは、ザッシュマじゃないか！」

　と、一人の男性がさらなる大声を響かせた。そちらに向かって、ザッシュマは「よお」と笑いかける。

「何だ、ずいぶんひさしぶりだな！　ついに出戻る決心がついたのか？」

「よしてくれよ。今さらどの面つらを下げてカロンなんて追えるんだ？」

「カロンを追ってくれるなら大だい歓かん迎げいさ！　当主の息子様でございなんて顔をされたら、俺が叩たたき出してやるけどな！」

　どうやらその男性は父親ではなく、親しん戚せき筋すじか何かであったらしい。

　周りの人々は、湯気のたつ木皿を手に、ざわざわと俺たちの挙動を見守っている。俺たちを忌き避ひする気配はないが、やっぱり見慣れぬ風体をした森辺の民とマサラの狩人が物珍しいのだろう。

「煮に汁じるのほうは残ってるかね？　ああ、それだけあれば十分だね。それじゃあ悪いけど、お客人の分も肉を準備してもらえるかい？」

「あいよ」と、女性の何名かが裏手に引っ込んでいく。どうやらそこは、牧場で働く人間たちの食堂であり休きゆう憩けい所しよであるようだった。

　足もとは土の地面が剥き出しで、部屋の隅には大きなかまどが二つも据すえられている。そこには鉄てつ鍋なべが設置されており、何とも芳かぐわしい香かおりを放っていた。

　やがて女性らは、木の板に薄うすく切った肉を載せて舞い戻ってくる。赤身の鮮あざやかな、切り落としの肉の山だ。当然のこと、カロンの肉なのだろう。申し訳ていどのアリアとともに、それらがどぼどぼと鍋の中にぶちこまれた。

「肉が煮えるまで、ちょっとばっかり待ってておくんなさいね。……そういえば、うちの主人はどこに行っちまったんだね？」

「親父さんなら、とっとと食ってとっとと出てっちまったよ。例の、足を痛めたカロンが心配でならないらしいや」

「ふうん。じゃ、挨拶をさせるのは牧場に出てからだね。……ま、あんたなんかは顔をあわせたくもないんだろうけどさ」

「何を言うやら。顔をあわせたくないのは、向こうのほうだろ」

　苦笑まじりに、ザッシュマが言い返す。

　やっぱり里心というのは、人に大きく影えい響きようをおよぼすものらしい。旅用のマントを纏って刀を下げたザッシュマも、今は頼たのもしい《守護人》ではなく、牧場の一員として周囲に溶とけ込んでいるように見えてしまった。

「あんた、ずいぶんな別嬪だね。よかったら、うちの家に嫁に来ないかね？」

　と、最初にザッシュマに声をかけていた男性が、笑顔でレイナ＝ルウに呼びかける。レイナ＝ルウは「いえ」と儀ぎ礼れい的てきな笑顔を返した。

「わたしは、外の人間に嫁とつぐことが許されぬ身なのです。そのお気持ちだけありがたく頂ちよう戴だいいたします」

「そいつは残念だ！　あんたはシムのお姫ひめさんか何かなのかね？」

「いえ、わたしは森辺の民で――」

「森辺の民？　へえ！　森辺の民ってのは、ギバみたいに角やら牙やらが生えているんじゃなかったのかね？　ま、そのギバ自体を俺は見たこともないんだけどさ」

　レイナ＝ルウばかりでなく、他の女衆やダン＝ルティムまでもが、あれこれ質問攻めにされている様子であった。ずいぶんフレンドリーな人たちなんだなあと思っていると、ザッシュマが苦笑まじりに説明してくれた。

「礼れい儀ぎのなっていない人間が多くてすまないな。牧場の連中は町に下りることも少ないから、世間知らずが多いんだよ。俺おれだって家を出るまでは、森辺の民なんて名前ぐらいしか聞いたことはなかったぐらいだしな」

「そうなのですか。いえ、俺たちにとっては、むしろ喜ばしいことだと思いますよ」

　そこで「おい」と背後からアイ＝ファに呼びかけられる。

「トゥール＝ディンを同行させたのは、お前なのだろうが？　行きの荷車では心細い思いをさせていたのだから、少しは気を配ってやれ」

　アイ＝ファは仏頂面をしており、トゥール＝ディンはそのかたわらでおどおどと首をすくめていた。

「ああ、ごめんごめん。……でも、トゥール＝ディンもルウ家の人たちとはだいぶん打ち解けてきただろう？　それに、リミ＝ルウなんかも一いつ緒しよだったわけだしさ」

「リミ＝ルウたちが心を砕くだいても、トゥール＝ディンの側には遠えん慮りよが生じてしまうものであろう。ルウ家は族長筋なのだからな」

「わかったよ。ごめんね、トゥール＝ディン？」

「い、いえ！　わたしなどに、そのようなお気を使う必要はありません」

　そのように言いながらも、トゥール＝ディンはほっとした面おも持もちで俺のかたわらに進み出てきた。アイ＝ファは「ふん」とそっぽを向いてしまう。

　しかし、トゥール＝ディンがこの場で輪から外れてしまったことをいち早く察知して、わざわざ俺のもとまで連れてくるなんて、アイ＝ファのほうこそずいぶん心配りが行き届いているものである。

（いや……アイ＝ファってのは、もともとそういう人間なんだよな）

　またちょっと胸の奥おくに熱いざわめきを感じてしまいながら、俺は残りのメンバーの様子をうかがってみた。

　バルシャとジーダはちょっと離れた位置で人々の動向を見守っており、ディム＝ルティムは大笑いしているダン＝ルティムの背後を守る格好で目を光らせている。ずっと静かであったミケルは牧場の男性の一人とぼそぼそと言葉を交わしており、そしてマイムは――かまどの前で、女性たちと談だん笑しようしていた。

（なんだか、みんな楽しそうだな。……それにやっぱり、森辺の民が余よ所その人たちと普ふ通つうに話し込んでる姿ってのはいいもんだ）

　そんなことを考えていると、「肉が煮えたよ！」と女性の一人が声をあげてきた。

「カロンの肉は、煮込みすぎると硬かたくなっちまうからね。さ、ちょうどいい頃合いのうちに食べちまっておくれ」

　肉と一緒に準備された木皿に、次々とカロンのスープが注がれていく。そうして手もとに回されてきた木皿の中身を、俺は大いなる好奇心をもって覗き込むことになった。

　うっすらと白みをおびた、半透明のスープである。褐色に煮込まれた肉がどっさりと沈しずんでおり、そこにアリアの切きれ端はしが重なっている。何ということもない外見であったが、香りのほうは素す晴ばらしかった。煮込まれた肉の香りと、ニンニクのごときミャームーの香りだ。十二分の期待を胸に、俺は木き匙さじを取り上げた。

「どうだね？　粗そ末まつな料理で申し訳ないけど、その分たっぷり肉を入れておいたからさ」

「いえ、とても美お味いしいです」

　俺は、心からそのように答えることができた。

　ジェノスの宿場町で口にする汁しる物もの料理と比べたら、格段に美味なのである。とにかくカロンの出だ汁しがきいていて、ミャームーの香りがそれをいっそう際きわ立だたせている。俺の知る料理では、牛の尻尾しつぽを煮込んだテールスープに似た味わいであった。

　ほどよく煮込まれた肉もまた、やわらかくて絶ぜつ妙みようの噛かみ応ごたえである。赤身が主体でさっぱりとしており、それでいて肉の味は鮮やかだ。やっぱりカロンの肉は、牛肉に近い味をしている。

「いやあ、本当に美味しいですね。この肉はどの部位なのですか？」

「どこの肉って一口では言えないね。そいつは肉を骨から外すときに出るクズ肉の山なんだよ」

「そうなんですか。でも、ジェノスで食べるカロンより、断然美味しいと思います」

「そうでなくっちゃ、カロンの町だなんて大きな顔をできないよ。ま、塩しお漬づけの肉より新しん鮮せんな肉のほうが美味しいのは当然の話さね」

　ミザはにっこりと笑いながら、自分の木皿のスープをすすった。トゥール＝ディンも、「これは美味ですね」とこっそり耳打ちしてくる。そこに、マイムがてけてけと駆けてきた。

「アスタ、この料理は塩とミャームーしか使っていないそうですよ！　それなのに、驚くほどの美味しさですね！」

「うん、これは美味しいねえ。ここまでしっかりとした出汁をとるには、相当の時間がかかるのではないですか？」

「ああ、あたしらはカロンの脂あぶらを煮に詰つめるために、朝から晩まで火を焚いてるからさ。そのついでで、次の日に食べる食事の下ごしらえをしてるんだよ。この汁しるは、カロンの骨がらを煮込んだだけのもんさ」

「臭くさみ取りには、リーロの葉を使っているのですよね？　野菜はアリアのみですか？」

　マイムの問いに、ミザは「そうだね」と気安くうなずく。

「ここでは野菜のほうが贅ぜい沢たくなぐらいだから、昼の食事にはアリアぐらいしか使わないよ。本当にお粗末な食事で、申し訳ない限りさね」

「いえ！　カロンの肉と骨、リーロの葉とアリア、それに塩とミャームーしか食材は使っていないのに、これだけ美味しい料理を作れるなんて、本当に素晴らしいことだと思います！」

　輝かがやかんばかりのマイムの笑顔に、ミザも嬉しそうに口もとをほころばせる。

「そこまで褒ほめられると、恐きよう縮しゆくしちまうね。夜は宿屋に泊とまっていくんだろう？　そっちでは、もっと上等なカロン料理が食べられるはずだよ？」

「そうなのですか。でも、わたしはこの料理が大好きです！」

　俺も、マイムと同様の気持ちであった。食材の種類は乏とぼしくとも、たっぷりと時間をかけたその成果がこの料理には表れている。食材があふれていながらそれをもてあましてしまっている現在のジェノスとは、見事に対照的な食文化であるように感じられた。

（なんていうか、ジェノスの食文化は、地に足がついていないような印象なんだよな。まあ、宿場町と城下町の料理しか知らない段階じゃあ、そこまではっきり断ずることはできないけど）

　次にダレイムを訪れるときは、是ぜ非ひその土地の料理を食べさせてもらいたいものだな、と俺はこっそり考えた。

　そのとき、建物の入口のほうから「ザッシュマじゃないか！」という大きな声があがった。振り返かえると、ザッシュマよりも少しだけ年少で体格のいい男性が、建物に入ってくるところであった。

「よお、アルマ、元気そうで何よりだな」

「そっちこそ！　会うたびに貫かん禄ろくが増していくな、お前さんは」

　アルマと呼ばれたその男性は、笑顔でザッシュマの肩を叩く。今のところ、ザッシュマは誰だれからも歓迎されている様子である。

「アスタ、いちおう紹介しておこう。こいつは妹いもうと婿むこの、アルマだ」

　ザッシュマに呼びつけられたので、俺はトゥール＝ディンを引き連れてそちらに近づいていった。

「はじめまして。ザッシュマの紹介でこちらの牧場を見学させていただくことになった、ファの家のアスタと申します」

「このアスタは、ジェノスの宿場町で料理を売る料理人だ。扱っているのはギバ肉なので、お前さんたちにしてみれば商しよう売ばい敵がたきかもしらんが、まあ仲良くやってくれ」

　ザッシュマの言葉に、アルマは大きく目を見開いた。

「ギバ肉ってことは、ひょっとしたらあんたも森辺の民なのか？　そっちのあんたは、確かに立派な狩人であるようだけど」

　誰のことだろうと思って背後を振り返ると、すぐそばにアイ＝ファが立っていたので思わず「うわ」と声をあげてしまった。

「い、いつからそこにいたんだ？　びっくりしたなあ」

「……たわけたことを言うな。私の仕事は、護衛なのだぞ？」

　と、俺の耳もとに口を寄せて囁ささやきかけてくる。熱い息が耳にかかり、俺は内心でどぎまぎしてしまった。平常心を保ちたいところなのだが、こんな風に内ない緒しよ話ばなしをするのも、ちょっとひさびさのことであったのである。

「そうか。あんたたちが、森辺の民なのか。町のほうで噂うわさは聞いているよ。ジェノスの宿場町では、とんでもなく美う味まいギバの料理が評判になってるってさ」

　言いながら、アルマは屈くつ託たくなく笑ってくれた。そこそこ厳いかつい容よう貌ぼうであるが、その表情は実に柔にゆう和わで優しげである。

「確かにあんたたちのせいで、カロンの足肉の売り上げは落ちちまったらしいが、そんなに大きな問題じゃない。ジェノスの貴族に胴どう体たいの肉を買かい叩かれるほうが、よっぽど大問題さ」

「ジェノスの貴族に？　何か問題でもあったのか？」

　不思議そうにザッシュマが問うと、アルマは「まあね」と肩をすくめる。

「最近ジェノスでは、何やら大きな揉もめ事ごとが生じたんだろう？　そのとばっちりで、俺たちが割を食うことになったのさ。うちの牧場のカロンは、そのほとんどが商会を通じてジェノスに売られているからな」

「でかい揉め事があったってのは事実だが、割を食うってのは何の話だ？　トゥラン伯はく爵しやくが失しつ脚きやくしたことに関係あるのか？」

「そこまで詳くわしい話はわからんよ。ま、いつだって割を食うのは平民で、美味い思いをするのは貴族だけってこった」

　何やら不ふ穏おんな風向きであった。サイクレウスの失脚がダバッグの人々に悪い影響を与あたえてしまったのなら、その一因は俺たちにもあるのだろうと思えてしまう。ザッシュマは、考え深げに髭面をさすった。

「それじゃあ商会の連中なら、詳しい事情をわきまえているのか？　このお人たちはダバッグのお偉えら方がたと商あきないをしようと考えているので、明日にでも商会の連中と引き合わせようと考えているんだが」

「ああ、貴族らのお相手をしているのは商会を仕切ってる連中なんだから、もちろん色々とわきまえているだろう。だけどまあ、俺たちが何を騒さわいだって、貴族の連中が考えを改めることはないさ」

「そうとも限らんよ。ま、どんな話が飛び出すのか楽しみにしておこう」

　そう言って、ザッシュマはにやりと不敵に笑った。

　その目には、少しばかり《守護人》としての勇ましい光が灯ともっているように感じられた。
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「このアルマってのは、故郷を出しゆつ奔ぽんした俺の代わりに牧場を継ついでくれることになった妹婿なんだよ」

　牧場へと続く道を歩みながら、ザッシュマはそのように説明してくれた。

「牧場の主あるじともなれば、金勘かん定じようしか頭にない商会の取り仕切り役ともやりあわないといけないからな。頑がん固こ親おや父じがとっとと身を引いてこのアルマにすべてを任せちまえば、この牧場も安あん泰たいだろうさ」

「よく言うよ。俺はお前さんほど、なめらかに動く舌を持っちゃあいないぜ？」

「これは故郷をほっぽりだした後に身につけた処世術だ。俺なんかが跡あとを継いでたら、この牧場もどうなってたかわからねえよ」

　見る限り、ザッシュマとアルマの間には、何の確かく執しつも存在しないようだった。四よ十そ路じになるならずのむくつけき男性二名が、和気あいあいと言葉を交わしている。なんとも和なごやかな光景である。

「さ、ここが放牧場の入口だ。思うぞんぶん、自じ慢まんのカロンを見ていってくれ」

　案内役はアルマひとりで、俺たちは十三名全員でそれに追従していた。

　丸太の柵に設置された扉とびらに、アルマが手をかける。その瞬しゆん間かんに、俺の横合いからアイ＝ファが声をあげた。

「その前に、もうひとたびだけ確認させていただきたい。このカロンという獣けものにそこまで近づいてしまっても、本当に危険はないのだな？」

「ああ。カロンは大人しい獣だからな。繁はん殖しよくの時期からも外れているし、何も危険なことはないよ。尻しりをおもいきり引っぱたいたって、のそのそ逃げようとするだけさ」

　気さくに笑いながら、アルマは扉を開ける。

「ただ、カロンに傷をつけたら、毛皮も肉も値が下がっちまうからな。カロンの身体に触ふれるのはかまわないが、乱暴には扱わないと約束してくれ」

「無論だ。決して約定は違たがえないと、ここに誓ちかおう」

　アイ＝ファの大おお仰ぎような物言いにいっそう表情を崩くずしつつ、アルマは俺たちを放牧場に招き入れてくれた。

　行きがけに見た、広大なる放牧場である。足もとには、ジェノスでは見かけない芝しばのような草が一面に生おい茂っており、足首ぐらいまでがうずまってしまう。そんな中で、何頭ものカロンがもそもそとその草を食んでいた。

「俺たちの仕事は、この牧草に水をまくのと、あとはカロンを歩かせることだ。ご覧の通り、こいつらは放っておくと一日中草を食んでいるばかりだからな。運動させないと、肉の質が落ちちまうんだよ」

　言いながら、アルマは手近にいたカロンの尻を革かわ鞭むちで打った。

　カロンの毛皮を傷つけないためにだろう、先せん端たんに布の巻かれた革鞭である。そいつで尻を叩かれると、カロンは不満の声をあげるでもなく、のろのろと足を動かし始めた。

　本当に大きな図体である。体長は一・七メートルから二メートル、体高は一・三メートルから一・五メートル、重量は――ちょっと見当もつかないが、六、七百キロはあるというホルスタインより軽いことはないだろう。それぐらい図太くて、いかにも鈍重そうなフォルムをしている。とりわけ四肢の太さは尋じん常じようでなく、モモから足首までがほとんど同じぐらいのボリュームを保っている。そのあたりの重量感は、バクではなくゾウを思わせた。

　で、ここまで近づいてようやく確認できたが、その平たい足に生えているのは、蹄ひづめではなく平ひら爪づめであった。その肉は牛に、乳はたぶん水牛に似ているのに、やっぱり俺では分類することもできない、この世界特有の動物であるようだ。

「こいつらは病気になってもぶっ倒たおれるまで苦しそうな様子を見せないから、そういう部分にも目を配らなくちゃならない。傍はた目めにはカロンと一緒にてくてく歩いているだけのように見えるだろうけど、これでなかなか気苦労の多い仕事なんだよ」

　道すがらでカロンの尻を叩きながら、アルマはどんどん歩を進めていく。リミ＝ルウやマイムなどはカロンを間近にしただけで好奇心の塊かたまりになっているし、他ほかの女衆やダン＝ルティムも食い入るようにカロンの動きを見守っている。平常と変わらないのは、ジーダとバルシャぐらいのものであった。

「バルシャたちは、余所の地でカロンを目にしたことがあったんですか？」

「うん？　そりゃまあ、こんなに立派な牧場に足を踏み入いれたのは初めてのことだけど、そこらの農村でもカロンを育てている家は少なくないからね。今さらこの図体の大きさに驚おどろきゃしないよ」

　バルシャはかつて《赤髭党》の一員として西の領土を駆け巡っていたのだろうし、ジーダとてマサラから数日かけてジェノスにやってきた身の上である。そんな彼らには、とりたてて物もの珍めずらしい見世物ではないらしい。

「それにしても、大きな獣だ！　これほど大きなギバなどがいたら、俺たちもそうとう苦労することになるだろうな！」

　杖つえをついたダン＝ルティムが、豪ごう快かいに笑いながらそのように述べている。右の足首もだいぶん快方に近づいているらしく、今ではもう足を浮うかせたりはしていない。怪け我がをする以前とさほど変わらぬ、力強い足取りだ。

「さすがにここまで巨大なギバなどは存在しないでしょう。そんなギバがいたら、まさしく脅威です」

　しかつめらしくディム＝ルティムが応じると、ダン＝ルティムは笑え顔がおでそちらを振り返った。

「しかしな、数十年に一度は、これぐらい巨大なギバが現れることもあるのだ。残念ながら俺は実際に目にしたことはないが、スン家の祭さい祀し堂に飾かざられていた頭骨などは、実に立派なものであったぞ？　あれに胴体をくっつけたら、このカロンとかいう獣に負けない大きさになるのではないのかな」

「そうなのですか。ならば俺も、いっそう修練に励はげみたいと思います」

　すると、先頭を歩いていたアルマが興味深そうに二人の狩人を振り返った。

「俺は生まれてこのかたカロン以外の肉なんてほとんど食ったことがないんだが、ギバってのはどんな味がするものなのかね？　ジェノスの宿場町では、かなり評判になっているんだろう？」

「ギバは美味いぞ！　アスタのおかげで、ますます美味くなったしな！」

「ええ、ギバは美味しいですよ。さきほど見学のお礼に燻製肉をさしあげたので、よかったら夜にでも食べてみてください」

　もっともそれは、牛肉しか知らない人間に猪いのししの肉を食べさせるようなものなので、本当に口に合うかは神のみぞ知るである。しかしアルマは「そいつは楽しみだ」と気さくに笑ってくれた。

「ところであんたたちは、そのギバの肉をダバッグで売ろうっていう魂こん胆たんなのかな？　そいつはなかなか難しい商売だと思うんだが」

「はい。ダバッグでは、あれだけ美味しいカロンの肉が食べられるのですからね。正直に言って、まともに商売ができるとは思っていません。……でも、そんなダバッグの人たちからどういう感想をいただけるのか、それを聞くだけでも有意義かと思って」

「ふうん？　それじゃあ銅貨を稼かせぐあてもなく、わざわざ半日もかけてダバッグにやってきたのかい？」

「そうですね。どちらかというと、料理人として見識を広げるために、というほうが眼目なんです」

　そして、他の町ではギバや森辺の民たみがどのように思われているのか、それを知るのが第二の眼目であった。

　よりにもよって、カロンの生産地であるダバッグでギバの肉を売りつけることは難しいだろう。肉に関しては舌が肥えているであろうダバッグの人々に、ギバの肉はどのような評価をいただけるのか、それが確認できれば俺としては満足なのだった。

「ま、商会の頭目どもはこずるいから、損が出ないように気をつけるこった。あいつらは、自分が儲もうけることしか頭にないからなあ」

「商会の頭かしらは、今でも南地区のディゴラなのか？」

　ザッシュマが問うと、「ああ、そうさ」とアルマは肩をすくめた。

「ディゴラの親父が退いたら、今度はその息子が継ぐんだろう。あいつらは先代からダバッグの領主とべったりだからな。あんなもん、半分がたは貴族みたいなもんだ」

「牧場の仕事は他人まかせで、自分たちはひたすら金勘定か。ま、銅貨を稼ぎたいなら、そうしたほうが利口なんだろうな」

「もっともだ。でもまあ、それで七しち面めん倒どうくさい交こう渉しようや金勘定は引き受けてくれるんだから、こっちは黙だまってカロンを追うだけさ」

　べつだんそれが不満な様子でもなく、アルマは笑っていた。金勘定よりも、日の下でカロンを追っているほうが性に合っている、ということなのだろう。

「お、ようやくマロッタが見えてきたぞ。悪態をつかれる覚かく悟ごは固まってるか、ザッシュマ？」

「ふん。客人に無礼な口を叩かなきゃ、それでいいさ」

　俺たちの行く手に、とりわけ巨大なカロンが寝ねそべっていた。そのかたわらに、ずんぐりとした体型の男性が膝ひざをついている。半白髪の頭をした、老域にさしかかりつつある男性だ。アルマと同様によく日に焼けた黄褐色の肌をしており、寝そべったカロンの足もとを熱心に覗き込んでいる。

「マロッタ、お客人をお連れしたよ。ジェノスから牧場の見学に来たみなさんだ」

　アルマの言葉に、その人物は不ふ機き嫌げんそうな視線を飛ばしてきた。その目がザッシュマを素す通どおりして、ずらりと並んだ俺たちの姿を見回してくる。

「……ジェノスからの客人だと？　商会も通さずに、カロンの買い付けか？」

「いや、単に牧場の見学がしたいらしい。けっこうな手土産をいただいちまったらしいんで、こうして案内して回ってるんだよ」

「……ふん」と興味なさげに鼻を鳴らすと、マロッタはまたカロンのほうに視線を戻もどした。「そいつはどんな具合だい？」と、アルマもそちらに腰こしを屈かがめる。

「よくないな。ちっと歩かせただけで、また足が痛んじまったらしい。このままだと、脂ばっかりが身についちまうな」

「だったら、頃合いじゃないのかね。ここまで育てば、もう十分だろう」

「馬ば鹿かを言うな。もう二ヶか月げつばかりもかければ、こいつはもっと立派に育つはずだ」

　そんな主人たちの会話も知らぬげに、カロンは身を横たえたまま草を食んでいる。体長などはダン＝ルティムぐらいありそうだし、現状でも小山のような巨体である。

「朝の飼料に、ネェノンの葉でも混ぜてみよう。今度町に下りたとき、野菜売りから分けてもらってきてくれ」

「ネェノンの葉か。でも、二日前に寄り合いがあったばかりだから、当分町に下りる予定はないんだよな」

　アルマがそのように答えると、ザッシュマが一歩だけ足を踏み出だした。

「俺たちは今夜、町で宿を取る予定なんだ。何だったら、明日の帰りがけに届けてやろうか？」

　マロッタは、じろりと険悪な視線をザッシュマに突つきつける。

「……客人にそんな使いを頼むわけにはいかねえな。そいつは筋すじ違ちがいってもんだ」

「遠慮すんなよ。牧場を見学させていただいた、せめてものお礼さ。駄だ賃ちんをもらおうなんて考えちゃいないから、安心するといい」

「……お前相手に安心できたことなんて、一度だってありゃしねえ」

　そう言って、マロッタは息むす子こから顔を背そむけた。ザッシュマは、肩かたをすくめつつ引き下がる。

「それじゃあ、見学を続けさせていただくぜ？　アルマ、世話になったな」

「ああ。牧場を出るときは、また声をかけてくれ」

　アルマは苦笑しつつ、ちょいと手を上げた。ザッシュマはそちらにうなずき返してから、俺たちを振り返る。

「じゃ、戻ろう。お次はあっちで、カロン小屋の見学だ」

　勝手知ったる故郷の牧場である。仕事に戻るアルマを残して、俺たちは来た道を引き返すことになった。

「親おや父じはいつもあんな感じなんだ。ま、口をきいただけ、今日は上出来だな」

「なかなか手ごわそうですね。頑がん固こ一いつ徹てつの職人気質かたぎといった雰ふん囲い気きです」

「そんな大したもんじゃねえよ。人間よりカロンを相手にするほうが得意だっていう偏へん屈くつ者ものさ」

　すると、ダン＝ルティムが後方から割り込んできた。

「しかし、あれがお前さんの父親だというのなら、驚きだな。お前さんは、たしか二年ぶりにこの地へ帰ってきたという話ではなかったか？」

「ああ、それがどうかしたかい？」

「それなのに、たったあれだけの会話で気持ちが済んでしまうのか？　森辺ではまったく考えられないことだ！」

「そりゃあまあ、俺は故郷を捨てた身だからなあ」

　がりがりと頭をかいてから、ザッシュマはダン＝ルティムの巨体を見上げる。

「たとえばさ、あんたの跡あと取とり息子が狩人としての仕事をほっぽり出して森辺の集落を出ていっちまったら、どんな気分になる？　そいつが余所で立派に別の仕事を成なし遂とげたとしても、あんたは祝福する気持ちになれるかい？」

「ガズランが？　集落の外に？　……ああ！　なんととんでもない話をするのだ、お前さんは！　想像しただけで悲しい気持ちになってきてしまったではないか！」

「そうだろう？　だからけっきょく、歓迎されないのが当たり前なのさ」

　ザッシュマは不敵に笑ったが、ダン＝ルティムは「ううむ」と考え込むことになってしまった。

「しかし、それがガズランの決断であったのなら……俺は悲しく、口くち惜おしく感じつつも、最後には認めぬわけにもいかないだろう。森辺の掟おきてを打ち捨ててまでガズランがそうするからには、よほどの覚悟と決意があってのことなのだろうからな……」

「そんな真ま面じ目めに思おもい悩なやむなよ。森辺の狩人だったら、俺みたいにいいかげんな気持ちで故郷を捨てたりはしないだろうさ」

「なんと！　お前さんは、そんな軽はずみな気持ちで故郷を捨てたというつもりなのか!?」

「俺にとっては重要でも、家族にとってはそうじゃないだろうっていう話だよ」

　笑いながら、ザッシュマは何かを透すかし見るように目を細めた。

「俺はただ、外の世界を見てみたかっただけなんだ」




　その後は、ミザの案内でさまざまな施し設せつを見て回ることになった。

　最初に案内されたのは、ミザが乳を搾っていた小屋に併へい設せつされていた、幼い子供を持つカロンのための厩舎である。

「子供のカロンが草を食べられるようになるまで、放牧は半日って決まってるんだ。中天から後は、ずっとこうして小屋の中で乳を飲ませておくんだよ」

　一頭の母カロンに対して、四、五頭ずつの幼きカロンが集まって乳を吸っている。カロンはこんなに大きな動物であるのに、いっぺんに複数の子供を産むらしい。

　子供のカロンは成せい獣じゆうに比べるとずいぶんほっそりしていたが、それでも愛くるしいことに変わりはない。そんな小さなカロンたちが懸けん命めいに鼻はな面づらをのばして乳を吸っている姿は、ちょっと感動的ですらあった。

「乳を出すカロンには、飼料にアリアを混ぜてやるんだ。ちょいと傷いたんだアリアでも、カロンは喜んで食べてくれるからね」

　そういえば遥はるかな昔に、売れ残りのアリアはカロンの餌えさとしてダバッグに売るのだと、ドーラの親父さんがそんなようなことを言っていた覚えがある。俺が商売を始めたおかげで親父さんの畑ではアリアが売れ残ることもほとんなくなってしまったという話であったが。ジェノス全体で消費されるアリアの量に大きな変化はないはずなので、別の畑で売れ残ったアリアが今でもダバッグに売られているのだろう。

「隣となりの小屋は、病気で寝込んでるカロンたちの小屋だ。こっちは大人しくさせておきたいんで、遠慮してもらってかまわないかね？」

「はい、もちろん」

「それじゃあお次は、皮かわ剥はぎ小屋だね」

　その建物は、通常の厩舎からも放牧場からも遠く離はなれた一画にあった。
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　カロンの母子の心温まる情景を見物した後に、皮を剥いで肉を解体する小屋を見せつけられる、なかなかシビアな行程である。

「皮剥ぎは朝方に済ましちまうんで、今は空っぽだよ。いちおう覗のぞいておくかい？」

「はい、是非」

　小屋の中には、まだ生々しく血と臓物の臭いが満ちていた。

　部屋のあちこちに大きな作業台が据えられており、頑がん丈じようそうな梁はりには何本もの縄なわが掛かけられて、その先端の一方は滑かつ車しやに繋つなげられている。壁かべに掛かっているのは大小の刃は物もので、火を焚たくための小さなかまどや鉄鍋の備えも怠おこたりはなかった。

「ふむ。道具は上等なようだが、それ以外は森辺と変わらんな」

　興味深げに屋内を覗き込んでいたダン＝ルティムが、ぽつりとつぶやく。

「隣は肉の貯蔵庫さ。肉はさばくそばから塩に漬つけられて、宿場や近きん隣りんの町に運ばれていく。ここに残っているのは、余った臓物や足肉なんかだね」

「やっぱりジェノスで売れゆきが悪くなった分、足肉が余ってしまっているんですか？」

「そうだねえ。でも、もともとカロンってのは、足より胴体のほうが喜ばれるもんだからさ。余った足肉は干し肉に仕上げちまうから、そこまで損をしてるって実感はないね」

　ジェノスの宿場町に流通しているギバの肉は、一日でおよそ百三十キロ前後となる。その分、キミュスやカロンの足肉は売り上げが落ちているはずであるが、まだまだ牧場ごとにそれを実感するような段階には至っていないらしい。

「よかったら、味見をしてみるかい？」

「え？　味見ですか？」

　俺が驚いている間に、ミザはずらりと並んだ壺つぼの中から塩まみれの肉につ塊かいを引っ張り出した。で、隠かくしから出した小刀で、その端っこをぶつりと切り分ける。

「こいつは朝方にさばいたばかりの足肉だから、なんも心配はいらないよ。なかなかダバッグの外では、生のカロンをいただく機会なんてないだろう？」

「そうですね。ありがとうございます」

　俺に続いてミケルとマイム、それに森辺のかまど番たちがその肉にく片へんを受け取った。うながされて、バルシャとジーダもそれに続いたが、森辺の狩人の中で手をのばしたのはダン＝ルティムただ一人であった。

「あの魚の生肉とやらは珍ちん妙みような味であったが、生のカロンとはどういうものなのかな」

　そのように言いながら、ダン＝ルティムは恐おそれ気もなくカロンの肉片を口の中に放ほうり込んだ。

　それを横目に俺も味見をさせていただいたが、思っていたほど血の味もなく、そして岩塩がまぶされていたので、そこまで食べにくいことはなかった。ただ、やはり足肉なのでかなり筋張っているし、表面だけでも炙あぶらせていただけたら格段に美味しくなるのだろうなと思える。

「これは……なんというか、とても奇き妙みような味ですね」

　厳げん粛しゆくな面持ちで、レイナ＝ルウがそのように述べる。

「味も風味も噛み応えも、熱を通した肉とはまるで別物のようです。ミャームーのように香りの強い食材とあわせれば、もっと食べやすくなるように思えるのですが……」

「そうだね。刻んだミャームーとタウ油でもあれば、それだけでいっぱしの料理になると思うよ」

　しかし、牛肉のたたきでも大たい抵ていは雑ざつ菌きんを殺すために表面を炙るものなので、俺としても貴重な体験であった。魚以外の生の肉なんて、俺はせいぜいレバ刺さしや馬ば刺さしぐらいしか食した記き憶おくがない。

　ちなみに、至し極ごく冷静な面持ちで味を確かめているレイナ＝ルウとシーラ＝ルウのかたわらで、リミ＝ルウとトゥール＝ディンはちょっと涙なみだ目めになってしまっていた。

「アスタぁ……これって、噛んでも噛んでも呑のみ込めないんだけど……」

「あっはっは。お嬢じようちゃんたちには、苦手な味だったかね？」

　ミザは愉ゆ快かいそうに笑っている。すると、朝からほとんど声を聞いていなかったミケルが、ふいにそちらへと呼びかけた。

「しっかりと身のしまった、いい肉だ。ジェノスで買うカロンの肉には当たり外れがあるものだが、この牧場のカロンは当たりの部類だな」

「そいつはありがとうね。でも、ジェノスに肉を運ぶのは商会に雇やとわれた運び屋だから、あたしらにはどんな感じで売られているのかもわからないんだよ」

「ふむ。上等な牧場の肉も粗末な牧場の肉も、みな一緒くたで売られてしまっているわけだな。こちらは当たりの肉でも外れの肉でも同じだけの銅貨を払はらわなければならないのだから、腑ふに落ちない話だ」

「まったくだよ！　でも、個人の小さな取り引きでもない限り、商会を通さないわけにはいかないからねえ」

　それでもマロッタの牧場では、手を抜ぬかずにカロンを育てあげているのだろう。機き嫌げんの悪そうなミケルがわざわざ声をあげたぐらいなのだから、それは間ま違ちがいないと思う。なおかつ、そっぽを向いて肉を噛んでいるザッシュマが嬉うれしそうに目を細めているのを、俺は見み逃のがさなかった。

「それじゃあ、最後にかまど小屋だね。……と、その前に、いちおうこいつも見ておいてもらおうか」

　ミザの案内で貯肉小屋の裏手に回ると、なかなかの壮そう観かんが俺たちを待ち受けていた。屋根だけを張られた広大な空間で陰かげ干ぼしにされている、おびただしい数のカロンの生皮である。

「こいつは数日にいっぺん、革かわ屋やの連中が引き取りに来るのさ。それで作られた外がい套とうや袋ふくろなんかは、ジェノスでも売られてるだろう？」

「そうですね。自分も食材を運ぶのに、革袋は重宝しています」

　キミュスの皮も食材としてより革かわ製せい品ひんに加工されるほうが主流であるらしいが、やはり大きくてしっかりとした品の大部分はカロンの革で作られている。ザッシュマやバルシャが纏まとっている旅用のマントだって、きっとカロンの革製だろう。

「そういえば、最初にミザはカロンの乳を搾しぼっていましたよね。それを貯蔵しておく小屋はなかったみたいですが、ここで乳にゆう脂しや乾かん酪らくは作られていないのですか？」

「ああ、乳は乳屋が売りさばくんだよ。あたしらは、注文に応じて搾るだけさ。ま、乳は腐くさりやすいから、そうそういっぺんには売れないもんだしね」

「そうですか。でも、ジェノスの宿場町でもけっこう前から乳脂は使われるようになっているのですが。まだ目に見えるほどの売り上げではないのでしょうかね？」

「ふうん？　そいつは初耳だねえ。まあ、余所の牧場でも足りなくなるぐらい売れるようになれば、少しはこっちにも稼ぎが回ってくるかもしれないね」

　そうなのか、と俺が首を傾かしげていると、後ろから軽く腕うでを引かれた。振ふり返ると、ザッシュマが苦笑いをしている。

「そういう美味い話は、商会で力を持ってる連中が持っていっちまうもんなんだよ。ジェノスの宿場町で売られている乳なんて、ディゴラの牧場だけでまかなえちまうんだろうからな」

「そうですか。……だったらポルアースにでも口くち添ぞえすれば、この牧場から乳を買い付けるようにもできたんじゃないんですか？」

　小声で俺が尋たずねると、ザッシュマは同じ表情で肩をすくめた。

「そいつは公私混同ってもんだ。貴族に取り入って儲けを出そうなんて、そんなのはディゴラの親父と同じやり口になっちまうじゃねえか？」

「ああ、そういうものですか」

「ああ、そういうものだよ。……それに、うちの頑固親父に知れたら、余計なことをすんじゃねえと怒ど鳴なり散ちらされることになるだろうしな」

　ひょっとしたら、ザッシュマにとってはそちらのほうが理由の大部分なのではないだろうか。そんな風に考えていると、ミザが「さて！」と元気な声をあげた。

「それじゃあ、今度こそかまど小屋だね。大おお汗あせをかく覚悟が固まったら、ついてきておくれ」

　それは決して誇こ張ちようではなかった。他の小屋に劣おとらず大きなその建物の中ではいくつものかまどが設置され、カロンの脂や骨がらなどが大量に煮に込まれていたのである。

「脂は食用か、あるいは蝋ろう燭そくの材料として売られることになる。骨がらのほうはさっきも言った通り、あたしらが食べる食事の下ごしらえだね」

　全身汗だくの女性たちが、巨きよ大だいな棒でしきりに鍋なべを攪かく拌はんしている。鍋の大きさも桁けた違ちがいであるし、室内には白い煙けむりがもうもうとたちこめ、立っているだけで全身が脂まみれになってしまいそうであった。

　さらにその隣に建てられていたのは、燻くん製せい用の小屋である。いつまで経たっても買い手のつかない足肉は、最終的にここで干し肉に加工されるのだそうだ。

　こちらでも味見をさせていただけることになったが、やはりカロンの干し肉というのはとびきり塩気の強いビーフジャーキーのような味わいであった。これは宿場町で売られているのと、寸分変わらぬ味である。

「ざっとこんなところだね。お客人には、ご満足いただけたかねえ？」

　そんなミザの朗ほがらかな笑えみとともに、俺たちのダバッグ見学の前半戦は無事に終しゆう了りようしたのだった。
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　数刻をかけてマロッタの牧場を見物しつくした俺おれたちは、今こ宵よいの宿を求めるべく、宿場の区域へと移動していた。

　たくさんの建物が立ち並び、たくさんの人々が往来する、ジェノスの宿場町にも負けない賑にぎわいである。が、敷しき地ち面積で言えば、ジェノスの半分ていどであるらしい。

「そりゃあジェノスは交易の要だろうけど、このダバッグはそのジェノスへの足がかりに過ぎないからな。ジェノスから西に向かう連中や、西からジェノスに向かう連中が、ひと晩休むだけの場所に過ぎないんだよ、ダバッグってのは」

「なるほど。……でも、ジェノスが二百年前に建こん立りゆうされるまでは、このダバッグがセルヴァで最さい東とう端たんの町であったということですよね？　それなら、二百年前まではこのダバッグが交易の要だったということですか？」

「違ちがうな。ジェノスが建立されるまで、ダバッグから東に向かう街かい道どうは存在しなかった。で、南や北に通ずる道は、いまだに造られていない。道がなければ、交易もへったくれもないだろう？　そもそもカロンの肉しか売りのないダバッグじゃあ、シムやジャガルの連中が好きこのんで寄ってくる理由もないんだよ」

　つまり、ジェノスが交易の要として栄えるまでは、ダバッグは文字通りカロンを育てるだけの僻へき地ちでしかなかった、ということらしい。シムやジャガルと繫つながる街道が造られることもなく、ひたすら西側の町にだけカロンを売っていた。それが、ジェノスが栄えたために、中ちゆう継けい地点の宿場町としての存在価値を得ることになった、というわけだ。

「そんなわけで、宿場町としてはジェノス以上に急ごしらえってわけだ。それでもまあ、ジェノスに行き来する人間が多いおかげで、宿屋の数もそれなりだがね」

　雑然とした町の中で、ザッシュマは笑いながらそう言った。

「だから、これだけの人数でも宿に困ることはないだろう。ちっとばっかり高くついても、女や子供が安心して眠ねむれるような宿がお望みだろうな？」

「はい、そこは安全第一でお願いしたいです」

「それでもって、あとは美味い食事だな。よし、それじゃあ俺についてきてくれ。なかなか上等な料理を出す宿屋には心当たりがあるんだよ」

　ここでもジェノスの宿場町と同様にトトスを走らせることは禁じられていたので、アイ＝ファとディム＝ルティムがそれぞれ手た綱づなを持ってザッシュマの跡を追うことになった。

　で、俺も旅情を満まん喫きつしたかったのでともに歩くことにしたのだが、荷車を降りるなりアイ＝ファににらみつけられてしまった。

「何も危ないことはしないから、そんな目で見ないでくれよ。人ひと混ごみはジェノスの宿場町でなれてるからさ」

「しかしこの町の住人は、良きにつけ悪あしきにつけ森辺の狩かり人うどを恐れる気持ちが薄うすいようだ。歩きたいなら、普ふ段だん以上に気を張って歩け」

「はい、了りよう解かいいたしました」

　しかしこのダバッグでは、町の入口に門衛を立たせて来訪者を選別している。どこかで木の柵さくを乗のり越こえて領内に侵しん入にゆうすることは容易たやすいのであろうが、それでも何となく、ジェノスよりは無ぶ頼らい漢かんが少ないように感じられた。

　歩いている人間の大半は西の民で、商人風の身なりをした者が多く、刀を下げている者などは数えるほどしかいない。なおかつ、フードつきマントを着込んだ東の民はちらほらと見受けられるのだが、南の民に関しては今のところまったくと言っていいほど見当たらなかった。

「東の民は自分たちで身を守るすべを持っているが、西や南の民はちょっとした旅でも護衛役や案内人を雇わなきゃならないからな。ジェノスを訪おとずれる南の民も、わざわざダバッグにまで立ち寄る気持ちにはなれず、まっすぐ故郷に帰っちまうんだろう」

「へえ、東の民には、剣けん術じゆつの達人が多いのですか？」

　サンジュラの姿を思い出しながら俺はそのように問うてみたが、ザッシュマの答えは「否いや」であった。

「東の民ってのは毒草の使い手として名高いから、それを襲おそおうとする野盗も少ないんだよ。迷めい信しん深い老人なんかは、いまだに東の民を呪じゆ術じゆつ師しだとか魔ま法ほう使つかいだとか言って恐れているぐらいなんだからな」

　なるほどなあと、俺は納なつ得とくする。そういえば、シュミラルの率いる《銀の壺》も護衛役などを引き連れている様子はなかったし、ここまでの道みち程のりでもジェノスの宿場町でも、単独で旅をするシム人の姿は珍めずらしくなかったのだ。

　そんな風にザッシュマとの雑談を楽しみながらてくてく石敷じきの道を歩いていると、とある露ろ店てんの商品が俺の目の端はしに引っかかった。

「あ、ちょっと待ってください！　あの店を見てきてもいいですか？」

「何だ？　食事だったら、宿屋まで我が慢まんしておけよ？」

「食事ではありません。あの、革かわ細ざい工くのお店です」

　反対側から、アイ＝ファがまた無言でにらみつけてくる。

「実は、前々から探していた品があるんだよ。ジェノスでは手て頃ごろなのを見つけられなかったんで、見てきたら駄だ目めかなあ？」

　アイ＝ファは無言のまま、ギルルの手綱をザッシュマに託たくした。そんなアイ＝ファに背中を守られながら、俺は目当ての露店へと近づく。

　革細工の露店である。布の敷しき物ものの上に、実にさまざまな商品が広げられている。さすがカロンの町だけあって、種類も品数もジェノスの宿場町の比ではない。

　その中から、俺は目当ての商品を取り上げた。四角い革製の鞄かばんだ。

　大きさは、縦が二十五センチ、横が四十センチほどで、厚みは十五センチほど。木の板に革を張った頑丈な造りで、留め具は金具を使ったベルト状になっている。取っ手と肩かた掛かけが両方備えられているので、これなら持ち運びにも苦労はないだろう。

「すいません。ちょっと中身を拝見してもいいですか？」

　丸い顔をした店番の女性が「どうぞ」と微笑ほほえんでくれたので、俺はいそいそと留め具を外した。当然のこと、中身は空っぽだ。内側にも、カロンの革がびっしり張りつけられている。留め具や蝶ちよう番つがいの具合にも不備はなく、密閉性もなかなかのようだった。

「いいですね。これはおいくらなんですか？」

「そいつは、白銅貨六枚ですね」

　白銅貨六枚――俺の感覚では、日本円で一万二千円といったところか。

　あんまり革細工を購こう入にゆうする機会はないのだが、大きな革袋が白銅貨一・五枚、トトス用の革鞭が白銅貨二枚、鞍くらと腹帯と手綱がセットで白銅貨五枚、といった値段を考えると、そんなに割高ではないように感じられる。そもそも俺の故郷では、革製品ももっと高額であったのでなおさらだ。

「アイ＝ファ、こいつを購入してもいいかなあ？」

　俺が問うと、アイ＝ファは不機嫌そうに目を細めた。

「お前の力で稼いだ銅貨は好きにつかえと、何べん同じことを言わせるつもりだ？」

「そうは言っても、宿場町での稼ぎはファの家の資産だろ？　家長の許しを得るのは当然じゃないか？」

「いいから、お前の好きにしろ。……しかし、そのようなものを何に使うのだ？」

「そりゃあもちろん、調理器具を持ち運ぶときに使うんだよ。前々から、調理刀のための鞄が欲ほしかったんだ」

　俺の言葉に、アイ＝ファはふっと表情をやわらげた。

「……その中には、お前の父親の刀も含ふくまれるのだろうな」

「え？　うん、当然そうなるな」

「ならば、心置きなく買うがいい。それはお前に必要なものだ」

「わかった。ありがとう」

　俺は腰の袋から言われた通りの額を差し出し、無事に革かわ鞄かばんを購入することができた。さっそくそいつを肩に掛けながら、みんなのもとに舞まい戻る。

「ああ、荷物入れですか。それはいい品を見つけましたね」

　荷台から顔を覗かせたマイムが、にこやかに笑いかけてきてくれた。そちらに向かって、「そうだろう？」と俺は革鞄を掲かかげてみせる。

「マイムが使っている荷物入れを見て以来、俺もずっと探していたんだよ。これで調理刀の持ち運びも安心だ」

「ええ、よい刀は料理人の生命いのちですからね」

　そうして五分ばかりも歩を進めて、いよいよあたりに夕ゆう闇やみのとばりが降り始めた頃ころ、ザッシュマが「ここだな」と足を止めた。三階建ての、かなり立派な宿屋である。規模としては、ヤンがかまどを預かる《タントの恵めぐみ亭てい》と同じぐらいかもしれない。ちなみに名前は、《ラマムのしずく亭》であるとのことだ。
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　部屋の空き具合にも問題はなかったので、そこがこの一夜の宿に決定されることになった。まずは主人の案内で、宿屋の裏手へと導かれる。なんとそこには、専用のトトス小屋と荷車を保管するための倉庫まで備えつけられていたのだった。

「おや。このトトスらには、焼き印を押おしていないのですな？」

　主人の問いかけに、俺が「はい」とうなずいてみせる。

「その代わりに、このトトスたちには目印の首くび飾かざりをつけているのですが、これだけではまずいでしょうか？」

　ギルルとルウルウの首には、それぞれギバの牙きばや角の首飾りが下げられている。かつてアイ＝ファが焼き印を押すことを断固として許さなかった、その結果である。

「いえいえ、他に焼き印を押していないトトスなどはお預かりしておりませんので、他のお客様と取とり違える恐れはございません。ご安心してお預けください」

　すでに宿屋の代金を前まえ払ばらいで受け取っていた主人は、にこにこと笑いながらそのように言ってくれた。

　同じように荷車も鍵かぎつきの倉庫に預けて、宿屋に舞い戻る。俺たちにあてがわれたのは、二階の四部屋であった。

「こちらはすべて、四名様用の部屋となっております。ご就しゆう寝しんの際は、内側からかんぬきをお掛けください」

　そのように言い置いて、ご主人は階下に下りていく。その背中を見送りながら、ザッシュマは「さて」と下した顎あごを撫なでた。

「幸い、男女の数はほぼ変わらないぐらいだから、ふた部屋ずつで分かれるか。護衛役も、適当に割わり振ろう」

　ここで、少しだけ波乱が起きた。男女別、という部分でアイ＝ファが難色を示したのである。

「何も心配することはあるまいよ。アスタの身は、俺たちがしっかり守ってやるからな！」

　ダン＝ルティムは笑顔でそう言ったが、アイ＝ファは「しかし……」と眉まゆをひそめている。その姿を見て、ザッシュマが俺の耳もとに口を寄せてきた。

「おい、お前さんたちは、ひょっとしたら夫ふう婦ふであったのか？　だったら今からでも、もうひと部屋を余分に借りることはできると思うが……」

「い、いえ、別にそういうわけではなく、アイ＝ファはただ家人の俺と寝ね床どこを別にするのが不安なだけなのだと思います」

「そうなのか。森辺の習わしというのは、今ひとつよくわからんな」

　俺たちがそんな風に囁ささやき合っている間に、今度はディム＝ルティムが「おい」と声をあげた。

「家人を案ずる気持ちはわからなくもないが、俺たちの仕事はこの場にいる全員を守ることにあるのだぞ？　俺やダン＝ルティムが女衆と同じ部屋で眠るわけにはいかないのだから、お前はお前の仕事を果たすべきだろう」

「……それはそうなのだろうと思うが……」

「それに、アスタの身はダン＝ルティムが守ると言っている。お前はダン＝ルティムの言葉を疑うつもりなのか？」

　ディム＝ルティムの幼げな顔に、ぴりっと苛いら立だちの色が走る。そうしてアイ＝ファは口をつぐむことになり、ダン＝ルティムはガハハと笑うことになった。

「そんなにアスタが心配ならば、アイ＝ファは隣の部屋で眠るがいい！　壁一枚を隔へだてるだけなら、少しは心も安らごう」

　ということで、角部屋は俺とルティム家の二名、隣がアイ＝ファと年少組のリミ＝ルウ、トゥール＝ディン、マイム、お次がバルシャとレイナ＝ルウ、シーラ＝ルウ、最後がザッシュマ、ジーダ、ミケル、という部屋割りで落ち着くことになった。

　各人はそれぞれの部屋に散っていき、最後まで無念そうに立ちつくしていたアイ＝ファも、押し黙ったままきびすを返そうとする。俺は一言かけておきたくて、「アイ＝ファ」とその手首をひっつかまえた。

　すると――驚くぐらいの勢いで、その手はぴしゃりとはねのけられてしまった。

「ア、アイ＝ファ？」

　思わず立ちすくむ俺のほうに、アイ＝ファのほうこそが愕がく然ぜんとした面おも持もちで振り返かえる。

「ち、違う！　今のは――いきなり後ろから手をつかまれたので、驚いてしまっただけなのだ！」

「そ、そうなのか？」

　アイ＝ファはきつく唇くちびるを噛かみしめてから、いきなり両手で俺の両手首をひっつかんできた。

「この通りだ。決してお前に触ふれられるのを忌き避ひしたわけではない。本当に、少し驚いただけなのだ」

「わ、わかったよ。別にアイ＝ファの言葉を疑ったりはしていないって」

　言いながら、俺は自分の鼓こ動どうが速くなっていくのを抑おさえることができなかった。そういえば、こうしてアイ＝ファと直接的に触れ合あうのは、十日以上ぶりのことであったのだ。

　べつだん、アイ＝ファに触れるのを避さけていたわけではない。同じ家に住む家人といえども、そうそう身体からだに触れる機会などはない、というだけのことだ。

　ただ――俺がリフレイアにさらわれて以来、別々の場所で眠っても、朝方にはぴったりとアイ＝ファが寄より添そっていることが多かった。その風習が、この十日間ばかりは絶えていた。それだけの話である。

「……お前も、私に触れられるのを忌避したりはしていないか？」

「あ、当たり前だろ？　そんなわけあるはずないじゃないか」

　アイ＝ファは眉まゆ根ねを寄せながら、俺の両手首をぎゅうっと握にぎりしめてきた。

「しかしお前は、少し苦しそうな顔をしているように見える。血の流れもいささかならず速くなっているようだ」

「お、俺の脈みやく拍はくを計測しないでくれ！」

　そうして俺がわめきかけたとき、遠い場所で扉とびらの開かれる音色が響ひびいた。とたんにアイ＝ファの指先は俺の手首から離れていき、ザッシュマの声が近づいてくる。

「何だ、まだ部屋に入っていなかったのか？　俺はちょっと寄合所に出向いて、商会の連中に挨あい拶さつをしてくるよ。向こうの都合が悪くなければ、なるべく明日の早い時間に面会を申し込みたいんだよな？」

「は、はい！　中天には出立しなければなりませんので！」

「わかった。それじゃあ、ちっとばっかり部屋で休んでいてくれ。そいつが済んだら、晩飯にしよう」

　陽気に言いながら、ザッシュマは階段を下りていく。しばしの沈ちん黙もくののち、アイ＝ファは再びきびすを返した。

「では、またのちほどな。ダン＝ルティムらに迷めい惑わくをかけるのではないぞ？」

「あ、ああ、了解だよ」

　扉の向こうに、アイ＝ファの姿が消えていく。アイ＝ファは少しうつむいていたので、その表情はマントの襟えりに隠されてしまっていた。

　俺は大きく息をつき、胸の鼓動がしばし落ち着くのを待ってから、ダン＝ルティムらの待つ部屋へと足を向けることにした。




　それから半刻の後。

　首しゆ尾びよく明日の面会の約束を取りつけてきたザッシュマが戻るのを待ち、俺たちはいよいよ階下の食堂へと出しゆつ陣じんすることになった。

　食堂も、やはり大きくて立派な造りをしている。そろそろ日の暮れる頃ころ合あいであったので、客の入りも上々だ。十三名の団体連れである俺たちは、少し席を詰つめてもらって、二つの巨大な卓たくを専有させていただくことになった。

　申し合わせたわけでもなく、男女で分かれて席につく。俺の隣に陣じん取どったダン＝ルティムは、「いったいどのようなものを食わされるのかな！」とはしゃいでいた。

「森辺のみなさんがたは、カロン料理の好みなんてあるはずもないよな。あんたは何か要望などあるかね、ミケルよ？」

　ザッシュマの問いに、ミケルは「いや」と首を横に振る。

「せっかくダバッグの生まれである人間がいるのだから、俺などが差し出口をきく必要はあるまい」

「そうかい。だったら、まかせてもらおうかね」

　ザッシュマは、笑え顔がおで食堂の娘むすめさんを呼びつけた。実にふくふくとした健康的な外見の娘さんが「はあい」と席をぬって近づいてくる。今のところ、このダバッグでは平均以上に細身の人間を見かけていない気がした。

「カロンの背中と腰の焼肉を大皿で二枚ずつ、足肉の煮に付つけを大皿で一枚ずつ、フワノは人数分を焼いてくれ。それに、ここでは野菜の乳漬づけを扱あつかっていたはずだよな？」

「はあい。今日の野菜は、アリアとネェノンとティノですよお」

「それじゃあそいつも大皿で一枚ずつ、あとは乾かん酪らくの壺つぼ焼やきをいただこう。壺焼きは人数分でな」

「あれえ、よくお食べになるお客さんだねえ」

　おかしそうに笑う娘を横目に、ザッシュマが俺たちを振り返る。

「そういえば、酒はどれだけ必要なのかな？　見たところ、たしなむ人間はそんなに多くないようだが」

　名乗り出たのは、ダン＝ルティムとバルシャのみであった。

　そうしてバルシャはにんまり笑いながら、隣りん席せきのシーラ＝ルウの肩を小こ突づく。

「あんたも、いける口なんだろう？　町には町の酒の味ってやつがあるんだから、知っておいて損はないんじゃないのかね？」

「そうなのですか？　でしたら、わたしもお願いいたします」

　そういえば、俺はあんまり女衆が酒をたしなむ姿を見たことがない。シーラ＝ルウは、いける口であったのか。

「あれ？　ミケルはお飲みにならないんですか？」

　俺がそのように問いかけると、向かい側のミケルにじろりとにらまれてしまった。それに気づいたマイムが、隣の卓から大きな声をあげてくる。

「父さんはアスタと出会って以来、ひと口もお酒を飲んでいないんですよー。それまでは、毎日のように明るい内から酔よっ払ぱらっていたんですけどねー」

　ミケルの眼光が、愛まな娘むすめのほうに差し向けられる。マイムは悪戯いたずらっぽく笑いながら、そっぽを向いてしまった。

「それじゃあ、果実酒は土ど瓶びんで四本だ。残りの連中には、冷やしたゾゾ茶を頼たのむ」

「はあい、それでは少々お待ちくださいねえ」

　いったん姿を消した娘さんが、やがて大きな盆ぼんを手に舞い戻もどってくる。四本の土瓶と同じ数の酒しゆ杯はい、そして九名分の冷たいゾゾ茶が、その娘さんの手によって給きゆう仕じされた。

「へえ、ゾゾ茶ってのは、冷やして飲むこともできるんですね」

「そりゃあそうさ。焼いた肉には、冷たい茶だろう？　ま、俺はもっぱらこっちだがね」

　ザッシュマとバルシャが酒杯に果実酒を注ぎ、それぞれダン＝ルティムとシーラ＝ルウの前に置く。ダン＝ルティムは不ふ審しんげに眉を寄せながら、その酒杯に鼻を寄せた。

「町では、わざわざこのように酒を取り分けるのか？　それに、こいつは何やら普ふ通つうでない香かおりがするな」

「そりゃあ果実酒をそのまま飲むんだったら、自分で買ったほうが安上がりだからな。宿屋では宿屋なりの工く夫ふうが凝こらされているものなんだよ。お気きに召めすかどうか、試ためしてみるといい」

　そんな風に言いながら、ザッシュマは自分の酒杯を掲げ持った。

「それじゃあ、今回の旅が無事に終わることを祈いのりつつ、乾かん杯ぱいといこうか」

「お待ちください。この場合、わたしたちは誰だれに礼をほどこせばよいのでしょう？」

　そんな声をあげたのは、レイナ＝ルウであった。そういえば、同どう胞ほうならぬ人間の手による晩餐を食するというのは、森辺の民たみにとって大いに習わしから逸いつ脱だつする行こう為いであるはずなのだ。これまでも、試食という名目で城下町の料理人たちの料理を食した経験はあるものの、まるまる余人の手による晩餐というのは、正しよう真しん正しよう銘めいこれが初めてであるはずだった。

　俺は「うーん」としばし考えてから、自分なりの意見を述べてみせた。

「とりあえず《ラマムのしずく亭》のかまど番、でいいと思うけど、どうだろう？」

「そうですね……では、何に感謝するべきなのでしょう？」

「ああ、『森の恵みに感謝して』って部分ね。……えーと、こいつはギバの料理を売って得た銅貨で食する晩餐だから、そこはやっぱりギバをもたらした森に感謝を捧ささげるのが正しいんじゃないかなあ？」

　酒杯を掲げ持ったまま、ザッシュマはきょとんと目を丸くしている。

「何だ、晩飯を口にするというだけで、ずいぶんややこしい話になっているみたいだな」

「はい。それだけこれは、森辺の民にとって前ぜん代だい未み聞もんの出来事であるということなのですよ」

　それでも森辺の族長ドンダ＝ルウの許しを得て、俺たちは今この場にいる。数ヶか月げつ前には誰にも想像しえなかったであろうこの状じよう況きようを、俺は心から寿ことほぎたかった。

　そうして森辺の民が食前の文言を唱え終わるのを待ち、俺たちはようやく杯さかずきを掲げることがかなったのだった。




２




「お待たせしましたあ。背中と腰こしの焼肉ですよお」

　白い湯気のたつ大きな木皿が、卓に二枚ずつどかりと置かれた。載のせられているのは、実に芳かぐわしい香りを放つ、焼きたてのカロン肉である。直径三十センチぐらいの大皿からはみだしてしまいそうなほどの巨大な一枚肉で、厚みも二センチほどはあり、なんとも豪ごう快かいな見み栄ばえであった。

　どちらが背中でどちらが腰の肉なのだろう。外見上に大きな違いは見当たらない。鉄板ではなく鉄てつ網あみで焼かれたようで、表面には格こう子し状じように焼き色がついている。

　そうして人数分の木皿や木き匙さじが配はい膳ぜんされるのを待ってから、ザッシュマは「さて」と備えつけの肉切り刀を取り上げた。

「森辺の民は、余よ所その家の人間と同じ皿をつつくのを禁じられてるって話だったよな？　最初に切り分けちまうから、適当に持っていってくれ」

「あ、よかったら俺が代わりましょうか？」

「いやいや、カロン肉だったら俺に任せておいてくれよ」

　ザッシュマはとても楽しそうな表情をしていたので、俺は切り分けられた肉を配分する役目を担になうことにした。

　木き串ぐしで肉をおさえながら、ザッシュマは巨大な一枚肉を二センチぐらいの幅はばで切り分けていく。言うだけあって、なかなかなめらかな刀さばきである。ダバッグ生まれは伊だ達てではない、ということなのだろう。

　切り分けられた肉を各人の木皿に移して、次々に回していく。その作業がちょうど完かん了りようしたところで、また娘さんが大きな皿を手に近づいてきた。

「はい、こちらはフワノですよお。まだ熱々なので、気をつけてくださいねえ」

　具なしのピザを思わせる丸い焼きフワノが、どっさりと積み上げられている。焼かれる前に練り込まれたのであろうカロン乳と乳脂の香りが、いっそう食欲を刺し激げきしてくれた。

「よし、それじゃあいただこうか」

　ザッシュマの声を合図に、俺たちは木串を取り上げた。が、そこでダン＝ルティムがいくぶん残念そうな声をあげる。

「何だ、この肉は生焼けではないか」

「うん？　ああ、こいつは新しん鮮せんな肉を使ってるっていう証あかしだよ。昼間にも、生の肉を味見しただろう？」

「ううむ。ギバの肉では、生焼けなど許されんからなあ。このカロンとかいう獣けものの肉だって、よく焼いたほうが美う味まいのではないか？」

　ぼやきながらも、ダン＝ルティムは巨大な肉片を一口で頬ほお張ばってしまった。そしてその肉を噛む内に、寄せられていた太い眉がゆっくりと開かれていく。

「ふむ！　しかしこの生焼けの肉は、なかなかの美味であるようだ」

　生焼けというか、それはミディアムレアぐらいの焼き加減であった。俺も大いに期待しながら、その肉を口に運ぶ。

　俺の口には大きすぎたので、三分の一ぐらいの分量でかじり取ったのだが、難なく噛み切きれるぐらいやわらかな肉であった。表面の焼いた部分は香こうばしく、内側の肉はジューシーだ。肉にく汁じゆうの量は申し分なく、脂あぶらはこってりと甘あまい感じがする。

　味は、いくぶん塩気が強かった。しかしそれ以外は、ダイレクトな肉の味だ。かなり上等な牛肉のサーロインステーキを思わせる味わいである。

「味が足りなければ、こいつを塗ぬるといい」

　と、ザッシュマが小さな壺を回してくる。その中には、刻んだ生のミャームーがどっさり詰め込まれていた。

　そいつをちょっぴりだけ肉の上に載せてみると、格段に味が跳はね上あがった。欲を言えば、俺が普段作製しているステーキ用のソースでもまぶしてやりたいぐらいであったが、これだけでも十分に美味といえよう。

　もう片方の肉もかじってみると、そちらは脂が少ない代わりに、びっくりするぐらい肉のきめがこまかかった。ほとんど赤身なのに、さきほどの肉に劣らずやわらかい。さっぱりとしているのにとても豊かな風味を持つ、ランプ肉を思わせる味わいだ。

「ひょっとしたら、こちらの脂が少ないほうが、腰の肉なのでしょうか？」

「ああ、腰というか、尻しりの肉だよ。毎日きちんと革かわ鞭むちで叩たたいてやらないと、こんなにやわらかい尻の肉にはありつけないんだぜ？」

　その俗ぞく説せつの真しん偽ぎはともかく、とても美味なる肉であった。隣となりの卓でも、マイムが「美お味いしいですね！」と大きな声をあげている。

「カロンは足肉しか口にしたことがありませんでしたが、背中や腰の肉というのはこれほど美味なものなのですね！」

「ああ、ジェノスの宿場町では、足肉しか食えないもんなあ。こいつは倍の銅貨を払ってでも食いたくなる味だろう？」

「本当ですね。城下町の人たちが羨うらやましいです！」

　しかし、そちらの卓で満足そうな顔をしているのは、マイムとバルシャぐらいであるようだった。つまり、森辺の女衆らはのきなみ淡たん々たんと肉を噛んでいたわけである。

「何だ、お前さんたちは物足りなそうだな。やっぱりギバ肉が恋こいしいのか？」

　ザッシュマが問うと、一同を代表してレイナ＝ルウが声をあげた。

「いえ、とりたてて不満があるわけではないのですが……塩とミャームーしか使っていないのが、惜おしいように感じられてしまいます。最初にピコの葉をまぶし、簡単なそーすを掛かけるだけでも、ずいぶん違ってくると思うのですが」

「ああ、森辺の民は、塩じゃなくピコの葉に肉を漬け込んでいるんだったな。確かにピコの葉も、カロンには合いそうだ」

「はい。ですから、美味は美味なのですけれど、そういう部分が気になってしまって……それにやっぱり、わたしたちはギバの肉を食べなれているために、そちらのほうが口に合ってしまうのだと思います」

「何もそんなに申し訳なさそうな顔をする必要はない。俺だってきっと、塩気のないギバの肉を食べたら、同じような気持ちになるんだろうからな」

　豪快に笑って、ザッシュマはぐびりと果実酒をあおった。

「しかし、これだけ上等なカロンの肉を食べても、べつだん感じるものはないということか。俺もちょっとばっかりギバの肉ってもんに興味がわいてきたよ」

　そう、実は警護役や連れん絡らく役やくとしてたびたび俺たちの屋台を訪れていたザッシュマであったが、彼かれはまだギバの料理をひと口たりとも口にしていなかったのである。西の民であるザッシュマはギバを忌避する気持ちが強いのかな、と当初は思っていたのだが、ひょっとしたらそれはカロンの肉をこよなく愛するゆえであったのかもしれない。

「確かにまあ、ギバのすてーきとどちらが美味いかと問われれば、俺も迷わずギバを選ぶだろう。森辺の民は森の恵みを喰くらうべきなのだから、それは当然だ」

　そのように言いながら、ダン＝ルティムも酒杯の果実酒をひと口で飲み干す。

「それに、この果実酒もな。妙みように甘ったるいし、酒精も弱い気がしてならん。こいつはいったい何の味なのだ？」

「こいつはラマムの果か汁じゆうやカロンの乳清なんかで割られているんだよ。お気に召さないなら、お次は別の味にしてみるかい？」

「ほう、別の味があるというのなら、そいつは是ぜ非ひとも試してみたいものだ！」

「呆あきれたもんだねえ。もうひと瓶びんを空けちまったのかい？　薄められているとはいっても、七割がたは酒だろうにさ」

　笑いながら、バルシャは自分の酒杯を満たす。そして、シーラ＝ルウの酒杯が空であることに気づき、そちらの土瓶を取り上げると、バルシャの目がきょとんと丸くなった。

「あれ、あんたももう飲み干しちまったのかい？」

「はい。森辺でいただく果実酒よりも、酒精が弱かったのですね。どうりで飲みやすいと思いました」

　飲みやすいといっても、たぶんママリアの果実酒はワインと同じぐらいのアルコール度数である。果汁などで割られているとはいえ、一リットルぐらいの容量をもつ土瓶一本を空けているのに、シーラ＝ルウは普段と変わることなく穏おだやかに微笑んでいた。

「それじゃあ、三本追加だな。おおい、今度はアロウで割った果実酒を三本持ってきてくれ！」

　ザッシュマが注文をしている間に、俺はフワノを食させていただいた。

　ポイタンよりももっちりとしており、そして水ではなくカロン乳と乳脂で仕上げられた焼きフワノは、実にミルキーな味わいであった。ホットケーキから砂糖と卵を抜いたようなものなので、いくぶんお菓か子しめいている。

「はあい、アロウ割りの果実酒、お待たせしましたあ。それに、野菜の乳漬けと乾酪の壺焼きでえす」

　と、新たな土瓶と大きな木皿、それに人数分の小さな壺つぼが並べられていく。木皿には、何かねっとりとした白いものがまぶされた野菜が積まれていた。そして乾酪の壺焼きとは、なんと熱されて溶とかされた乾酪そのものであった。

「この壺の中には、蒸むされた野菜がぶち込まれてるんだよ。野菜の乳漬けってのは――まあ、説明するより食べてもらったほうが早いだろうな」

　こちらの卓では俺が、女衆の卓ではリミ＝ルウが配分役を受け持ち、野菜の乳漬けなる料理を木皿に取り分けていく。野菜はアリアとティノとネェノンで、そこにまぶされているねっとりとした物体は、質感としてはヨーグルトに近いようであった。

　鼻を寄せてみると、ほのかに酸すっぱそうな匂においも感じられる。これはジェノスの城下町でも見かけなかった食材だぞ、と俺はぞんぶんに好こう奇き心しんをそそられつつ、まずはティノを口に運んでみた。

　やはり、ヨーグルトを思わせる酸味である。塩気もあるが、それ以上にカロン乳の甘さというかまろやかさが強い。なおかつ、焼肉の脂をすっきりと洗い流してくれるような、清せい涼りようなる風味であった。

　で、肝かん心じんの野菜のほうはというと、酸味と甘みと塩気がしみこんだ上で、しんなりとやわらかくなっている。これはまぎれもなく発はつ酵こう食品であった。匂いはそんなにきつくないが、雰囲気としては、ぬか漬けに近い。ヨーグルトで作られた浅あさ漬づけというのが、一番しっくりくる味わいであるようだった。

「こいつはいちおう、ささやかながらもダバッグの名物料理でな。苦手な人間も多いだろうが、カロンの肉にはよく合うだろう？」

「いいですね。俺は好きな味です。いったいどうやったら、カロンの乳をこのように加工できるのでしょうか？」

　その答えは、ザッシュマではなくミケルの口から語られることになった。

「こいつは搾しぼったカロンの乳を腸ちよう詰づめにしたものだ。そうして腸詰めにされたカロンの乳は、酸味と粘ねばり気けが増した上で、腐くさりにくくなる。そうしてできあがったカロンの乳に、塩をもみこんだ野菜を漬け込んだ料理なのだろう」

「へえ！　カロンの乳って、そんな使い方もできるんだ？」

　興味しんしんの笑顔で発言してから、マイムは「しまった」というように自分の口をふさぐ。

　が、しばらく父親の不ふ機き嫌げんそうな横顔を見つめていたかと思うと、やがておずおずとした様子で「……どの料理も美味しいね？」と言葉を続けた。

「そうだな」とミケルは低い声で言い、マイムは安心したように微笑む。俺などが下手に介かい入にゆうしなくとも、すでに親子喧げん嘩かは終戦に差しかかっているのかもしれなかった。

「さ、壺焼きのほうも、冷めない内に食っちまってくれよ？　うかうかしてると、乾酪が固まっちまうからな」

　とりなすように、ザッシュマがまた大きな声をあげる。確かにこの乾酪の壺焼きという料理も、野菜の乳漬けに劣おとらず興味深い料理であった。

　人間の拳こぶしがすっぽり入るていどの壺に、とろけた乾酪がなみなみと注がれている。ギャマほどではないにせよ、カロンの乾酪だってそれなりに高級な食材であるはずだから、これは宿場の料理としてはかなり上等なものであるに違いない。

　で、その正体は、まさしく溶かした乾酪に蒸した野菜をぶち込んだだけのものであった。野菜は乳漬けと同じくアリアとネェノンとティノの三種で、要するに、最初から具材を投入してあるチーズフォンデュみたいなものである。

　お味のほうは、申し分ない。それに、ここまで時間が経ってもまだとろとろの半液状を保っているということは、微び量りようなれど乾酪以外の食材も使われているのであろうと思われる。問うてみると、ザッシュマは同じ料理を口にしながら「どうだろうな」と首を傾かしげた。

「普通はフワノの粉や乳清なんかが使われてるんだろうと思うが、俺もそこまで詳くわしくは知らんよ。こんな贅ぜい沢たくな料理を牧場で作ることはなかったからなあ」

「乳清というのは、何なのですか？　さっき果実酒にも混ぜられていると言っていたようですが」

「乳清ってのは、乾酪を作るときに出る水っ気のことだよ。貴族のお姫ひめ様さまなんかは、乳にゆう脂しや乳清を肌はだに塗りこんでいるらしいぜ？」

　ならばそれは、いわゆるホエーというやつか。チーズ作りに関しては俺もそこまで詳しくはないのだが、たしかヨーグルトから分ぶん離りされる水分もそれと同質のものであったはずだ。

「カロンの乳というものには、色々な使い方が存在するのですね。なんだかとても興味深いです」

　そのように述べたのは、レイナ＝ルウであった。シーラ＝ルウやトゥール＝ディンは感心したように、リミ＝ルウは実ににこやかな様子で、二種の野菜料理をついばんでいる。どうやらシンプルなカロン肉のステーキよりも、こちらのほうが森辺のかまど番たちの興味をひきつけたらしい。

　そんな中、足肉の煮に込み料理も届けられた。四角くひと口大に切られたカロンの足肉が、白い乳で煮込まれている。汁しる物ものではなく煮付けであるが、俺が《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》で考案した足肉の乳スープとそれほど大差のない料理である。

　食べてみると、これがまた美味かった。筋張っていて脂あぶら身みも少ない足肉であるが、しっかりと煮込まれてやわらかくなっている。それにたぶん俺と同様に、下ごしらえでしばらく肉を乳に漬け込んでいるのではないだろうか。俺の作る足肉の汁物料理と遜そん色しよくのないやわらかさだ。

　で、煮に汁じるには足肉の出だ汁しがしっかりと出ており、乳の甘さやまろやかさといい具合にからみあっている。その他ほかに感じるのはやはり塩気と、それにほのかな野菜の旨うまみであった。

「これは、アリアとネェノンが使われているようだな」

　対面のミケルが、ぽつりとつぶやく。

「形はまったく残っていないが、こまかく刻んだ上で、溶けてなくなるまで煮込まれているのだろう。手間を惜しまない、いい料理だ」

「そうですね。欲を言えば、もうひと押しだけ味を重ねると理想的な気もしてしまいますが」

　俺おれがそのように相づちを打つと、ミケルの光の強い目が真正面から俺を見てきた。

「アスタ。お前ならば、この料理に何を足す？」

「俺ですか？　俺なら、まずはピコの葉ですね」

「ピコの葉か」と、ミケルは角ばった顎あごを考え深げに撫で回まわす。

「お前の作る料理の多くには、ピコの葉が使われている。手近にあるからというだけの理由ではなく、それがお前の作法であるようだな」

「はい。俺の故郷では、塩と同じぐらいピコの葉に似た香こう辛しん料りようが味の土台として使われていたのですよ」

　ピコの葉というのは、黒くろ胡こ椒しように似た食材であるのだ。言われるまでもなく、それは俺の作る料理の要になることが多かった。

「ふん。確かにまあ、ピコの葉を入れるだけでも、この料理は格段に味が引ひき締しまるだろう。なんなら、生の葉を一枚沈しずめておくだけでも十分なぐらいかもしれんな」

「……ミケルだったら、何の食材を足しますか？」

　俺が尋たずねると、ミケルは仏ぶつ頂ちよう面づらで口をつぐみ、隣の卓でリミ＝ルウらと談だん笑しようしている愛娘のほうに視線を向けた。得たりとばかりに、俺は同じ質問をマイムに投げかけてみる。

「この料理に、もうひと味ですか？　そうですね。わたしだったら、キミュスの骨がらを一いつ緒しよに煮込むと思います」

「キミュスの骨がらか。なるほどね。俺も高価な魚や海草の干ひ物ものばかりに頼たよるんじゃなく、もっと骨がらを活用しないとなあ」

「アスタ、その点に関して、一つ考えついたことがあるのですが」

　と、遠い位置からシーラ＝ルウが呼びかけてくる。

「ルウの集落でもミケルの教えに従って、干し肉を作るのに長い時間をかけるようになりました。その時間を利用して、ギバの骨がらを煮込んでみてはどうでしょうか？」

「なるほど。どうせ火の番でその場を動けないなら、同時進行で別の仕事をこなしてしまおうという考えですか。いいですね、それ」

　それならば、前々からチャレンジしてみたかったギバ骨スープの研究に取り組めるかもしれない。

　圧あつ力りよく鍋なべというものが存在しない以上、本格的な骨がらのスープを作製するには、とにかくひたすら煮込み続けなくてはならないのだ。俺にはそこまでの時間を捻ねん出しゆつすることもかなわないが、燻くん製せい肉の作製を受け持ってくれるスドラやフォウの人々にその役割を担ってもらうことができれば、希望の道が開けるかもしれない。

「いや、本当にそれは素す晴ばらしい考えです。俺もちょっと、近在の氏族の人たちと相談してみますよ」

「はい」と、シーラ＝ルウはひそやかに微笑んだ。どれだけアルコールを摂せつ取しゆしても、彼かの女じよの聡そう明めいさにはまったく曇くもりもないようだ。

「さすがは料理人の集まりだな。ますますお前さんたちの作る料理に興味がわいてきちまったよ」

　と、だいぶん顔の赤くなってきたザッシュマが陽気に言う。

「さて、あらかた料理も片付いたようだが、まだまだ満腹にはほど遠いだろう？　次はどんな料理を味わってもらおうかね」

「ザッシュマよ、カロンにもあばら肉というものが存在するならば、俺はそいつを味見してみたいのだが！」

「わたしはなるべく多くの食材を使った料理を食してみたいのですが」

　ダン＝ルティムとレイナ＝ルウの要望に、ザッシュマは「ふむ」と考え込む。

「それじゃあ、あばら肉の焼物と、あとは汁物でも頼んでみるか。銅貨の心配なく料理を頼めるってのは楽しいもんだ」

　そうして運ばれてきたあばら肉は茎くきのままのミャームーと一緒に乳脂で炒いためられており、汁物は臓物を使ったカロン乳のスープであった。

　あばら肉は文句なしの美味しさであり、スープのほうもそれなりに手が込んでいた。野菜はやっぱりアリアとティノとネェノンの三種で、スープの土台はおなじみのカロン乳であったが、キミュスの卵やマルの塩しお漬づけなどもぶちこまれており、なかなかひとかたならぬ味わいを生み出していたのである。

　調味料は塩しか使われていないし、ミャームー以外には香こう草そうも使われていない。それでいて、味に一本筋が通っているように感じられるのは、やっぱりカロンの出汁の恩おん恵けいなのか、あるいはここでも乳清が使用されているのか。何にせよ、城下町における試食会ではたびたび不満の声をもらす森辺の民たちも、今こ宵よいの晩ばん餐さんにおいては実に和なごやかに食を進めていた。

　複雑さとは縁えん遠どおい、それでいてジェノスではちょっとお目にかかれないカロン尽づくしの献こん立だてに、みんなそれなりに満足している様子である。無表情に黙もく々もくと食べ続けているだけのアイ＝ファやディム＝ルティムも、いやいや完食をしている様子では決してなかった。

「どうだい、ご満足いただけたかな？」

　ザッシュマが問うと、レイナ＝ルウは「はい」と静かにうなずいた。

「ジェノスの宿場町でも美味なる料理を作れる人間が増えてきましたが、それはさまざまな食材が使えるようになったゆえなのだろうと思います。タウ油や香草を使わずにここまで美味なる料理を作ることができるというのは、きっと生半可なことではないのでしょう」

「ああ、最近はジェノスの宿場町でも、城下町なみに色々な食材を扱えるようになってきたらしいな。……しかしジェノスの連中は、香草やら調味料やらをどかどか放ほうり込みすぎるきらいがある。あれじゃあ、せっかくのカロン肉も台無しだよ」

「ええ、わたしもそのように思います。……ヴァルカスという料理人の作る料理は除いての話ですが」

　つまり、ヤンやティマロの作る料理よりは、こちらのダバッグ料理のほうがレイナ＝ルウの好みに合がつ致ちした、ということなのだろう。なおかつ、最近ではナウディスやネイルが美味なる料理をお披ひ露ろ目めし始めているが、それはジャガルやシムの食材があってのことなのだろう、と――大筋として、俺にも異論はなかった。

「きっとこのダバッグでは、カロンにまつわる食材を扱う技術がひたすら練りあげられてきたんだろうね。しかも、これだけ上等な肉をふんだんに使えるものだから、複雑な味付けが求められることもなかったのかもしれない」

「はい。使われているのはカロンの肉とその乳ばかりで、調味料どころか野菜の数さえそれほど多くはないのですからね。限られた食材で、いかに美味なる料理を作ることができるか練れん磨まする――それは、ミケルやマイムにも通ずる作法であるように思えます」

　そう言って、レイナ＝ルウはミケルのほうに視線を転じたが、ぶっきらぼうなるかつての名料理人はカロンの肉を食はみながら無言であった。その代わりに、レイナ＝ルウの正面にいたマイムが元気いっぱいの声をあげる。

「ジェノスでは城下町でしか胴どう体たいの肉を買うことはできませんけど、カロンの乳だったら好きなだけ手に入るのですよね？　家に戻ったら、わたしもぜひカロンの乳を使ってみたいと思います！」

「そうですね。ルウの家でも、またカロンの乳を買うべきなのかもしれません」

　レイナ＝ルウとマイムが直接言葉を交かわすのは珍めずらしいことであった。しかし、マイムはもちろんレイナ＝ルウのほうにも気負いは感じられない。むしろ、マイムの隣に座すわっているトゥール＝ディンのほうが、ひどく真しん摯しな眼まな差ざしで同年代の好敵手たる少女の横顔を見つめているように感じられた。

　アイ＝ファのかたわらにあるリミ＝ルウは普ふ段だん通りの無む邪じや気きな様子であるが、シーラ＝ルウも真しん剣けんな面持ちで汁物料理をすすっている。俺以外のかまど番たちも、それぞれぞんぶんにダバッグの食文化を堪たん能のうできたようだ。

（無理を言ってダバッグにまで出向いてきた甲か斐いがあったな。森辺に帰ったら、あらためてドンダ＝ルウにお礼を言っておこう）

　俺がそのように考えていると、隣のダン＝ルティムが笑いながら大声をあげた。

「本当にお前さんたちは、小難しい話が好きなのだな！　俺は美味い食事と酒にありつければそれで十分だ！　……さ、ザッシュマよ、そろそろ酒が尽つきてしまいそうだぞ？」

「それじゃあお次は、干しキキ汁じるの酒でも試してもらおうか」

　ザッシュマも、笑顔で食堂の娘さんを呼びつける。

　すると、それと一緒にどやどやと近づいてくる一団があった。新たに入店してきた五名ばかりの男たちが、俺たちの隣の卓に案内されてきたのだ。

「お、隣は別べつ嬪ぴんぞろいだな。こいつはいい席だ」

　すでに酒が回っているらしく、男の一人が大声でそのように述べてきた。腰には刀を下げている、いくぶん柄がらの悪い面々である。ジェノスの宿場町では珍しくもないが、このダバッグではあまり目にすることのなかった、荒あらくれ者ものの一団だ。

　いくぶん怯ひるみ気味の表情であった娘さんは、ザッシュマからの注文を受けると飛ぶような勢いで駆かけ戻っていってしまった。それを尻しり目めに、男の一人が女衆の卓のほうに身を乗り出してくる。

「女ばかりで酒盛りかい？　ちょうどこっちは野や郎ろうばかりで色気が足りてなかったんだ。よければ一緒に酒杯を交わそうじゃねえか？」

「悪いな、その女衆らはこっちの連れなんだよ」

　陽気な笑顔のまま、ザッシュマが掣せい肘ちゆうの声をあげる。すると、ひときわ人相の悪い男が「ああ？」と眉根に皺しわを寄せた。

「何だ、狩人の一団か？　このダバッグで、カロン以外の肉なんざ売れるわけねえだろうがよ？」

「こちらの方々は狩人としてではなく、旅の護衛役として同行されているんだよ。あんまりはしゃぐと、おっかない目を見ることになるぜ？」

　ザッシュマは、気安い態度を見せることで、空気を軟なん化かさせようとしたのかもしれない。しかし、男たちの放つ不ふ穏おんな空気に変化は訪おとずれなかった。

「どこの田舎いなかから出てきたのか知らねえが、狩人だったら山ん中で土まみれになってるのがお似合いだぜ。乾酪の壺焼きなんて、過ぎたご馳ち走そうだ」

「ははん。俺はダバッグの生まれだけど、ここだって辺境中の辺境じゃないか？　いいからダバッグ自じ慢まんのカロン料理で腹を満たしなよ、お兄さんがた」

「……待てよ、こいつら、森辺の民なんじゃねえか？」

　と、頬ほおに傷のある齧げつ歯し類るいみたいな顔つきの小男が、悪意のしたたる声でそのように言った。

「そら、そいつらが着込んでるのはギバの毛皮だし、肌の色だって妙に浅黒い。ついにジェノスの外にまで顔を出すようになったのかよ、こいつらは」

「へえ、ギバ喰いの森辺の民か。森辺の民なんざ、半分獣の蛮ばん族ぞくだって聞いてたのに、女はやたらと色っぽいんだな」

　いよいよ不穏な空気は高まっていくが、少しでもそれに心を乱されているのは、俺とマイムぐらいのものであった。リミ＝ルウはきょとんとしているし、それ以外の女衆は平然と食事を続けている。無ぶ頼らい漢かんにからまれるのはなれっこの森辺の女衆なのである。

　しかし、そうした振ふる舞まいがいっそう男たちの嗜し虐ぎやく心しんを駆り立たててしまったのだろう。頬に傷のある小男が、ついに席を立って女衆らに接近し始めた。

「おい。手て前めえらは、ちょっと前まで野盗の真ま似ね事ごとをしてたんだろうがよ？　そんな罪人が、よく余所の町にまで出張ってこられるもんだなあ？」

「森辺の罪人は、すべて裁かれました。ジェノスの城から、その旨むねは通達されているはずですが」

　小男のほうを見ようともしないまま、レイナ＝ルウが穏やかな声で言葉を返す。とたんに小男の顔は、アルコール以外の理由で赤らんだ。

「ずいぶんなめた口をきく小こ娘むすめだな？　そんなに銅貨を稼かせぎたいなら、俺たちがいい仕事を紹しよう介かいしてやろうか？」

「あ、あの、どうかされましたか、お客様？」

　と、店の主人が慌あわてふためいた様子で飛んでくる。どうやら給仕の娘さんが、不穏な空気を感じ取って呼びつけたらしい。小男の背後でふんぞりかえっていた大男が、そちらに「うるせえな」と怒ど声せいをあびせた。

「いいから、俺たちにも酒を持ってこいよ。いつまで客を待たせやがる気だ？」

「は、はい、ですが、他のお客様のご迷惑になりますので、その……」

「いったい何が迷惑だってんだ!?　手前は黙だまって酒を持ってくりゃいいんだよ！」

　大男が空いていた椅い子すをおもいきり蹴けり倒たおすと、主人は「うひい」と後ずさってしまう。どうやら、荒くれ者を扱うスキルは、俺以上に持ち合わせていない様子である。他の卓で食事を楽しんでいた人々も、ざわつきながらこちらの様子に見入っていた。

「我々にとって、晩餐というのはその日の生命いのちを得る神聖な行為であるのだ。その場を乱されるのは、迷惑以外の何物でもない」

　と――鋼はがねのように鋭するどく冷たい声が、その場の空気を両断した。レイナ＝ルウのななめ向かいに座していた、アイ＝ファである。小男の濁にごった目が、せわしなくそちらに向けられた。

「はん、女だてらに狩人気取りか？　そっちもずいぶんな別嬪じゃねえか」

「…………」

「だったら、手前に相手をしてもらおうか。その小こ汚ぎたねえ毛皮を剥はいじまえば、手前だって――」

　と、小男の手がアイ＝ファのほうにのばされる。

　その指先がアイ＝ファの肩かたに触ふれかけた瞬しゆん間かん、小男の姿が俺の視界からかき消えた。アイ＝ファに手首をつかまれて、小男はあっけなく床ゆかの上に引き倒されてしまったのだ。

「手前！」と、大男が立ち上がる。その手が腰の刀にのばされるのを見て、アイ＝ファは座したまま右足を振り上げた。みぞおちをまともに蹴り抜ぬかれて、大男も床にへたりこむ。

　それと同時に、何かの砕くだけ散ちる音色が響きわたった。バルシャの投じた果実酒の土瓶が、別の男の眉み間けんに命中したのだ。卓の横に崩くずれ落おちた男の手には、抜き身みの短刀が握にぎりしめられていた。

「食事の場で刀を抜くなんて、野や暮ぼだねえ。それに、このダバッグでだって、刀を抜くのは法に触れるはずだったよね？」

　残された二名の男たちは、顔色を赤から青へと変じて、わなわなと震ふるえ始めた。

「さあ、最後の一人がぶっ倒れるまで続けるかい？　あたしらは、静かに食事を続けたいだけなんだけどねえ」

「まったくだ。ダバッグには不似合いな無ぶ粋すい者ものだな、お前さんたちは」

　と、ザッシュマも不敵に笑いながら声をあげる。

「お前さんたち、きっちり面通しをしてダバッグに足を踏ふみ入いれたんだろうなあ？　そうじゃないなら、衛兵が来る前に店を出ていかないと、かなり面めん倒どうなことになると思うぜ？」

　よろよろと立ち上がった小男が、火のような目でザッシュマとアイ＝ファの姿を見比べる。

　が、何も言葉を返そうとはせず、そのまま他の客を突つき飛とばして、店を出ていってしまう。残りの男たちも、傷ついた仲間に肩を貸してその跡を追うことになった。

「やっぱりあいつら、柵さくを乗のり越こえて侵しん入にゆうしてきた無法者だな。この場で叩きのめして衛兵に突き出だしたほうがよかったかね？」

　ザッシュマがそのように言いながら店の主人を振り返かえると、「滅めつ相そうもありません！」という悲鳴まじりの声が返ってきた。

「もしもすねに傷を持つ者たちならば、このままダバッグの外に逃にげていくことでしょう。刃にん傷じよう沙ざ汰たにならず何よりでありました」

「俺たちは、このまま宿を利用させてもらってかまわないのかね？」

「もちろんです！　いちおう衛兵にはあの者たちの風ふう体ていを告げておきますので、どうぞご安心しておくつろぎください」

　ご主人はあたふたと駆け去っていき、緊きん迫ぱくしていた店内の空気もようやく最前までの落ち着きを取とり戻した。

「やれやれ、とんだ邪じや魔まが入っちまったな。……それにしても、噂うわさにたがわぬ力量だな、森辺の狩人ってのは。ぴくりとも動かないあんたたちにも驚おどろかされたけどよ」

「うむ？　それは俺たちのことか？」

　と、壺の中身を木匙でさらっていたダン＝ルティムが、きょとんとした様子で振り返る。

「こちらは席が遠かったからな！　どうせ俺が立ち上がる前にことは済んでしまうだろうから、余計な手間ははぶかせていただいたのだ」

「たいしたもんだ。これなら俺は、最後まで案内役に徹てつせられそうだよ」

　そう言って、ザッシュマは愉ゆ快かいそうに酒杯の果実酒を飲み干したのだった。
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　その後は新たな波乱に見み舞まわれることもなく、俺たちはそれぞれの部屋で就しゆう寝しんすることになった。

「閂かんぬきさえ掛けておけば、物もの盗とりに踏み入られることもないだろうけどな。ま、油断せずに一夜を過ごしてくれ」

　四つの部屋に、十二名の仲間たちがぞろぞろと引っ込んでいく。集落の外で過ごす初めての夜に、リミ＝ルウなどはとてもはしゃいだ顔をしており、トゥール＝ディンなどはたいそう不安げな面おも持もちをしていた。

　だけどきっと、肉体面における疲ひ労ろうはみんな同一であろう。俺も気分は昂こう揚ようしていたが、身体のほうは疲つかれきっている。今夜は夢も見ずにぐっすりと眠ねむれそうであった。

「アスタよ、少し待て」

　と、ダン＝ルティムに続いて入室しようとした俺は、アイ＝ファに呼び止められることになった。

「眠る前に、話がある。……お前たちは、先に休んでいてくれ」

　ディム＝ルティムはうろんげな顔つきをしていたが、何も言わずに部屋の中へと消えていった。

　すべての扉とびらは閉ざされて、通路には俺とアイ＝ファだけが取り残される。階段の上りしなと通路の一番奥おくに一つずつ燭しよく台だいが掲かかげられているのみなので、あたりはかなり薄うす暗ぐらい。その薄うす暗くらがりの中で、アイ＝ファは静かに俺を見つめ返してきた。

「どうしたんだ？　何かの確かく認にんか？」

「うむ。こちらの部屋は左右の壁かべ際ぎわに寝ね床どこが作られていたが、それはお前の部屋も同様か？」

「ああ、うん、たぶん同じ造りだと思うよ」

「そうか。ならば、お前は右側の寝床で眠れ。私は左側の寝床で眠る」

　今ひとつ意味がわからなかった。室内には左右の壁際に二段ベッドがそれぞれ設しつらえられているのだが、その位置取りにどのような意味が生じるのだろうか。

「……お前の部屋は左側にあるだろうが？　だから、私たちがその位置を選べば壁かべ一枚を隔へだてつつも、もっとも近しい場所で眠ることができる。危急の際は、壁を叩いて私に知らせろ」

「ああ、そういうことか」

　俺は、思わず笑ってしまった。

「閂があるんだから、そこまでの心配は無用だろう？　仮に扉を壊こわして押おし入ってこようとするような連中がいたら、俺が目を覚ますよりも早くアイ＝ファやダン＝ルティムが気づいてくれるだろうしな」

「そんなことはわかっている。しかし、スン家での一件のようなことがないとも限るまい。あのときは、私よりもお前のほうが早く異変を察知することになったではないか」

　それは遥はるかなる昔せき日じつに行われた家長会議の一件のことか。確かにまあ、あのときは俺が嗅きゆう覚かくによっていち早く異変を察知することができた。が、ダン＝ルティムがともにあれば、そんな心配も不要であろう。

　しかしまた、これ以上アイ＝ファに口答えする気にもなれなかった。

「わかったよ。用心しておくから、心配しないでくれ」

「用心をするのは、私たちの仕事だ。お前はゆっくりと身体からだを休めれば、それでいい」

「了りよう解かいいたしました。それじゃあ、また明日な」

　あくびを噛かみ殺ころしつつ、俺は扉に手をかけようとした。

　しかしアイ＝ファに再度「待て」と呼び止められてしまう。

「アスタ、お前は……眠そうだな？」

「うん？　まあ、ほどほどにね。普段だったら、とっくに眠ってる頃ころ合あいだろうしさ」

「そうか。ならば、眠るがいい」

　そんな風に言いながら、アイ＝ファの唇くちびるはほんの少しだけとがりかけていた。

「どうしたんだ？　何かあるなら、話しておいてくれよ」

「何もない。ただ、眠る前にはお前と言葉を交わすのが日ひ頃ごろの行いであったから、いささか物足りなく感じただけだ」

　言いながら、アイ＝ファの唇はますますとがっていく。

「それに、今日は朝から夜まで常に余所の人間がともにあり、お前とはほとんど会話らしい会話もしていないように思える」

「……確かに、言われてみればその通りだな」

　とても温かい気持ちに満たされながら、俺は扉にのばしかけていた手を引っ込めた。

「それじゃあ、寝ねる前に少しおしゃべりしていこうか。……アイ＝ファのほうは眠くないのか？」

「べつだん、普段と変わりはない」

　とがりかけていた唇を定位置に戻もどしつつ、アイ＝ファは扉と扉の間の壁にもたれかかった。俺もアイ＝ファを見つめながら、同じように背中をつける。

「じゃあ、何の話をしようか？　ここはやっぱりダバッグについてかな？」

「知らん。いつも通り、お前が好きなことを話せばいい」

　人を引き止めておきながら、実にそっけない家長殿どのである。俺はこっそり苦く笑しようしつつ、頭の中で話題を探した。

「晩餐のとき、アイ＝ファは料理の感想をまったく口にしていなかったけど、やっぱりあんまり好みに合わなかったのかな？」

「うむ。ダン＝ルティムの言う通り、森辺の民たみはギバの肉を食べるべきなのだろう。あれらの肉は、食べすぎると身体の毒になるように感じられた」

「ああ、カロンの脂はギバの脂より、ちょいと重たい感じだったもんな。……そういえば、ダン＝ルティムも普段よりほんの少しだけ食べる量を控ひかえているように感じられたっけ」

「そうであろう。なおかつ、あれらの料理は血ち抜ぬきをしていないギバ肉に比べれば格段に美味であるはずなのに、私には何だか物足りなく感じられてならなかった」

　ダン＝ルティムはそれなりに満足そうな様子をしていたが、アイ＝ファのほうにははっきりと不満が残っている様子であった。まあ、かまど番たる女衆らと違ちがって、森辺の狩人たちに異郷の料理をありがたがる理由は一いつ片ぺんも存在しない、ということか。

「うーん、きっとディム＝ルティムも、同じような感想なんだろうな。ちょっと申し訳ない気分になってきてしまったよ」

「そのようなことは、この地に来る前から予想はついていたので、どうということはない。申し訳なく思うなら、明日の晩餐で美味い食事を作れ」

「うん。森辺に帰りつく頃ころには日が暮れてるだろうけど、せいいっぱい頑がん張ばらせていただくよ」

　俺は、アイ＝ファの横顔に笑いかけた。アイ＝ファはちらりと俺のほうを見てから、また正面に視線を戻してしまう。

「でも、カロン料理がお口に合わなかったとなると、旅の楽しさも半減だな」

「私は護衛役として、この場にあるのだ。仕事に楽しいも苦しいもない」

「そうなのか？　ダン＝ルティムなんかは、とても楽しそうにしているけど」

「あれは、ダン＝ルティムがそういう人ひと柄がらであるに過ぎん。ディム＝ルティムやジーダなどは、きっと私と同じ心情であろう」

「うーん、そいつはつくづく残念だなあ。アイ＝ファにもこの旅を楽しんでもらえれば良かったんだけど」

　俺の言葉に、またアイ＝ファは横目の視線をよこしてくる。

「これは、かまど番のための旅であろう？　護衛役の私たちが楽しさを覚える必要は、どこにもない」

「それはそうかもしれないけどさ。森辺の民にとっては、これぐらいの小旅行でも滅めつ多たにない一大事じゃないか？　俺なんかはとても楽しみにしていたし、実際に楽しかったから、自分ばかりが楽しんでいたなら申し訳ないなと思えちゃうのさ」

「…………」

「まあアイ＝ファにしてみれば、大事なギバ狩がりの仕事を放り捨ててまで同行しなくちゃならなかったんだもんな。そういう意味でも、本当に申し訳なく――」

「楽しい」

「え？」

「今、楽しい」

　きょとんとする俺に向かって、アイ＝ファはぶっきらぼうに言い捨てる。

「朝からほとんど言葉を交わしていなかったせいか、今こうしてお前と言葉を交わしていることが、とても楽しく感じられる。それに、これからまた別々の場所に離はなれて眠らなければならぬのかと思うと、よけいに今のこの時間が貴重で得え難がたいもののように感じられてしまう」

「そ、そうなのか？　むしろ不機嫌そうに見えるぐらいなんだけど」

「それは、お前の目が節穴だからだ」

　燭台の光の下で、俺はアイ＝ファの顔をじっと見つめ返すことになった。

　不機嫌そうと言ったのは言葉のあやで、アイ＝ファはひたすら無表情なばかりである。その青い瞳ひとみも、とても静かだ。

「それにまた、お前やリミ＝ルウが楽しそうにしている姿を見るのは、私にとって大きな喜びだ。そういう意味でも、私にとっては幸福な一日だった。だから、お前がそのように詫わびる必要はまったくない」

　俺は何だか胸が詰つまってしまい、「そうか」としか答えることができなかった。

　そんな中、アイ＝ファはさらに言葉を重ねてくる。

「そのようなことよりも、アスタよ、私は一つ、お前に打ち明けておかなければならないことがある」

「うん、何だい？」

「晩餐の前に、私はお前の手を振り払はらってしまった。あの一件についてだ」

「あれは、いきなり後ろから手をつかまれて驚いただけなんだろう？　自分でそう言っていたじゃないか」

「その通りだ。別に虚きよ言げんを吐はいたつもりはない。……しかし、自分の気持ちや考えをすべて伝えたわけではない。だから、それを伝えておこうと思う」

　とても静かな声で言いながら、アイ＝ファは少しだけ俺のほうに顔を寄せてきた。

「おそらく、以前までの私であったら、あそこまで驚くことはなかったであろう。しかし……十日ほど前にあのような話をしたために、私の心情に変化が訪れてしまったようなのだ」

「心情の変化って……俺と触れ合あうのが苦痛になってきたってことか？」

「そのようなことはありえないと言ったはずだ。お前は、私の言葉を疑うのか？」

　少し怒おこったような声で言い、アイ＝ファは俺の頬にそっと右手をのばしてきた。温かい手の平に左の頬を覆おおわれて、俺は心臓をどきつかせてしまう。

「この通り、きちんと心の準備をしておけば、どうということはない。だが、何の前まえ触ぶれもなしに腕うでなどをつかまれてしまうと、なんだか刀を突きつけられたような心地ここちになってしまうのだ」

「そうか。だったらアイ＝ファを驚かせてしまわないように、今後は気をつけるよ」

「そうではない。そのように思われたくないから、このように説明しているのだ」

　俺の頬に手をあてたまま、アイ＝ファはまた唇をとがらせ始めた。

「同じようなことが起こった際、私はまた同じような振る舞いに出てしまうかもしれんが、それはお前を忌き避ひしてのことではない。だからお前は何も気にせず、これまで通りに振る舞えばいい。私が少し心を乱してしまっているからといって、お前がこれまで通りに振る舞えなくなるのは、嫌いやなのだ」

「大げさだな。人の気持ちなんて変わっていくものなんだから、そこまで深刻にとらえなくてもいいんじゃないか？」

　ぞんぶんに感情を揺ゆらされながら、それでも俺は笑ってみせた。

「昔なんて、俺が頭を撫なでただけでも殴なぐりつけてきたじゃないか？　それに比べたら、手を払われるぐらい、どうってことないさ」

「ならば、これまで通りに振る舞うと誓ちかうか？」

「誓うさ。俺だって、何があってもアイ＝ファを避さけたりはしないよ」

　言いながら、俺は頬にあてられたアイ＝ファの手に自分の手を重ねてみせた。

　ぴくりと一いつ瞬しゆん震ふるえながらも、アイ＝ファは手をひっこめようとはしなかった。

「……どうだ。きちんと心を整えておけば、このように気持ちを乱されることもない」

　そのように言って、アイ＝ファは誇ほこらしげに微笑ほほえんできた。

　そのひさびさの笑え顔がおを見た瞬間、俺は衝しよう動どう的てきにアイ＝ファの身体を抱だきすくめてしまいそうになった。

　だけどきっと、それは「これまで通りの振る舞い」に含ふくまれないだろう。だから俺は何とか自制して、一心にアイ＝ファの笑顔を見つめ返した。

「おかしな話を並べたてて、すまなかったな。しかし、お前には心情を隠かくしたくなかったのだ」

「うん、正直に話してくれて嬉うれしいよ」

「嬉しいと言ってもらえるなら、私も嬉しく思う」

　その言葉通りの表情で目を細めながら、アイ＝ファはようやく右手を下ろした。俺の左頬から、ゆっくりとアイ＝ファの温ぬくもりが消えていく。

「では、そろそろ休むか。さきほどの言葉を忘れてはおらぬだろうな？」

「ああ、右側の寝床な。ちなみに、アイ＝ファは上下のどちらの段なんだ？」

「リミ＝ルウはおそらく上の段を選ぶであろうから、私は下側だ」

「そうか。それじゃあ、俺も下側にするよ」

「うむ」と、アイ＝ファは厳げん粛しゆくにうなずく。

「それではな。明日に備えて、ゆっくり身体を休ませろ」

「アイ＝ファもな。おやすみ」

　最後にアイ＝ファの姿を目に焼きつけてから、俺は扉の中に足を踏み入れた。とたんに「遅おそかったな」というディム＝ルティムの声が飛んでくる。

「こんなに長々と、何を語らっていたのだ？　まさか、まだ部屋割りについて文句を抜かしていたわけではないだろうな？」

「そんなんじゃないよ。ちょっと色々と確かく認にん事じ項こうがあったものでね」

　その部屋は六畳じようていどの大きさで、左右の壁際には二段ベッドが設置されており、あとはその隙すき間まのささやかなスペースに小さな卓たくと二脚きやくの椅子が置かれているばかりであった。

　正面の壁には大きな格こう子し戸どが設けられており、今は全開となっている。ディム＝ルティムはその窓の横木に腰こしをかけており、ダン＝ルティムは左側の寝しん台だいですでにすぴすぴと寝ね息いきをたてていた。

「もしかしたら、外の様子を監かん視ししていたのかい？　まさか、寝ずの番ばんをするつもりではないんだろう？」

「そこまでするつもりはない。お前が戻ってくるのを待っていただけだ」

　不機嫌そうに言いながらディム＝ルティムは床に降り、両開きの窓をぴたりと閉ざした。二階なのだから開けたままでも良いとは思うが、隙間の多い格子戸なので、べつだん通気性に問題はない。

「まあ、たとえ俺が眠りこけていても、ダン＝ルティムがいる限りは何の心配もいらぬがな。お前も、安心して休むがいい」

「わかった。ありがとう。……ディム＝ルティムは、本当にダン＝ルティムのことを信しん頼らいしているんだね」

「当たり前だ。ダン＝ルティムは森辺で一番の狩人だと、俺は信じている」

　挑いどむように言いながら、ディム＝ルティムは俺の正面まで歩を進めてくる。毛皮のマントは壁に掛かけられていたので、彼かれは普段よりもいっそうほっそりとして見えた。

「だから、晩餐の前のファの家長の言い草は、本当に腹立たしかった。お前の家長は、ダン＝ルティムの力を侮あなどっているのではないのか？　たとえ片足が不自由であろうとも、町の人間などに後おくれを取るダン＝ルティムではないのだぞ？」

「アイ＝ファは決して、そんなつもりで言ったんじゃないんだよ。力比べで手合わせしてるんだから、ダン＝ルティムの実力は誰だれよりも知っているはずさ」

「……ファの家長は、その力比べでダン＝ルティムと互ご角かくに近い勝負をしたそうだな。この目で見ない限りは、とうてい信じられない話だ」

「俺は、この目で見ていたよ。ディム＝ルティムはあの場にいなかったんだね」

　俺の言葉に、ディム＝ルティムはいきなり頬をふくらませてしまった。

「俺はその頃、まだ十二歳さいで、力比べには参加できなかったのだ。次の収しゆう穫かく祭さいでは、ルティムの狩人として恥はずかしくない力を見せてくれよう」

「そうか。怪け我がが治ったばかりで大変だろうけど、頑張ってね」

　ディム＝ルティムはほっぺたをひっこめると、今度は眉まゆ尻じりを下げて、可愛かわいらしい寝息をたてているダン＝ルティムのほうに視線を転じた。

「しかし、次の収穫祭まで、あとひと月ていどしか残されていない。いまだ杖つえを手放せないダン＝ルティムがそれまでに完全に力を取り戻すことは、やはり難しいのだろうか……」

「どうだろうね。それでも、ダン＝ルティムが生半可な相手に負ける姿は想像できないけど」

　なんだかディム＝ルティムは、すっかり子供っぽい表情になってしまっていた。まあ、十三歳という年ねん齢れいを考えればこちらのほうが自然なぐらいであるのだが、普段の張はり詰めた表情からは想像もつかないぐらいの幼げな顔つきであった。

「ダン＝ルティムは、俺の不始末のせいでこのような手傷を負うことになってしまったのだ。そのせいで家長を下りることにまでなってしまって……そのことが、俺には口くち惜おしくてならない」

「ああ、そうだったんだ？　それは――さぞかしつらかっただろうね」

　年上ぶって、俺はディム＝ルティムに微笑みかけてみせる。

「でも、ダン＝ルティムはガズラン＝ルティムに家長の座を引き継つがせることができて、ものすごく幸福そうな顔をしていたじゃないか？　それに、狩人としての力量と家長としての力量は別物だとも言ってたし。ディム＝ルティムがそこまで気に病やむ必要はないんじゃないのかな」

「そんなことはない。ダン＝ルティムほど正しい力で一族を導ける家長は、他に存在しないだろう」

　ディム＝ルティムは強ごう情じように言い張って、首をぶんぶんと横に振った。ますます子供めいた仕草である。

「そうだね。でも、ガズラン＝ルティムはそのダン＝ルティムが力を認めたんだから、何の心配もいらないと思うよ。二代続いて素晴らしい家長を得ることになって、ルティム家の未来は安あん泰たいさ」

「……本当にそう思うか？」

「うん。本当にそう思うよ」

　ディム＝ルティムはしばらく切なげな面持ちで俺の顔をにらみつけていたが、やがて「寝る」と言い捨ててそっぽを向いた。

「お前も眠れ。明日も早いのだろうが？　夜の間は、決して勝手に動くのではないぞ？」

「うん、了解。……あ、悪いけど、下の段を譲ゆずってもらえないかなあ？」

　ディム＝ルティムは無言のまま身体の向きを変え、木造りの簡素な梯はし子ごをのぼっていく。俺はほっと息をつきながら、予定通りの寝床へと身を横たえた。

　固い木の上に何枚かの布を敷しいただけの寝床だが、きちんと枕まくらまで備えられていたので、不満などは持ちようもない。ふかふかの羽う毛もうの敷しき物ものなどが準備されているのは、きっと城下町ぐらいなのだろう。

　薄うす手での毛布は腹の上にだけ掛け、俺は左手側に身体を傾かたむける。頑がん丈じようそうな、板の壁だ。この向こう側で、アイ＝ファも同じように身を横たえているのだろう。その木の壁にそっと手の平を押し当あててから、俺はまぶたを閉ざすことにした。

（何の前触れもなしに腕などをつかまれてしまうと、刀を突きつけられたような心地になってしまう、か……）

　ゆっくりと遠ざかっていく意識の中で、アイ＝ファの言葉や表情がリフレインしていく。

　できることなら嫁よめにしたいぐらい、アイ＝ファの存在に心をひかれている――そんな言葉を聞かされてしまったら、アイ＝ファだって気持ちを乱されてしまうのが当然のことだろう。俺おれだって、性別が逆であったらどれほど幸福であったことか――というアイ＝ファの言葉を聞いて、ぞんぶんに気持ちを乱されてしまったのだから。

　俺たちは、伴はん侶りよにしたいと思うぐらい、おたがいの存在をかけがえのないものと思っていたのだ。それは絶対に、幸福なことであるはずだった。

　たとえ実際に婚こん儀ぎをあげることが難しかったとしても――いや、婚儀をあげることが難しいにも拘かかわらず、変わらぬ気持ちを失わずにいる。そこまでの相手と巡めぐり逢あえたことが、不幸なことであるはずはなかった。

　だから、どんなに切なくても、苦しくても、悩なやましくても、それを遥かに凌りよう駕がする幸福感と喜びを得ることができている。きっとアイ＝ファもそうなのだと信じることもできる。それを思えば、じゃけんに手を振り払われたぐらいで、俺の気持ちが負の方向に転がることはなかった。

（俺はお前に出会えて幸せだよ、アイ＝ファ）

　とろとろとまどろみながら、俺はそのように考えた。そしてそのまま、眠りに落ちてしまったのだろうと思う。

　ゆえに、最初は何が起きたのかもわからなかった。時間の感覚も消失している。ただ、気づくと俺は暗がりの中で、ダン＝ルティムの高笑いを聞いていた。

「うわははは！　何やら騒さわがしいと思ったら、お前たちはあのときの無法者だな！　いったいどのような目もく論ろ見みで、俺たちの寝しん所じよにもぐりこんできたのだ？」

　何か夢でも見ているのだろうかという心持ちで、俺はのろのろと身を起こした。

　まだ燭台の火は消えておらず、室内には頼たよりないオレンジ色の光がたゆたっている。その中で、ダン＝ルティムが仁に王おう立ちになっていた。

「ダン＝ルティム……いったいどうしたんですか？」

「おお、起こしてしまったか！　何でもないのだ！　アスタは眠っているがいい！」

　そうは言っても、ダン＝ルティムの大声を聞いているだけで眠ねむ気けはひいていってしまう。

　それでもまだ夢うつつであった俺は、視線を下方に転じることで、ようやくはっきり覚かく醒せいすることができた。ダン＝ルティムの太い足に、一人の男が踏み潰つぶされていたのだ。

　齧歯類のような顔つきで、頬には古傷が見える。あの晩餐のときにちょっかいをかけてきた小男だ。小男は苦く悶もんに顔を引き歪ゆがめており、そして、少し離れたところには抜き身の短たん剣けんが転がっていた。

「おい、あまり暴れるな。俺の足はまだ手傷が治りきっておらんから、力加減が難しいのだ。あまり暴れると、背骨を踏み砕いてしまうやもしれんぞ？」

　手足をばたばたと動かしながら、小男は「ぐええ」と濁ったうめき声を垂れ流す。

　さらに目が暗がりになれてくると、ダン＝ルティムの背後に別の人ひと影かげを見み出いだすことができた。ディム＝ルティムが、やはり見覚えのある大男の腕をねじりあげて、床の上に組くみ伏ふせていたのだ。

「どうやら、建物の上から縄なわでも垂らして侵入してきたらしい。窓には閂も掛けられないからな」

　寝る前には子供っぽい表情を見せていたディム＝ルティムも、狩人の眼光になっていた。

「くそっ！　放しやがれ！　他ほかの部屋の女どもが、どうなってもかまわねえってのか!?」

　必死の形相で、大男がわめく。次の瞬間、ごきりと不気味な音色が響ひびいた。

　ディム＝ルティムが、大男の肩の骨を外したのだ。大男は、可か聴ちよう範はん囲いぎりぎりの甲かん高だかい悲鳴をほとばしらせた。

「おい、ディム＝ルティムよ、むやみに罪人を傷つけるものではない」

「はい。ですが、この者らは許しもなく寝所に踏み入ってきた上、刀まで抜いています。右みぎ腕うでと足の指を切り落とされても文句は言えぬ身でありましょう」

「ここは森辺ではないのだから、都の法に従わせるべきだ。……それに、むやみに傷つけると悲鳴がやかましいではないか」

　そのように言いながら、ダン＝ルティムは「ふわあ」と大あくびをした。あれだけ大酒をかっくらって気持ちよさそうに眠りこけていたはずであるのに、やはり町の人間が森辺の狩人を出し抜くことは不可能であるらしい。

「さて。こやつらは五人連れであったはずだな。他の部屋の様子でも見てくるか。アスタよ、悪いが革かわ紐ひもを取ってくれ。狩人の衣ころもの隠し袋ぶくろに何本か入っているはずだ」

「は、はい。わかりました」

　言われずとも、俺も他のみんなの安否こそが一番の気がかりであった。こんなに心強い狩人たちに守られているのだから、何も心配をする必要はないのであろうが、それでもやっぱり無事な姿を見るまでは胸が騒いでしまう。

　ということで、俺たちは二名の無法者の手足を革紐でくくり、全員一いつ緒しよに部屋を出ることになった。完全に静まりかえった通路を歩き、まずは隣りん室しつの扉をダン＝ルティムが叩たたく。
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「おおい、アイ＝ファよ。そちらに変わりはないか？」

　しばしの静せい寂じやくののち、ガタゴトと閂の外される音色が響いた。現れたのは、リミ＝ルウの笑顔である。

「あ、アスタたちも無事だったんだね！　よかったー！　こっちもみんな、アイ＝ファがやっつけてくれたよー！」

　リミ＝ルウの頭を撫でながら部屋の中を拝見させていただくと、ちょうど俺たちと同じように賊ぞくを拘こう束そくし終えたらしいアイ＝ファが、優ゆう雅がに立ち上がるところであった。

　もちろんアイ＝ファも就寝中であったため、狩人の衣は纏まとっておらず、金きん褐かつ色しよくの髪かみがふわりとたなびいている。その姿の変わらぬ優美さと力強さを確認して、俺はようやく安あん堵どの息をつくことができた。

「何だ。残りの連中は、全部こちらの部屋に押しかけていたのか」

　ダン＝ルティムは笑いながら言い、アイ＝ファは「うむ？」と小首を傾かしげた。呆あきれたことに、アイ＝ファの足もとには三名もの無法者が転がされていたのだった。

「こちらには、二名の賊が押しかけてきたのだ。他に仲間がいなければ、これで全員だな」

「ああ、そういうことか。……お前たちも、もう心配はいらぬぞ」

　そう言って、アイ＝ファはあらぬ方向にうなずきかける。見ると、寝台から下りたマイムとトゥール＝ディンが、まるで姉妹のようにぴったりと身を寄せ合って、小さく肩を震わせていた。

「しかし、他の仲間がいないとも限りません。俺が縄を伝って、建物の上を確認してきましょう」

　そのように宣言するなり、ディム＝ルティムが部屋を横断して開け放たれた窓のほうに近づいていく。

「では、俺は他の部屋の様子を見てこよう。こやつらをどのように扱あつかうべきか、ザッシュマに相談せねばならぬからな」

　ダン＝ルティムが扉を閉めようとしたので、俺は「あの」と声をあげる。

「俺は、ここに残ってもいいですか？　トゥール＝ディンたちが心配ですし」

「うむ。ならば、アイ＝ファのそばから離れるのではないぞ？」

　ダン＝ルティムは杖をつきながら通路を歩いていき、俺は室内に踏み入ろうとした。が、足速に寄ってきたアイ＝ファによって、通路のほうに押し戻されてしまう。

「待て。お前も手傷などは負っておらぬだろうな、アスタよ？」

「ああ、もちろん。目を覚ましたときには、ダン＝ルティムたちが賊を制圧してくれていたよ」

「そうか」とうなずいてから、アイ＝ファはそばにいたリミ＝ルウの頭をポンと叩いた。

「リミ＝ルウよ、私は少しアスタと話がある。ディム＝ルティムが戻ってくるまで、決して窓のほうに近づくのではないぞ？」

「うん、わかったー！」

　リミ＝ルウは、てけてけとトゥール＝ディンたちのもとに戻っていく。

　三名の賊たちは、いずれも完全に意識を失ってしまっているらしく、手足をくくられた状態でぴくりとも動かない。その様子をもう一度確認してから、アイ＝ファは部屋の外に出てきた。

　入れ替かわりでダン＝ルティムはザッシュマの部屋に消えていき、また通路には俺とアイ＝ファだけが取り残される。扉を半分だけ閉めたアイ＝ファは、リミ＝ルウたちの視線から逃のがれるように、俺を壁側に追いやった。

「どうしたんだ？　もしかしたら、危急の合図を出せなかったことを怒ってるのか？　壁を叩く間もなく、賊は制圧されちゃったんだよ」

「そのようなことではない。二名の賊しかいなかったのなら、お前が目を覚ますより早く退治されて当然だ」

　ならば、どうしてアイ＝ファはそのように思いつめた眼まな差ざしをしているのだろう。

　アイ＝ファはぎゅっと唇を噛みしめてから、俺の正面に進み出てきた。

「アスタよ、心を整えておけ。私は、整っている」

「え？　それはどういう――」

　俺が言い終える前に、アイ＝ファの両りよう腕うでは俺の身体を抱きすくめていた。

　一いつ瞬しゆん意識が飛びそうなほど驚いてから、俺はアイ＝ファの両りよう肩かたをつかむ。

「ど、どうしたんだよ？　こっちも危険はなかったってば」

「わかっている。それでも、死ぬほど心配であったのだ」

　囁ささやくような声で言い、アイ＝ファはさらに力を込めてくる。アイ＝ファの体温と甘あまい香かおりが、すさまじい勢いで俺の心を満たしていった。幸福感のあまり、息が詰まってしまいそうなほどである。

「お前が無事でよかった。ダン＝ルティムらの力量を侮っているわけではないが、やはり私の目の届かぬところでお前に危険が迫せまると、身体を引ひき裂さかれるように苦しくなってしまう」

「危険なことは、何もなかったよ。でも、そこまで心配してくれてありがとう」

　言いながら、俺はアイ＝ファの肩に置いていた手を片方だけ頭のほうに移動させた。やわらかい金褐色の髪に手を置いて、ほんの少しだけアイ＝ファの頭を引き寄せる。

　とたんにアイ＝ファは「うう」と息をもらし、俺の身体を突き放はなしてきた。

「と、とにかくお前が無事でよかった。もうこの夜に危険が迫ることはなかろうが、油断せずに安らかに眠るのだぞ？」

「油断せずに安らかにって、俺にはちょっと難しい芸当だなあ」

「やかましい。難しくとも、果たすのだ」

　そのように言いながら、アイ＝ファは上目づかいに俺の顔をにらみつけてくる。長い髪で半ば隠されたその面おもては、何だか最近のアイ＝ファには珍めずらしいぐらい真っ赤に染まってしまっているようだった。

　そしてもちろん俺のほうだって、鏡を見るまでもなく同じような状態になってしまっていることは明白であった。アイ＝ファとあんなにぴったりと身を寄せ合ったのは、実にひさびさのことであったのだ。

　そんな感じで、ダバッグの夜はささやかな波乱に見舞われつつも、粛しゆく々しゆくと過ぎ去っていったのだった。
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「どうやら、あいつらは手配中の野盗どもであったらしい。俺たちが豪ごう勢せいな食事をしているさまを見て、今こ宵よいの獲え物ものと心を定めたのだろう。むろん、食堂で痛い目を見させられた意い趣しゆ返しという面もあったのだろうがな」

　翌朝である。

　まだあまり人通りのない宿場の道を歩きながら、ザッシュマはそのように語り始めた。

　昨晩はけっきょく衛兵を呼びつけて罪人らを引き渡わたす顛てん末まつになったのだが、それにはザッシュマしか立ち会わなかったので、こうして早朝から説明がなされることになったのだった。

「押し込み強ごう盗とうの罪は重い。もともと手配中であった悪漢どもだから、たとえ死罪をまぬがれたとしても、二度と悪さができないぐらい痛めつけられることになるだろう。ジェノスにまで意趣返しに出向く力は残らぬだろうから、そこのところは安心していいと思うぞ」

「そうか。ならば、我らにも不満はない！」

　一同を代表して、ダン＝ルティムがそのように応じる。俺たちは《ラマムのしずく亭てい》にギルルらを預けたまま、徒歩で商会の寄合所まで移動しているさなかであった。

　俺にはあまり馴な染じみがないのだが、こういった町では商会というやつが商売のあれこれを取り仕切っているらしい。肉屋には肉屋の、宿屋には宿屋の商会が存在して、その町で商売をしている店の代表者たちが構成員となるのだ。たとえばジェノスの宿場町でも、ミラノ＝マスやナウディスやネイルなどが商会の一員としてときたま寄り集まり、余計な確かく執しつや摩ま擦さつなどが生じないように商売上のあれこれを取り決めているわけである。

　ということで、俺たちはダバッグにおけるカロン牧場の商会の皆みな様さまと縁えんをつむぐべく、面会を願った次し第だいであった。

「昨日も言ったが、商会の頭目は南側のでかい牧場を取り仕切っている、ディゴラという親おや父じだ。牧場よりも町に入いり浸びたって金勘かん定じように腐ふ心しんしているような輩やからだから、損な商売にならないように気をつけるんだぞ？」

「はい、了解しました」

　十三名で連れ立って宿場の街路を歩いていくと、やがて行く手に大きな石造りの建造物が見えてきた。このダバッグを支配する領主、ダバッグ伯はく爵しやく家けの邸てい宅たくである。

　牧場を除けばささやかな領土しか存在しないダバッグにおいては、城下町という区域は造られておらず、ただ伯爵家の邸宅と数百の兵士を有する兵舎だけが石いし塀べいに囲まれているらしい。その兵士たちが昼夜を問わず牧場を含むダバッグの領土を巡じゆん回かいし、町とカロンを野盗などから守護しているわけである。

「ジェノスやバナームなんかは侯こう爵しやく家けなのに、ダバッグは伯爵家なのですね」

「ああ、そうさ。こんな辺境の地で侯爵の爵しやく位いを与あたえられるほうが、珍しいんだよ。ましてや、ダレイムやトゥランみたいにちっぽけな領土の領主にまで爵位が与えられるなんて、普ふ通つうじゃ考えられないことだ」

　そういえば、以前にポルアースも同じようなことを言っていた気がする。

「しかしまあ、侯爵だろうと伯爵だろうと、貴族は貴族だ。《守護人》なんかを生業なりわいにしていると、その貴族様とお近づきにもなれるわけだが、そうそう尊敬に値あたいする御ご仁じんには行き当たらない。むやみに堅かた苦くるしいか、あるいは尊大に過ぎるかの二択たくだな」

「このダバッグの領主というのは、そのどちらに分類されるのでしょうかね？」

「知らんよ。自分の故郷の領主となんて、お近づきになりたくもないからな。これから出向く寄合所にだって、せいぜい使い走りの小役人が待ち受けてるぐらいだろうさ」

　領主の館やかたに向かって北上していたザッシュマが、そこで右手側に進路を転じる。このダバッグという町は伯爵邸を中心にして放射状に広げられており、商会の寄合所という施し設せつはその中心部のやや東寄りに建てられているのだという話であった。

　確かにそこまで広大な町ではないのだろう。《ラマムのしずく亭》から十分ていど歩いたあたりで、ザッシュマは「ここだ」と足を止めた。宿場よりも大きくて立派な建造物が立ち並ぶ一画である。寄合所というのも平屋ではあるが、規模としてはちょっとした公民館ぐらいはありそうであった。

　ザッシュマがその扉を叩くと、刀を下げた武官らしき青年が姿を現した。

「ジェノスからのお客人でありますね？　皆様はすでにお待ちになられています」

　その武官の青年の案内で、ぞろぞろと回かい廊ろうを進んでいく。突つき当たりの扉で青年は足を止め、大きな声を張り上げた。

「お客人をお連れいたしました！　失礼いたします！」

　中は非常に広々としており、会議室のような様相であった。横長の卓といくつもの椅い子すが並べられており、その上座に二名の人物がこちらを向いて陣じん取どっている。

「ダバッグにようこそ。お好きな席におかけください」

　どちらも壮そう年ねんの、西の民たみらしい風ふう貌ぼうをした男たちであった。片方はでっぷりと肥え太っており、もう片方は対照的に痩やせ細ほそっている。声をあげたのは、その肥え太っているほうだ。太っているほうは商人風の布の装束で、痩せているほうはもっと上等な絹の装束である。

「わたくしがカロン牧場の商会を束ねております商会長のディゴラで、こちらはダバッグの外務官メイロス殿どのです。ジェノスからのお客人ということで、特別にご足労いただいたのですよ」

「このような早朝にありがとうございます。自分はジェノスの宿場町で店を開いている森辺の民で、ファの家のアスタと申します」

　一同を代表して、俺が礼をしてみせた。ふとっちょのディゴラはにこにこと愛あい想そよく微笑んでおり、いささか神経質そうな目つきをしたメイロスはしかつめらしく俺たちの姿を見回している。外見と同様に、人柄も対照的なおふたりであるようだった。

「ジェノスの宿場町でギバの料理というものが評判になっていることは、わたくしどもも聞きき及およんでおります。その店主殿がダバッグに商売をもちかけたいというお話であったので、わたくしどもも非常に楽しみにしておりました」

「それは光栄です。みなさんのご厚こう意いには大変感謝しています」

　カロンの町ダバッグにギバの肉を持ち込むなんて、きっと彼らには得になりにくい話であろうと思われたので、ここまで好意的に迎むかえられたのは少なからず意外なことであった。

　ともあれ、俺たちは何列かに分かれて着席させていただいた。打ち合わせ通り、最前列には俺とアイ＝ファとレイナ＝ルウとザッシュマが陣取る。狩かり人うどの風ふう体ていをしたアイ＝ファがそこに並んだことにメイロスはいくぶん眉まゆをひそめたが、口に出しては何も言おうとしなかった。

「それで、いったいどのようなお話なのでしょうな。もしや、噂うわさに名高いギバの肉を味わうことができるのでしょうか？」

「はい。本日は、ギバの干し肉と腸ちよう詰づめ肉を持参いたしました」

「ほう、腸詰め肉」とディゴラは興味深そうに身を乗り出す。そちらに向かって、俺は手に持っていた革かわ袋ぶくろを示してみせた。

「昨日の内にお伝えした通り、よろしければ厨くりやをお借りしたいと思います。もちろんこのままでも味を見てもらうことは可能ですが、調理したものと食べ比べていただいたほうが、より多くのことをお伝えできるかと思いますので」

「ええ、ご随ずい意いに。こちらも昨日お伝えした通り、軽い食事を作るていどの小さな厨しかご用意できませんが」

「はい、それで十分です」

「では、厨のほうにご案内を」

　笑顔のディゴラに視線を向けられると、メイロスは無言のまま手を打った。それに応じて現れたのは、さきほどの青年と同じ身なりをした武官である。

　室内にはディゴラたち二名しか見当たらないが、それなりの数の護衛役を準備しているらしい。まあ、素す性じようも確かでない一団を迎えるに当たっては、それが相応の配はい慮りよなのだろう。

　予定通り、俺はアイ＝ファとレイナ＝ルウ、それに一列後ろに陣取っていたマイムとの四名でその場を離り脱だつすることにした。アイ＝ファは護衛役、レイナ＝ルウは調理助手、そしてマイムはここだけの話、単なる見物人である。

「こちらです」

　扉とびらの向こうはまた回廊になっていたが、あちこち連れ回されることはなかった。出てすぐ向かいに扉があり、そこが厨の入口だったのだ。俺たちが厨を所しよ望もうしたため、そこから一番近いこの部屋が会見の場所に選ばれたのだろう。

　入ってみると、六畳ていどのささやかな厨であり、真ん中には作業台、右手の壁かべ際ぎわには石造りのかまどが二つ、そして逆側の壁かべには調理器具の収められた棚たなが設置されていた。

　そこから手て頃ごろな鉄てつ鍋なべを選び、水みず瓶がめの水をたっぷりと移す。その中に、俺は革袋から取り出した腸詰め肉を三本投じ、その間にもう一つのかまどで平ひら鍋なべを空のまま温めることにした。

「レイナ＝ルウ、木皿の準備をよろしくね。マイムの分は、あっという間に完成しちゃうだろうからさ」

　すでに献こん立だてを知らされているレイナ＝ルウは、七枚の平皿を作業台の上に並べてくれた。この内の二枚は、マイムのためのものである。

「本当に簡単な料理だから、マイムもあんまり期待しないでね？」

「はい！　……とは言っても、アスタの作るギバ料理というだけで、期待は高まってしまうのですが」

　マイムは尻尾しつぽを振ふる子犬のような様子で、俺の手もとをうかがっていた。本当に大した料理じゃないんだけどなあと思いながら、俺はまな板の上にギバのベーコンを置く。干し肉は干し肉として普通に味を見てもらうとして、この苦心の作たるギバ・ベーコンも、俺はダバッグの人々に味わっていただきたかったのだった。

　ブロック状のギバ・ベーコンから、肉切り刀で可能な限り薄うすく肉を削そぐ。すると、入口のところに陣取った武官のほうをうかがっていたアイ＝ファが「おい」と小声で呼びかけてきた。

「ギバ肉の匂においを嗅かいだら、猛もう烈れつに腹が減ってきた。私にも、余った肉を食べさせるがいい」

「ええ？　そりゃまあ、肉も食材も余分には持ってきているけど――」

　俺がそのように言いかけると、レイナ＝ルウまでもが恥はじらいながら袖そでを引いてくる。

「あの、それでしたら、わたしも味見をさせていただけませんか？　丸一日ギバを食べないというのは初めてのことであったので、何だか心のほうがギバ肉の食事を求めてしまっているようなのです」

「うーん、そういうことなら、まあしかたがないか……あの、よかったらあなたもいかがですか？」

　見張り役の武官にも聞いてみたが、返事は「けっこうです」の一言であった。こんな状じよう況きようでつまみ食いをしようだなんて、何と礼れい儀ぎのなっていない無作法者たちだろう、とでも思われてしまっただろうか。しかし、そのような体面よりも、森辺の同どう胞ほうたちの心を満たすほうが重要であるように思えてならない俺なのであった。

　それにまあ、マイムには最初から試食をしてもらう予定であったので、その人数が増えても無作法の度合いに変わりはないだろう。毒見役だとでも思っていただければ幸いだ。そのように心を決めた俺は、ギバ・ベーコンを五枚分切り分けて、茹ゆであげている腸詰め肉も二本追加することにした。

　商談の相手が大人数であっても対応できるように、あらかじめ他の食材も十分に準備してきている。鉄鍋を温めている間に、俺は革袋から引っ張り出したティノを必要なだけ千切りにしておいた。

　それが済んだら、ギバ・ベーコンの焼き上げだ。部位はあばらの三枚肉なので、特に脂あぶらをひく必要はない。まだ腸詰め肉が茹で上あがるには時間があったので、俺は大きな鉄鍋に三枚のギバ・ベーコンを投じてみせた。

　じゅうっと小気味のいい音色が響き、芳かぐわしい香りが厨を満たし始める。それだけで、まったく空腹でなかったはずの俺まで腹が鳴りそうになってしまった。

　そんな気持ちをぐっとこらえつつ、パチパチと脂を弾はじけさせるベーコンをひっくり返し、その上に一つずつキミュスの卵を落としていく。キミュスの卵は、やや小ぶりなだけで味や性質は鶏けい卵らんと大差がない。生食も許されているので、ここは俺の好みで半熟に仕上げさせていただくことにした。

　ちなみに俺のいた世界の諸外国では、衛生面から卵の生食が許されない国も多いのだと聞いたことがある。目玉焼きを作る際でも、両面を焼いてしっかり火を通すのが常であるようなのだ。

　とある欧おう米べいのボクシング映画では生卵をジョッキであおるシーンがあったように記き憶おくしているのだが、あれはメイドインジャパンの鶏卵を使用していたのだろうか。――と、そんな埒らちもない想念にふけっている間に、透とう明めいの卵らん白ぱくは白く焼きあがり、オレンジ色の卵らん黄おうもほどよく黄色に焼きあがってきた。

　そうして卵に火が通ったら、『ギバ・ベーコンエッグ』の完成だ。ベーコンを作製する過程で塩もピコの葉もたっぷり使われているので、これ以上の味つけは必要はない。こんなお手軽な料理もそうそうないだろう。

　完成した料理を木べらですくいあげ、木皿の上にひとつずつ載のせていく。くしゅっと縮んだベーコンの上で、綺き麗れいに焼きあげられた目玉焼きが燦さん然ぜんと光ひかり輝かがやいている。

　べつだん予行練習が必要な料理でもなかったので、こいつを調理したのは実に数年ぶりのことであった。見た目も香りも、実に美う味まそうだ。

「あはは。面おも白しろい見た目の料理ですね？」

　楽しそうに笑いながら、マイムの瞳ひとみは期待に輝いている。すでにベーコン単体は味見をしてもらっているが、火を通した料理はこれが初めてのはずである。

「さあ、召めし上がれ。味が足りなかったら、こいつを掛けても美お味いしいと思うよ」

「これは何ですか？」

「腸詰め肉のほうで使う予定だった、ケチャップさ」

　これは、家で作ったものを小分けにして持ち込んだものであった。ちなみに、その食材の一つであるママリアの酢すは、ウェルハイドから受け取ったバナーム産のものを使用している。小さな壺つぼからすくい取ったそいつを、俺は木き匙さじで一いつ杯ぱいすつ各自の皿に添そえてあげた。

　木き串ぐしと木匙だけで器用にベーコンを切り分けて、各人が『ギバ・ベーコンエッグ』を口に運んでいく。それを口にした瞬しゆん間かん、まずはマイムが「うわあ」と感かん嘆たんの声をあげた。

「このやわらかい燻くん製せい肉にくは、焼いたほうが断然美味しいですね！　キミュスの卵とも、とても相あい性しようがいいようです！」

「そうだろう？　俺としては、焼く前提で作ったギバ・ベーコンだからね。火を通してこそ、本領が発揮されるのさ」

　ひと切れのベーコンと一つの卵しか使っていないささやかな料理であるので、あっという間にそれは三名の胃い袋ぶくろに収められてしまった。その三名の幸福そうな表情で、腹ではなく胸を満たされる俺である。

「でも、とても塩や香こう草そうの味が強いので、卵ばかりでなくフワノの生き地じや野菜なども欲ほしくなってしまいますね？」

「うん、腸詰め肉のほうでティノとポイタンを使うから、そっちの料理ではあえて使わなかったんだよね」

　そんな言葉を交かわしている間に、腸詰め肉も茹であがったようだった。

　燻製にされてしおしおになっていた表面が、いくぶん元の丸みを取とり戻もどしている。そいつを湯の中から救出して水気を切ったら、千切りのティノとともに厚めのポイタンの生地ではさみこみ、ケチャップと、さらに水で溶といたマスタードのごとき香こう辛しん料りようサルファルを塗ぬっていく。

　言うまでもなく、こちらはホットドッグに見立てた料理であった。そいつを一口かじったマイムは、さらなる喜色を小さな面に爆ばく発はつさせる。

「美味しいです！　腸詰め肉も、水で戻したほうが美味しく仕上がるのですね！　燻製した肉とは思えないような、とてもなめらかな歯は触ざわりです！」

「ありがとう。喜んでいただけたようで、何よりだよ」

　商談相手のためのベーコンを焼きあげながら、俺は笑顔を返してみせた。

　レイナ＝ルウはうっとりとしたお顔になっており、無表情のアイ＝ファもその瞳には至し極ごく満足げな光を浮うかべている。本当に、アイ＝ファたちはギバ肉の味に飢うえていたようだ。

　お仕事モードで厨の入口に立っていた武官も、さきほどから複雑そうな面おも持もちでこちらの様子をうかがっている。焼かれたベーコンの芳しい香りに食欲中ちゆう枢すうを刺し激げきされたのか、あるいはマイムたちの幸福そうな表情に心を動かされたのか――おそらくはその両方なのだろうな、と思えてしまう。それぐらい、マイムたちは美味しそうに俺の料理をたいらげてくれた。

「これを宿場町で売りに出したら、またすごい評判になるのではないですか？　ぎばばーがーやぎばまんにも劣おとらない美味しさだと思います！」

「うん、だけどベーコンも腸詰め肉も干し肉と同じ値段で売り出さないと、ジェノスのお偉えら方がたに怒おこられちゃうかもしれないからさ。そうなると、とうてい宿場町で売りに出せるような値段に収まらないんだよね」

　だからこそ、俺はこれらの食材が他の町での商品たりうるかどうかを見み極きわめたく思っていたのだった。

　他の町においても、携けい帯たい食料としての干し肉にそれほどの銅貨をはたく人間は少ないだろう。しかし、それが生せい鮮せん肉にくにも負けない美味しさを有しているならば、高級食材として扱ってもらえる可能性がある。もとよりベーコンも腸詰め肉も大量生産は難しい存在であるので、一部の好こう事ず家かと取り引きできれば、それで十分な成果なのだった。

　で、取引先の大本命は、現時点でギバ肉に対して好意的な見解を示してくれているバナームのウェルハイドたちであるが、肉の権けん威いたるダバッグの人々からどのような評価を得ることができるか、それをこれから確かめる心づもりなのである。

（それにやっぱり、ギバの肉や料理を売りに出してる俺たちは、ダバッグにとっての商しよう売ばい敵がたきになっちゃうんだろうからな。遺い恨こんを残さないように、筋を通しておきたいところだ）
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　そんなことを考えている間に、ディゴラたちのための『ギバ・ベーコンエッグ』も焼きあがった。

　手の空いたレイナ＝ルウは、せっせとホットドッグもどきをこしらえてくれている。さらに、素すのままの干し肉とベーコンと腸詰め肉も別の木皿に盛り付けて、出しゆつ陣じんの準備は整った。

「お待たせしました。完成です」

　武官はうなずき、扉を開ける。

　ダバッグにおける最後のひと仕事に向けて、俺たちはギバ料理を手にディゴラたちの待つ部屋へと戻った。




２




「お待たせいたしました。こちらがギバ肉の料理となります」

　横長の卓の上に、五枚の木皿を並べていく。『ギバ・ベーコンエッグ』がふた皿、ホットドッグもどきがふた皿、そして素のベーコンと干し肉と腸詰め肉の盛り合わせがひと皿だ。それらの皿を前にしたディゴラは「ほほう」と目を細め、メイロスのほうは無言のまま額に皺しわを寄せる。

「焼いた肉の香りが素す晴ばらしいですな。いや、これはカロンにも劣らない芳しさであります」

「お味のほうもお気きに召せば幸いです」

　俺は一礼して、アイ＝ファたちとともに席へと戻る。

　ギバ肉への忌き避ひ感かんなどは微み塵じんもない様子で、ディゴラはまずホットドッグもどきのほうにかぶりついた。大きく口を動かしながら、その目はやがて驚おどろきに見開かれていく。いっぽう、『ギバ・ベーコンエッグ』を口に運んだメイロスのほうは、やはり無言のまま額の皺を深めていく。

　そのまましばらく、二人は黙もく々もくと料理を食べ続けた。その間に、ななめ後方に陣取っていたダン＝ルティムが「アスタよ」とこっそり呼びかけてくる。

「ああ、はい。まだギバの肉は残っていますので、宿に帰ったらかまどを貸してもらえないかどうか交こう渉しようしてみましょう。宿が無理なら、帰りがけにはマロッタの牧場に寄るつもりですしね。ジェノスに戻る前に、ギバ料理を食べていただくことは可能だと思いますよ」

「なんと！　またお前さんは俺の心を読んだのだな、アスタよ！」

　俺はダン＝ルティムににっこり笑いかけてから、正面に向きなおる。そこで待ち受けていたのは、ほとんど呆ぼう然ぜんとしたディゴラの顔であった。

「ファの家のアスタ殿……これは、驚くほど美味でありました……ギバの肉とは、これほどまでに美味であったのですね」

「カロンの美味しさを誰よりも知る皆みなさんにそう思っていただけたなら、とても嬉うれしいです」

「いや、本当に驚くべき味でありました。しかも、燻製された肉であるにも拘わらず、これほどまでに美味であるとは……使っている香草などは、カロンの干し肉とさほど変わらないようであるのに、どうしてここまでの味を保てるのでしょう？」

「それは、保存性よりも味を重んじた燻製肉であるのです。脂あぶら身みなどは、けっこうな瑞みず々みずしさを残しているでしょう？　まだ保存の具合については検証中ですが、ひと月も持てば上等なのではないかと。……それに、使っている部位も、足ではなく胸の肉ですしね」

「なるほど。しかし、こちらの腸詰め肉というのはどうなのでしょう？　こちらもこの、やわらかい干し肉に負けない瑞々しさのようですが」

「そちらは、もう少し持つと思います。脂身はたっぷり使っていますが、燻いぶす時間は通常の干し肉と変わりませんので」

「ううむ。こちらの皿に載っている硬かたい干し肉が、通常の足肉の干し肉ですな？　こちらとて、カロンの干し肉に劣る味わいではありません」

　言葉の内容は十分以上のものであったが、俺としてはその表情のほうが気になってしまった。ギバ肉の味を大絶賛しながら、ディゴラは妙みようにしょげきった面持ちになってしまっていたのである。

「……これは、由ゆ々ゆしき事態でありますな」

　と、そのかたわらから初めてメイロスが声をあげた。その風貌にぴったりの、カサカサにしわがれた声だ。

「ジェノスにおいて、これほど美味なる肉が出回り始めてしまったとは……しかもあなたは、この肉をダバッグでも売りに出したいとお考えになっているのですな、ファの家のアスタとやら？」

「あ、はい。ですが、ギバ肉はこの先、値段が上がっていってしまう恐おそれがありますので、今すぐに取り引きを、というつもりではなかったのです。それに、美味なるカロンの肉がいくらでも食べられるダバッグにおいて、ギバの肉が売れるかどうかという問題もありますし」

「それでは、ダバッグ以外の町で売りに出される心づもりであられるのでしょうかな？　最近のジェノスは、ついにバナームとの通商を再開したと聞いておりますが」

　さすがに外務官ともなると、そこのあたりの事情も十分にわきまえているらしい。俺は素す直なおに「はい」とうなずいておくことにした。

「幸い、自分たちもバナームの人々と少し縁を持つことができましたので、そちらで商売をできないものかと考えている部分はあります」

「由々しきことですな……むろん、あなたには何の悪意も存在しないのでしょうが……」

　悪意という強い言葉に、俺は驚かされてしまった。やっぱりこれはダバッグに対しての宣戦布告である、という風に受け取られてしまったのだろうか。

　いやしかし、ジェノスはともかくバナームなどはもともとカロンの産地であるのだから、ダバッグとの間に大きな取り引きなどは存在しないように思える。俺たちがバナームにギバ肉を売りに出しても、ダバッグが損をするとは考えにくかった。

「メイロス殿、ここは我々も腹を割って話すべきでありましょう。このファの家のアスタ殿という御お方かたは、信しん頼らいの置ける人物であるようですしな」

　そう言って、ディゴラは少し居住まいを正した。

「アスタ殿、恥をしのんで打ち明けさせていただきますが……現在のダバッグは、いささかならず危機的な状況に陥おちいってしまっているのです」

「危機的な状況？」

「はい。アスタ殿らは他ならぬジェノスの民たみなのですから、もちろん聞き及んでいることでしょう。灰の月に、ジェノスのトゥラン伯爵が失しつ脚きやくした顛末を。あれが、そもそもの始まりであったのです」

　太ましい身体からだをゆすりながら、ディゴラはそのように言葉を重ねた。

「実はそのトゥラン伯爵という人物は、ジェノスで買い付けている食料の流通を一手に取り仕切っていたのです。我わがダバッグから買い付ける肉や乳に関しても、すべてはトゥラン伯爵を通しての商売であったのですよ」

「はい。そのあたりのことは聞き及んでいます。森辺の民は、そのトゥラン伯爵家の前当主と強い関かかわりを持ってしまっていたもので」

「ああ、森辺の一部の人間とトゥラン伯爵が結けつ託たくして、何やら悪事に手を染めていたそうですな。しかし、こと商売に関して、トゥラン伯爵は誠実かつ公正な人物でありました。我々にとっては理想的といってもよいほどの商売相手であったのです」

　それはまあ、対外的にはサイクレウスがそういう評価を得ることもあるだろう。特にサイクレウスは食材の買い入れに銅貨を惜おしまなかったようなので、ダバッグにとっては相当の上客であったはずだ。

「ですが、トゥラン伯爵は失脚してしまいました。それ以降は、別の人物がダバッグとの商売を取り仕切るようになったのです。それでわたくしどもは、思いも寄らぬ窮きゆう地ちに立たされてしまったわけですね」

「窮地ですか。いったいどうされたのです？」

「はい。簡単に言えば、その人物にこちらの商品を買かい叩かれてしまっているのです。具体的な数字は伏せておきますが、これまでの生活を維い持じするのが困難なほどにカロンの値を下げられてしまいました」

「それは――」と、俺おれは絶句してしまう。確かにアルマも似たような話をしていたが、そこまで差さし迫った状況であるなどとは、まったく想像することもできていなかったのだ。

「特に最近はジェノスとバナームの間に通商が始まったことで、よけいに苦しい状況になってきてしまいました。文句があるならば、今後はバナームからカロンを買いつけることにする、とほとんど恫どう喝かつされるような勢いでありまして……」

「それはあまりに、無法な話ではないですか。どうしてそんな一方的な要求を突きつけられることになってしまったのですか？」

「わかりません。ただ、トゥラン伯爵の代わりに商売を取り仕切ることになった人間がとりわけ悪あく辣らつであった、ということなのでしょう。我々にとってもっとも近しい商売相手は他ならぬジェノスであるのですから、そちらとの通商を打ち切られてしまったら、何名かの牧場主が首をくくることになってしまいます」

「それがわかっているからこそ、あそこまで高圧的な商売ができるのでしょう。バナームという新たな商売相手を得た現在、ジェノスにとってはダバッグなどいつ切り捨てても惜しくはない存在であるということです」

　陰いん鬱うつなる声こわ音ねで、メイロスがそのように言葉を添える。俺はもう、すっかり混乱しまくることになってしまっていた。

（サイクレウスの代わりに商売を取り仕切るって、それはトルストの仕事であるはずだ。あの気弱で真ま面じ目めそうなトルストが、そんな脅きよう迫はくまがいの商売を持ちかけてるってのか？）

　とはいえ、俺もそこまでトルストの人となりをわきまえているわけではない。顔を合わせたのは三回ていどであるし、個人的に言葉を交わしたことなどせいぜい数分ていどであったのだ。

　それにまた、トルストはサイクレウスのように一人で食材の流通を担になっているわけではない。あるていどはジェノス侯爵の力を頼たよっているはずであるし、また、配下の人間がいるならそちらにも仕事を割わり振っているはずだ。

　そして、ジェノス侯爵マルスタインについては、トルスト以上に不明な部分が多い。どこかカミュア＝ヨシュにも通ずる謎なぞめいた人物であるし、計算高さについては並々ならぬものを持っているように感じられる。

（トルスト自身か、その部下か、あるいはマルスタインの謀ぼう略りやくで、ダバッグの人たちが苦しめられているんだろうか？）

　とても苦い感情が、腹の底から這はいあがってくる。俺は唇くちびるを噛かみしめながら、レイナ＝ルウの向こう側に座すわっているザッシュマの様子をうかがってみた。たしかマロッタの牧場ではジェノスに卸おろすカロンを受け持っているという話であったので、窮地に立たされるとしたらその筆頭になってしまうはずであるのだ。

　しかしザッシュマは無ぶ精しよう髭ひげの濃こい下した顎あごを撫なでながら、実に取りすました目つきでディゴラたちのほうを見返しているばかりであった。

「ですから、そのような状況でこれほどまでに美味なるギバ肉がジェノスやバナームで流通してしまうとなると……さまざまな意味で、我々はいっそう苦しい立場に置かれてしまうのです」

　ほとんど泣きそうな顔になりながら、ディゴラはそのように言葉を重ねる。

「現時点でもギバの料理というものはジェノスの宿場町で高い評判を呼び、カロンの足肉が少しばかり売り上げを落とすことになっています。もしもこの先、カロンの足肉や干し肉などジェノスでは不要、ということになってしまったら、ますますダバッグはジェノスにとって価値の薄い存在になってしまいます……」

「い、いえ、ギバの収しゆう穫かく量りようには限りがありますので、そこまでカロン肉の市場を奪うばうことにはならないと思います」

　しかし――それでも森辺の民は、日に五十頭前後のギバを狩かっている。それらの大部分を町で売りさばくことが可能になれば、どれほど豊かな生活を得られるものか。それを見果てぬ目標として、俺たちは懸けん命めいに成果をあげようとしているのである。

　よって、カロン肉の需じゆ要ようを断たつような結果にはならなくとも、相応のダメージを与えてしまう可能性はぬぐえない。それでも、どちらの肉に価値を求めるかは顧こ客きやくの決めることなので、必要以上に罪悪感を抱いだく必要はない、と俺は信じてやってきたのだが――今回の話は、また別問題であった。

「……申し訳ありませんが、ちょっとこちらに相談する時間をいただけませんか？」

　しばし逡しゆん巡じゆんしたのち、俺はそのように切り出すことにした。すっかり悲ひ嘆たんの面持ちになっていたディゴラは「はい？」と不思議そうな顔をする。

「ギバ肉の商売に関しては、自分ひとりでは決めかねる部分が多いのです。なので、この場を借りて少しだけ打ち合わせをする時間をいただきたいのです」

「はあ……こちらには急ぎの仕事もございませんので、どうぞご随意に」

　溜ため息いきまじりに、ディゴラはそう言った。

「それに、ついつい泣き言を申してしまいましたが、わたくしとて商人の端はしくれであります。どうぞ情には流されず、あなたはあなたの信ずる道をお進みください、ファの家のアスタ殿」

「はい、ありがとうございます」

　そうして俺は最前列に陣取っていたメンバー、アイ＝ファとレイナ＝ルウとザッシュマを引き連れて、広い部屋の片かた隅すみに寄り集まることになった。残されたメンバーの何名かがディゴラたちと世間話を始めたのを確かく認にんしてから、俺は小声でザッシュマに呼びかける。

「あの、これはいったいどういうことなんでしょう？　ジェノスの宿場町ではカロン肉の値段も変わっていないのに、取り引きの額が大おお幅はばに下げられているなんて、ちょっとおかしな話じゃないですか？」

「ああ。城下町のほうでも、カロンの料理は以前と同じ値段で売られているな。……だからきっと、どこかの誰だれかがその差額分で私腹を肥やしてるってことなんだろう」

「やっぱり、そういう話になりますよね。でも、サイクレウスの後事を託たくされることになったトルストという御仁は、そこまで悪辣な人物ではないように思えるのですが」

「さてな。俺はそのトルストとかいう貴族とは面識がないので、何とも言えん。しかし、けっきょくはそいつもトゥラン伯爵家の血筋なのだろう？」

「ええ。ですがそのトルストという人物は、ザッシュマが言うところの堅苦しい貴族に分類される御仁だと思えてならないんです」

「堅苦しいから善良ということにはならんし、また、ダバッグに損を与えたからといって悪辣ということにもならん。その貴族は、ジェノスの益になるよう尽じん力りよくしているだけかもしれんぞ」

　そんな風に言いながら、ザッシュマは肩かたをすくめるばかりである。大事な家族たちが窮地に立たされてしまってもかまわないのだろうかと内心で首をひねりながら、俺はレイナ＝ルウのほうに視線を転じる。

「レイナ＝ルウは、どう思う？　申し訳ないけど、この場にいるルウ家の代表として意見を聞かせてほしい」

「そうですね……商売についてなど、わたしにはあまりわからないのですが……ただ、牧場で聞いた『損をするのは平民ばかりだ』という言葉とは合がつ致ちする話であるようですね」

　そうだ、確かにアルマはそのように言っていた。

　そこまで彼かれは深刻そうな様子ではなかったが、ここ最近で彼らが損をし始めたというのは、すでに聞いた話であったのだ。

「だったらやっぱり、ジェノスの誰かが謀略を仕し掛かけて、ダバッグの人たちを陥おとしいれようとしてるってことなのかな……」

「おいおい、謀略ってのは言いすぎじゃないか？　力のある人間が力のない人間を従えるのは、この世の常ってもんだ。さっきの話がまるごと真実であったとしても、ジェノスはダバッグよりも強い力を持っているっていうだけの話なんだろうさ」

　人を食った笑えみを浮かべつつ、ザッシュマがそのように述べる。その言葉が、くすぶっていた俺の胸に火をつけた。

「そうだとしても、そこに謀略めいた話が絡からんでいたら、俺は黙だまっていられません。たとえばトルストの部下か何かが独断でダバッグの人たちを脅迫して、私腹を肥やしていたとしたら、それは見過ごせない話じゃないですか？」

「どうだろうな。それで謀略が成功してるなら、それはそいつの手て柄がらだとも考えられるぞ？」

「……それが本当の本心なのですか？　サイクレウスの謀略を暴あばくのに尽力してくれたザッシュマの言葉とは思えないのですが」

「あれは正式に依い頼らいを受けての仕事だったからな。俺は雇やとい主ぬしたるメルフリード殿のために力を尽つくしたに過ぎんよ」

　俺は何となく、ザッシュマに裏切られたような心地ここちになってしまっていた。この旅で、俺はこれまで以上に強い信頼と友愛を抱いだくようになっていたのに――ザッシュマの口から、そんな言葉を聞きたくはなかった。

「わかりました。それなら俺は、俺の流りゆう儀ぎでやらせてもらいます」

　そのように宣言してから、俺はアイ＝ファを振り返かえった。アイ＝ファはとても静かな目で、俺のことを見返してくれた。

「商売については、すべてお前に一任している。さきほどの者たちも述べていた通り、お前はお前の信ずる道を進むがいい」

「わかった。ありがとう、アイ＝ファ」

　もちろん俺だって、分不相応の振る舞まいに出るつもりはない。少しばかりジェノスの貴族と面識を得ただけで、それを自分の力と取り違ちがえるような真ま似ねはつつしむべきであろう。

　だけどそれでも、真実を明るみに引っ張り出す一助にぐらいはなれるはずだ。そんな思いを胸に、俺はディゴラたちのもとに戻ることにした。

「あの、ギバ肉の味見に関しては、すでに望みを果たすことができました。いつの日か、きちんと商売の約束をできるようになりましたら、またあらためてお話をさせていただきたく思います」

「はい。その頃ころには余よ所その町から肉を買う力などは残っていないやもしれませんが、またのご来訪を楽しみにしております」

　力ない笑え顔がおで、ディゴラはそう言った。

　頭の中身を整理しながら、「それでですね」と俺は言葉を重ねてみせる。

「ジェノスにおけるカロンの買い付けに関してですが、もしかしたら、自分も少しだけ力になれるかもしれません」

「アスタ殿が、我々の力に？」

「はい。現在の有り様がジェノスの総意であった場合は、誰にどうすることもできないでしょうが、もしもそれが一個人の謀略であった場合は――きっと、事態を正しい姿に戻すことができると思います」

　ディゴラはきょとんと目を丸くしており、メイロスはうろんげに眉をひそめている。

「トゥラン伯爵家の前当主が失脚したのち、ジェノス侯爵は食材の流通に関しての健全化を推おし進すすめる方策であるようでした。対外的には誠実かつ公正であったトゥラン伯爵家の前当主も、ジェノスの内部にあっては決して誠実でも公正でもなかったのです。前当主からその仕事を引ひき継ついだ人物は、ジェノス内における食材の流通がもっと正しく機能するようにと、ジェノス侯爵から特命を受けているはずなのですよ」

「はあ……」

「ですから、ダバッグからカロンを買い叩たたく、という行こう為いがジェノス侯爵自身の意向であった場合はそれまでですが、もしも後任者やその近くにいる人間が独断でそのような振る舞いに出ているとしたら、それはきっとジェノス侯爵から掣せい肘ちゆうされることになると思います」

「しかし、ジェノスの益になることならば、たとえ何者かの独断であっても、ジェノス侯爵の怒いかりに触ふれることにはならないのではないでしょうかね？」

　ザッシュマと同じ理論である。しかし俺は「いえ」と首を振ってみせた。

「トゥラン伯爵家の前当主の旧悪が暴かれた現在、ジェノス侯爵は非常に対外的な評判を気にかけているはずなのです。辺境都市でありながら、セルヴァでも屈くつ指しの豊かさを持つという評判のジェノスは、いくぶん王都から危険視されているようなのですよ」

「はあ……」

「ですから、ジェノスがダバッグに対して経済的な侵しん略りやくを試みることなど、本来は許されない行為であるはずです。なので、今回の首しゆ謀ぼう者しやがジェノス侯爵の目を盗ぬすんでダバッグに不当な商売を持ちかけているとしたら、それは粛しゆく正せいの対象にもなりうるのではないでしょうか」

「要するに、あなたは何を仰おつしやりたいのでしょうかな、アスタとやら？」

　メイロスが、仏ぶつ頂ちよう面づらで問うてくる。そちらに向かって、俺は結論を申し述べてみせた。

「何も難しい話ではありません。自分はただ、ジェノス侯爵に現在の状況を伝えたいと思います。すべての決定権は、領主たるジェノス侯爵にあるのでしょうからね」

「いやいや、何の責もないアスタ殿が侯爵家に陳ちん情じようなどと、そこまで危険な真似をさせてしまうわけには――」

「陳情だなんて、そんな大おお仰ぎようなものではありません。ただ、知り合いの貴族を通じてジェノス侯爵の耳に入れるだけです」

「知り合いの貴族ですか。それはもちろん、わたしとてダバッグ伯はく爵しやく家けの傍ぼう流りゆうたる血筋でありますが、爵しやく位い継けい承しよう権けんも持たぬ身では貴族を名乗る心持ちにはなれません。そのていどの人間を頼りにしていては、やはりあなたも身を滅ほろぼす結果になりかねないでしょう」

　メイロスは、しわがれた声でそのように言い捨てた。このダバッグでも、やはり貴族と縁えんのある血筋でなければ公職にはつけない習わしであるらしい。そんなメイロスを安心させるために、俺は「そうですか」と笑いかけてみせる。

「でも、心配には及びません。その人物は、ジェノス侯爵と忌き憚たんなくお言葉を交わせる立場であるようですし、これまでも、たびたび森辺の民とジェノス侯爵の橋はし渡わたしを担ってくださっていたのです」

「はう？」と、ディゴラがおかしな声をあげた。

「ちょ、ちょっとお待ちください。ジェノス侯爵と忌憚なく言葉を交わせる立場とは……それはいったい、いかなる立場の人物なのでしょうか？」

「それは、ダレイム伯爵家の第二子息で、ポルアースという御方でありますね」

　ポルアースは本家の次じ男なん坊ぼうであるはずだから、爵位継承権だってしっかり持ち合わせていることだろう。これで安心してもらえたかなと俺は思ったが、案に相そう違いしてディゴラはわなわなと震ふるえ始めてしまっていた。

「そんな馬ば鹿かな……伯爵家の第二子息などという、そんな立場の御方が貴族ならぬ民と縁を結ぶはずが……」

「ええ、話せば長くなるのですが、たまさかご縁を結ぶことがかなってしまったのです」

「アスタとやら、戯ざれ言ごとはそこまでにしていただきましょう」

　と、強い口調でメイロスが言葉をはさんでくる。

「あるいは、あなたは思おもい違いをしてしまっているのでしょうな。そのような立場の人間に迂う闊かつな言葉を吐はいてしまったら、それこそジェノス侯こう爵しやくに陳情するのと大差のない悲劇が生まれてしまうことでしょう」

「そ、そうですな。御おん身みを大切になさってください、アスタ殿」

　ディゴラは何だか青ざめながら、泣き笑いのような顔になってしまっている。いったいこの過か剰じような反応は何なのだろうと思っていると、いきなり横合いから豪ごう快かいな笑い声が聞こえてきた。

　メイロスたちは一いつ瞬しゆんびくりとしてから、笑い声の主をにらみつける。笑っているのは、ザッシュマであった。

「失礼した。どうにも話が進まぬようなので、俺が口をはさませてもらってもかまわないかな、アスタよ？」

「はあ」と、俺も不信感を込めてザッシュマを見る。ザッシュマは取りすました顔をかなぐり捨てて、にやにやと人の悪い笑みを浮かべていた。

「つまり、平民の中でも下げ賤せんとされている森辺の民が、お偉えらい貴族などと縁を結んでいるということが、このダバッグのみなさんには信じられないのだろうさ。そこのところを詳くわしく教えてさしあげれば、きっと納なつ得とくしてもらえるのではないのかな」

「わ、我々は決して、森辺の民を下賤だなどとは――」

「ああ、言葉のあやだから、そこのところは気にしなくていい。要するに、トゥラン伯爵家の前当主サイクレウスを失脚させたのは森辺の民なんだよ、ディゴラ殿どのにメイロス殿」

　押おし黙る両名を見て、ザッシュマはいよいよ愉ゆ快かいそうに笑う。

「信じ難がたい話かもしれないが、それが真実だ。サイクレウスは森辺の民を利用して悪行を働いていたから、その不始末に決着をつけるために、森辺の民はサイクレウスを討うち倒たおすことになった。その結果として、森辺の民はダレイム伯爵家の第二子息を筆頭とする数々の貴族たちと縁を結ぶことがかなったってわけだな」

「い、いくら何でも、そんな馬鹿げた話が――」

「馬鹿げていても、それが真実なんだ。かくいう俺も、別方向からサイクレウスを追おい詰つめていた一派に属していた身でね。最終的には、森辺の民と手を取り合って、サイクレウスと対決する羽目になったわけさ」

　そんな明あけ透すけに語ってしまって大だい丈じよう夫ぶなのだろうかと、俺は息を詰めながらザッシュマの弁べん舌ぜつを聞くことになった。

「だから、何も心配することはない。ダレイム伯爵家の第二子息なんかは、十日にあげずアスタの店まで出向いているそうだからな。ジェノス侯爵への言こと伝づてを頼たのむぐらいは、わけもないだろうさ」

「…………」

「ちなみにこのアスタは、城下町で晩ばん餐さん会かいの料理番をつとめることもあったから、ジェノス侯爵自身とも面識を得ている。森辺の族長に話を通せば、侯爵自身に言葉を届けることだって容易たやすいだろうさ」

「…………」

「いや、森辺の族長と言葉を交わすのはジェノス侯爵ではなく、その第一子息たるメルフリード殿であったか。まあ、あの御ご仁じんであれば、侯爵自身よりもいっそう熱心に森辺の民の言葉に耳を傾かたむけてくれることだろう」

「ジェ、ジェノス侯爵家の第一子息――！」

　もはやディゴラは、死人のような顔色になってしまっていた。メイロスは、椅い子すの肘ひじかけを握にぎりしめた状態で、痩やせた顔いっぱいに脂あぶら汗あせを浮かべている。

「俺もかの御仁とは縁を持つ身だが、メルフリード殿というのはちょっと空そら恐おそろしいぐらい法や道理を重んじる気き性しようでな。薄うす汚ぎたない謀略で私腹を肥やしている人間などがいるならば、きっと力を惜しまずに断罪の刃やいばをふるってくれるだろう。……ただし、それがジェノス領内の罪人であった場合は、だけどな」

「わ、我々は罪など犯おかしていない！」

　ディゴラが椅子を蹴けって立ち上がった。そのでっぷりとした姿を見み据すえながら、ザッシュマは「そうかい」と笑う。

「だったら、毅き然ぜんとしていればいい。ジェノス侯爵もそのご子息も、ダバッグ領内の揉もめ事ごとなんかに関心はないだろう。どんなにダバッグの領民が苦しんでいたって、ジェノスには何の関わりもないことだからな」

「…………」

「アスタが最初に言った通りだよ。おかしな商売を持ちかけているのが領主自身の意向であるなら、誰にも文句のつけようはない。しかし、それが一個人の謀略であった場合は、その土地の領主に粛正されることになるだろうな」

「ザッシュマよ。けっきょくお前さんは、何が言いたいのだ？　俺はそろそろ腹が減ってきてしまったのだが」

　そのように発言したのは、ずっと退たい屈くつそうに髭ひげをひねっていたダン＝ルティムであった。そちらを振り返りながら、ザッシュマはふてぶてしく笑う。

「牧場の連中は、サイクレウスが失脚して以来、損をするようになったと言っていた。それじゃあ、その分の得をしたのは誰かって話さ。得をしたのがジェノスかダバッグの領主なら、誰にも文句のつけようはない。しかし、領主の目を盗んで私腹を肥やしているような人間がいるならば、そいつらは領主の手によって断罪されることになるだろう」

「ふむ、やっぱりよくわからん」

　ダン＝ルティムはそう言ったが、俺にはわかってしまった。

　というか、ディゴラたちの顔色を見れば、嫌いやでも理解せざるを得なかった。私腹を肥やしていたのはトルストでもその部下でもなく、「ジェノスから肉を買い叩かれている」と虚きよ偽ぎの報告をしていた、この男たちであったのだ。

「近日中に、ジェノス城からダバッグの領主に使者が出されるだろう。脅おどしまじりにカロンを買い叩いているなんていう悪評をたてられたら、あちらさんも黙ってはいられないだろうからな。真実はどこにあるのか、二つの町の領主様たちが手を取り合って解明してくれるだろうさ」

　ザッシュマは、笑顔でそのように締しめくくった。

　二人の罪人たちは、呆然としたまま言葉を発することもできなくなってしまったようだった。
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「あなたは思ったより計算高い人間だったんですね、ザッシュマ」

　荷車に揺ゆられながら俺がそのように呼びかけると、ザッシュマは「何の話だ？」とけげんそうに振ふり返った。

「あなたは最初から、ディゴラたちをあやしいと思っていたんでしょう？　で、彼らの反応を見るために、俺をけしかけたんじゃないんですか？」

「けしかけるとは人聞きが悪いな。いかにこずるい連中でも、証あかしがない内に罪人呼ばわりすることはできないだろう？　だから、自分の中で確信を持てるまでは事を荒あら立だてないようにと自制していただけさ」

「だったら、そういった心情を最初に打ち明けてくれればよかったじゃないですか？　まったく、人が悪いです」

　そのように言いながら、ふっと頭に浮かんだ想念を口にしてみる。

「そういえば、スン家を罠わなにはめるために商団を偽ぎ装そうしたのも、カミュアではなくメルフリードやあなたの策さく謀ぼうだったんですよね。そう考えれば、あなたが計算高い人間だということは、最初から明白だったわけですか」

「何だよ、ずいぶんとまた昔の話を引っ張りだしてきたもんだな。……そんなに気を悪くしちまったのか？」

　無精髭の浮いた頬ほおを撫でながら、ザッシュマが心配そうに顔を寄せてくる。その姿を見返しながら、俺は「いいえ」と苦く笑しようしてみせた。

「あなたが実家の牧場を軽かろんじるような人間じゃなくて、安心しました。素直じゃないなあとは思ってしまいますけれどもね」

「別に俺は、そんなつもりで罪人どもを糾きゆう弾だんしたわけじゃない。義ぎ憤ふんだよ、義憤」

　分厚い肩をすくめてから、ザッシュマは視線を荷車の外に移す。ここはまだダバッグの領内、町と牧場をつなぐ並木道の途と上じようであった。

　だいぶん日が高くなってきたので、土の地面には木こ漏もれ日びが差している。この後は再びマロッタの牧場に立ち寄ってから、ジェノスへの帰路を辿たどる予定である。

「……あのディゴラにメイロスという人物たちは、どうなるのでしょうかね？」

「さてな。ダバッグの領主の怒り具合にもよるが、さすがに首を刎はねられることはないだろう。金勘かん定じようだけで暮らしていく生活はあきらめて、カロンの尻しりでも追い回せばいいだけのことさ」

　これからディゴラたちの悪事については、牧場中に暴ばく露ろされることになる。怒った牧場主たちがディゴラを糾弾すれば、やがてその騒さわぎはダバッグ伯はく爵しやくの耳にも伝わり、ジェノスからの使者を待つまでもなく、裁きを受けることになるであろう、という話であった。

「こんなのどかな町なのに、謀略を巡めぐらそうとする人間はいるものなのですね」

「そりゃあそうさ。人間が寄り集まる場所で、悪事と無む縁えんでいられるもんか」

　そんな言葉を交わしている内に、マロッタの牧場が見えてきた。ちょうど巨きよ大だいな木の樽たるを抱かかえて厩きゆう舎しやから出てきたミザが、「おやまあ」と笑顔で俺たちを迎むかえてくれる。

「お帰りかい？　町のほうでは、美味いカロンを食べられたかね？」

「はい、それはもう。いささか食べすぎてしまったぐらいです」

　俺は荷車から飛び降りて、ミザに笑顔を返してみせた。そのかたわらに、ザッシュマも立ち並ぶ。

「アルマたちは。まだ放牧場か？　ちょいと挨あい拶さつをしておきたいんだが」

「ぼちぼち中天だから、戻ってくるんじゃないのかねえ。それよりも、ちょっとあんた！」

　と、息むす子こを放置して、ミザはなおも俺に語りかけてくる。

「あのギバ肉ってのは、ずいぶん立派な肉なんだね！　晩ばん餐さんで鍋なべにぶちこんでみたんだけど、うちのカロンにも負けない味だったよ！」

「あ、さっそく食べていただけたんですね。お口に合ったのなら良かったです」

「ちょいとばっかり風味がきついけど、食べている内にその風味こそが大事なんじゃないかと思えるぐらいだったからねえ。あんなに美う味まい肉が手に入るんなら、じきにジェノスの人らはカロンを買ってくれなくなっちまうんじゃないのかね」

「いえ、ギバにはギバの、カロンにはカロンの美お味いしさがあるのですから、そんな結果にはならないと思いますよ。それに、ジェノスの全人口をまかなえるほどのギバ肉を準備するのは、不可能な話ですしね」

「そうかい。だったら、ひと安心だね」

　重そうな樽を抱えたまま、ミザはにこにこと笑っている。すると、いつの間にか俺たちの隣となりに並んでいたマイムが「あの」と声をあげた。

「それは、カロンの乳ですよね？　よかったら、わたしにもそれを売っていただけませんか？　土ど瓶びんに十本分でかまいませんので」

「へえ、カロンの乳を買ってくれるのかい？　でも、うちにはこういう樽しか置いてないんだよね。普ふ段だんは乳屋に売りつけてるだけだからさ」

「あ、土瓶は町で買ってきました！　よかったら、お願いいたします」

「すみません。わたしどもも、土瓶で二十本ほど売っていただきたいのですが」

　と、後ろからレイナ＝ルウも声をあげる。ミザは「ありがたいねえ」とにっこり微笑ほほえんだ。

「カロンの乳は傷いたみやすいから、あんまり買い手がつかないんだよ。土瓶で十本なら赤銅貨五枚、二十本なら十枚だよ」

「え、ずいぶん安いのですね？　ジェノスで買おうとすると、その倍ぐらいはしてしまうのですが」

「そりゃあ運び屋の賃金だろうさ。ダバッグとジェノスを行き来するには、丸一日もかかっちまうからねえ」

　そういうことなら、と俺も十本ほど購こう入にゆうさせていただくことにした。下ごしらえのできない明日も宿場町での仕事は休業であるので、俺たちはその時間を利用してミケルにあれこれ料理を学ぶ手はずになっていたのである。

「それじゃあ、こいつを土瓶に分けちまおう。乳屋に売る分は、食事をいただいた後にまた搾しぼることにするよ」

「ありがとうございます。助かります」

　そうして厩舎に土瓶を運び込んでいるところに、放牧場の人々がどやどやと帰ってきた。その先頭を歩いていたアルマが「よお」と笑いかけてくる。

「ザッシュマにお客人、ジェノスにお帰りかい？」

「ああ。その前に、ちっとばっかり話があるんだよ」

　ザッシュマは、声をひそめてディゴラたちの行状についてを語り始める。その言葉を聞く内に、アルマの顔には呆あきれかえったような表情が浮うかんできた。

「何だそりゃ。それじゃあジェノスの貴族どものせいでカロンの値が下がっちまったってのは、ディゴラの親おや父じの大おお嘘うそだったってのか？」

「おそらくな。外務官のメイロスとかいう男とグルになって、お前さんたちに支し払はらうべき銅貨をかすめ取っていたんだろうさ」

「ははあ……そいつはずいぶん、こずるい真似をするもんだ。ま、金勘定を任せきりにした俺たちの手落ちでもあるんだろうけどなあ」

「まったくだよ。商会の寄り合いには、もう親父じゃなくってお前さんが出向いてるんだろう？　今後は誰がディゴラの跡あとを引き継ぐことになっても、全員に損の出ないように目を光らせておくべきだと思うぜ？」

「了りよう解かいしたよ。他ほかの牧場の連中には？」

「これからだよ。お前さんたちに伝達役を願おうと思ってたんだ。俺たちは、もうぼちぼちジェノスに向かわなきゃならないからな」

「よし、わかった。夜にはみんなでディゴラを吊つるし上あげてやろう」

　あくまでも陽気な面おも持もちで、アルマは手近な牧童を呼び止めた。

「あ、近い内に、ジェノス城から真しん偽ぎを確かめるための調査隊がやってくるってことも伝えておけよ？　そうでなくっちゃ、あくまでジェノスに買い叩かれたんだと言い張るかもしれないからな」

「何？　そんなものが遣つかわされてくるのか？」

「わからんよ。でも、ディゴラにはそう信じ込ませる必要があるからな」

「はは。ずいぶん悪わる知ぢ恵えが働くようになったな、ザッシュマ」

　アルマは、ザッシュマの肩を手の甲こうで叩く。同じ表情で、ザッシュマもアルマの肩を叩き返した。

「それじゃあな。次は二年も空けずに、顔を見せろよ？」

「どうだかな。約束はできないが、まあ覚えておこう」

　そうしてアルマは、牧童とともに立ち去っていった。トトスでも駆かって、牧場中にふれを回すのだろう。

　それを見送っていたザッシュマが、最後に放牧場から戻もどってきた人ひと影かげを見て、軽く眉まゆをひそめる。ずいぶんと小こ柄がらで、なおかつずんぐりとした体型の、それはマロッタであった。

　昨日は屈かがんでいる姿しか見ていなかったのでわからなかったが、思っていたよりも背が低い。せいぜい百六十センチていどであろうか。マロッタは仏頂面のまま、俺たちのほうを見ようともせずに通りすぎようとしたので、ザッシュマが「待てよ」と呼び止めた。

　マロッタはうろんげに振り返り、ザッシュマは荷台から引っ張り出した大きな布ぬの袋ぶくろをそちらに突つきつける。

「ネェノンの葉だ。昨日の食事の礼に、取っておきな」

「……あの食事は、お前たちのよこしたギバとかいう肉の礼だ」

「だったら、アルマやお袋ふくろが牧場中を案内してくれたことへの礼だよ。こんなもん、俺たちには何の用事もないんだから、受け取ってくれ」

　頭半分以上も大きい息子の姿を、マロッタは不ふ機き嫌げんそうににらみあげる。それと相対しながら、ザッシュマは「それからな」と言葉を継いだ。

「余計な差し出口かもしれねえが、一つ言っておきたいことがある。この牧場の上客でもあるジェノスは今、何やかんやと食材の買い付けを見直してる最中なんだ。で、おそらくディゴラの親父は今日の夜にでも商会長を引きずりおろされることになる。これを機会に、親父たちも自分の商売を見直してみちゃあどうだい？」

「……商売を見直すだと？」

「ああ。今はこの牧場で育てられたカロンも、ディゴラの牧場みたいにいいかげんな気持ちで育てられたカロンも、一いつ緒しよくたで売られちまってるんだろう？　上等なカロンには上等な値段を、粗そ末まつなカロンには粗末な値段をつけてもらえるように、ジェノスの連中に掛かけ合あうべきなんじゃないのかね？」

「……お前なんざに、そんな差し出口を叩かれる覚えはねえな」

「そうだろうな。だから、とっととアルマに牧場を引き継がせちまえよ。アルマだったら、それぐらいの損得勘定はできるだろうからさ。……適当なところで老いぼれは身を退ひいておかねえと、いつまで経たっても跡あと継つぎは育たないぜ？」

　そう言って、ザッシュマはふてぶてしく笑った。

「親父はこれまで通り、上等なカロンを育てりゃいいんだよ。後の面めん倒どう事ごとは、頼もしい跡継ぎが何とかしてくれるさ。俺なんかよりも、よっぽど上等なやり口でな」

「……ふん」と鼻を鳴らしながら、マロッタはザッシュマの手から布袋をひったくった。そして後は無言のまま背を向けて、家のほうに歩きだす。その小さくも逞たくましい背に向かって、ザッシュマは大声で呼びかけた。

「それじゃあな！　次に会うまで、くたばるんじゃねえぞ、親父？」

「人の心配より自分の心配をしやがれ、この……馬ば鹿か息むす子こが」

　マロッタの姿が、建物の陰かげに消えていく。

　それを待ってから、俺たちの背後に立ちはだかっていたダン＝ルティムが「うむ！」と楽しげな声をあげた。

「それでいいのだ！　父と子ならば、これぐらい心を通じ合わせるべきなのだ！」

「何だよ、大きな声でわけのわからないことを言わないでくれよ、ダン＝ルティム」

「わけがわからぬことはあるまい！　粗そ野やな言葉を使いながらも、父親を思いやるお前さんの気持ちはひしひしと伝わってきたぞ、ザッシュマよ！」

「やめてくれってば」と、ザッシュマは苦笑する。

　俺も「あはは」と笑ってしまったが、その瞬しゆん間かんに横から強い力で腕うでを引っ張られた。眉をひそめたアイ＝ファの顔が、ぐぐっと間近にまで迫せまってくる。

「うん？　どうしたんだよ、アイ＝ファ？」

「それはこちらの台詞せりふだ。お前は何な故ぜ、そのように涙なみだを浮かべているのだ、アスタよ？」

　他の人々には聞かれぬよう、おしひそめられた声でアイ＝ファが囁ささやきかけてくる。「涙なんて浮かべてないよ」と答えながら、俺はちょちょいと目もとをぬぐった。

「ただ、父と子の交流ってのは、胸に響ひびくなあと思っただけさ。森辺では、あんまり目にしない光景だしな」

「…………」

「そんな深刻な話じゃないから、そんな顔すんなって」

　照てれ隠かくしに、俺はアイ＝ファの高い鼻をぴんと弾はじいてやった。とたんにアイ＝ファは真っ赤になって、俺の頬に頭をぐりぐり押しつけてくる。

「いたたたた。ごめん、冗じよう談だん、失礼いたしました」

「何をやっておるのだ、お前さんたちは？　そら、レイナ＝ルウたちも戻ってきたようだぞ？」

　ダン＝ルティムの言葉通り、土瓶を抱えた女衆たちが厩舎から出てきた。

　太陽は、すでに中天に差しかかっている。俺とアイ＝ファの姿を見下ろしながら、ダン＝ルティムは大声で言った。

「さあ、それでは森辺に帰ろうではないか！　きっと女衆らも美味い晩餐をこしらえて待ってくれていることだろう！」

「そうですね。帰りましょう」

　俺は笑顔で、そのように答えた。

　アイ＝ファは顔を赤くしたまま、俺の足を軽く蹴ってきた。

　そうして俺たちの二日間に及およんだダバッグへの小旅行は、いよいよ終わりを迎えることになったのだった。







箸休め　～優しい夜～







　生まれて初めて、森辺の外で過ごす夜――トゥール＝ディンは、一人でひそかに胸を高鳴らせていた。

　森辺どころかジェノスの領土をも踏ふみ越こえて、トゥール＝ディンたちは今、ダバッグという町の宿屋に身を置いている。階下の食堂で食事を終えて、しばしの談だん笑しようを楽しんだ後、一同はそれぞれの寝しん室しつに向かっているところであった。

　ダバッグに到とう着ちやくしたのは中天あたりで、現在はもうとっぷりと夜も更ふけているというのに、いまだトゥール＝ディンは平常心を取とり戻せていない。何だか足もともふわふわしており、夢の中を歩いているような心地であった。

（わたしみたいに至らない人間が、どうしてこんな場所にいるんだろう）

　森辺の民たみが外界に旅立つなどというのは、まぎれもなく椿ちん事じであるはずだった。アスタや族長筋ルウ家の人々はまだしも、ディン家の一家人に過ぎない自分が、どうしてその一団に加えられているのか。トゥール＝ディンの胸には、まだその疑念がべったりとへばりついていたのだった。

　今日という日は、すべてが驚おどろきと新しん鮮せんさに満ちていた。ジェノスの外に広がる未知なる世界が、トゥール＝ディンの心を震わせてやまなかったのだ。その体験がかけがえのないものであればあるほど、（どうして自分なんかが……）という思いにとらわれてしまうのだった。

　この旅に参加したいと願い出ていた人間は、たくさんいた。トゥール＝ディンが仲良くさせてもらっているララ＝ルウや、最近屋台を手伝い始めたユン＝スドラなどが、その筆頭だ。そんな人々を押しのけて、自分などが参加してしまって、本当によかったのか――たとえ自分が辞退したところで、彼かの女じよたちにその座が受うけ渡わたされるわけではないということを承知していながら、トゥール＝ディンはそのように思わずにいられなかった。

「……どうしたのですか、トゥール＝ディン？」

　と、隣を歩いていたマイムが、不思議そうに問うてくる。気づけば一同は階段をのぼり終えて、寝しん所じよの扉とびらを前にしていた。

「い、いえ、何でもありません。ちょっと、ぼうっとしてしまっただけです」

　トゥール＝ディンが慌あわてて答えると、マイムは「そうですか」とにっこり笑った。モルガの山頂からこぼれる朝日のように、澄すみわたった笑顔である。

「では、寝所で休みましょう。アイ＝ファはアスタと話があるそうです」

　その寝所では、アイ＝ファとマイムとリミ＝ルウとトゥール＝ディンの四人で眠ねむる手はずになっていた。アイ＝ファを外に残して扉を閉めたリミ＝ルウは、「ねえねえ！」とトゥール＝ディンたちに呼びかけてくる。

「これ、面おも白しろい形だよねー！　リミ、上のほうで眠りたいんだけど、いいかなあ？」

　宿屋の寝ね床どこは蓋ふたのない箱のような形に作られており、それが二段重ねにされていたのだ。上の段はトゥール＝ディンたちの頭よりも高い位置にあり、梯はし子ごを使わなければならない。マイムいわく、それは寝しん台だいという設備であるようだった。

「わたしは、上でも下でもかまいません。トゥール＝ディンは、どうですか？」

「あ、わ、わたしもどちらでもかまいません」

「ありがとー！　それじゃあ、リミが上で眠らせてもらうねー！」

　森の小さな獣けもののように、リミ＝ルウはちょろちょろと梯子を登っていく。そうして上の段に到着すると、リミ＝ルウは「わーい！」とはしゃいだ声をあげた。

「ルドに肩かた車ぐるましてもらうより、高いかも！　……それじゃあ二人とも、おやすみー！」

「あれ？　アイ＝ファを待たずに、眠ってしまうのですか？　……というか、リミ＝ルウはてっきりアイ＝ファと一緒に眠るのかと思っていたのですが……」

「うん。さっき試ためしてみたんだけど、二人で一緒に眠るのは窮きゆう屈くつみたいだったの。だから、別々に眠るしかないんだー」

　そのように述べてから、リミ＝ルウは「ふわあ」と大あくびをした。

「それに、おなかがいっぱいになったら眠くなっちゃった。アイ＝ファとは明日も朝から一緒にいられるから、明日いっぱいおしゃべりするの！」

「そうですか。今日は色々なところを歩き回ったから、確かに疲つかれましたよね。どうぞゆっくり休んでください」

「うん、マイムたちもねー！　じゃあ、おやすみー！」

　リミ＝ルウの小さな姿が、寝台の陰に消え去った。それを見届けてから、マイムがトゥール＝ディンのほうに向きなおってくる。

「では、わたしたちも休みましょうか」

「あ、はい。マイムは、どの場所がいいですか？」

「わたしは、どこでもかまわないのですが……あの、もしよければ、同じ寝台で眠りませんか？」

「え？　わたしとですか？」

　マイムはちょっと気き恥はずかしそうに頬を染めながら、「はい」とうなずいた。

「べ、別にかまいませんけれど……でも、どうしてですか？」

「わたし、いつもは父さんと同じ寝台で眠っているのです。だから、一人で眠るのがちょっと心細くて……もう十歳さいなのに、恥ずかしい話ですけれど……」

　その言葉に、トゥール＝ディンはまた驚かされることになった。

「それは、恥ずかしい話なのですか？　わたしも普段は、父さんと一緒に眠っています」

「えっ、本当ですか？」

「はい。わたしもあまり、他の家のことはわかりませんが……たぶん森辺では、珍めずらしい話ではないと思います」

「そ、それじゃあ、一緒に眠っていただけますか？」

「はあ……わたしなどでよければ……」

　マイムは瞳ひとみを輝かがやかせながら、心から嬉うれしそうに「ありがとうございます」と言った。

「で、でも、わたしなどでいいのですか？　リミ＝ルウのほうが、身体からだも小さいですし……」

「いえ、わたしはトゥール＝ディンと一緒に眠りたいと、ずっと考えていたのです」

　弾はずむような声で言って、マイムは寝台に潜もぐり込んだ。

「さ、どうぞ。わたしはなるべく、壁かべのほうに寄りますので」

「は、はい……」

　トゥール＝ディンはいささか落ち着かない気持ちを抱えながら、マイムのかたわらに身を横たえることになった。

　十歳同士の二人が並んで、わずかに腕が触れるていどの空間である。これではリミ＝ルウもアイ＝ファとともに眠ることはあきらめざるを得なかっただろう。ダン＝ルティムぐらいの巨きよ体たいであったら、一人でも窮屈なのではないだろうか。

「あの……マイムはどうして、わたしなどと一緒に眠りたいと考えていたのですか？」

　おそるおそる問うてみると、マイムは顔だけをこちらに向けてきた。あの、朝日のような笑顔である。

「一緒に眠りたいというよりは、トゥール＝ディンともっと言葉を交かわしたいと願っていたのです。今日も朝から一緒にいたのに、あまりおしゃべりはできていませんでしたもんね」

「ど、どうしてわたしなどと？」

　トゥール＝ディンがそのように繰くり返すと、マイムはむしろ不思議そうにまばたきをした。
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「だって、トゥール＝ディンは同い年じゃないですか？　だから、その……もっと仲良くなりたいなって、ずっと考えていたんです」

「そ、そうですか。でも、リミ＝ルウも二歳しか変わらないですよね？」

「はい。だけど、リミ＝ルウは普段からたくさん声をかけてくれるので、すっかり仲良くなれたと思います。だから今度は、トゥール＝ディンと仲良くなりたいんです」

　マイムが、にこりと目を細める。リミ＝ルウにも負けないぐらい、それは無む邪じや気きな笑顔であった。

「わたしの住むトゥランって、子供があまりいないんです。畑の仕事が北の民にまかされたせいで、働き口がなくなって、若い人間はみんな余所の土地に移り住んでしまったみたいなんですね。だからこうやって、同い年の相手と仲良くなれるのが、すごく嬉しいんです」

「そ、そうですか……」

「トゥール＝ディンは、やっぱり同い年の友達もたくさんいるんですか？」

　トゥール＝ディンは胸の奥おく底そこに疼うずくような感覚を抱いだきながら、「いえ」と答えてみせた。

「ディンの集落にも、幼い子供がいないわけではありませんが……どちらかというと、わたしは大人に囲まれているほうが多いです」

「へえ、やっぱりかまど番として頼たよりにされているのですか？」

「い、いえ、そういう話ではなく……わたしは正しく生きるすべを身につけなればならないので……大人たちが、その面倒を見てくれているのです」

　マイムは、きょとんと目を丸くした。確かにこれだけの話では、まったく意味がわからないことだろう。トゥール＝ディンは迷ったが、マイムの純じゆん粋すいな眼まな差ざしにうながされるようにして、これまでのことを語ることになった。

　トゥール＝ディンはもともと、スン家の人間であったこと――スン家の者たちは同どう胞ほうに隠れて、森辺の禁きん忌きを破っていたこと――その罪を贖あがなうために、スン家の大多数の人間は余所の家の家人となり、正しく生きるすべを学んでいるさなかであるということ――

　最後まで聞き終えたマイムは、とても熱心な面持ちでうなずいていた。

「スン家というのは、わたしも聞いたことがあります。トゥランの前の領主様と一緒に、大罪を働いていたのですよね。……トゥール＝ディンは、そのスン家の生まれであったのですか」

「はい。わたしなどは、分家の家人に過ぎませんでしたが……それでも、スン家の人間であったことに変わりはありません。だからその罪を贖うために、スンの氏うじを捨てて、ディンの家に引き取られることになったのです」

　トゥール＝ディンがこのような素す性じようを語るのは、これが初めてのことであった。森辺であれば誰だれもが事情をわきまえているので説明する必要などないし、森辺の外ではそのようなことを打ち明ける相手もいなかったためだ。

　そしてスン家の人間は、町でも暴ぼう虐ぎやくな真ま似ねを働いていた。宿場町で暴れたり、気に入らない屋台を壊こわしたり、陰かげでは旅人を襲おそったりしていたのである。トゥール＝ディンはずきずきと疼く胸むなもとに手をやりながら、おそるおそるマイムの顔を見返した。

「わたしはいまだに罪を贖っているさなかです。正しく生きることこそが、わたしたちにとっての贖いとなるのです。……あの、恐おそろしければ、今からでも寝台を移ってください」

　トゥール＝ディンの言葉に、マイムは「いいえ」と微笑んだ。

「恐ろしいことなんて、これっぽっちもありません。でも……トゥール＝ディンがときどき寂さびしそうな目をする理由がわかったような気がします」

「さ、寂しそうですか？　そんなつもりはなかったのですが……」

「そうですね。寂しそうというのは、ちょっと違ちがうのかもしれません。不安そう……というのも、ちょっと違うかな。なんとなく、すごく幸福そうなのに、自分が幸福でいいのかなあって思い悩なやんでいるような……上う手まく言えないけど、そんな風に見えるときがあるのですよね」

　それはまさしく、現在のトゥール＝ディンの心中をそのまま言い当てているかのような言葉であった。

　驚くトゥール＝ディンを余よ所そに、マイムはまだ微笑んでいる。

「トゥール＝ディンは、たくさんつらい思いをしてきたんでしょう？　だからその分、幸福になるべきなんです。わたしは、そのように思います」

「そ、そうですか。だけど……」

「わたしの父さんも、とてもつらい思いをしてきました。だからわたしはその分まで、父さんに幸福になってほしいんです」

　ミケルの父親は、サイクレウスという貴族に腕の筋を断たたれて、料理人として生きていくすべを失ってしまったのだ。

　そして、スン家を悪の道にそそのかしたのも、同じサイクレウスだという。言ってみれば、マイムとトゥール＝ディンの親たちは、同じ相手から歪ゆがんだ運命を押しつけられることになったのだろう。

「父さんはアスタと出会って、変わりました。昔は朝から酒びたりで、こうやって一緒に眠るときも、酒さけ臭くさくて大変だったんです。……わたしたちは、同じ相手からひどい目にあわされて、同じ相手に救われたのかもしれませんね」

「はい……それは本当に、そうだと思います」

「そしてわたしは、トゥール＝ディンたち森辺のみんなと出会うことができました。父さんに負けないぐらい、幸せです」

　毛布の下で、マイムがトゥール＝ディンの手を握りしめてきた。

「わたしと同い年の女の子が、料理に夢中になっていることが、わたしにはすごく嬉しかったんです。……トゥール＝ディンの話を、もっと聞かせてくれませんか？」

「は、はい……だけど、あの……わ、わたしもマイムの話が聞きたいです」

　トゥール＝ディンの言葉に、マイムはまたきょとんと目を丸くした。

　それから、今まで以上に幸福そうに微笑む。

「それじゃあ、順番に話しましょう。まだ眠くはないですか？」

「は、はい。身体は疲れていますけれど、まだしばらくは眠れそうにありません」

「わたしもです。それなら、いっぱいおしゃべりできますね」

　どうしてこの娘むすめは、こんなに温かい表情で笑えるのだろう。

　その笑え顔がおはあまりにまぶしくて、トゥール＝ディンは涙をこぼしてしまいそうになっていた。

　だけど――と、トゥール＝ディンは考える。

（だけど……この旅に連れてきてもらうことができて、よかった）

　トゥール＝ディンは、心からそのように思うことができた。
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赤髭と風来坊







「おい、貴様！　いったいどこから入り込みやがったんだ!?」

　カミュア＝ヨシュがその酒場に足を一歩踏み入いれるなり、あちらこちらから悪意ある視線と罵ば声せいが叩たたきつけられてきた。

　南北に走る主しゆ街かい道どうから少し外れた、古くてあまり使われていない街道沿いにある、さびれた村落の酒場である。建物も、決して立派なものではない。二階には宿しゆく泊はく用の部屋も準備されているようだが、このように物もの寂さびしい土地で夜を明かそうという旅人は少ないだろう。

　主街道を北に半日ほど進めばベヘットの町、南に半日ほど進めばジェノスの町が、それぞれ控ひかえている。当たり前の知識を備えている旅人ならば、朝から夜までトトスに鞭むちを入れて、安全で大きな町で夜を過ごせるような算段を立てるはずだ。

　しかし、その酒場はずいぶんと賑にぎわっていた。さほど大きくもない客席に、十五名ばかりの男たちが陣じん取どっている。いずれも腕に覚えのありそうな、いかにも荒あらくれ者ものといった風ふう貌ぼうの男たちである。そんな男たちの姿を見回しながら、カミュア＝ヨシュは「はて？」と小首を傾かしげてみせた。

「どこから入り込んだと言われましても、俺おれは目の前の道をひょこひょこ歩いてきたまでですが」

「ふざけるな！　外には俺たちの見張りが目を光らせていたはずだ！　手て前めえ……どこかの貴族の間かん諜ちようか？」

「まさかまさか。今のところは、どの土地の領主にも刀を捧ささげた身ではございません」

　深くかぶった頭ず巾きんの陰で、カミュア＝ヨシュはにっこり微笑んでみせる。

「実は、旅の途と中ちゆうでトトスを失ってしまったのです。このような辺境の地をトトスもなしに通とおり抜ぬけようとする輩やからはそうそういないでしょうから、それでその見張りとかいう方たちも俺の姿を見過ごしてしまったのではないでしょうかね」

「ふざけた口をきく男だな……いいから、その頭巾を取ってみな」

　と、荒くれ者たちの中でもひときわ魁かい偉いな風貌をした大男が、のそりと進み出てきた。

「酔すい狂きようなシム人でもあるまいし、こんな夜よ更ふけにそんな暑苦しいもんをかぶる筋合いはねえだろうがよ？　あやしいもんじゃねえってんなら、その面つらを拝ませてみろ」

「はあ、それはいっこうにかまいませんがね」

　そのように答えてから、カミュア＝ヨシュは右みぎ腕うでを広げ、左手で心臓をつかむ仕草をしてみせた。

「その前に、俺は西方神セルヴァの子であることを、この魂たましいにかけて誓ちかわせていただきます」

「はん。手前みたいにべらべらとよく喋しやべる男を、誰もシム人とは思わねえよ」

「ええ、シム人と思われる分には、いっこうにかまわないのですがね」

　そうしてカミュア＝ヨシュは、西方神への宣せん誓せいを果たしてから、革かわの外がい套とうの頭巾を背中のほうにはねのけてみせた。

　とたんに、男たちはぎょっとした様子でどよめきをあげる。燭しよく台だいの火が頼りの薄うす暗ぐらい室内でも、カミュア＝ヨシュの有する金きん褐かつ色しよくの髪かみと紫むらさき色いろの瞳を見誤ることはないだろう。

「手前……北の民か？」

「いえいえ。ですから、西の民です。母はマヒュドラの生まれでしたが、俺は西方神セルヴァに魂を捧げた身なのです」

　男たちはうろんげに、ぼそぼそと言葉を交わし合うことになった。

　それでもいきなり斬きりかかってきたり、呪のろいの言葉をあびせてこようとする者はいない。やはり、ここまで内陸部に来ると、マヒュドラの民に対する敵対心というものは相当に緩かん和わされるようだ。血で血を洗うマヒュドラとの国境は、ここからトトスでひと月以上もかかる北の果てなのである。

「なるほどな。いくら何でも、北の血が混ざった人間を召めし抱えようって領主はいねえだろう。手前はただの、間の抜けた旅人に過ぎねえってわけだ」

「ええ。毒を持つ蜥蜴とかげにトトスを噛かまれてしまったのです。俺の準備の足らなさから、可か哀わい想そうなことをしてしまいました」

「そいつは気の毒な話だがな。今晩、この酒場は俺たちの貸し切りなんだ。余よ所そ者ものを迎えるわけにもいかねえから、このまま出ていってもらおうか」

「ええ？　そいつは困りましたねえ。俺はこちらで宿泊させていただこうと考えていたのですが」

「二階の宿も、満室だとよ。運がなかったな」

　カミュア＝ヨシュは、ぐるりと視線を巡らせてみた。

　店の奥おくに横長の受付台があり、その向こうで酒場の主人と思おぼしき壮そう年ねんの男が酒しゆ杯はいに果実酒を注いでいる。目が合うと、主人は面倒くさそうに手をぷらぷらと振った。さっさと出ていけ、ということらしい。

「うーん、困りましたねえ。では、この村落で旅用のトトスを売ったりはしておりませんかね？」

　カミュア＝ヨシュが言うと、男たちは下げ卑びた笑い声をあげた。

「そんな大層なもんを売ってるわけねえだろうが？　こんなさびれた村落に置いてあるのは、野の良ら仕事を手伝わせるための老いぼれトトスぐらいのもんだろうぜ」

「ひと晩火でも焚たいてりゃあ、物ぶつ騒そうな獣に襲われることもねえだろうよ。ただし、手前自身が毒虫に噛まれちまわないように気をつけるこった！」

　カミュア＝ヨシュは「ふうむ」と考え込むことになった。

　すると、入口に近い卓たくで果実酒をあおっていた短たん躯くの男が、酒臭い息を吐はきながら近寄ってきた。

「おい、本当にこいつを帰しちまっていいのか？　見張りの目をすりぬけてまで店に入ってきたってのは、いかにもあやしい話じゃねえか？」

「そうだな。旅人のなりをした兵士なんかではないとしても、何か企たくらみがあって俺たちに近づいてきたんだろう」

「このまま帰しちまうのは、危険だな」

　その男に呼応して、数名の男たちがカミュア＝ヨシュを取り囲んでくる。

　カミュア＝ヨシュは、両手を軽くあげて害意のないことを示してみせた。

「別に企みなどはないですよ。俺は一夜の宿を求めていただけなのです」

「口では何とでも言えるだろうがよ。おい、素す直なおに吐けば、痛い目を見ずに済むぜ？」

「うーん、痛いのは嫌いやですねえ」

　カミュア＝ヨシュの言い方が癇かんに障さわってしまったのか、短躯の男が壁にたてかけてあったグリギの棒を握にぎりしめた。ひときわ物騒な面つらがまえをした最初の大男が、「殺すなよ」と低くつぶやく。

「あの、俺は本当にあやしい者では――」

「うるせえッ！」

　短躯の男が、グリギの棒を振ふり下おろしてくる。まともに当たれば、肩かたの骨ぐらいは簡単に砕くだかれていただろう。

　それは嫌なので、カミュア＝ヨシュは一歩だけ横移動した。外套とすれすれの位置を横切って、グリギの棒が木の床ゆかに叩きつけられる。

「手前ッ！」

　すると今度は、左手側にいた男がつかみかかってきた。

　カミュア＝ヨシュは、その場にすとんと腰こしを落とす。男はカミュア＝ヨシュの肩につまずいて、頭から床に落ちることになった。

「ほう、なかなか小こ癪しやくな真似をしやがるな」

　残った男たちが、じりっと包囲の輪を縮めてくる。

　さてさて、どうしたものだろう――と、カミュア＝ヨシュが呑のん気きに考えていると、店の奥から「おい」という笑いを含ふくんだ声がかけられてきた。

「もういいじゃねえか。困っているなら、ひと席分ぐらいは席を空けてやれ。そいつが毒蜥蜴に噛まれてくたばっちまうようなことになったら、俺たちまで夢見が悪くなっちまうだろうがよ？」

「いや、だけど、お頭かしら――」

「そいつを俺のところまで連れてこい」

　男たちは、不満そうに顔を見み交かわした。しかし、それ以上は言葉を返そうとはせず、カミュア＝ヨシュを包囲したまま店の奥へと足を向ける。棒を持った小男に背後を取られてしまったので、カミュア＝ヨシュも彼かれらと一緒に前進するしかなかった。

　巨大な棚たなのせいで入口のあたりからは見通すことのできなかった最さい奥おうの卓に、その男は待ちかまえていた。

「へえ。本当に金色の髪をしているんだな。マヒュドラの血が混ざった人間を見るのは生まれて初めてだ」

　そのように言う男のほうこそ、実に珍しい色合いの髪をしていた。首の横まで無造作に垂らした、少しくせのある蓬ほう髪はつ――それは、炎ほのおと見まごうばかりの鮮あざやかな真しん紅くをしていたのである。

「良かったら、そこに座すわれよ。最初の一いつ杯ぱいは、俺が奢おごってやろう」

「それはどうも、いたみいります」

　カミュア＝ヨシュは、言われるがままに腰を下ろした。俄が然ぜん、この人物に興味を引かれてしまったのである。渦うず巻まく炎のようなその髪と、野の獣のごとき黄色く光る双そう眸ぼう――そして、そのしなやかな身体に満ちみちた、尋じん常じようでない力の気配にだ。

（これは、なかなかの大人物であるみたいだぞ）

　カミュア＝ヨシュは、こっそりと心中でひとりごちる。

　それほど年をくった男ではない。せいぜい二十を少し超こえたぐらいだろう。西の民らしく黄おう褐かつ色しよくに焼けたその顔は、すっと鼻筋が通っており、女性的に見えなくもないぐらい造作が整っていた。

　粗末な布の服に包まれたその身体も、どちらかといえば細身であり、とてもしなやかな筋肉が張っている。座っているからわかりにくいが、背だってそんなには高くなさそうだ。しかし、その肉体には荒あら々あらしいほどの生命力がみなぎっていた。

　口調は明るく、態度は気さくだが、その双眸にも油断のない光が宿っている。噂うわさに伝え聞くマサラの山のガージェの豹ひようというやつが人間に化けたら、かくもあろうかという、それは美しくも危険そうな若者であった。

「そら、飲みな。この酒場では一番上等な果実酒だぜ？」

「ありがとうございます。……セルヴァの民に幸いあれ」

　豪ごう快かいに注がれた赤せき褐かつ色しよくの果実酒を一息で半分ほど空けてみせると、強い酒精が心地ここち好よく咽の喉どを焼いていく。

　そうする内に、周りの男たちは渋しぶ々しぶながらも自分たちの席に戻っていた。彼らの「お頭」が客分と認めたからには、もう逆らいようがなくなってしまうらしい。

「俺は西の民、カミュア＝ヨシュという者です。十五の年にマヒュドラからセルヴァに神を乗のり換かえて西の領土をさまよっている、故郷を持たない風来坊です」

「俺は――そうだなあ。周りの連中は『ジドゥラ』と呼ぶから、そんな風に呼んでもらおうか」

「ジドゥラですか。失礼ですが、東の民を思わせるお名前ですね」

「ああ、東の言葉で『赤』って意味らしい。俺にはぴったりの仇あだ名なだろう？」

　にっと白い歯を剥むき出だしにして笑う。その笑顔は、さらに若々しくて子供っぽく見えるぐらいだった。

「さっきはうちの連中が悪かったな。お前さんが想像している通り、すねに傷を持つ人間の集まりだからよ。巡じゆん回かいの兵士どもには気が抜けねえし、酒を飲むにも見張りを立てなきゃならねえ身の上なのさ」

「はあ。ですが、店のご主人に恐れられている様子はないようですね」

「そりゃあ最初にたんと前金を積んでおいたからな。銅貨さえ払はらえば文句はねえだろ。こんなさびれた酒場にとっては、またとない上客なんじゃねえのかな」

　笑いながら、果実酒をあおる。その姿を見やりながら、カミュア＝ヨシュは「なるほど」と手を打った。

「それじゃあやっぱりあなたたちが、あの高名な《赤あか髭ひげ党とう》の面々なのでしょうかね？」

　途と端たん――ようやく沈ちん静せい化かしかけていた酒場に、さきほどとは比べ物にならぬほどの殺気がみなぎった。

　何人かの男たちが、腰の得物に手をかけて立ち上がろうとする。そちらに手をかざしつつ、赤毛の若者は「まあ待てよ」と言った。

「そいつはずいぶん素すっ頓とん狂きようなことを言い出したもんだな。《赤髭党》ってのは、このあたりで一番でかい盗とう賊ぞく団だんの名前だろう？　確かに俺はこんな髪の色をしているが、生あい憎にくと髭の生えねえタチなんだよ」

「はい。ですが《赤髭党》というのは、貴族だけを相手に略りやく奪だつを働く不殺の義ぎ賊ぞくと聞きき及んでいます。それなら酒場の親父さんもむやみに恐れたりはしないし、喜んで酒をふるまうのかなあと思いまして。……《赤髭党》は、貧しき民にその富を配り歩いている、という評判でもありますしね」

「……風来坊のくせに、ずいぶんこの土地について詳くわしいじゃねえか？」

「俺は北方からやってきたのですがね、ベヘットに差しかかるあたりから、《赤髭党》の名は頻ひん繁ぱんに耳にすることになりました。貧しき民の間では、もはや英えい雄ゆうと称たたえられているぐらいの一団であるようですね」

　ジドゥラと名乗った赤髪の若者は、もう一度果実酒で咽喉を潤うるおわせてから、カミュア＝ヨシュをじっとねめつけてきた。黄色みがかった獣のような瞳が、爛らん々らんと燃えている。

「カミュア＝ヨシュ。お前さんは、いったい何者なんだ？」

「さきほども述べた通り、故郷を持たない風来坊です。つけ加えるとしたら、《守護人》を生なり業わいにしていることぐらいでありましょうか」

　言いながら、首もとの飾かざり物ものを引っ張り出してみせる。さまざまな色合いのからみあった、セルヴァの瑪め瑙のうで作られた《守護人》の証あかしである。表面には、西の言葉で小さくカミュア＝ヨシュの名が刻み込まれている。

「へえ。もぐりじゃなく、王国から正式に認められた《守護人》かよ。お前さんは、何なん歳さいなんだ？」

「俺は、もうじき十九になるところですね」

「その若さで、都の連中には忌き避ひされるマヒュドラの血を引きながら、《守護人》と認められたってのか。そいつは尋常でない腕うで前まえを持つ剣けん士し様ってことだなあ、おい？」

「ええ、まあ、剣の腕を磨みがかなければ生き抜けないような生まれでありましたので」

「ふうん……しかし、王国から認められた《守護人》ってことは、貴族どもの身を守る仕事を受け持つことも少なくないってことだよなあ」

　若者の双眸が、いっそう熾し烈れつに燃えあがる。

「と、いうことは――貴族を狙ねらう《赤髭党》にとっては、不ふ倶ぐ戴たい天てんの仇きゆう敵てきってわけだ？」

「そうですねえ。ただ、いま守るべきは自身の身み柄がらのみですし、盗賊団の討とう伐ばつなどというのは専門外です。《守護人》の仕事は、依い頼らい主ぬしの身を守ることのみでありますので」

　若者は、迷うように唇くちびるをなぞった。

　周りの男どもは、彼の号令を待つかのように息を潜ひそめている。

「……どうしてだ？」

「え？　何がでしょう？」

「お前さんは、俺たちのことを《赤髭党》だと疑ったんだろう？　だったら、《守護人》という身分を明かしたって、自分が不利になるばっかりじゃねえか？」

「いえ。おたがいが仕事の最中でない限りは、何も敵対するいわれはありませんし。それならば、何でも素直に打ち明けたほうが信しん頼らいを得られるかなあと思ったまでなのです。……もしもあなたがたが《赤髭党》であるならば、何とか心を通い合わせたいなあと思っていましたしね」

「どうしてだよ？　《守護人》だったら、《赤髭党》は敵だろう？」

「俺が貴族の護衛に励はげんでいて、そこを《赤髭党》に襲われたなら、刀を交える他ほかなくなってしまいますけどね。だけど俺だって貧しき生まれでしたから、《赤髭党》の生き様には心を打たれてしまうのです。不殺の掟おきてをつらぬいて、貴族の富だけを狙い、それを貧しき民にばらまく義賊。そんなの、格好よすぎてずるいぐらいじゃないですか？」

　若者は、こらえかねたように、ぷっと吹ふき出した。

　それから背中をのけぞらし、大きな声をあげて笑う。

「お前さんは、馬ば鹿かだなあ！　本気でそんなことを考えて、自分の素性を打ち明けたってのか？」

「ええ。それに、あなたのような人間を敵に回したくないなとも考えました。もしもあなたが《赤髭党》の党首であるならば、この付近であなたがたの標的になりそうな仕事を受け持つのはやめておこう、と思ったのですよ」

　馬鹿だ馬鹿だと若者は笑い続けた。

　そうしてひとしきり笑ってから、懐ふところに指先を潜り込ませる。そこから引っ張り出されたのは、若者の髪と同じ色合いをした布切れであった。それを自分の顔の下半面に巻きつけつつ、若者は目もとだけで笑う。

「だったら、真実を教えてやるよ。俺の本当の名は、ゴラムだ。悪名高き《赤髭党》の党首、赤髭のゴラムだよ。《赤髭党》の証であるこの赤い布切れが、俺の異名になっちまったってわけだな。……おそれいったか、《守護人》カミュア＝ヨシュよ？」

「はい。おそれいりました」

「お、お頭……」

「情けねえ声を出すんじゃねえよ！　この若造は、王国の認めた《守護人》だ！　見たところ、その身分に恥じねえ腕前を持ってるみたいだしな。こんな野や郎ろうを敵に回したら、ぶっ殺さずに済ますことなんて出来そうにねえ。不殺の掟をつらぬくためには、酒でも酌くみ交わすしかねえんじゃねえのか？」

　赤髪の若者――赤髭ゴラムは、顔に巻いた布切れを咽喉もとまで引き下ろしながら、酒場の主人を振り返かえった。

「おい、親おや父じ、果実酒を追加だ！　あと、この店で一番上等な食事を持ってこい！」

「は、はい！」

「さあ、カミュア＝ヨシュ。お望み通り、酒を酌み交わそうじゃねえか。……それで、そろそろ白状しろや。わざわざ見張りの目をすりぬけてまでこの宿屋に近づいてきたのは、ここらに《赤髭党》が潜んでいるって当たりをつけてのことなんだろう？」

「ええ、まあ、トトスを失ったのは真実なのですがね。ここ数日は、どこかであなたがたに巡めぐりあえはしないかという期待を込めながら、ふらふらとあてどもなく旅を続けておりました」

「ふうん。何の手がかりもなく、よくこの酒場まで行きつけたもんだな？」

「はい。さすがにたくさんの兵を抱かかえるジェノスやダバッグなどには近づきもしないでしょうから、なるべくさびれた街道を選んで、兵士の巡回なども及ばなそうな区域を捜さがし回まわっていたのです」

「お前さんみたいに鼻のきく男が兵士どもの中にいなかったことを祝福するべきなんだろうな」

　そのように言ってから、ゴラムは険悪な皺しわを鼻の上に刻んだ。

「しかしな、ここ最近で俺たちの居所をつかんだのは、お前さんで二人目なんだ。俺たちも、ちっとばかりは身を潜める場所を考えるべきかもしれねえや」

「へえ。兵士たちに追い回されたのですか？」

「いや。そんなのは別に珍しい話でもねえけどな。だから表に見張りを立ててるし、いつでも逃にげられるようにトトスの準備もしてるんだ。酒場に前金を払ってるのも、兵士に踏み込まれたら銅貨を支し払はらう余よ裕ゆうもなくなっちまうからなのさ。……そうじゃなくって、五日ばかり前のことだったかな。貴族みてえに裕ゆう福ふくそうな身なりをした男が、今夜のお前さんみたいにふらりと近づいてきたことがあったんだよ」

「貴族？　まさか貴族がこのような場所まではやってこないでしょう？」

「そのときはこの酒場じゃなく、もうちっとは上等な街道沿いの宿屋だった。そこはいつでも客で賑わってるから、貸し切りにはせず店の奥でこっそり楽しんでたんだ。……そこにあの、腐ふ肉にく喰ぐらいみたいな目つきをした貴族野郎がやってきたわけだな」

　嫌けん悪お感かんを剥き出しにしながら、ゴラムはそのように言い捨てた。

「本当に、けったくそ悪い目つきをした野郎だった。商人風の装束を着込んでやがったけど、ありゃあ貴族だ。少なくとも、石の都のど真ん中でのうのうと暮らしている、苦労知らずの輩だよ。どんな生活に身を置いているかは、目つきと手の先でも見りゃあすぐにわかるもんだからな」

「ふうむ。しかし、そのような身分の者が、どうして《赤髭党》のもとに？　過去に富を略奪された恨うらみがあろうとも、自分から盗賊団に近づく必要はないでしょう？」

「そうじゃねえんだよ。あの野郎は、俺たちに商団を襲ってほしいとか言い出しやがったんだ」

　すると、近くの席にいた男が「商団じゃなく使節団だぜ、お頭」と口をはさんできた。

「うるせえな、どっちだって変わらねえだろ！　……とにかくな、そいつはそのバナームからジェノスにやってくる使節団とやらを襲ってほしいとか抜かしやがったんだ。しかも、そいつらを皆みな殺ごろしにして、お宝を奪うばっちまえってな」

「不殺の義賊に対して、皆殺しですか。そのような要求は何をどうしたって通るものではないでしょうに」

「ああ。だけど、その仕事をこなしてみせたら、《赤髭党》のこれまでの罪は目こぼししてやってもいい、なんてことまで抜かしてやがったな。どうだ、胡う散さん臭くさい話だろう？」

「胡散臭いですね！　バナームにジェノスといったら、この付近でもっとも規模の大きな町じゃないですか。俺はまだどちらにも足を踏み入れたことがありませんが、大きな城を持つ侯こう爵しやく家けの領土でしょう？　何やら陰いん謀ぼうのにおいがぷんぷんしますねえ」

「ああ。盗賊団を利用して、何か都合の悪い相手をぶっ潰つぶしたかったんだろうな。薄汚え貴族どもの考えそうなこったぜ。……だからそいつは、ここのところを刀でおもいきり断ち割わってやった」

　獣のように笑いながら、ゴラムは自分の額を左から右にすっとなぞった。

「一生消えない傷を見るたびに、あいつはこの赤髭ゴラムにふざけた口を叩いたことを後こう悔かいすることになるだろう。薄汚えムントの魂に幸いあれだ」

「無用に貴族などの怒いかりを買うのは危険ですよ。……あるいは、その場できっちり生命いのちを絶ってやるべきだったのではないでしょうかね？」

　そのように言ってから、カミュア＝ヨシュはふっと微び笑しようした。

「まあ、不殺の掟があっては、そういうわけにもいきませんか。あなたたちは、本当に清せい廉れんな生き様をつらぬいているのですね」

「盗賊団に清廉もへったくれもあるもんかよ！」

　赤髭ゴラムは、また火がついたように笑いだす。そこに、酒場の主人が大きな木の皿を手に近づいてきた。

「お待たせしました。キミュスの香こう草そう焼きですよ」

「おお、こいつは美味そうじゃねえか！　こんなへんぴな酒場で皮つきの肉を食えるとは思わなかったぜ！」

　木皿には、ものすごい量の肉がのせられていた。ぶつ切りにされた、キミュスの皮つきの肉である。そのてっぺんには、珍しくも羽根の肉までもが重ねられている。

「今日はひと晩貸し切りという話だったから、嬶かかあにキミュスをしめておくように言いつけておいたんですよ。ろくに卵を産めなくなった老いぼれキミュスだから、ちっとばかりは筋張ってるでしょうけど、それでも皮つきなら立派なご馳ち走そうでしょう？」

「ありがたくって涙なみだが出るね！　だけど、キミュスの皮なんてのは皮革屋に売りつけたほうが儲もうけになるんだろう？」

「若いキミュスを買いなおしたっておつりが来るぐらいの銅貨をいただいてるんですから、これぐらいのことは何てことないですよ」

　にっと陽気な笑えみをこぼしてから、主人はさらに何本もの果実酒を運んできた。《赤髭党》というのは本当に貧しき民たみたちからの親愛と信頼を得ているのだなと、カミュア＝ヨシュは感心してしまう。

「さあ、食えよ。この馬鹿げた出会いを祝福しようじゃねえか。一番上等な羽根の肉を取りな！」

「ありがとうございます。では、遠えん慮りよなく」

　皮つきの肉以上に、この羽根の肉というのは高値で取り引きされているのである。まず翼つばさの羽う毛もうからして貴族たちには珍ちん重ちようされているし、羽根の肉は身が少ない上に味が良い。たとえキミュスの飼い主であっても、皮や羽根というものは銅貨のために売うり払ってしまうのが常であるのだ。

　カミュア＝ヨシュは、分厚い皮に焼き色のついた羽根の肉をつかみ取り、それにかぶりついた。砕いた岩塩をふりかけて、香草とともに焼いたものなのだろう。やたらと塩しお辛からい塩しお漬づけ肉と異なり、適度な塩の味とゆたかな肉の汁しるが口の中に広がっていく。

　表面の焦こげ色いろがついた部分はパリパリとしているが、その内側は、とてもやわらかい。さらにその内側には、しっかりと身のしまった肉がついている。

　キミュスは飛べない鳥であるのに、その羽根にはやたらと強い力を有しているのだ。その強い力、発達した筋肉の加減が、この旨うまみを生み出しているのだろう。溜ため息いきが出るほど美う味まいのだが、肉の量はわずかなので、急いで食べるのがもったいなく感じられてしまうほどだった。

「おい、そっちでも適当に取り分けな」

　自分も羽根の肉を取り上げてから、ゴラムは木の皿を手近なところにいた男に渡わたした。男たちも歓かん声せいをあげながら、次々に焼きたての肉へと手をのばしていく。

　まるで宴うたげのような騒さわぎである。カミュア＝ヨシュに険悪な視線をぶつけていた大男や小男たちも、子供のような顔で笑っていた。

「……さっき話した貴族野郎のせいで、あいつらも気が立ってたんだよ。本当は気のいい連中ばっかりなんだ」

　その姿を満足そうに見回しながら、ゴラムはそのようにつぶやいた。骨に残った肉を歯でこそぎ取りつつ、カミュア＝ヨシュは「はい」と応じてみせる。

「俺みたいに胡散臭い男が姿を現したら、そりゃあ警けい戒かいもするでしょう。それでも誰ひとり刀を抜こうとしなかったのは、さすが《赤髭党》と評するべきなのでしょうね」

「何だ、自分が胡散臭いっていう自覚はあったのかよ？」

「それはもちろん。もう少し北方では、盗賊団よりも俺みたいな人間のほうがよほど忌いみ嫌きらわれておりますよ」

「ふうん。俺はこのあたりの生まれだから、マヒュドラについてはよく知らねえんだよな」

「知る必要はないと思います。知って楽しくなるような話は何ひとつありませんからねえ」

　カミュア＝ヨシュがそのように答えたとき、「うるさいよ、この唐とう変へん木ぼくども！」という威い勢せいのいい声が頭上から降ってきた。

「まったく、何て騒ぎだい！　せっかく寝ねかしつけた坊ぼうやが目を覚ましちまうじゃないか！」

　カミュア＝ヨシュは、目を丸くすることになった。何やら尋常でない風ふう体ていをした女性が、木の階段をきしらせながら下りてきたのである。

　背が高い。下手をしたら、カミュア＝ヨシュと同じぐらいはあるだろう。そして横よこ幅はばは、カミュア＝ヨシュを上回ってしまっている。いちおうその輪りん郭かくは女性らしいやわらかな曲線を描えがいてはいるが、骨が太いのだ。肩かた幅はばや胸の厚さや足の太さなどは、明らかにカミュア＝ヨシュ以上であった。

　その顔も、四角く骨ばってごつごつとしている。鎧よろいなどを身に纏まとったら、男と判別がつかないぐらいだろう。しかし現在その人物が身につけているのはゆったりとした布の装束であり、脚きやく衣いは二ふた股またに分かれた男性用のものであったが、胸や尻しりが圧あつ倒とう的てきな力感で張っていたので、性別で悩むようなことにはならなかった。

「うん？　何だい、あんたは？　見ない顔だね」

　ずかずかと、その女性が力強い足取りでカミュア＝ヨシュたちのほうに近づいてくる。ゴラムは陽気に笑いながら、そちらに手を振っていた。

「ようやく坊ぼう主ずは寝てくれたのか。お前も飲めよ。……こいつはカミュア＝ヨシュっていう胡う散さん臭くせえ風来坊だ。カミュア＝ヨシュ、こいつは俺の女によう房ぼうで、マサラのバルシャって女だよ」

「そんな風来坊に、あたしの名前を明かしちまってもいいのかい？」

　言いながら、バルシャと紹しよう介かいされたその女性は卓の上の土ど瓶びんをかっさらい、男のような豪快さで咽喉を潤わせた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。それで何か剣けん呑のんな事態になっちまったら、そいつは俺に見る目がなかったってことだ。そのときは、不殺の掟を破ってでも俺が落とし前をつけてやるよ」

「それこそ剣呑な話じゃないか。まあ、好きにすればいいけどさ」

　バルシャはどかりとゴラムの隣となりの席に腰を落とした。伴はん侶りよであるというゴラムよりも、ひと回りは大きな体格である。

「なるほど……そういえば、赤髭ゴラムの伴侶は子を生なすまでは党首の右腕として活かつ躍やくされていた、というお話でありましたね」

「そんなことまで噂になってるのかよ？　まったく町の連中ってのは、噂話が好きなんだな！」

「それは、あなたがたのように真っ向から貴族たちに歯向かおうとする人間なんて、どこの国にもなかなか存在しないでしょうからね。それでもう何年も捕ほ縛ばくされずにいるのですから、ちょっとした伝説になりかけているのではないでしょうか。吟ぎん遊ゆう詩人なら、きっと英えい雄ゆう譚たんとして歌に仕立てあげようとするぐらいでしょう」

「はん！　どいつもこいつもおめでたいこったぜ。俺たちは、貴族どもが気に食わないから暴れ回っているだけなんだけどな。……おい、肉が余ってたらこっちに回せよ」

　党首の声に応じて、木皿が戻もどってくる。その上には、もう数えるほどの肉にく片へんしか残ってはいなかった。

「何だい、人が坊やを寝かしつけてる間に、ずいぶん立派なもんを食べてたんだね」

　おそらくは胸肉と思われる皮つき肉をつまみあげ、バルシャが口の中に放ほうり込む。外見ばかりでなく、その気き性しようも男じみた女じよ傑けつであるようだった。

「今、骨と臓物を煮に込んだ汁しる物ものを持っていきますからね。ちょっと待っててくださいな、おかみさん」

「おかみさんは勘かん弁べんしておくれよ」

　酒場の主人に苦く笑しようを返してから、バルシャはカミュア＝ヨシュのほうに厳いかつい顔を近づけてきた。

「で、あんたはいったい何なのさ？　なかなか腕うでも立つみたいだけど、もしかしたら《赤髭党》に入ろうっていう魂こん胆たんなのかい？」

「いえいえ。俺みたいに腰の据すわらない男には、《赤髭党》の一員はつとまらないと思います」

「ふうん？　家や家族があるってんなら、都合のいいときだけ手伝ってくれりゃあいいんだけどねえ」

「あ、そういう形で仕事に参加する方々もおられるのですか。……ですが、俺はやっぱり《赤髭党》に相応ふさわしい人間でないように思えてしまうのですよね」

「ああそうかい」とあっさり引き下がり、それからバルシャはじろりと亭てい主しゆの顔をねめつけた。

「それじゃあ、あんたはどうしてこの御ご仁じんに素す性じようを明かして、酒なんて酌み交かわしているのさ？」

「そりゃあ、こいつと友ゆう誼ぎを結ぶためだよ。敵に回して厄やつ介かいそうな人間は、仲間になっちまうのが手っ取り早いだろ？　幸い、生まれは貧びん乏ぼう人にんであるみたいだしな」

　豪快に笑い、果実酒をあおる。呆あきれたようにそれを見やりながら、バルシャもまた果実酒を口にした。

　どこをどう見ても、夫ふう婦ふだとは思えない。が、両者の間に強い信頼と親愛が存在することは、たったこれだけのやりとりでも感ずることができた。

　同じように酒杯を取りながら、カミュア＝ヨシュはゴラムに向きなおる。

「そういえば、あなたには是ぜ非ひおうかがいしたいことがあったのですよね、赤髭のゴラム」

「おお、何だよ、あらたまって？」

「あなたがたは、なぜ不殺などという掟を打ち立てたのでしょう？　護衛の兵士や《守護人》を相手にするのに、それはあまりに危険な掟ではないでしょうか？」

「うん？　そりゃあ人間を殺あやめるのとお宝を略奪するんじゃあ、罪の重さが違ちがうからな。俺たちだって、自分の身が可愛かわいいってことさ」

「いやしかし、貴族の富に手をつけたら、どのみち死罪は免まぬがれないでしょう？　罪の重さに変わりはないように思えてしまうのですが」

　ゴラムはけげんそうに眉まゆをひそめてから、「ああ」と歯を剥むいて笑った。

「こいつは俺の言い方が悪かった。我わが身み可愛さってのは、肉体のことじゃねえ。魂のことなんだよ」

「魂？」

「そうだ。貴族の作った法だったら、略奪も人殺しも同じ罪だろう。だけど、大いなる西方神の御ご前ぜんでだったら、どうだ？　人殺しの魂は粉々に打うち砕かれちまうだろうが、略奪だけなら目こぼしをもらえそうじゃねえか？」

「はあ。死後の魂のために、身をつつしんでいるということですか」

「そんな大層なもんではねえけどな！　ただ、西方神の前でも俺はでかい声で宣言してやる。薄汚え貴族どもの富を略奪して、何が悪い！　文句があるなら、この魂を打ち砕いてみろ！　ってよ。……俺の身に何も恥はずるところはない。それが、俺たちの力なんだ」

　にやりとふてぶてしく笑いながら、ゴラムの黄色がかった目はまた爛々と輝かがやいていた。

「どうせ俺の最さい期ごは、首くくりだろう。それでも俺は、笑いながら処しよ刑けい台だいに立ってやる。他の連中だって、みんな同じ気持ちだろうぜ」

「そうですか」と、カミュア＝ヨシュは微笑してみせた。

　やっぱりこの《赤髭党》の男たちは、自分が思っていた通りの存在であったらしい。それを知るためにこそ、カミュア＝ヨシュは彼らの存在を追い求めていたのである。

（野の獣けもののように荒々しく、そして清廉だ。彼らは本当に、何の後悔もなく処刑台に立つことができるんだろうな）

　それは、自分にはできない生き方だ。

　自分は、神を信じていない。

　神の裁き、神の摂せつ理り、神のもたらす運命というものを、是ぜとしていない。

　神の代理人たる王国の定めた法を蔑ないがしろにして、ただ自分の生きたいように生きる――このゴラムたちも自分と似たような生き方を選びながら、やはりその根底には神への畏い怖ふが潜んでいるのだろう。

　あるいは、自分とは異なる切り口で、神に抗あらがおうとしているのかもしれない。己おのれの生命と誇ほこりのすべてをかけて、である。

「何だよ、おかしな笑い方をするんじゃねえよ」

　と、ゴラムがふいに不満げな声をあげた。

「お前、本当に十八か？　面がまえもそうだけど、まるで老人みたいな目つきをしやがるな」

「そうですか。老いぼれた犬のようだと言われることはよくあります。俺はまだその犬という獣を見たことがないのですが」

「ふん。おかしな野郎だな」

　そのように言ってから、ゴラムはぐいっと顔を近づけてきた。

「ところでよ。無む駄だは承知で俺も一回だけ言わせてもらうが――お前さんは本当に《赤髭党》の人間になるつもりはねえのか、カミュア＝ヨシュ？」

「ええ。それは心が打ち震ふるえるほど栄えい誉よな申し出であるのですがね」

　カミュア＝ヨシュは、にっこりと笑い返してみせる。

「だけどやっぱり、俺にはあなたがたのように生きることはできそうにありません。俺はまだ、自分にとっての掟というものを探している最中なので、他者の掟に従えるような身ではないのです」

「ふん。ずいぶんご大層な言い訳をこしらえるもんだな。王国の認めた《守護人》なら食いっぱぐれることもねえだろうから、盗賊なんぞに身を落とす必要はねえってことだろ？」

　子供のように、ゴラムは唇をとがらせる。このように魅み力りよく的てきな人間とともに生きていくことができたのなら、それは素す晴ばらしい生なのだろうな――などと考えながら、カミュア＝ヨシュは首を横に振ってみせた。

「いえ。《守護人》としての資格を手に入れたのは、なるべく自由気ままに生きていくためなのです。俺はこの立場を利用して、色々な土地を巡り歩あるきたいのですよ。……それで自分の掟を見み出いだし、それが《赤髭党》の掟に反しないものであったなら、俺おれはあなたとともに生きたいと願うかもしれません」

「ていのいい断り文句だな。すっとぼけた風ふう来らい坊ぼうに幸いあれだ」

　ゴラムは肩をすくめつつ、果実酒の土瓶を取り上げた。

「それじゃあ、飲むか。どうせこの先は一生顔をあわせることもねえんだろうから、このひと晩で一生分の酒を空けちまおうぜ」

「そうですね」

　事実、カミュア＝ヨシュと赤髭ゴラムがこの先に顔をあわせる機会は一生訪おとずれなかった。この酒場に集結した《赤髭党》の面々は、これから長きの時を待つことなく、ジェノスの護民兵団に捕縛されて、首くくりに処されてしまうのである。その手からまぬがれることができるのは、ゴラムの伴侶たるバルシャとその子ジーダだけであるのだ。

　そんなことを知るよしもなく、彼らは朝まで酒を酌み交わすことになった。

　それから運命の歯車が噛み合あって、カミュア＝ヨシュとゴラムの子ジーダが顔をあわせることになったのは、その夜から十年と少しの歳さい月げつが流れてからのことだった。







あとがき







　このたびは本作『異世界料理道』の第十七巻を手に取っていただき、まことにありがとうございます。

　これだけ物語が長くなりますと、作者が想定していなかった方向に話が広がったり、思わぬキャラが重要なポジションにのしあがったりするものでありますが、アスタたちがジェノスの外に出る、というのも自分にとっては初期構想にない展開でありました。アスタたちの初めてのお泊り旅行をお楽しみいただければ幸いであります。

　そして今回も、「箸休め」と「群雄演舞」を一編ずつ収録させていただいております。前者の主人公はトゥール＝ディン、後者の主人公はカミュア＝ヨシュでありますね。

　この頃のトゥール＝ディンは、至極ひっそりとした存在でありました。ここから彼女がぐんぐんと成長して、人気投票で第二位の座を獲得する未来など、誰にも予見できなかったことでしょう。作者自身にとっても想定外の成長であったのですから、それも当然です。そうしてこの頃の原稿を読み返すと、いかにもトゥール＝ディンの出番が物足りなく感じ、それで「箸休め」の主人公に抜擢した次第であるのです。内気でつつましいトゥール＝ディンが今後どのような成長を遂げるのか、末永くお見守りいただければ幸いでございます。

　そんな想定外のこともひっくるめて、自分はこの長大なる作品を楽しく書き進めることができております。読んでくださっている皆様とも、同じ喜びを分かち合えれば何よりでございます。

　ではでは。本作の出版に関わって下さったすべての皆様と、そしてこの本を手に取って下さったすべての皆様に、重ねて厚く御礼を申し述べさせていただきます。

　次巻でまたお会いいたしましょう！

二○一九年四月　ＥＤＡ　　
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